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1　はじめに

　古代インドにおいて、運動をきちっと体系的にかっ論理的に扱っているのは

Vai§e＄ika学派の運動論である。この運動論では人間の行為を中心に、物体の運動と身

体の運動が取り扱われている。VaiSe§ika学派では運動はすべて瞬間的と考えられ、“

運動は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる。”という考え

方を基本原則とされた。すなわちVaiSe§ika学派では運動を瞬間的な場所の移動と考え

て認識論的な運動論が展開されている。継続運動は意志的努力や運動の潜在能力、ヴ

ェー K（運動の勢い）などの動力因によって瞬間的な運動が次々に引き起こされるた

めに生ずるとされた。この派の運動論では、　“運動は運動を生み出すことはあり得な

い” ﾆ考えて、物体あるいは身体は独りでに動くのではなく何か原因に基づいて動い

ていると考えられていた。例えば、手足の意識的な運動は身体を支配するアートマン

（我、認識および行動の主体）に生じた意志的努力によって生じ、無意識的な運動は

意志の働かない何か他の原因に基づくとされた。空中での物体の運動はヴェーガによ

って生じるとしている。また、この瞬間的な運動は手足の運動を中心に5種に分類さ

れている。それらは持ち上げること　　（utkSeparpa）、振り下ろすこと（apakSepapa）、

屈曲（折り曲げること、akuficana）、伸張（折れ曲がっているものを真っ直ぐにする

こと、prasarana）、進行（gamana）である。

　この学派の運動論について最も整理された形の書物はAD　6世紀のPraSastapadaによ

るPraSastapadabhaSyaである。この書物の第3章「運動論」は次の5節からなっている。

それらは第1節　運動一般、第2節　個々の運動、第3節　運動の分類についての論

議、第4節　アートマンに支配された運動、第5節アートマンに支配されない運動で

ある。第1節は運動の共通的な12の特徴が述べられている。これらは運動に共通で

あることを示すために、すべて一tVaを接尾辞とした抽象名詞で記載されている。第2

節、個々の運動では瞬間的な5種の運動が説明されている。第3節では運動はこの5

種の運動以外にないことの理由が普遍を使って説明されている。第4節ではアートマ

ンに生じた意識過程の1っ、意志的努力を原因として生じた運動の過程がVaiSesika学

派の因果律によって述べられている。この節で記載された運動は（1）手の上げ下ろ

しの運動、　（2）杵を持ち上げ、振り下ろして臼に衝突させる運動、　（3）槍を投げ

る運動、　（4）弓矢の運動である。第5節、アートマンに支配されない運動では意志

的努力以外のものを原因として生じた運動の運動過程が記述されている。ここで記載
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された運動は（ユ）特殊な結合による運動、　（2）落下運動、　（3）水の流れ、

（4）ろくろの回転運動、　（5）息という風の運動、　（6）マナスの運動、　（7）ア

ドリシュタ（見えざる力）による運動である。

　このようなインドの運動論がどのようなものであったか、その構成について筆者は

Pra≦astapadabha＄yaおよびその10世紀の注釈書SrldharaのNyayakandallとVyomaξivaの

Vyomavatlに基づいて今まで研究してきた。その成果をここで述べる。

2　VaiSesika哲学

　Vai6eSika哲学はB、　C，1、2世紀頃のKapadaによって始められた。この学派の最初

の教典はVaiSeSikasUtraで、　Kaqadaの作といわれている。このVaiSeSikasUtraが現在の形

をとったのはA．D．50～150年頃といわれている。

　Vaige＄ika哲学の思想の源はいろいろいわれている。多くはジャイナ教やジャイナ教

が起こった頃活躍していた自由思想家に淵源を求めそいる。ジャイナ教の原子の考え、

アジタ・ケーシャカムバラの4元素説などに求めている。Dasguptaは古いミーマンサ

ー学派に求めている。VaiSe§ikasatraは自然哲学と考えられているが、この目然哲学に

にあまり関係しないダルマが言及され、ダルマ、アダルマを総称しているアドリシュ

タ（不可見力）を物理的な現象の原因にされている。このことはミーマンサー学派が

祭式においてダルマを求めるのと類似しているからとしている。また、中村はジャイ

ナ教やアジタに淵源を求めると同時にカテゴリー論は古代の文法学者に求めている、

文法学者達は実体（dravya）、運動（kriya）、性質（guna）、形相（ak垣普遍）の4つの概念

を術語として用いていたという。このようにいろいろVaiSesika学派の思想の源がいわ

れているが、一定していない。研究者の多くが述べているジャイナ教や自由思想家達

の自然哲学の流れの中でまた文法学者達の影響も受けてVaige§ika学派のカテゴL］一論

が出き上がったのだと考えられる。

　Vaigesika哲学では自然界を観察して、概念分析を行った結果、自然界の構成要素と

して実体、性質、運動、普遍、特殊、内属という6つのカテゴリーが立てられた。そ

れによって自然界の諸現象を説明しようとした。その中で存在物を事実上構成してい

るカテゴリーは実体、性質および運動である。性質や運動は実体に密着していて、実

体から離れられない結合関係にある。例えば、動きをいう場合、そこには動く対象す

なわち実体が必ず存在している。このとき動く対象があるから動きが考えられるので
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ある。このように密着していて離れられない結合関係が内属である。性質と運動は実

体に内属している。すなわち、実体は性質と運動の拠り所となるものである。また、

普遍はものに内属した共通性で、同種のものが群を作ったとき、その個々のものに内

属し、個々のものが共通であるという認識を持つ原因となるものである。そして客観

性のある実在である。特殊は異種のものを排除するという観念を引き起こす原因とな

るものである。

　実体というカテゴリーにっいては土、水、火、風、空、時間、方角、アートマン、

マナスという9つの実体が上げられている。土、水、火、風についてはそれぞれ究極

の粒子として4つのタイプの違った原子（paramat）u）が考えられ、土の原子は属性とし

て色、味、香り可触性を持っている。水の原子は色、味、可触性を有し、火の原子は

色、可触性を有し、そして風の原子は可触性のみを有している。それぞれの原子は球

の形をしており、常住のものと考えられた。そして原子の構成物である、土性の物質、

水性の物質、火性の物質、風性の物質は無常のものと考えられた。虚空は物質等が存

在し、運動する場所であり、音を属性として有し、音を伝える媒介物である。そして、

常住て遍在なる実体である。時間は時間観念を実体化したもので、前後、同時、遅速

などの時間的観念を起こさせるもとになるもので、常住で、遍在である。方角は方角

を実体化したもので、常住で遍在である。アートマンは精神性を持ち、認識およぴ行

動の主体である。我と訳される。マナスはアートマンの補助器官で、意と訳されるも

ので、体内にユつ存在し、微小な粒子でいつも体内を駆けめぐっている。マナスはア

ートマンと結合することによってアートマンに認識等の意識作用を生じせしめるもの

である。アートマンはマナスと結合しないときは認識を生じない。

　性質についてはPragastapadabhaSyaによれば、24種類の性質が上げられている。そ

れらは色、味、香り、可触性、数、量、別異性、結合、分離、彼方、此方、知識、快

感、不快感、欲求、嫌悪、意志的努力、重さ、流動性、粘着、サンスカーラ（潜在能

力）、ダルマ、アダルマ、音である。その内、サンスカーラ（潜在能力）はヴェーガ

（勢い）、潜在印象、弾性の3種類に分かれている。ヴェーガは運動の勢いで、物体

が空中で運動しているとき、瞬間的な運動を次々に生じせしめるものである。潜在印

象は記憶の原因となるものである。ダルマ（善業の功徳）、アダルマ（悪業の罪悪）

は人が意志の力で行為をなしたとき、心、すなわちアートマンに残った倫理的な残余

感である。輪廻の世界で、後世ダルマ、アダルマは煩悩を伴うことによって心のなか
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で熟してきたとき、神の評価によって果報が与えられる。潜在印象は知識の原因とな

るものであるが、ダルマ、アダルマは人の感情、快感および不快感の原因となるもの

であるc，

　運動にっいてはすべて瞬間的と考えられ、上述の5種の運動（持ち上げること、振

り下ろすこと、屈曲、伸張、進行）が瞬間的な運動の種類として上げられている：）こ

れらの内、進行を除いた4種の運動は方向の定まった運動とされ、　“持ち上げる”な

どの特殊な意志的努力によって生じた運動である。

　このような6つのカテゴリーの内、運動は物質を構成する3つのカテゴリーの1つ

であり、Vaigesika哲学の中で重要な役割を演じていると考えられる。

2－－2　Vaigesika学派の因果律

　インドでは因果律について2つの考え方があった。1つはsarnkhya学派に代表され

る因中有果論である。他はNyayaおよびVaiSe§ika学派の因中無果論である。因中有果

論とは原因があって結果が生ずるのであるが、原因と結果とは本質を同じくするもの

で原因と結果はそれぞれ独立したものではないと考え、その原因の中に既に潜在的に

結果を持っているとされた。従って結果に到達するとき、その潜在的なものが顕在化

されただけで、あるいは変化しただけであるという理論である。

　一方、VaiSe＄ika学派による因中無果論は原因と結果は全く別個のもので結果は全く

新しい存在であると考えられていた。この因中無果論では結果は種々の原因の集合か

ら生じたものであるとされた。Nyaya－Vai§e＄ika学派ではこれら種々の原因を3種類に

分けていた。それらは内属因（samavayikarapa）、非内属因（asamavayikarana）および

動力因（nimittakarana）である。内属因は結果と不可分離の関係にあって、結果を包摂

する原因となる基体（すなわち、実体）である。非内属因は内属因と親密なる関係に

あって、結果を生み出す能力を持つ原因である。例えば、諸々の糸から布が作られる

場合、糸の結合は布の非内属因である。糸の結合は糸に内属している。布も糸に内属

している。それ故、糸の結合は布の内属因である糸と親密な関係にある。しかも糸の

結合は布という結果を生み出す原因である。以上より、糸の結合は布の非内属因であ

る。上記の2原因以外のすべての原因が動力因と呼ばれていた。

　＞aigesika学派ではこのような3種の原因を使って運動が説明されている。運動の

発生に対して運動の基体、すなわち運動している物体が内属因、運動を直接生み出す

結合または能力が非内属因、この結合または能力を生み出す原因となるもの、あるい
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はそれ以外の原因が動力因と呼ばれた。

3、PraSastapadabhaSya第3章運動に記載された内容

　次にPragastapadabha§ya記載の運動論について第1節から5節までその内容を簡単に

説明しよう。

　第1節では運動の12の特徴が述べられている。Vaige＄ika学派の運動に対する基本

概念である“運動は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”

（VaigesikasUlra　1－1－19のCandrananda注（2りという考え方すなわち、運動を認識

論的に瞬間的な場所の移動とする考え方を基本として運動の特徴が述べられている、

この　12個の運動の特徴の内、　“運動は同一時に1つの実体に存すること”や“運

動は瞬間的である”など運動の定義に相当するものが6個述べられている。そして運

動の性格的なものが4個述べられている。また、運動の原因となるもの、および結果

となるものがそれぞれコ個ずつ述べられている。以上計12個の運動の共通的な特質

が述べられている。

　第2節では瞬間的な5種の運動、すなわち“持ち上げること”（utksepana）、』‘振り

下ろすこと”（apak§epai）a）、　“屈曲（折り曲げること）”（akuficana）、“伸張（折れ曲

がっているものを真っ直ぐにすること）”（prasaralコa）、“進行”（gamana）が定義され

ている。その定義によれば、進行を除いた4種の運動は方向の定まった運動であった，

すなわち、　“持ち上げること”は“上方にある諸々の場所との結合の原因となり、下

方にある諸々の場所との分離の原因となる運動”である。また、　“振り下ろすこと”

は“持ち上げること”と反対の結合と分離を引き起こす原因となる運動で、振り下ろ

すものを上方の場所から分離させ、下方の場所と結合させる運動である。そして、“

屈曲”は真っ直ぐになっている物質を根本の場所に折り曲げる運動であり、　“伸張”

は折れ曲がっているものを真っ直ぐにする運動である。　“進行”は“方向の定まって

いない場所との結合と分離とを引き起こす運動”として定義され、上記の4つの運動

以外の運動はすべてこの“進行”という種類に含ませている。

　第3節「運動の分類についての論議」では継続運動が“意識の作用に基づく運動”

（satpratyaya－karman）、　“意識の作用から離れた運動”（asatpratyaya－karman）、　“意識によ

らない運動”（apratyaya－karman）に分類されている。　“意識の作用に基づく運動”は身

体および身体と一緒に動く物体の運動において、現在意識が作用している、すなわち
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意志的努力に基づく運動である。　“意識の作用から離れた運動”は今まで意識が作用

していたが、現時点では意識が作用していない、すなわち意志的努力に基づかない運

動である。これに属する運動は身体の無意識的な運動と意志の束縛から離れた物体の

運動である。　“意識によらない運動”は意志的努力に基づかない運動である。

このように分類された継続運動において、5種の瞬間的な運動は“意識の作用に基づ

く運動”に配置され、　“意識の作用から離れた運動”および“意識によらない運動”

には5種の運動の内、　“進行”だけが配置されている。このようにValgesika学派の運

動論では意識の作用によって運動が分けられている。

　そしてこの節ではこの瞬間的な運動が5種類であるのかどうかにっいて議論がなさ

れている。運動が5種である理由はPragastapadabhaSyaによれば、普遍を使って説明か

なされている。普遍は同種である個々のものに内属し、個々のものが共通であるとい

う認識を持つ原因、すなわちものの共通性である。この普遍を使って瞬間的な運動が

5種である理由はPraSastapadabha§yaによれば、次のように説明されている。5種の運

動はそれぞれ同種の運動でまとまり、群をなしたとき、それらは共に同類であるとい

う観念が起こり、他の種類の運動とは異なっているからその群から他の運動を排除し

ようという観念が起こるそのような観念が起こる原因となる普遍（共通性）がそれぞ

れの運動群に付随すると書かれている。すなわち5っの運動が種類である理由は5種

の運動にそれぞれ普遍が内在していることである。そしてこの種類はVaige＄ika学派で

は主観的でなく、誰もが認識できる客観性のあるものであると考えられていた。

このように第3節は運動の種類にっいて議論がなされている。

　第4節「アートマンに支配された運動」ではアートマンに生じた意識過程の1つ、

意志的努力を原因として生じた運動の過程がVai§e§ika学派の因果律によって述べられ

ている。例えば、弓矢の運動では人が弓に矢をつがえるという人の意志的努力から始

まって矢が弓に射られて空間を飛び、落下するまでの過程が因果律によって記述され

ている。すなわち、空中での矢の運動を結果と考えたとき、原因は何かをつきつめて

最後の原因が弓を引くと言う意志的努力に到達するような因果関係によって、弓を引

くという意志的努力から矢の空中での運動までの運動過程が記述されている。この節

で記載された運動は前述のように（1）手の上げ下ろしの運動、　（2）杵を持ち上げ、

振り下ろして臼に衝突させる運動、　（3）槍を投げる運動、　（4）弓矢の運動である、

　第5節1アートマンに支配されない運動」では第4節と同じように運動を結果と考
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えたとき、原因を追及した結果、意志的努力以外のものが最後の原因となった運動過

程が記述されている。ここで記載された運動は（1）特殊な結合による運動、　（2）

落下運動、　（3）水の流れ、　（4）ろくろの回転運動、　（5）息という風の運動、

（6）マナスの運動、　（7）アドリシュタ（不可見力）による運動である。

以上が第3章運動で述べられた内容である。

4、　VaigeSikasUtraおよびその注釈書

　VaigeSikasatraは簡潔な文章で書かれており、ユ0章からなっている。7世紀の注釈

者、CandranandaによるVptiによれば、第1章から第7章まではそれぞれ2っの日課

（ahnika）に分けられている。第1章第1日課では実体、性質、運動についてそれぞ

れの特徴が述べられている。この中で、　“〈運動は〉結合と分離において独立な原因

である”　（Vai§e§ikasUtra　1－1－16）とか、　“運動は運動を生じない”

（Vai§eSikasUtra　1－1－21）などの運動の特質が記載されている。「コ］第2日課では普

遍と特殊が述べられている。以後、VaiSesika哲学が簡潔に述べられている。その中で、

第5章では継続運動が述べられている。（“）第5章第1日課では主にアートマンに支配

された運動、第2日課では主にアートマンに支配されない運動が述べられている。第

1日課で記載された運動は手の運動、杵と臼との衝突運動、ものを投げる運動、弓矢

の運動などである。第2日課では土、水、風、火の四大種によって作られた物質の運

動、マナスの運動などが記載されている。この記述の仕方は簡潔で、運動経過は断片

的に書かれている。そのため、運動のメカニズムはA．D．6世紀に作られた

Pra6astapadabhaSyaよりかなりあいまいな形で書かれている。この書物はVaige§ika哲学

を体系的に述べていない。

このVaige＄ikasUtraの現存している注釈書として、

（1）　7世紀頃のCandranandaによるVptti°）

（2）12，3世紀頃の作者不詳の　　Anonymous　Commentary（‘）

（3）15世紀のSahkara　MiSraによる　Upaskara（7）

がある。それぞれに含まれている、sUtraは相互に多少相違している。一番古い注釈

書であるCandranandaによるVptiは初期のVaiSe§ikasUtraの形を保ったものといわれてい

る。
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5、Pra6astapadabh蚕yaおよびその注釈書

　Pragastapadabha＄yaの正式な書名はPadarthadharmasarigraha（「句義法綱要」）といわれ、

6世紀のPragastapadaによる著作である。この書物はVaige§ika哲学をカテゴリーに従っ

て体系的に述べた書物である。筆者はこのPragastapadabha§yaおよびその注釈書を主に

用いてVaige§ika学派の運動論を研究した。　J．　Bronkhostによれば、　Pragastapadabha§yaにお

いて実体、性質、運動、普遍、特殊、内属というカテゴリーに従って章が構成されて

いる。c3”この書物では序章では6つのカテゴリーにっいておよび6つのカテゴリー相

互の共通性と差違が述べられている。第1章では実体、第2章では性質、第3章では

運動、第4章では普遍、第5章では特殊、第6章では内属がそれぞれ述べられている。

第3章運動ではVaiSe§ika学派の運動論が述べられている。（9’それらは前述したように

第1節　運動一般、第2節　個々の運動、第3節　運動の分類についての論議、第4

節　アートマンに支配された運動、第5節　アートマンに支配されない運動である．

第4節、5節では継続運動が述べられている。この書物の主なる注釈書は

①　10世紀頃（または10世紀以前）のVyomaSivaによる　Vyomavatl．］”，

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②　10世紀（991年）のSrldharaによる　　　　　　　　NyayakandalI

③　11世紀のUdayanaによる　　　　　　　　　　　　　　Kirapavall’1コ’

である。

UdayanaのKirarliavallは実体と性質の章だけが注釈され、運動の章以下は注釈されてい

ない。VyomavatlとNyayakandallは全体に注釈されている。したがって、

PraSastapadabhaSyaに記載された運動論に注釈した書物はVyomavatlとNyayakandallである。

筆者はPraSasrapadabha§yaに記載された運動論をVyomavatlとNyayakandallの両注釈書に

基づいて研究した。

6、　VaiSe§ika学派の運動論についての今までの研究

　この学派の運動論に関して、今までにB．Faddegon，　S．　Bhaduri，　B．　N　Seal，　U．　Mishraなど

によって研究および紹介がなされた。L］3’そしてこの運動論の仏教側からの批判につい

ての研究が菱田によってなされている。°4bこれらの内でB．　N　SealとU．　Mishraは

VaiSesika学派の運動論を詳細に述べている。特に運動の原因については詳細に記述し

ている。

これらの研究者によってVaige§ika学派の運動論がどのように書かれているか、記す，
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ここではB．Faddegon，　S．　Bhaduri，　B．　N．　Seal，　U．　Mishraによって今までなされた運動論の研

究を紹介する。

　これらの研究によれば、VaiSe§ika学派では運動はすべて瞬間的と考えられ、　“運動

は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる。”という場所の移

動が基本とされ、運動の特質について、　“運動は運動を生ずることはない”、　“1つ

の実体に1つの運動が存在する。”等のPraSastapadabha§ya記載の運動の特質が紹介さ

れている。そしてこの瞬間的な運動は持ち上げること、振り下ろすこと、屈曲、伸

張、進行という5種の瞬間的な運動に分類されている。継続運動は“運動は運動を生

ずることはない”という運動の特質からこの瞬間的な運動が意志的努力や推進力など

運動を生ずる原因によって次々に引き起こされるために生ずるとされ、手から離れた

物体の運動はvega（勢い）と呼ばれる推進力によって引き起こされると記されている。

そして運動は①意志的努力、②重さ、③流動性、④衝動、⑤衝突、⑥“〈それとそれ

に〉結びっいた部分との結合”　（salpyukutasarnyoga）、⑦ヴェーガ（勢い）および⑧

アドリシュタ（不可見力）を原因として生ずることが記されている。⑥“〈それとそ

れに〉結びっいた部分との結合”とは物体に運動が生ずるとき、直接、衝動や衝突な

どで運動が生じている部分とまだ、生じていない部分とがある場合に、この結合は直

接運動を生じている部分からそうでない部分に運動を伝える役目をする結合である。

これらの原因の内、①意志的努力は2種類存在している。1っは生命に基づく意志的

努力で、他は欲求や嫌悪に基づいて生じた意志的努力である。生命に基づく意志的努

力は眠っている人の呼吸を生じさせる息という風の運動の原因である。また、眠って

いる人が目覚めたときに対象物を知覚するためにマナスが外部感覚器官と接触するた

めに生じたマナスの運動の原因である。一方、欲求や嫌悪に基づく意志的努力は意識

のある身体の運動が生ずる原因である。②重さは落下運動の原因であり、意志的努力

やヴェーガによって妨げられる。そして落下運動は第1瞬間時には重さによって生じ、

第2瞬間時以降にはその運動によって生じたヴェーガと重さによって生ずることが記

されている。③流動性は水などの液体が流れを生じさせるための原因である。④衝動

は“推すもの”と“推されるもの”が離れない状態で“推すもの”が“推されるもの

”へ動力を与える結合である、そして例として泥の上に石を乗せたとき、泥と石は一

緒に沈んでゆく、この場合の結合が衝動であると述べている。手で槍を投げる場合、

手と槍の間に生じている衝動や弓矢の運動において、弓を引いて弦から指を放すとき、
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弦と矢の間に生じた衝動については言及されていない。⑤衝突はヴェーガを持つ“衝

突するもの”が“衝突されるもの”との結合で、両者が一瞬のうちに分離して1つの

運動を生ずるような結合である。その例として、物体が堅い物体にぶつかったときの

衝突が上げられている。　⑦ヴェーガ（勢い）は瞬間的な運動を一定方向へ継続させ

るための能力である。そしてそれは意志的努力、衝動、衝突や重さなどに基づいて生

じた速い運動から生ずる。この能力は感触のある実体と接触することによって妨げら

れる。⑧アドリシュタは見えない力、すなわち原因の分からない力のことをいう。

PraSastapadabhaSyaではアドリシュタはダルマ、アダルマをいい、人が行為をした後に

心に残る倫理的な残余感である。輪廻の原因となるものである。このアドリシュタは

原因の分からない運動に対して原因として作用している。例えば、木の幹を水が上昇

する水の運動、磁石に引きつけられる鉄の運動、火の上昇運動、風の横吹、原子の最

初の運動など原因の分からない運動に対してアドリシュタが原因とされている。

更にB．Faddegonによれば、継続運動は“意識の作用に基づく運動”（satpratyaya－karman）、

［［

ﾓ識の作用から離れた運動”（asatpratyaya－karman）および“意識によらない運動”

（apratyaya－karman）の3種類に分類されている。　Faddegonによれば、この3種の継続運動

には次のような運動が分類されている。　“意識の作用に基づく運動”には意識を伴っ

た運動で、身体に生じた運動が、　“意識の作用から離れた運動”には身体に伴われた

物体の運動および身体から離れた物体の運動が、また“意識によらない運動”には常

に意識の作用を欠いた運動が分類されている。この分類によれば、身体と結びついた

物体の運動はすべて“意識の作用から離れた運動”に分類されている。しかし、身体

と結びっいた物体の運動には身体、すなわち手や足と共に動く物体の動きと意志的努

力に依存しない物体の動きが含まれている。手、足と共に動く物体の動きは意志的努

力に基づく動きなので、　“意識の作用に基づく運動”の分類に入り、意志的努力に基

づかない物体の動きは“意識の作用から離れた運動”の分類にはいると考えられる。

それを第2章「運動の種類」で示したい。従ってFaddegonの分類は間違っていると考

えられる。更にFaddegonはPragastapadabhaSyaに記載された運動論はVaiSeSikasatraに記

載された運動論より冗長すぎてよくないと指摘している。しかし、両書を読み比べて

みるならば、VaiSeSikasUtraの運動論では断片的で運動のメカニズムがはっきり書かれ

てないが、PraSastapadabha§yaの運動論ではその運動の運動過程がVaiSe＄ika学派の因果

律によって明瞭に記述されている。第3章「継続的な運動」で考察したいと考える。

一13一



　また菱田によれば、VaiSe§ika学派の運動論に対して仏教側、　Tattvasarpgrahaにおいて

反論が述べられている。〔i“）TattvasarpgrahaではVaiSe＄ika哲学について批判がなされてい

る。その中でヴェーガ（勢い）と運動について刹那滅の立場から次のような批判がな

されている。運動している基体である実体は刹那滅であり、刹那滅のものは生起する

やいなや滅するのであるから、実体に運動やヴェーガが依存することは不可能である

としている。運動は瞬間的であり、空中での矢の運動はヴェーガによって継続される，

このVaiSe＄ika学派の見解に対して仏教側では継続運動は諸々の因縁が作用して生ずる

のであるからヴェーガが継続運動の原因であるとは限らないとしている。　“もし原因

であるとしても矢が落ちないのはヴェーガの働きが原因であるとするなら、矢の落下

を妨げるヴェーガはあらゆる場合に矢に依存しているはずであるから、矢は永久に落

ちることはない”などヴェーガの働きについて仏教側から色々反論がなされている。

　このように今までの研究においてVaigesika学派の運動論が紹介されている。特に運

動の原因については詳細に記述している。しかし、PragastapadabhaSyaに記載された個

々の運動がどのような形で生ずるのか、そのメカニズムがあまり述べられていない、

例えば、B．　N．　Sealによれば、ヴェーガ（運動の勢い）にっいて2種類あることが記さ

れている。この2種とは落下において重さによって生ずる勢いと矢が空中で運動して

いるとき、運動を継続させるための勢いである。Sealはこの2つの勢いは種類の違っ

たものであると述べている。すなわち、矢が空中で運動しているとき、運動を継続さ

せるための勢い、すなわちヴェーガは落下運動の原因である重さを妨げる。しかし、

矢が勢いをなくしたとき、矢は重さのために落下する。その落下運動に対しては、落

下運動の第1瞬間時は重さによって落下運動が生じ、その運動によって勢い、すなわ

ちヴェーガが生ずる。落下運動の第2瞬間時以降は重さと勢いによって運動が生ずる。

このように勢いは落下運動を助長させる。従って勢いがある時には重さの能力を妨げ

て、勢いは落下運動を生じさせないが、ひとたび落下運動が生じたときには重さと共

に落下運動を助長する。このことから勢いは一方では重さの能力を妨げ、他方では重

さと共に落下運動を助長する。勢いは重さの能力を妨げるのであるから、落下運動に

おいても重さの能力を妨げるべきなのに助長してしまう。これは勢いが2種あると考

えざるを得ないとB．N、　Sealは述べている。しかし、これらの勢いは異なるものでは

なく、後に示すようにどちらも運動を継続させるための能力で運動の勢い以外の何も

のでもない。このような考えはヴェーガの発生するメカニズムがきちっと把握されて
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いなかったために生じたものと考えられる。

　S．N．　Sen，　B．　V．　Subbarayappaなどはヴェーガ理論が中世ヨーロッパのインペトス理論

に類似したものであると述べている。（16）従って、これらの研究はVaiSe＄ika学派の運動

論にっいて、個々の言葉の説明は良くなされているが、それを総合する運動のメカニ

ズムが捕まれていない。そのため、分析の仕方があいまいである。例えば、ヴェーガ

の発生がどのような運動の過程においてなされたものなのか、その運動機構が記され

ていない。また、このヴェーガ理論が何故、インド運動論に必要なのか等インド運動

論の本質が明らかにされていない。そこで本研究はこのVaiSe§ika学派の運動論を原文

に則して考え、運動の機構がどのようなものであるか、その一端を次章以降で考察し

たいと考える。

7、Vai6esika学派の運動論の概要

　古代インドにおいて、運動を体系的にかつ論理的に扱っているのは6世紀の著作、

PraSastapadabha＄yaに記載されたVaiSe§ika学派の運動論である。

　今までに、6世紀の著作、PraSastapadabhaSyaを中心にしてVaiSeSika学派の運動論を

調べてきた。それによれば、この運動論では場所の移動、すなわち“運動は運動する

ものを瞬間的にある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”という認識論的な考

え方を基本として、瞬間的な運動が考えられていた。継続運動は意志的努力や運動の

潜在能力、ヴェーガ（運動の勢い）等の動力因によって瞬間的な運動が次々に引き起

こされるために生ずるとされた。この派の運動論では“運動は運動を生み出すことは

あり得ない”と考えて物体あるいは身体は独りでに動くのではなく、何か原因に基づ

いて動いていると考えられていた。例えば、手足の意識的な運動は身体を支配するア

ートマンに生じた意識的努力によって生じ、無意識的な運動は意志の働かない何か他

の原因に基づくとされた。空中での物体の運動はヴェーガによって生ずるとしている。

Pra6astapadabhaSya第3章運動第4節、5節に記載された運動過程はVaiSe§ika学派の因

果律によって書かれていた。すなわち、運動過程の最後に記述された運動、例えば、

弓矢の運動にっいては空中を運動する矢の運動、を結果と考えたとき、原因を次々に

遡って意志的努力に到達した運動過程がアートマンに支配された運動として第4節に

記述されている。第5節では遡った原因が意志的努力でないものに到達した運動過程

が記述されている。
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この運動論の内容を筆者の研究に従って紹介していく。

7－1、　運動の共通的な特質。

　Pra§astapadabha§ya第3章、第1節「運動一般」では運動の共通的な特質が12個述

べられている。t17）これに記載された運動の特質はVaiSe§ika学派の運動に対する基本概

念である“運動は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”と

いう考え方を基本として述べられている。すなわち、運動を認識論的に瞬間的な場所

の移動と考えて運動の特質が述べられている。この12個の特質の内、6個は運動の

定義に相当するものであり、4個は運動の性格的なものである。また、運動の原因と

結果について書かれたものがそれぞれ1つずつある。

　これらの特質の内、重要なものについて以下に論ずる。

　運動の定義に相当する特質の内、　（4）　“運動は性質を持たないこと”、という特

質はCandranandaによってVaiSeSikas亘tra　1－1－19に注釈されているように、“運動

は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”　（Candrananda　1－

1－19）（：8）という考え方を基本原則として運動を概念分析した結果である。すなわ

ち運動というカテゴリーから運動を生じたり　（すなわち、運動が運動を生ずる）、停

止したりする概念を排除したために生じたものと考えられる。もし運動が運動を生ず

るとすれば、運動の基本原則である運動によって生じた分離と結合を放棄しなければ

ならなくなってしまう。何故なら、運動が運動を生ずるとすると、運動している基体

は第1の運動によってある場所から分離されるが、次の場所との結合がなされない。

すると、第2の運動による分離も結合も起こらなくなってしまう。このことは“運動

は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”という基本原則を

放棄することになる。そのことは不可能なので、Vaige§ika学派では性格的な運動の特

質、　（10）　“運動が運動を形成しない”としたのである。従って、VaiSe§ika学派で

は運動というカテゴリーは運動そのもの、すなわち運動の分類を論じるだけのものに

して、運動を生じたり、停止したりする概念は他のカテゴリーに入れられたのである。

従って必然的に運動が生ずる原因と停止する原因を考えなければならなくなってしま

った。運動の停止は性格的な特質、　（6）　“〈運動〉自ら作り出す結合によって妨げ

られること”によって書かれている。この特質は運動を（2）　“瞬間的なもの”と考

えたことと（7）　“運動は結合と分離に対して独立な原因であること”と考えたこと、

すなわちCandranandaによるVaiSeSikasロtra　1－1－19の注釈“運動は運動するものを
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ある場所から分離し、次の場所へ結合させる”という運動を場所の移動と考えたこと

によって生じたものである。このことによって、運動の停止は運動の結果である結合

によって生ずる。また、運動が生ずる原因となるものは、　（5）　“重さと流動性と意

志的努力と結合”である。重さは落下運動に必要な原因であり、流動性は水が流れる

という運動に必要な原因である。意志的努力は人が行為、すなわち手を上げるとか弓

を動かすとかという運動が生ずる場合の原因である。次に結合であるが、この結合が

どのような結合であるのか、NyayakandaliおよびVyomavatlのこの個所の注釈では何も

云われていない。しかし、CandranandaによるVaiSeSikasQtraの注釈において、運動の原

因として“重さ、流動性、意志的努力、衝動、衝突、〈それとそれに〉っながれた部

分との結合（sarnyuktasarpyoga）、意志的努力およびアドリシュタ（不可見力）”が上

げられている。（19’アドリシュタを除けばPraSastapadabhaSyaに記載された運動の原因で

ある。しかも、結合に関しては後に示すようにPraSastapadabha＄ya第3章「運動」、第

5節「アートマンに支配されない運動」で、運動の原因となっている特殊な結合すへ

てが上げられている。従って、Pra§astapadabha§ya記載の結合は特殊な結合と考えられ

る。

このように、VaiSe§ika学派では運動を瞬間的な場所の移動と考えたため、継続運動は

次のように考えることができる。運動の原因によって第1瞬間時の運動が生ずるcそ

の運動の結果である結合によって第1の運動は終わる、そしてまた運動の原因によっ

て第2の運動が起こり、運動する実体と場所との瞬間的な結合によって第2の運動が

終わる、というように瞬間的な運動が次々に生じて継続運動が生ずると考えられてい

た。運動の結果である結合と分離であることは運動を場所の移動と考えたとき、必然

的に出てくる帰結である。

　以上により、Pragastapadabha§yaに記載された運動の特質は運動を認識論的に取り扱

ったために生じたものである。すなわち、運動を瞬間的と考え、　“運動は運動するも

のをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”という認識論的な場所の移動を

基本原理としているために生じたものである。また、その基本原理に則して運動を概

念分析した結果、運動そのものを運動と考え、運動を引き起こす原因や停止の原因は

他のカテゴリーに入れられた。運動の原因としては“重さ、流動性、意志的努力、結

合”が上げられている。また、運動の停止については運動によって生じた結合が上げ

られている。また、継続運動はこのように生じた瞬間的な運動が運動の原因によって
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第1図　運動の分類

ka㎜an
（運動）

1、pratyaya－karman

（意識によって生じた運動）

アートマン、すなわち
意志的努力に支配される
運動

［①身体の運動②それに伴われた　物体の動き］

（1）satpratyaya－karman

（意識の作用に基づく運動）

曝簿∵］

（　2　）　　asatpratyaya－karman

（意識の作用から離れた運動）

①身体の無意識的な

　運動
②それに伴われた
　物体の動き
③身体から離れた

　物体の運動
　　杵と臼の衝突

utk写epaiiia

（持ち上げること）

apak＄epa】3a

（振り下ろすこと）

aku丘cana

（屈曲）

prasararpa

（伸張）

gamana
（進行）

1］］、apratyaya－kaman

（意識によらない運動）

アートマンに支配されて
いない運動

投げやりの運動
弓矢の運動

初めから意識が作用
していない運動

　①落下運動
　②回転
　③水の流れ
　④息という風の
　　運動
　⑤マナスの運動
　⑥原因の分から
　　ない運動

gamana

gamana
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次々に生ずるために起こるのである。そして運動を結果と考えたときその原因が、あ

るいは運動を原因と考えたときその結果がVaigesika学派の因果律にのっとって認識論

的に解明されていた。しかし、運動の時間的な関係にっいては一切触れられていない。

　このようにここで論じられている運動の特質は認識論の立場から運動の特質が考え

られただけにすぎない。

7－2、　運動の種類

　VaiSesika学派では瞬間的な運動は5種に分類されている。　それらは“持ち上げる

こと” @（utk§epana）、　“振り下ろすこと”　（apakSepapa）、　“屈曲（折り曲げるこ

と）”　（akuficana）、　“伸張（折れ曲がっているものを真っ直ぐにすること）”

（prasarapa）、　“進行”　（gamana）である。

　ここでは，この5種の運動がどのような運動であるのか、　また運動の種類が

Vaigesika学派でどのように考えられていたのか、そしてこれらの運動が何故、運動の

種類であったのか　Pragastapadabha§yaおよび10世紀のその注釈書，　Nyayakandallと

Vyomavatlについて調査した結果を述べる。（2°）

　Pragastapadabha§ya第3章「運動」では種類としてこの5種の運動が上げられている

が、　実際には運動を述べた例は瞬間的な運動ではなく、　継続運動にっいて述べられ

ている。この瞬間的な運動がどのような運動であるか述べる前に、　継続運動につい

て運動の分類をまず見ておく。継続運動は第1図の如く、大別して2種に分類された．

（1）　“意識によって生じた運動”　（pratyaya－ka㎜an）、すなわち意志的努力に基づく

運動と（H）　“意識によらない運動”　（apratyaya－karman）、すなわち意志的努力に基

づかない運動とに分かれている。　（1）　“意識によって生じた運動”は2つのサブグ

ループ、“意識の作用に基づく運動”（satpratyaya－karman）と“意識の作用から離れた運

動”（asatpratyaya－kaman）とに分かれる。　“意識の作用に基づく運動”は現在意識が作

用している、すなわち意志的努力に基づく運動である。例えば、ものを持ち上げると

か弓を引くという運動である。　“意識の作用から離れた運動”は今まで意識が作用し

ていたが、現時点では意識が作用していない、すなわち意志的努力からもはや離れた

運動である。例えば、弓矢の運動については、PraSastapadabhaSyaでは第3章第4節に

おいて意志的努力による弓を引くという運動から矢が弓から離れて空中を運動するま

での運動過程が記述されている。この運動過程において、“意識の作用から離れた運
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動”は弓の弦と矢を手で十分に引いて、手を弦から放した後の弓矢の運動である。こ

の種類に属する運動は身体の無意識的な運動と意志の束縛から離れた物体の運動であ

る。　（II）　“意識の作用によらない運動”は意志的努力に基づかない運動であるため、

“意識の作用から離れた運動”と“初めから意識が作用してない運動”に分類された。

Pragastapadabha§yaでは“意識の作用に基づく運動”は5種の瞬間的な運動すべてが配

置され、　“意識の作用によらない運動”は“進行”だけが配置された。1！’　’i

　このような運動の分類において、　瞬間的な5種の運動（持ち上げること、　振り下

ろすこと、　屈曲、　伸張、　進行）は“意識の作用に基づく運動”、　すなわち意志的

努力によって生じた運動に属している。　そして5種の内、　“進行”は分類中のすべ

てに含まれている。従って、　“進行”を除いた4種の運動は“意識の作用に基づく運

動”だけに属している。すなわち、意志的努力に基づく運動である。そしてまた、

4種の運動は方向の定まった運動とされ、　“進行”は方向の定まらない運動とされた．

‘：2｝

　次にこの5種の運動がどのような運動であったか調査した。Pra6astapadabha§｝aによ

れば、5種の運動は以下のように記されている。曲

（D“持ち上げること”は“上方にある諸々の場所との結合の原因となり、また下方

にある諸々の場所との分離の原因となる運動である。”

（2）“振り下ろすこと”は“持ち上げることと反対の結合と分離を起こす運動である

（3）“屈曲”は“真っ直ぐになっている物質の先端にある部分をその場所から分離さ

せ、根本の場所と結合させる運動である。”

（4）“伸張”は“屈曲と反対に結合と分離を発生させ、全体を真っ直ぐにする運動で

ある。”

（5）“進行”は“方向の定まっていない場所との結合と分離とを引き起こす運動であ

る。”

このような瞬間的な運動について、Pragastapadabha§yaの注釈書VyomavatiとNyayakandalI

を調べた結果、次のようなことが分かった。

（1）瞬間的な5種の運動

　①　5種の運動の内、　“進行”を除いた4っの運動、　すなわち“持ち上げること

”、　“振り下ろすこと”、　“屈曲”、　“伸張”は、　“持ち上げる”など特殊な意
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志的努力によって運動の方向が規定されている。　しかもその方向はすべて縦方向で

ある。

“持ち上げること”および“振り下ろすこと”はそれぞれ“持ち上げる”、　“振り

下ろす”という意志的努力に基づき、　下から上へ、　上から下へそれぞれ向かう直線

的な運動である。　また“屈曲”は“折り曲げる”という意志的努力によって縦に真

っ直ぐな物体の先端を根本に折り曲げる運動である。　これは上から下に向かって折

り曲げる運動である。　また、　“伸張”はその逆で、　“真っ直ぐにする”という意

志的努力によって根本に曲がっていた物体を下から上に向かって真っ直ぐにする運動

である。そして“進行”は方向の定まらない運動とされている。

　②　横方向の運動は方向の定まらない運動とされ、　運動の種類として考えられず、

すべて“進行”という種類に入れられている。　これは、　上下は意志的努力によって

方向を定めることが出来たが、　横は出来なかったと言うことである。　横はいろいろ

な方向があるために方向を一定として捉えることが出来なかったと考えられる。

　③　上記特殊な意志的努力による4っの運動以外の運動はすべて方向の定まらない

運動とされ、　“進行”という種類に含まれている。　従って、　“進行”は非常に多く

の運動を含んでいる。それらは上記の特殊な意志的努力以外の意志的努力に基づく運

動と意志的努力によらない運動である。

　　以上より方向の定まらない運動の種類、　“進行”は非常に多くの運動を含んでい

る。　“持ち上げること”等4つの運動は特殊な意志的努力によって縦方向に方向付け

された運動で、それぞれが独立した種類をなしている。

（2）　運動が5種類である理由

　　VaiSe§ika学派では、5っの運動を独立した種類と考える理由はそれぞれの運動の

群に“持ち上げるという共通性”などの普遍が伴われているからであるとしている。

すなわち、　“持ち上げるという共通性”は“持ち上げること”という運動の群に対し

て共に同類であるという観念を起こし、“振り下ろすこと”という運動の群等を排除

しようという観念を起こす原因である。そしてVai§e§ika学派では普遍、すなわち運動

の種類は主観的でなく、客観的な実在でなければならないと考えられていた’19。

VaiSe＄ika学派において5つの運動を種類と考えた理由は以下のように考察される。

　Vaigesika学派では、　“運動は運動するものをある場所から分離させ、　次の場所へ

結合させる”という考え方を基本としている。　そのために運動を種類として客観的
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に捉えるためには、方向の定まったものと定まらないものとを分けることが必要であ

ったと考えられる。それ故、定まった方向を有する運動がまず独立した種類と考えら

れ、それ以外の運動はまとめられて1つの種類とされた。　（1）で示したように、定

まった方向はすべて縦方向である。　それ故、定まった方向を客観的に選ぶことの出

来たのは縦方向以外にはなかったと考えられる。　そのため、“持ち上げること”等

縦方向の4つの運動が種類となり、それ以外の運動は方向の定まらない運動とされ、

“進行”という種類に入れられている。

　　以上より、VaiSe＄ika学派で運動をこの5種類と考えたのは運動を場所の移動とし

て捉え、時間の経過として捉えていなかったことに起因すると考えられる。

7－3、　　糸匿続R勺な運動

　継続運動はPragastapadabha§ya第3章「運動」第4節「アートマンに支配された運

動」、第5節「アートマンに支配されない運動」に記載されている。ここではこの第

4節および第5節において継続運動がどのような運動であったかを述べる。第4節で

はアートマンに支配された運動、すなわち意志的努力に基づいた運動が記載され、（2‘，

第5節では初めから意志的努力に基づかない土性の物質、水、風（四大種のうち3

種）の運動およびマナスの運動が記載されている（26’。その記載の仕方は第4節では意

志的努力による手の運動からその運動が生ずるまでの運動過程が記されている。第5

節では意志的努力以外の運動の原因によって生じた運動が記載されている。そして、

第4節では手の持ち上げの運動、杵と臼との衝突運動、槍を投げる運動、弓で射ると

きの矢の運動が記載されており、第5節では特殊な結合（衝動、衝突、〈それとそれ

に〉つながれた部分との結合）に基づく運動、落下運動、水の流出運動、ろくろの回

転運動、息という風の運動、マナスの運動、アドリシュタ（ad無a，不可見力と呼ばれ、

ダルマ、アダルマによる力。原因の分からない運動はすべてアドリシュタに帰してい

る。）による運動が記載されている。前述の継続運動の分類に従えば、第4節は“意

識によって生じた運動（pratyaya－karman）”に分類される。しかも、身体の意識的な運

動とそれに伴われた物体の動きは“意識の作用に基づく運動（satpratyaya－karman）”に

分類され、それ以外の運動、すなわち身体の無意識的な運動や身体から離れた物体の

運動などは“意識の作用から離れた運動（asatpratyaya－karman）”に分類されている。

第5節は“意識によらない運動（apratyaya－karman）”に分類されている。第4節、5
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節で記載されたこれらの運動がどのように記載されているか代表的なものを例にとっ

て説明する。代表的なものとして、ここでは（ユ）身体の運動（例：手に伴われた物

体σ）運動）、　（2）杵と臼との衝突運動、　（3）弓矢の運動を説明する。最後に、

（4）物体運動の運動過程のパターンを示し、　（5）空中での運動の原因となるヴェ

ーガ（運動の勢い）について述べる。弓矢の運動における衝動過程のパターンは第4

節槍を投げる運動、第5節落下運動、ろくろの回転運動にも使われている。

（1）　身体の運動（例：手に伴われた物体の運動）

　身体およびそれに伴われた物体の運動は次の順序で生ずる。まず、アートマン、す

なわち心に“物体を動かす”という欲求がわく。それにふさわしい意志的努力が生ず

る。この意志的努力に基づいてアートマンと手との結合が生ずる。手に運動が生ずる。

この意志的努力に基づいて手と物体との結合が生ずる。物体に運動が生ずる。これを

図示すると第2図のようになる。

第2図　身体の運動

　　　　　　アートマン

（2）　杵と臼との衝突運動

（1）で述べたように“杵を持ち上げる”と言う意志的努力によって杵は持ち上がり、

“杵を振り下ろす”という意志的努力によって杵は臼めがけて振り下ろされる。ここ

までの手と杵との運動過程は（1）と同じパターンを示している。ここでは杵と臼と

の衝突過程がどのように記載されているか見ていく。その過程はPraSastapadabha§yaに

よれば、1171“杵の振り下ろす最後の運動によって杵と臼にとって衝突という結合が生

ずる。そのとき、杵の振り下ろしによって杵に生じた潜在能力、ヴェーガ（勢い）に

基づいて杵に意識に依らない飛び上がりの運動が生ずる。それに伴われて杵に潜在能

力、ヴェーガ（勢い）が生ずる。この杵に存するヴェーガに基づいて杵と手の結合か

ら手に無意識的な飛び上がりの運動が生ずる。”と記載されている。これを図式化す

ると第3図のようになる。
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第3図

（1）

欲求

　杵と臼との衝突運動

身体部分の運動（杵を持ち上げる、振り下ろす運動）

　　　　　　　　　　　　　　　：コ：

手に運動発生

杵に運動発生

（2）　臼と杵との衝突

衝突直前の杵の振り下ろすこと

に依る杵のヴェーガ（勢い）

衝
突

コ臼
杵 杵に飛び上がりの運動発生

杵にヴェーガ（勢い）発生

杵のヴェーガ
結
合

］杵
手 手に飛び上がりの運動発生

（3）　弓矢の運動（28）

　PragastapadabhaSyaで説明された弓矢の運動は次の4つの部分に分けることができる。

それらは（1）弓を引くときの手の運動およびそれに伴われた弓と矢の運動、（2）弓の弦

から指を離したときの弓と弦の運動、（3）弦と矢が結合しながら、一緒に動くという

弦と矢の特別なる結合、衝動における矢の運動、（4）空中における矢の運動である。

これらの運動を図に示したのが第4図である。これらの運動は次のように説明されて

いる。

（1）　弓を引くときの運動

　ここでは次の3つの運動が説明されている。それらは弓を引くときの手の運動、そ

れに伴われた弦と矢の運動、弦の動きに伴われた弓の両端の運動である。それらは第

4図の（1）①の部分で示されている。人が弓に矢をっがえ、“弓を引く”という意志

的努力によってアートマンと手の結合から手に弓を引くという運動が生ずる。それに

伴われて手と弦と矢との結合から弦と矢に引くという運動が生ずる。そして弦の動き
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に伴われて弦と弓の両端との結合から弓の両端に運動が生ずる。

（2）　弓の弦から指を離したときの弓と弦の運動

　この部分は弓が束縛を解かれて運動を生ずるところである。第4図の（1）②、（2）

③④の部分で示された運動である。すなわち、人が弓を十分に引いた後、指を弦から

離す。弓に束縛がなくなるから弓の弾力によって弓を、丸くなっている状態から元の

安定な状態へ戻すべく弓に運動が生ずる。その運動に伴われて弓と弦との結合から弦

と矢に運動が生じる。そして弦の運動から弦に潜在能力（すなわち、ヴェーガ（勢

い））が発生する。

（3）　衝動中での矢の運動

　（2）によって弦に潜在能力が生じる。このとき、弦と矢の結合は弦の潜在能力に基

づいて特殊な結合、衝動を発生する。衝動とは“推すもの”と“推されるべきもの”

が一緒に動くような結合である。この結合を媒介として“推すもの”の運動が“推さ

れるべきもの”に徐々に伝わって行くのである。ここでは、この衝動を通して弦が矢

を推し、弦の運動が矢に伝わり、矢の運動が徐々に激しくなっていく。すなわち、衝

動を通して弦の潜在能力に基づいて矢に最初の運動が生ずる。その矢の運動に伴われ

て矢に潜在能力（ヴェーガ（運動の勢い））が生ずる。さらに衝動のもとで弦が矢を

推し続けるため、矢の潜在能力から矢により激しい運動が生じ、その運動からより強

い潜在能力が生じる。このような方法でこの衝動のもとで矢の運動と潜在能力が相乗

的に増して行く。これは第4図（2）⑤⑥の部分の運動である。

（4）　空中での矢の運動

ここでは（3）で矢の運動が激しくなり、ついに矢は弦との結合、衝動が保てなくなり、

弦から離れてそれまでに蓄えられた潜在能力によって空間中を運動する。第4図⑦の

部分である。この潜在能力は矢の重さが障害となり徐々に減少して行きっいにはOと

なる。そのとき、矢の重さによって落下する。

以上がPraSastapadabhaSyaによって述べられた弓矢の運動である。弓矢の運動を図式化

した第4図の⑤から⑦までの図式、すなわち衝動過程における図式は回転や落下など

に使われた方法である。

（4）　物体の運動

　今まで見てきたように、PraSastapadabha§ya第3章第4節と第5節で記載された運動

過程において、落下運動と川の流れは内に持っている重さと流動性を原因として生ず
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第4図　弓矢の運動
（ユ）　身体部分の運動

①　弓を引く

P∴嶽㌘蹴の一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弓が丸くなる）

②弓を解き放つ
欲求一意志的努カーアートマンと指の結合　　　　弦から指を離す動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓に束縛がなくなる

（2）　弓矢の運動
③　弓の運動

　　弓の弾力

④　弦の運動
弓の弾力

⑤衝動中の矢の運動①
弦の潜在能力

⑥衝動中の矢の運動②

矢の潜在能力（勢い）＿＿竺竺竺竺コ＿一弦と結合中の矢の鞠

⑦矢が弦から離れ、空間中での運動。
衝動中に得られた　　　　　空間と矢との結合、
矢の潜在能力　　　　　　　分離の繰り返し

　　　　　　　　　　　　　　弓に運動発生
　　（弓：丸くなっている状態　　　　　　元の安定な状態）

弓と弦との結合　　　　　　　弦と矢に運動発生

　　　　　　　　　　　　　　　　【

　　　　　　　　　　　　　弦に潜在能力（勢い）発生

菱コ覧　　　弦と結合中の矢に最初の鋤発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

　　　　　　　　　　　　　　矢に潜在能力（勢い）発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1益々激しくなる・

　　　　　　　　　　　　　　矢の潜在能力増大

　　　　　　　　　　　　　　矢が落下するまで
　　　　　　　　　　　　　　の諸々の運動
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る。それ以外の物体の運動は特殊な結合（衝動と衝突）を媒介として同じパターンで

説明されている。すなわち、　「推すもの」と「推されている物体」との間に生じた衝

動を介して「推すもの」の推進力を原因として物体に運動が生ずる。または「衝突す

る物体」と「衝突されるもの」との間に生じた衝突を介して「衝突する物体」のヴェ

ーガを原因として衝突する同一物体に跳ね返りの運動が生ずる。その運動の発生の仕

方は次の順序で生ずる。

（i）　特殊な結合：

　（1）衝動

　①　衝動は「推しているもの」と「推されている物体」との間に生じた結合で、こ

の結合を介して、運動の推進力が「推しているもの」から物体へ徐々に伝えられる。

　②衝動を介して、「推しているもの」の推進力を原因として物体に最初の運動が

生ずる。

　③この最初の運動から物体中にヴェーガ（vega、勢い）が生ずる。

　④　さらに衝動中において、物体は生じたヴェーガから運動を生じ、その運動によ

ってヴェーガはさらに増す。このように衝動中においては「推しているもの」の運動

が物体に伝わり、物体の運動は益々激しくなり、ヴェーガもまた増してくる。ついに、

物体は衝動から離脱する。

　（2）衝突

　①　衝突は「衝突するもの」のヴェーガ（勢い）に基づいて「衝突するものjと

「衝突されるもの」とを一瞬結合させ、この結合によって生じた運動によって両者を

すぐに分離させてしまうような結合で、衝突前の推進力（ヴェーガ）を衝突後の物体

へ伝える結合である。例えば、杵が臼に衝突して、杵が跳ね返る運動において、衝突

直前の杵のヴェーガ（勢い）を原因として、衝突後、杵に跳ね返りの運動が生ずる。

　②衝突を介して、「衝突するもの」（杵）の衝突直前のヴェーガを原因として衝

突後の物体（杵）に最初の跳ね返りの運動が生ずる。

　③この最初の運動から物体中にヴェーガが生ずる。

（ll）　特殊な結合から離れた後の物体の運動

　　　物体は結合中に得られたヴェーガ（勢い）に基づいて、ヴェーガが無くなるま

　　で運動を続ける。

これらの過程を図に示すと第5図のようになる。
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第5図　物体の運動

①　特殊な結合

推すものの推進力 推すもの

推される物体

衝突する物体のヴエ＿竃婿：の」

②衝動中に於ける物体の運動

推すものの推進力

物体中のヴェーガ

　　　衝二］動　物体に最初の蹴生

　　　　　　　　物体にヴェーガ発生

　　　　衝

　　　　突一物体に最初の跳ね返り運

　　　　　　　動発生

　　　　　　　物体にヴェーガ発生

　　　衝

　　　動

③　空中での運動

物体中のヴェーガ（勢い）　一空間との結合分離

周囲の抵抗

重さ

物体の運動激しさ増す

物体のヴェーガ（勢い）

　　　　　　　増大

特殊な結合から離れた物

体の運動

物体中のヴェーガ減少
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（5）　ヴ・［一ガ（運動の勢い）

　最後に物体に動力が働いていないときの物体の運動（例えば、空中での物体の運

動）の原因となるヴェーガ（運動の勢い）について述べておく。

　ヴェ　・一ガは特殊な結合に基づいた運動から生ずる運動の勢いであって、単なる運動

からは生じない。このヴェーガは瞬間的な運動を一定方向へ継続させるために必要な

ある種の能力である（2’）。空中での運動では矢が落ちないように一定方向を保っために

横方向の運動の原因となっている。このとき、重さが障害となる。そのため、矢の横

方向の運動の勢い、すなわちヴェーガが徐々に減少していき、0になったとき、落下

が生ずる。ひとたび矢に落下運動が生じたとき、矢は重さという推進力を常に内に持

っているため、矢は常に衝動過程を生じている。すなわち、最初の瞬間では矢は重さ

のため落下する。この落下によって矢はヴ・エーガ（運動の勢い）を生ずる。第2瞬間

時以降では矢は常に重さという推進力に駆り立てられているから重さとヴェーガの両

方から落下運動が生ずる。そのため、その過程の中、すなわち落下中ではヴェーガ、

すなわち運動の勢いは増してゆき、落下は次第に速くなっていくと考えられるコIF．こ

のようにヴェーガ（運動の勢い）は特殊な結合、すなわち衝動や衝突等のもとで生じ

た運動から生じ、運動を継続させるためのある種の能力、運動の勢いである。

7－4、　身体の運動

　VaiSesika学派では身体の運動は心の中、すなわちアートマンの中で、対象の認識か

ら一連の意識過程を経て得られた意志的努力によって生ずる。ここではこの意識過程

を見ておく。そして物体運動の潜在的能力（vega）と記憶に必要な潜在的能力、潜在

印象（bhavana）との間にどのような関係があるか調べる。

（ユ）　認識から身体の運動が生ずるまでの意識過程

　アートマンに生起する意識過程はアートマンとマナスとが結合状態にあるとき、次

の順序で発生する。

①　アートマンに意志的努力が生じたとき、マナスはこの意志的努力によってアート

　マンと感覚器官が外界の対象物と接している場所へ動かされ、これらと接触するこ

　とによってアートマンに対象物を認識させるS31｝。

②　アートマンが対象を認識した後、ダルマ（善業の功徳）の作用によってアートマ

　ンに快感が生ずる。あるいはアダルマ（悪業の罪悪）の作用によって不快感が生ず
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　る。また、記憶からも快感、不快感が発生する。（’2）

③快感に基づいてそれを得たいという欲求がアートマンに生ずる。不快感に基づい

　てそれを避けたいという嫌悪が生ずる。（コ3）

④　欲求に基づいてそれを得ようとする意志的努力が生ずる。嫌悪に基づいてそれを

　回避しようとする意志的努力が生ずる。（34）

⑤この意志的努力に基づいて身体の運動が生ずる。体内ではマナスに運動が生ずる

⑥　運動の結果、身体の運動ではその倫理的結果によって、その人のアートマンにダ

　ルマあるいはアダルマが発生する。マナスの運動では対象物をアートマンに認識さ

　せる。

以上のような意識過程を図示すると第6図のようになる。

第6図　認識から身体の運動が生ずるまでの意識過程

アートマン

結

合

マナス

認識

潜在印象

アダルマ

快　感一欲求一意志的努力

不快感一嫌悪一意志的努力

マナスの運動 身体の運動

アートマン

（認識）

アートマン

（ダルマ

アダルマ）
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（2）　運動物体の潜在的能力、vegaと記憶に必要な潜在的能力、　bhavana　との比較

　PragastapadabhaSyaでは2つの潜在的能力、　vega（勢い）とbhavana（潜在印象）がも

っと広い概念、samskara（潜在能力）の中で一緒に取り扱われていた（36）。この2っの

潜在的能力について、発生パターンが全く類似していることを以下に示す。

①　物体の運動にっいては6－3で示したように、衝動（nodana）あるいは衝突（

abhigata）という「推すもの1と「推される物体」との間に働いている特殊な結合を

媒介として「推すもの」の推進力が物体に伝わり、物体に運動が発生するとされた。

（i）　特殊な結合、衝突による物体の運動

　衝突は「衝突するもの」と「衝突されるもの」との間にできた一瞬の接触である。

この接触によって物体に跳ね返りの強い運動が生じ、その運動によって物体に強い

ウェーガが発生する。このヴェーガによって衝突後の運動が物体に次々に生ずる。

（ii）　特殊な結合、衝動による物体の運動

　衝動は「推すもの」と「推されている物体」との間に生じた接触である。この接触

を通して「推すもの」の運動が物体に徐々に伝わっていく。初め、物体に弱い運動が

生ずる。この運動によって物体に弱いヴェーガが発生する。このヴ＝一ガと衝動とか

ら物体により強い運動が生ずる。それにつれてより強いヴェーガが発生する。このよ

うな方法で物体の運動とヴェーガは相関的に増大する。この増大によって衝動が持ち

こたえられなくなったとき、物体は「推すもの」から離れ、その増大したヴェーガに

よって空間中を次々に運動する。周囲の抵抗や重さによってヴェーガは徐々に減少し、

ついにOとなる。物体は重さのため落下する。

以上、物体の運動は6－3で示したように第5図のように示される。

②記憶に必要な潜在的能力、潜在印象（bhavana）

　　VaiSesika学派では記憶はある事柄の認識がそれに伴われたアートマンとマナスと

の特殊な結合を通して後々までアートマン、すなわち心に刻印されることであると考

えられた。その認識はじきに消えてしまうものであるが、これが持続して記憶として

残るために必要な保持能力が潜在印象（bhavana）と呼ばれる能力（sarpskara）である。

1）raSastapadabha§yaによれば、この潜在印象が非常に強いとき、それから記憶が生ずる

とされた。また、潜在印象の生じ方は認識の度合いによって3つの方法に分けられて

いた。それらは強烈なる認識による強い潜在印象、通常の認識の繰り返しによって得

られた強い潜在印象、留意による認識から得られた強く、鮮明な潜在印象である。
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（1）　強い認識および留意による認識

　強い認識は奇妙なあるいは珍しい事柄を経験したときに生ずる。また、留意による

認識は未曾有の事柄、すなわち宗教的な想像上の事柄を見ようと努力をして、一瞬見

えたとき生ずる認識で、電光の閃きを見るようにはっと心を打つような非常に強いも

のである。これら2つの認識は非常に強いため、それに伴われたアートマンとマナス

との1回の結合だけで記憶を生ずるに十分な潜在印象を発生させる。

（ti）　通常の認識の繰り返し

　通常の経験は弱い認識を生ずる。この認識からそれに伴われたアートマンとマナス

との結合を通して弱い潜在印象が生ずる。同じ経験を繰り返すことによって、すなわ

ちその認識に伴われたアートマンとマナスとの度々の結合を通して、認識と潜在印象

とは相関的に増大する。ついに記憶を生ずるに十分な強い特別なる潜在印象が発生す

る。

とPraSastapadabhaSyaでは説明されていた。これから記憶を生ずる過程は第7図のよう

に示される。

　以上のことから第5図と第7図とを比較することにより、運動および記憶の発生の

仕方が全く類似していることが分かる。すなわち、運動物体の衝突という特殊な結合

と記憶に必要な強い認識および留意による認識（それに伴われたアートマンとマナス

との特殊な結合）が対比される。また、運動物体の衝動という特殊な結合と記憶に必

要な通常の認識の繰り返しとが対比される。特に、物体運動の潜在的能力、ヴェーガ

と記憶に必要な潜在的能力、潜在印象との発生過程が全く類似している。従って、こ

の2っの潜在的能力は1っの潜在能力、サンスカーラに包括されている。
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第7図　記憶

1、アートマンに生じた①強烈なる認識　　patu－pratyaya

　　　　　　　　　　　②留意による認識　adara－pratyaya

　　　　　　　　　　　③　繰り返しによる認識　abhyasa－pratyaya

　に伴われたアートマンとマナスとの結合中において

（i）　　　　　　　　　アートマン　　　　　　　アートマン

　①不思議な事柄　　　　（強い認識作用）　　　　　　（強い認識）

　　珍しい事柄

　②未曾有の事柄一　（留意による認識作用）　　　（非常に強い認識）

　③通常の事柄　　　　（通常の認識作用）　一　（弱い認識anubhava）

　学問、工芸、体操等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弱い潜在印象）

（u 謳ﾝ印象）ぎ竺⊥コ＿（認識増大）j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（潜在印象増大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（強い潜在印象）

2、　（強い潜在印象）　　　　　　　　　　　　　　　（記憶smPti）

　　　　　　　　　　　　反対の知識

　　　　　　　　　　　　陶　　　酔

　　　　　　　　　　　　不快感　　　　 印象減少）

　　　　　　　　　　　　享　　　楽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記憶　減退）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－33　一

（強い潜在印象）



7－5、古代インドにおけるVaiSe＄ika学派の運動論と業の理論との比較

　Vaige§ika学派では物体の運動に関する潜在的能力であるヴェーガと、業の理論にお

ける潜在的能力であるダルマ、アダルマ、またはカルマアーシァヤとは種類の異なっ

た能力であるが、いずれも運動または行為（karman）から生じた潜在的能力と考えら

れる。ヴェーガは動力から離れた物体の瞬間的な運動を継続させようとする運動の能

力で、動力と物体との特殊な結合のもとで生まれた物体の運動から生ずる勢いである。

ダルマ、アダルマまたはカルマアーシァヤは人が意志を持った身体の運動、すなわち

行為（karman）をなしたとき、その人の心（アートマン）に生じた倫理的な残余感で、

輪廻の世界で後の世でその人に果報を生ぜしめる能力である。

　身体の運動は意志的努力によって生じ、その意志的努力によって継続されるので、

物体の運動と同じような運動の能力は必要としない。この意志的努力は6－4で示し

たように心の中の意識過程の1つの状態で、ダルマ、アダルマの影響を受けている。

従って、身体の運動はダルマ、アダルマの影響を受けていると考えられる。しかし、

動力から離れた物体の運動は前述のようにヴェーガによって継続される。このヴェー

ガと対象を認識した後に生ずる潜在印象とはサンスカーラ（潜在能力）というカテゴ

リーに入り、記憶および運動の発生の仕方においてパターン的に類似している。

　ここでは運動および記憶の発生の仕方とVaige§ika学派の業の理論における果報の発

生の仕方を比較することによって、ヴェーガおよび潜在印象とカルマアーシァヤまた

はダルマ、アダルマとはパターン的に違っていることを示し、それによって

Vaige§ika学派の運動論の内、物体の運動はインド哲学の他学派と違って、業の理論を

引きずったものでないことを示したいと考える。ヴェーガと潜在印象については6－

4で述べたので、ここではVaiSe§ika学派の業理論について述べる。

　ダルマ、アダルマまたはカルマアーシァヤは人が行為をなしたとき、その人の心に

生じた倫理的な残余感である。この残余感は煩悩を伴うことによって成熟しfコ7）、神の

関与によって果報を生ずる（38）。この果報は行為をなした人に後の世で神の偉大なる自

在力によって与えられる。しかし煩悩を断ち切った人にとってはカルマアーシァヤが

成熟しないため、果報が生じない（39）。従ってこのような人は輪廻の中で再生されるこ

とがないため、解脱に達したといわれる。カルマアーシァヤの成熟の仕方はちょうど

籾殻のついた米粒が発芽するように煩悩に包まれたアーシァヤは心の中で発芽し、実

が熟成する。この成熟したアーシァヤを創造神ブラフマンは正しく理解し、公平な立
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場からそれがダルマなのかアダルマなのかを判断し、その結果を、行為のなした人に

それぞれ神の偉大なる力によって報わしむる。このような潜在的能力がカルマアーシ

ァヤまたはカルマンまたはアーシァヤである。この潜在的能力の発生から果報までの

カルマンの移行過程は第8図のようになる。

第8図　カルマアーシァヤの移行過程

　アートマン

　　煩悩

　食欲、嫌悪・

ブラフマンの判断

アートマン　　　アートマン　　　　アートマン　　　　 アートマン

意隠力∵㌧アヤ｝［ア∴の成熟〕じ∴ダルマ1

身体 身体の行為

ブラフマンの自在

　アートマン

［∴1

　以上のことから物体の運動および記憶の発生過程と業理論におけるカルマアーシァ

ヤの移行過程とを比較すると、すなわち第5図および第7図と第8図とを比較すると

パターン的にかなり違っている。カルマアーシァヤに神が関与することは大いなる違

いであるが、それを別にしてカルマアーシァヤの成熟までの移行過程と運動および記

憶の発生過程とを比較する。

　カルマアーシァヤが成熟するためには煩悩という潜在的能力がカルマアーシァヤに

伴われなければならない。しかし、運動の潜在的能力、ヴェーガが増大するためには

衝動という「推す動力」と物体との特殊な結合だけが必要である。また、記憶の発生

においても潜在印象が増大するためには認識作用というアートマンとマナスとの特殊
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な結合だけが必要である。潜在的能力はなくなるまで永続的であるが、結合はそのと

きだけである。

　ヴェーガは物体が空間中を運動しているとき、重さまたは周囲の抵抗などによって

その強さが減少する。また、潜在印象は苦しみまたは不快感や陶酔などによってその

強さが減少する。そのため、人が生まれ変わるとき、前世で残された潜在印象は生ま

れるときの苦しみから消失してしまう。（4°）しかし、カルマアーシァヤの多くは前世か

ら現世にそのまま受け継がれ、後に成熟して果報をその人に与える。　このような比

較から、ヴェーガはパターン的に記憶を生ずるための能力、潜在印象と非常に類似し

ていたが、カルマアーシァヤとはパターン的に全く違う種類のもであった。それ故、

物体の運動の理論はパターン的に業の理論に引きずられたものではなく、独立なもの

であると考えられる。しかし、身体の運動は意志的努力によって生ずるが、意志的努

力は業の潜在的能力、ダルマ、アダルマに影響されるので、業の理論に深く関わって

いるものと考えられる。また、Vaige§ika学派の業の理論で用いられたカルマンという

言葉はカルマアーシァヤ、すなわち“行為の〈後に〉心に横たわる能力（倫理的残余

感）”という言葉の省略形と考えられる。

7－6、　インド運動論と因果律

　このVaige§ika学派の運動論はPraSastapadabha§yaの注釈書、　Vyomavatlによれば、

VaiSe§ika学派特有の因果律の影響を非常に強く受けて出来上がったものである。以下

においてNyayakandallとVyomavatl（Nyayakandallより早い時期）を使用してVaigeSika学

派の運動論が因果律によってどのように固められていたかを示していきたいと考える。

（1）　VaiSe§ika学派の因果律

　前述したように、VaiSe＄ika学派による因中無果論は原因と結果は全く別個のもので

結果は全く新しい存在であると考えられていた。この因中無果論では結果は種々の原

因の集合から生じたものであるとされた。cgL）Nyaya－Vaige§ika学派ではこれら種々の原

因を3種類に分けていた。それらは内属因（samavayikararpa）、非内属因

（asamavayikarapa）および動力因（nimittakararpa）である。〔‘2）内属因は結果と不可分離

の関係にあって、結果を包摂する原因となる基体（すなわち、実体）である。非内属

因は内属因と親密なる関係にあって、結果を生み出す能力を持つ原因である。

上記の2原因以外のすべての原因が動力因と呼ばれていた。
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　VaiSe＄ika学派ではこのような3種の原因を使って運動が説明されていた。以下で、

物体の運動が因果律でどのように説明されているか見て行く。

（2）　Vyomavatlにおいて注釈された因果関係

　VyomavatlおよびNyayakandalliにおいて、内属因が15例、非内属因が28例、動力

因が12例が因果関係として注釈されている［4コ）。これらの因果関係について次のよう

なことが結論される。

①　運動および潜在能力発生に際しては運動物体が内属因とされている。

②　運動発生に際しては非内属因の殆どがこの運動を直接発生させる“結合”にあて

られている。しかし、槍の空中での運動では衝動中に得られた槍の潜在能力（運動の

勢い）、弓の運動では弓を引いたときに生じた弓の弾力、落下では重さおよび潜在能

力がそれぞれ非内属因とされている。これらのものは運動を直接発生させる原因であ

る。また、潜在能力発生ではこの能力を直接発生させる運動が非内属因とされている。

以上のことから、非内属因は結果を発生させるための直接の原因である。

③　動力因は注釈されている個所が少ない。そこで、非内属因と動力因との関係を調

べ、それによって考察すると、動力因は非内属因を発生させ、非内属因は結果を発生

させるものである。

（3）　因果関係についてPraSastapadabha§yaで用いられた語形

　ここではVyomavatlおよびNyayakandallにおいて内属因、非内属因、動力因と注釈さ

れている個所をPraSastapadabha§yaでは文法的にどのような語形が使われているのか調

べた。その結果、αを内属因、γを非内属因、βを動力因およびδを結果とすると

　　α（Locative）β一apekSamana（Ablative）γ（Ablative）δ（Nominative）utpadyate．

　　（αにおいてδはβに依存するγから生ずる。）

または

　　γ（Nominative）β（Accusative）apek§amarpa（Nominative）α（Locative）δ（Accusative）　karoti

　　（またはarabhate）．

　　（βに依存するγはαにおいてδを生ずる。）

の形で書くことができる。

（4）　運動の発生過程を因果律によって再構成する。

VyomavatlではPraSastapadabha§ya記載の文章すべてについて因果律が注釈されているわ

けではなく、部分的に注釈されている。ここで得られた文型をPraSastapadabha§ya記載
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の弓矢の運動に適用して、その発生過程を動力因、非内属因、結果に分解してみた。

その結果を表にしたものが第9図である。それを動力因から非内属因に線を引き、非

内属因から結果に線を引いて弓矢の運動過程を再構成したものが第10図である。た

だし、この第10図では運動を結果とする因果律を中心に描いた。そのため、潜在能

力を結果とする因果律は潜在能力を運動の下に描いた。従ってそのときは結果と書か

れている運動が非内属因となり、非内属因と書かれている結合が動力因である。

PraSastap蚕dabhaSya記載の弓矢の運動過程は6－3で述べた。弓矢の運動過程を図式化

したものが第4図である。それと第10図を比較すると、全く同じであった。

また、杵と臼との衝突運動、落下運動および槍を投げる運動についても

Pragastapadabha＄ya記載の文章に前節の文型を適用して、動力因、非内属因、結果に分

解し、再構成してみると全く因果律によって作られていることが分かった。また、ろ

くろの回転運動についてはPragastapadabha§yaでは簡単に記されているので、

Nyayakandallで因果関係を調べると全く因果律によって作られていることが分かった。

以上より、Pragastapadabha§ya記載の運動過程は因果律によって作られたものであると

結論される。

（5）　このようにPragastapadabha§yaの運動論は因果律によって固められたものであ

る。VaiSe§ika学派では運動は何か物体を動かす原因がなければ生じないと考え、運動

という結果から原因を追及していったものである。その追求の結果、原因が意志的努

力にたどりっいた一連の運動過程（第10図で示された弓矢の運動）が運動の分類、

（1）　“意識によって生じた運動”（pratyaya－karman）に属する運動である。その分類に

入る運動過程は第4節「アートマンによって支配された運動」に記載された杵と臼と

の衝突運動、槍を投げる運動および弓矢の運動である。一方、落下運動は因果律で調

べていくと、最後の原因が重さにたどりつく。これは“アートマンに支配されない運

動”、すなわち“初めから意識に依存していない運動”、第5節「アートマンに支配

されない運動」に属する。

　以上よりVaiSe§ika学派の運動論はVaiSe§ika学派の因果律によって固められたもので、

それに従って運動の原因をずっと遡っていったものである。そして遡った最後の原因

によって運動が分類されている。第4節「アートマンによって支配された運動」に入

る運動は原因をずっと遡って人の意志的努力に至ったものである。原因をずっと遡っ

て意志的努力以外の原因に至った運動過程は第5節「アートマンに支配されない運
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第9図　因果関係で示された弓矢の運動（1）
（1）　身体部分の運動

①　弓を引く

欲求 意志的努力 　アートマンと手の結合［　手と弦と矢との結合 弓を引くという手の運動
ｭという弦と矢の運動®

意志的努力 手と弦と矢との結合 弦と弓の両端との結合 弓の両端の運動

②　弓を解き放つ

欲求 意志的努力 アートマンと指の結合 弦から指を離す動作

（2）弓矢の運動

③　弓の運動

④　　弓と弓玄の運動

弓の弾力 弓と弦の結合 弦と矢との運動

弓の弾力 弓と弦との結合 弦の運動 弦に潜在能力　（勢い）

⑤　弦と矢の結合に衝動発生および衝動中の矢の運動①

弦の潜在能力 弦と矢の間の衝動 矢の最初の運動 矢の潜在能力（勢い）

⑥　衝動中の矢の運動②

藁纏鴎；竃、）コ 弦と結合中の矢の運動

⑦　矢が弦から離れ、空間中での運動。

衝動中に得られた
薰ﾌ潜在能力

矢が落下するまで

ﾌ諸々の運動
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第10図　因果関係で示された弓矢の運動（2）
（1）　身体部分の運動

　　　　　　動力因　　　　　　　非内属因

①　弓を引く
欲求 @意志的努力「＝ζユ跳㌶合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　弦と弓の両端との結合

②弓を解き放っ
　欲求一意志的努力　　　　　アートマンと指の結合

（2）　弓矢の運動

③　弓の運動

　　　　　　　　　　　　　　　　弓の弾力

④　弦の運動

　　　　　　弓の弾力　　　　　 弓と弦との結合

⑤　衝動中の矢の運動①
、　　　　　弦の潜在能力　　　　弦と矢の間の衝動

⑥　衝動中の矢の運動②

結果

弓を引くという手の運動
弦と矢の引くという運動

弓の両端の運動
（弓が丸くなる）

弦から指を離す動作

葵纏灘⑫い）一コ＿弦と結合中の矢の翻

⑦矢が弦から離れ、空間中での運動。
　　　　　　　　　　　　　　　　衝動中に得られた
　　　　　　　　　　　　　　　　矢の潜在能力

弓の運動

弦と矢の運動

　　1

弦の潜在能力（勢い）

弦と結合中の矢の最初の運動

　　1

矢の潜在能力（勢い）

　　1

（矢の潜在能力増大）

矢が落下するまで
の諸々の運動
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動」に属する。

7－7　インド運動論における認識論的な側面

　Vaige§ika学派では直接知覚は対象物との接i触によって生ずる。すなわち、直接知覚

は対象物と感覚器官とマナスとアートマンとの4つが同時に接触しているときに起こ

る。このように直接知覚は対象物と感覚器官、特に眼との接触によって起こるが、そ

の接触は対象物の内、実体だけに生ずるのであって、性質や運動において生じない。

直接知覚の対象が色などの性質や運動であったとしても接触は対象物である実体にお

いて生じ、性質や運動が感覚器官と接触することはない。従って、Vaige§ika学派では

実体の直接知覚の仕方は性質と運動とは少し違っていた。実体の知覚は対象物と感覚

器官との接触によって生ずる。しかし、性質や運動は実体に内在したものと考えられ

ている。従って、性質や運動の知覚は感覚器官と接触している実体を通して性質や運

動が把捉されて知識が生ずると考えられている。Vaige§ika学派では、対象物の知識は

限定されるものの知識（すなわち、対象物の知識）が限定するものの知識（すなわち、

普遍や特殊等の知識）によって生ずるという考え方を基本として生ずると考えられて

いる。

　PraSastapadabha§yaに記載された直接知覚については、村上、宮元による研究、特に

村上による詳細なる研究がある。（‘“）それらによれば、直接知覚による対象物の知識は

限定されるものの知識（すなわち、対象物の知識）が限定するものの知識（すなわち、

普遍や特殊等の知識）によって生ずるという考え方が基本になっている。そして直接

知覚は3つの段階に分けることができるとされている。それらは判断を伴わない無分

別の知覚が2段階、判断を伴う有分別の知覚が1段階である。

　宮元や村上による認識論では一般的な直接知覚については詳細に述べているが、運

動については述べられていない。

　ここではVaiSe＄ika学派において瞬間的な運動が直接知覚によってどのように認識さ

れていたかを調べる。村上によれば、直接知覚の3つの段階は次の通りである。

（1）Pragastapadabha§yaに記載された一般的な直接知覚の3つの段階

（1）無分別の直接知覚

　①　直接知覚の第1段階

　　第1段階は対象との接触である。すなわち、対象、感覚器官、マナス、アートマ
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ンの4つのものの接触である。

　②直接知覚の第2段階

　　第2段階は第1段階の対象物との接触によって対象物の普遍や特殊が判断を伴わ

ない無分別の状態で把捉される。この状態では普遍と特殊は他の個物との関係が以前

の記憶と結びつきがなく、これが普遍である、あれが特殊であるというように識別し

て理解するに至らない状態の知覚である。

（2）有分別の直接知覚

　③直接知覚の第3段階

　　第3段階は判断を伴う有分別の知覚であって、②で得られた普遍や特殊が以前の

記憶と結びついて、対象物と他の個物との共通性および排除性が認識される状態とな

る。次に、普遍や特殊に限定されて対象物の実体等の知識が概念化され、それに続い

て性質、運動等の知識が限定するものに依存して概念化されていく。

　例えば、白い牛が動いているという対象について、①存在している。②実体である。

③地の元素から出来ているものである。④角がある。⑤白い。⑥白い牛である。⑦そ

れが動いている。という順序で知覚されるとしている。

　以上がPraSastapadabhasyaに記載された直接知覚に対する考え方である。

（2）　運動についての直接知覚

　前述したように、性質と運動の直接知覚の仕方は実体の直接知覚の仕方と少し違う。

性質と運動は実体に内在しているため、感覚器官と接触している実体を通して知覚さ

れる。実体にっいての直接知覚は上述の認識の仕方でよいと考えられるが、性質と運

動は実体との内属関係から知覚される。では、性質や運動の知識はどのように知覚さ

れるのであろうか。

　（1）VaiSe＄ika学派では、実体と性質と運動における直接知覚はそれぞれの普遍に基

づいて知覚されるとしている。まず、実体性、性質性、運動性が知覚され、それに限

定されて実体、性質、運動が知覚される。これらの普遍はそれぞれの基体に内属した

ものである。すなわち、実体性は実体に内属し、性質性は性質に内属し、運動性は運

動に内属している。しかも性質および運動は実体に内在した属性とされている。従っ

て、運動性は実体から見れば、実体に内属した運動にさらに内属しているものとなる

（2）　この普遍についてどのようなものであるか、少し述べる。

　①VaiSe§ikasロtra　2－1－8によれば、牛性という普遍は「角を有し、〈背に〉隆
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肉を有し、尾の端に毛があり、喉の下に垂肉がある」という牛の外観を特質としてい

る。すなわち、牛性はこのような外観を特質とする牛という実体の共通性である倒。

　②VaigeSikasUtra、　PragastapadabhaSyaおよびそれらの注釈書において、運動性につい

ては書かれていない。そこで、①でいわれた牛性という普遍の特質を運動にあてはめ

てみると、運動性や持ち上げるという共通性などの普遍は次のように推論される。

　　運動性は動くあるいは動いているという共通性、すなわち動き一般である。この

ことは言い換えてみると、運動について、　“運動することによって運動体をその場所

から分離させ、次の場所と結合させる。”というVaiSe§ika学派の定義がある。その定

義を特質とする、運動体が動くという共通性が運動性であると考えられる。従って、

「持ち上げるという共通性」は“持ち上げようという意志的努力によって運動体を下

の場所から分離させ、上の場所と結合させる”という運動を特質とする、持ち上げる

という動きの共通性と考えられる。また、　「振り下ろすという共通性」は“振り下ろ

そうという意志的努力によって運動体を上の場所から分離させ、下の場所と結合させ

る”という運動を特質とする、振り下ろすという動きの共通性と考えられる。このよ

うにして「持ち上げるという共通性」、　「振り下ろすという共通性」等の普遍が推測

される。

　（3）ここで運動の直接知覚について考える。

　　Vaigesika学派では感覚器官と接触しているのは対象物の実体だけである。それ以

外のものはその内属関係から知覚される。すなわち、感覚器官と接触している実体を

通して性質や運動からそれぞれ性質性、運動性が無分別の段階で知覚される。それに

限定されて性質や運動が知覚される。

　①　例えば、性質についての知覚はVaiSeSikasatra　8－9におけるCandranandaの注

釈によれば、白いという知覚は次の順序で行われる（46）。

　実体の把捉を通して白いという性質に内属している「白さ」という普遍がまず知覚

され、その知覚によって「白さ」という普遍の知識が生じ、それに限定されて「これ

は白い」という性質の知識が生ずるとされている。

　②運動については書かれていないが、これを運動に適用してみると、運動の知覚

は次のように推論される。

　　運動体と感覚器官が接触することによって、運動体が知覚される。その運動体を

介して運動に内属する運動性、すなわち動きの共通性が知覚される。その知覚によっ
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て運動性の知識が生ずる。それに限定されて「これは運動である」という知識が生ず

る。例えば人が手を持ち上げるという運動の知覚について考えれば、次のように推論

される。

　　まず、眼と動いている運動体、すなわち手が接触することによって手を通して手

の動きから無分別の段階で「運動性」　（すなわち、手が動いているという共通性）が

知覚され、　「手が動いているという共通性」の知識が生ずる。この普遍の知識に限定

されて「これは手の運動（手の動き）である。」という知識が生ずる。さらに、無分

別の段階で運動性に伴われて「持ち上げるという共通性」が知覚される。すなわち、

“持ち上げようと言う意志的努力によって手を下の場所から分離させ、上の場所と結

合させる”という動きの共通性が知覚される。その知覚によって、有分別の段階で

「持ち上げるという共通性」という普遍の知識が生ずる。この普遍の知識から「これ

は手を持ち上げることである」という運動の知識が生ずる。このようにして運動の知

覚が推論される。

7－8、　VaiSe§ika学派における運動論の展開

　Vaige§ika学派では物体の運動について2つの考え方が存在している。1つは

PraSastapadabhaSyaおよびその注釈書に書かれている運動論で、　「推すもの」と「推さ

れる物体」との間に特殊な結合、衝動が作用して物体に最初の運動が生じ、その運動

によって運動の能力、ヴェーガが生じる。この衝動のもとで物体の運動とヴェーガは

相乗的に増加していく。　「推すもの」から離れた後、物体の運動は衝動中に蓄積され

たヴェーガによって生ずるという考え方である。他はVaige＄ikasatraおよびその注釈書

に書かれている運動論で、衝動の作用のもとで唯1回の運動が生じ、それにつれてヴ

ェーガが生ずる。　「推すもの」から離れた後、物体の運動はこのヴェーガによって生

ずるという考え方である。

　この2っの考え方の内、VaiSesikasatraおよびその注釈書に書かれている理論では衝

動中での運動が雑に取り扱われている。

　これら2っの考え方はPraSastapadabha§yaおよびVaiSe§ikasUtraのそれぞれの注釈書に

おいて、時代が変わっても元本の考え方通りにそのまま受け継がれている。

　ここでは、このような2つの理論が11世紀以後17世紀ぐらいまでVaiSe§ika学派

の中でどのような展開をしているのか、その一端を当時のVaiSesika学派の著作を調べ
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ることによって見ていきたい。当時の著作を調査するにあたって、

①G．Kaviraj：The　History　and　Bibliography　of　Nyaya－Vaige§ika　Literature，　Varanasi，

　1982．

②B．K．　Matilal：Nyaya－VaiSe§ika（A　History　of　lndian　Literature，　VoL　VI），Wiesbaden，

　1977，　pp．53－75．

③KH．　Potter：Nyaya－　Vaige＄ika（Encyclopedia　of　lndian　Philosophy　VoL　III），Delhi，1977，

　PP．　9－12．

を用いた。

PragastapadabhaSyaの運動論のメカニズムが記載された注釈書は10世紀のVyomavatiと

Nyayakandallの2書である。その後、　Nyayakandallの注釈書が3書作られている。それ

らは13世紀頃のNaracandrasロriによるNyayakandall　Tippana、15世紀頃の

RajaSekharasUriによるNyayakandali　Pafijikaおよび年代不明のSidilaによるKusumodgamaで

ある。これらの内、Nyayakandallの運動論に注釈しているのは年代不明のKusmodgama

である。（47”こσ）注釈書では弓矢の運動で矢が空中を運動する個所で、矢は衝動で得ら

れたヴェーガ唯1つによって空中を運動するというVaiSe§ika学派の説を擁護し、ヴェ

ーガを瞬間的と考えたNyaya学派の説を批判している。それ以外には運動論の重要な

個所に注釈はされていない。したがって、Pragastapadabha§yaの運動論のメカニズムに

ついて、発展はVyomavatlとNyayakandallで終わってしまったようである。また、

VaiSe§ikasUtraの注釈書は12世紀頃のAnonymous　Commentaryおよび15世紀のUpaskara

を除くと19世紀までない。しかし、PraSastapadabhaSyaの注釈書でも初めの2章、

Dravya（実体）とGurpa（性質）だけを注釈した11世紀のKirapavallは17世紀まで

に15の注釈書が書かれている。中でも16，17世紀の注釈書が最も多く、11も

ある。また、12世紀の注釈書ではないVaiSeSika学派の書物、　Nyayalilavatlは多くの人

々によって愛読されたという。c48）そして9つの注釈書が書かれている。　Nyayalllavatlは

書物の構成の仕方はPraSastapadabhaSyaの構成を踏襲している。しかし運動の章では運

動の種類が5種であることが盛んに議論されているのみで、身体の運動および物体の

運動についてそのメカニズムは一切記されていない。（49）

　このように、11世紀以後、物体運動のメカニズムを記載している著作はVaige§ika

学派の著作の中で非常に少ない。

　従って、11世紀以後、VaiSe＄ika学派の多くの人々は運動について、種類が5っで
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あることの哲学的な議論だけを必要とし、物体運動のメカニズムなどには殆ど、興味

を示していなかったと結論づけられる。

7－9、　結論

（1）　運動の特質

　VaiSesika学派では運動を瞬間的と考え、　「運動は運動するものをある場所から分離

させ、次の場所へ結合させる」という場所の移動を運動の基本原則と考えた認識論的

な運動論であった。この場所の移動を運動の基本原則と考えたため、運動という概念

を分析した結果、　「運動は運動を生じない」という考えにいたり、運動というカテゴ

リーは運動そのものを論ずるだけにし、運動を停止したり、生じたりする原因は他の

カテゴリーに求められた。運動の停止は運動を瞬間的な場所の移動と捉えたため、運

動の結果である、自ら作る結合によって生ずると考えられた。また、運動を生じる原

因は“重さ、流動性、意志的努力および特殊な結合（衝動、衝突、〈その部分とそれ

に〉つながれた部分との結合）”であるとされた。このことから継続的な運動は運動

の原因によって第1の瞬間的な運動が生じ、自ら作り出す結合によって滅し、第2の

運動が運動の原因によって生じ、また壊れるというようにして瞬間的な運動が次々に

生ずるために生ずると考えられた。

（2）　瞬間的な運動

　この瞬間的な運動は5種類考えられていた。それらは“持ち上げること”、　“振り

下ろすこと”、“屈曲”、“伸張”および“進行”であった。これらの内、進行を除

いた4種の運動は“持ち上げる”など特殊な意志的努力によって生じたもので、すべ

て縦方向の運動であった。すなわち、　“持ち上げること”および“振り下ろすこビ

はそれぞれ“持ち上げる”、“振り下ろす”という意志的努力に基づき、下から上へ、

上から下へそれぞれ向かう直線的な運動である。また、　“屈曲”は“折り曲げる”と

いう意志的努力によって縦に真っ直ぐな物体の先端を根本に折り曲げる運動である。

これは上から下に向かって折り曲げる運動である。　“伸張”はその逆で、　“真っ直ぐ

にする”という意志的努力によって曲がっていた物体を下から上に向かって真っ直ぐ

にする運動である。そして“進行”は方向の定まらない運動とされた。上記の4つ以

外の運動はすべて方向の定まらない運動とされ、　“進行”という種類に含ませた。従

って、　“進行”は非常に多くの運動を含んでいた。
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何故に、これらの運動が種類と考えられていたのか次に考察する。

（3）　5つの運動が種類となった理由

　　Vaige＄ika学派では、5っの運動を独立した種類と考える理由はそれぞれの運動の

群に“持ち上げるという共通性”などの普遍が伴われているからであるとしている。

すなわち、“持ち上げるという共通性”は“持ち上げること”という運動の群に対し

て共に同類であるという観念を起こし、　“振り下ろすこと”という運動の群等を排除

しようという観念を起こす原因である。そしてVaige5ika学派では普遍、すなわち運動

の種類は主観的でなく、客観的な実在でなければならないと考えられていた。

VaiSe§ika学派において5つの運動を種類と考えた理由は以下のように考察されるt

　Vaige§ika学派では瞬間的な場所の移動を運動の基本原則としたため、運動を種類と

して客観的に捉えるためには、方向の定まったものと定まらないものとを分けること

が必要であったと考えられる。それ故、定まった方向を有する運動がまず独立した種

類と考えられ、それ以外の運動はまとめられて1っの種類とされた。前述したように、

定まった方向はすべて縦方向である。　それ故、定まった方向を客観的に選ぶことの

出来たのは縦方向以外にはなかったと考えられる。すなわち、上下、縦方向は意志的

努力によって方向を定めることが出来たが、横方向は意志的努力によって方向を定め

ることが出来なかったということである。横は色々な方向があるため方向を一定とし

て捉えることが出来なかったと考えられる。　そのため、　“持ち上げること”等縦方

向の4つの運動が種類となり、それ以外の運動は方向の定まらない運動とされ、　“進

行”という種類に入れられたのである。

　　このように、VaiSe§ika学派が運動をこの5種類と考えたのは運動を場所の移動と

して捉え、時間の経過として捉えていなかったことに起因すると考えられる。

（4）　継続運動の分類

　継続運動は第1図の如く、大別して2種に分類された。　（1）　“意識によって生じ

た運動”　（pratyaya－karman）、すなわち意志的努力に基づく運動と（II）　“意識によら

ない運動”　（apratyaya－karman）、すなわち意志的努力に基づかない運動とに分かれて

いる。　（1）　“意識によって生じた運動”は2つのサブグループ、　“意識の作用に基

づく運動”（satpratyaya－karman）と“意識の作用から離れた運動”（asatpratyaya－karman）と

に分かれる。　“意識の作用に基づく運動”は現在意識が作用している、すなわち意志

的努力に基づく運動である。例えば、ものを持ち上げるとか弓を引くという運動であ
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る。　“意識の作用から離れた運動”は今まで意識が作用していたが、現時点では意識

が作用していない、すなわち意志的努力からもはや離れた運動である。例えば、弓矢

の運動については、PraSastapadabha§yaでは第3章第4節において意志的努力による弓

を引くという運動から矢が弓から離れて空中を運動するまでの運動過程が記述されて

いる。この運動過程において、　“意識の作用から離れた運動”は弓の弦と矢を手で十

分に引いて、手を弦から放した後の弓矢の運動である。この種類に属する運動は身体

の無意識的な運動と意志の束縛から離れた物体の運動である。　（III）　“意識の作用に

よらない運動”は意志的努力に基づかない運動であるため、　“意識の作用から離れた

運動”と“初めから意識が作用してない運動”に分類された。

（5）　運動過程と因果律

　Pra§astapadabhaSyaでは継続運動は第3章第4節「アートマンに支配された運動」、

第5節「アートマンに支配されない運動」に記載されている。その記載の仕方は第4

節では意志的努力による手の運動からその運動が生ずるまでの運動過程が記述されて

いる。第5節では意志的努力以外の原因によって生じた運動が記載されている。第4

節では手の持ち上げの運動、杵と臼との衝突運動、槍を投げる運動、弓で矢を射ると

きの矢の運動が記載されており、第5節では特殊な結合に基づく運動、落下運動、水

の流出、ろくろの回転、息という風の運動、マナスの運動、原因不明な運動（この運

動は原因をすべてアドリシュタに帰している）が記載されている。このような運動を

記述した運動過程はVaiSe§ika学派の因果律によって固められたものであった。運動を

結果と考えたとき、原因を因果律に従って追求してゆき、原因が意志的努力にたどり

ついた一連の因果関係がそのままPraSastapadabhaSyaに記載された運動過程になってい

た。そしてその運動過程は運動の分類、　（1）　“意識によって生じた運動”

（pratyaya－kamlan）に属する運動である。その分類に入る運動過程は第4節「アートマ

ンによって支配された運動」に記載された運動である。最後の原因が意志的努力以外

の原因にたどりついた運動過程は“アートマンに支配されない運動”、すなわち第5

節に属する。このように運動過程が因果律に従っていたため、継続運動の分類は意識

の作用に基づいた分類になっていた。

（6）　物体運動およびその発生過程

　物体運動において運動発生のメカニズムは多くの運動にっいて記述されている。代

表的な例は第4節の杵と臼との衝突運動における衝突過程と弓矢の運動における衝動
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過程である。そしてこの2つの特殊な結合に基づいた運動から生じたヴェーガは動力

から離れた物体の運動、例えば、空中での矢の運動を継続させるために必要な能力、

運動の勢いである。弓矢の衝動過程のパターンは槍を投げる運動、落下運動、ろくろ

の回転運動にも使われていた。そのメカニズムは次のようなものであった。

　（｜）衝動

　①　衝動は「推しているもの」と「推されている物体」との間に生じた結合で、こ

の結合を介して、運動の推進力が「推しているもの」から物体へ徐々に伝えられる。

　②　衝動を介して、　「推しているもの」の推進力を原因として物体に最初の運動が

生ずる。

　③この最初の運動から物体中にヴェーガ（vega、勢い）が生ずる。

　④さらに衝動中において、物体は生じたヴェーガから運動を生じ、その運動によ

ってヴェーガはさらに増す。このように衝動中においては「推しているもの」の運動

が物体に伝わり、物体の運動は益々激しくなり、ヴェーガもまた増してくる。ついに、

物体は衝動から離脱する。

　（2）衝突

　①　衝突は「衝突するもの」のヴェーガ（勢い）に基づいて「衝突するもの」と

「衝突されるもの」とを一瞬結合させ、この結合によって生じた運動によって両者を

すぐに分離させてしまうような結合で、衝突前の推進力（ヴェーガ）を衝突後の物体

へ伝える結合である。例えば、杵が臼に衝突して、杵が跳ね返る運動において、衝突

直前の杵のヴェーガ（勢い）を原因として、衝突後、杵に跳ね返りの運動が生ずる。

　②衝突を介して、「衝突するもの」（杵）の衝突直前のヴェーガを原因として衝

突後の物体（杵）に最初の跳ね返りの運動が生ずる。

　③この最初の運動から物体中にヴェーガが生ずる。

　（3）特殊な結合から離れた後の物体の運動

　物体は結合中に得られたヴェーガ（勢い）に基づいて、ヴェーガが無くなるまで運

動を続ける。

これらの過程を図に示したのが第5図である。

　（4）ヴェーガ

　ヴェーガは上記の特殊な結合に基づいた運動から生ずる運動の勢いであって、単な

る運動からは生じない。そしてヴェーガは瞬間的な運動を一定方向へ継続させるため
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に必要なある種の能力である。空中での運動では矢が落ちないように一定方向を保つ

ために横方向の運動の原因となっている。このとき、重さが障害となる。そのため、

矢の横方向の運動の勢い、すなわちヴェーガが徐々に減少していき、0になったとき、

落下が生ずる。ひとたび矢に落下運動が生じたとき、矢は重さという推進力を常に内

に持っているため、矢は常に衝動過程を生じている。すなわち、最初の瞬間では矢は

重さのため落下する。この落下によって矢はヴェーガ（運動の勢い）を生ずる。第2

瞬間時以降では矢は常に重さという推進力に駆り立てられているから重さとヴェーガ

の両方から落下運動が生ずる。そのため、その過程の中、すなわち落下中ではヴェー

ガ、すなわち運動の勢いは増してゆき、落下は次第に速くなっていくと考えられる。

このようにヴェーガ（運動の勢い）は特殊な結合、すなわち衝動や衝突等において生

じ、運動を継続させるためのある種の能力、運動の勢いである。

　物体の運動は落下運動と川の流れを除いては衝突および衝動という特殊な結合を媒

介として同じパターンで説明されている。すなわち、　「推すもの」と「推されている

物体」との間に生じた衝動を介して、　「推すもの」の推進力を原因として物体に運動

が生ずる。または「衝突する物体」と「衝突されるもの」との間に生じた衝突を介し

て「衝突する物体」のヴェーガを原因として衝突する同一物体に跳ね返りの運動が生

ずる。そしてこの2つの特殊な結合から離れた物体の運動、例えば空中での物体の運

動はその結合時に得られた運動の勢い、ヴェーガによって次々に生ずる。この運動過

程を示した図が第5図である。落下運動は内に重さという運動の原因を持っているか

ら、落下物体には常に重さという動力が働いていることになる。それ故、落下運動は

常に衝動過程を生じていると考えることができる。また、川の流れについても、内に

流動性を持っているからそれによって流れが生ずる。しかし、落下運動と同じように

常に衝動過程を生じていると考えた説がVaiSe§ikasUtraのAnonymous　Commentaryに紹介

されている。

　以上より、物体運動の発生過程において衝動と衝突は非常に重要な役割を演じてい

た。そしてヴェーガ、すなわち運動の勢いはこの2っの特殊な結合に基づいた運動か

ら生じ、物体運動において動力から離れた物体の運動を継続させるという非常に重要

な役目を持った能力である。

（7）　ヴェーガの発生過程と潜在印象の発生過程との比較

　この運動の勢い、ヴェーガはPraSastapadabhaSya第2章性質のサンスカーラ（潜在能
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力）の節で、記憶の原因となる潜在印象と同じに論じられている。すなわち、ヴェー

ガと潜在印象とはサンスカーラ（潜在能力）という種類に属している。この2つの潜

在的能力について、発生パターンが全く類似していた。以下においてそれを示す。

　ヴェーガは既に述べたように特殊な結合、衝動および衝突のもとで生じた運動から

生ずる。その発生過程は第5図のように示される。

　潜在印象（bhavana）は記憶を生ずるための潜在的能力である。　VaiSe§ika学派では記

憶はある事柄の認識がそれに伴われたアートマンとマナスとの特殊な結合を通して後

々までアートマン、すなわち心に刻印されることであると考えられた。その認識はじ

きに消えてしまうものであるが、これが持続して記憶として残るために必要な保持能

力が潜在印象（bhavana）と呼ばれる能力（saipskara）である。　PragastapadabhaSyaによれば、

この潜在印象が非常に強いとき、それから記憶が生ずるとされた。また、潜在印象の

生じ方は認識の度合いによって3っの方法に分けられていた。それらは強烈なる認識

による強い潜在印象、通常の認識によって弱い潜在印象が生ずる。通常の認識を繰り

返すことによって強い潜在印象が得られる。留意による認識から得られた強く、鮮明

な潜在印象である。このような潜在印象による記憶の発生過程は第7図のようになる。

　以上のことから第5図と第7図とを比較することにより、運動および記憶の発生の

仕方が全く類似していることが分かる。すなわち、運動物体の衝突という結合と記憶

に必要な強い認識および留意による認識（それに伴われたアートマンとマナスとの特

殊な結合）が対比される。また、運動物体の衝動という特殊な結合と記憶に必要な通

常の認識の繰り返しとが対比される。特に、物体運動の潜在的能力、ヴェーガと記憶

に必要な潜在的能力、潜在印象との発生過程が全く類似している。従って、この2つ

の潜在的能力は1っの潜在能力、サンスカーラに包括されている。

（8）　ヴェーガと業の潜在的能カカルマアーシァヤとの比較

　Vaige§ika学派では物体の運動に関する潜在的能力であるヴェーガと、業の理論にお

ける潜在的能力であるダルマ、アダルマまたはカルマアーシァヤとは種類の異なった

能力であるが、いずれも運動または行為から生じた潜在的能力と考えられる。

ヴェーガは動力から離れた物体の瞬間的な運動を継続させようとする運動の能力で、

動力と物体との特殊な結合のもとで生まれた物体の運動から生ずる勢いである。ダル

マ、アダルマまたはカルマアーシァヤは人が意志を持った身体の運動、すなわち行為

（karman）をなしたとき、その人の心（アートマン）に生じた倫理的な残余感で、輪
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廻の世界で後の世でその人に果報を生ぜしめる能力である。この残余感は煩悩を伴う

ことによって成熟し、神の関与によって果報を生ずる。このようなVaigesika学派業理

論において、カルマアーシァヤの発生から果報までの移行過程は第8図のようになる。

　物体の運動および記憶の発生過程と業理論におけるカルマアーシァヤの移行過程と

を比較すると、すなわち第5図および第7図と第8図とを比較するとパターン的にか

なり違うことが分かった。神の関与は別として、カルマアーシァヤが成熟するために

煩悩という潜在的能力がカルマアーシァヤに伴われなければならない。しかし、運動

の潜在能力、ヴェーガが増大するためには衝動という特殊な結合だけが必要である。

また、記憶の発生においても潜在印象が増大するためには認識作用というアートマン

とマナスとの特殊な結合だけが必要である。煩悩という潜在的能力はなくなるまで永

続的であるが、結合はそのときだけである。これは大いなる違いである。

　このようなことから、ヴェーガはパターン的に潜在印象と非常に類似していたが、

カルマアーシァヤとはパターン的に全く違う種類のもであった。それ故、物体の運動

の理論はパターン的に業の理論に引きずられたものではなく、独立なものであると考

えられる。

（9）　運動の直接知覚

　VaiSe§ika学派の直接知覚の仕方は対象が感覚器官と接触することによって生ずる。

感覚器官と接触できるのは実体だけであった。運動や性質は実体に内属しているため、

実体を通して知覚されるとしている。その知覚の仕方は無分別の段階で、普遍が知覚

され、有分別の段階で普遍に限定されて順次対象物が知覚されると考えられていた。

それ故、運動を知覚するためには無分別の段階で運動の普遍、運動性を知覚されねば

ならなかった。運動性は運動に内属しているため、そして運動は実体に内在している

ため、運動性は実体から見れば、実体に内属した運動にさらに内属しているものとな

る。運動性が知覚されるためには実体が感覚器官と接触することによってこの実体を

通して、更に運動を通して運動性が知覚されねばならない。この普遍の知覚が無分別

で生ずれば、それに限定されて有分別の段階で運動が知覚される。その知覚の仕方を

VaigeSikasUtraにおけるCandranandaの注釈では白いという性質の知覚が記載されている。

それにならって運動の知覚を次の如く推論してみた。運動体と感覚器官が接触するこ

とによって、運動体が知覚される。その運動体を介して運動に内属する運動性、すな

わち動きの共通性が無分別の段階で知覚される。その知覚によって有分別の段階で運
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動性の知識が生ずる。それに限定されて「これは運動である」という知識が生ずる。

Vaige＄ika学派では運動は認識論的にこのようにややこしい段階を経て認識することが

できるのである。

　このようなVaiSe＄ika学派の運動の理論は運動を瞬間的な場所の移動と考えた認識論

的な運動論であった。継続運動を述べた運動過程はVaiSe6ika学派の因果律に従って記

述されたものであった。運動は運動を生じないという基本原則から運動を生ずるため

には何か動力が必要であった。ヴェーガは物体がその動力から離れたとき、瞬間的な

運動を継続させるために必要な能力であった。このようにVaige6ika学派の運動論は運

動を場所の移動として捉え、時間の経過として捉えていなかった。ヴェーガの発生過

程は記憶の原因である潜在印象の発生過程と類似したものであった。

　このように、VaigeSika学派の認識論的な運動論は6世紀のPraSastapadabha＄yaとその

10世紀の注釈書、VyomavatiおよびNyayakandallにおいて完成を見た。11世紀以後、

物体運動のメカニズムを記載している書物はVaiSe＄ika学派の著作の中で非常に少ない．

メカニズムが記載してあっても、Pragastapadabha§ya記載の運動論を越えることはなか

った。従って、10世紀以後、物体運動のメカニズムをさらに発展させる理論は生ま

れなかった。それ故、VaiSesika学派の多くの人々は物体運動のメカニズムなどには殆

ど興味を示していなかったと結論づけられる。
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運動の共通的な特徴

一58　一

第1章



1、　はじめに

　Vaige§ika学派の運動論において最も整理された形の書物はAD．6世紀のPragastapada

によるPragastapadabha§yaである。この書物の第3章「運動論」は次の5節からなって

いる（り。それらは第1節　運動一般、第2節　個々の運動、第3節　運動の分類につ

いての論議、第4節　アートマンに支配された運動、第5節アートマンに支配されな

い運動である。

　この第1章ではこの「運動論」の第1節運動一般で述べられた運動の共通的な12

の特徴について述べる。この12の特徴の大半はVaiSeSika学派の最初の書物AD．150

年頃のVaiSeSikasUtraに記載されている。Pragastapadabha§yaの書物に入る前に

VaiSesikasUtraに記載された運動の共通的な特徴がどのようなものであったかを論じる。

2、　VaigeSikasUtraにおける運動の特徴

　VaiSe§ikasatraの第1章第1日課では主に実体、性質、運動についてそれぞれの特徴

が対比的に、しかも因果論的に論じられている。

　ここでは第1章第1日課で、実体、性質および運動についてそれぞれの特徴が対比

的に、しかも因果論的に論じられていることを示す。つぎにこの第1日課において運

動に関するスートラを抽出し、どのようなものが運動の特徴になっているかを示す。

VaiSe§ikasOtraには主なる2つの注釈書がある。それらは7世紀頃のCandranandaによる

注釈書と15世紀のSankarami§raによるUpaskaraである。この2書を較べてみると、

スートラの記載および番号に多少の異なりがある。Upaskaraは年代が相当にたってい

るので、後世の影響を受けている可能性が強い。ここではスートラの記載および番号

はCandranandaに従った。またスートラを訳すにあたって主にCandranandaによる注釈

に従った。ω

（1）　VaiSe＄ikasUtra　第1章第1日課の構i成

　ここでは実体、性質および運動についてそれぞれの性格が対比的に論じられている

ことを示す。

まず、1－1－4から6までは実体、性質、運動についてそれぞれ前述のような種類

（実体：土から始まる上述の9種の実体。性質：色から始まり意志的努力に終わる

17種の性質。運動：持ち上げることから始まる上述の5種の運動）が述べられてい
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る。そして1－1－14から16までは実体、性質、運動にっいて次のような定義が

述べられている。

（ここに原文と筆者の直訳を付しておく。　O、〈〉は筆者が注記したものであ

る。）

　　1－1－14　　kriyavad　gupavat　samavayikararpam　iti　dravyalakSanam　／

　　　　　　　　　活動（運動）を有し、性質を有し、そして内属因であることが実

　　　　　　　　　体の定義である。

　　1－1－15　　dravya6rayi　agu靴1avan　sarpyogavibhage§v　akara口am　anapek§a　iti

　　　　　　　　　gUtlalaksanam　／

　　　　　　　　　実体に依存し、性質を有せず、結合と分離において独立であって

　　　　　　　　　原因ではない、ということが性質の定義である。

　　1－1－16　　ekadravyam　agul］arrL　samyogavibhageSv　anapekSarp　karanam　iti　karma－

　　　　　　　　　lak§apam／

　　　　　　　　　1つの実体を有し、性質を有せず、結合と分離において〈他を必

　　　　　　　　　要としない〉独立な原因であるということが運動の定義である。

この定義によれば、実体が性質および運動の基体になっていることがわかる。また運

動では、3っのこと、すなわち“1っの実体を有する”、　“性質を有しない”、　“結

合と分離において独立な原因である”ことが定義されている。　“1つの実体を有する

”とは1つの運動が1つの実体に依存していること、すなわち、実体が運動する場合、

同一時に1つの実体が1っの瞬間的な運動をするということである。　“性質を有しな

いこと”と云う定義は次の通りである。すなわち、Vaige§ika学派では運動というカテ

ゴリーは概念分析の結果、運動そのもの、すなわち運動の分類を論じるだけのもので、

運動を生じたり停止したりする概念は他のカテゴリーに入るとされた。　“性質を有し

ないこと”はそのためのものと考えられる。　“結合と分離において独立な原因である

こと”はスートラ19　（“運動は結合と分離のく原因〉である。”）に再び記載され

ている。このスートラ19はCandranandaによって次のように注釈されている。（3）

　　　svfiSrayam　　anyato　　vibhajya　　a§rayantare皐a　　salpy（）j　ay　atj　atab　　sarpyogavibhaganam

　　karai）am　　karrna　　／

　　　〈運動は〉自らの拠り所となるもの（すなわち、その運動を生じている基体）

　　を他から分離させ、他の拠り所となるものと結合させる。これから運動は諸々の
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　　結合と分離の原因である。

このように、1－1－16において“運動は結合と分離において独立な原因である”

という個所は運動を認識論的に場所の移動として捉えた結果である。すなわち、運動

が起これば、運動している実体はそれがいる場所から分離し、次の場所と結合する、

このことは必然的な結果であり、他の助けを必要としないことが意味されている。

　このような定義に対して実体、性質、運動について因果論的な性格の異なりがスー

トラのユー1－8から10、17から19まで対比して記載されている。すなわち、

　　1－1－8　　dravyai：ii　dravya－antaram　arabhante　／

　　　　　　　　諸々の実体は他の実体を形成する。

　　1－1－9　　　gupa6　ca　g岐1a－antaram　／

　　　　　　　　そして諸々の性質は他の性質を〈形成する〉。

　　1－1－10　ka㎜a　karmasadhyam　na　vidyate／

　　　　　　　　　運動によって生じられるべき〈他の〉運動は知られない。

　　1－1－17　　dravyaguDakarmapa耳1　draVyarp　karapam　samanyam　／

　　　　　　　　　実体は実体、性質、運動の共通の原因である。

　　1－1－18　tatha　gu】4ab／

　　　　　　　　　性質も同様である。

　　1－1－19　samyogavibhagan頭1　kama／

　　　　　　　　　運動は諸々の結合と分離の〈原因〉である。

これらのスートラは実体、性質、運動のそれぞれによって発生する結果性について対

比して書かれている。すなわち、8から10までは実体と性質は同じカテゴリーの実

体、性質をそれぞれ発生させるが、運動は異なった性格を示し、同じカテゴリーの運

動を発生させないことが記されている。また、17から19までは実体、性質は実体、

性質、運動の共通の原因であることがそれぞれ述べられているが、運動はそうでなく、

結合と分離の原因であることが述べられている。これらより、運動によって生じた結

果の性格は実体や性質に較べてかなり異質である。

　また、その結果によってそれ自身がそこなわれるかどうかが1－1－11から13

に論じられている。すなわち、

　　1　－　1　一　ユ　1　　　karyavirodhi　dravyam　　karaζ1avirodhi　ca　　／

　　　　　　　　実体は〈自らの〉結果によってそこなわれない。また〈自らの〉
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1－1－12

1－1－13

原因によってもそこなわれない。

ubhayatha　　gunab　　／

性質は両方の場合において存在する。

（すなわち、性質は結果と原因によってそこなわれる場合もあれば、

そこなわれない場合もある。…一一一Candrananda注釈による）

karyavirodhi　karma　　／

運動はく自らの〉結果によってそこなわれる。

これらのスートラによれば、実体はそこなわれないが運動はその結果によってそこな

われることが書かれている。性質はその中間である。スートラ13に関する

Candranandaの注釈において、　“〈運動の〉結果である結合、分離、潜在能力の中から

結合によってだけ運動は妨げられる。”と記載されている。t4｝これは運動を瞬間的と

考えたために生じた認識論的な帰結である。すなわち、瞬間的な運動が生ずれば、運

動する基体はある場所から分離して次の場所と結合する。その結合によってその瞬間

的な運動が終わるのである。VaiSe＄ika学派ではこの考えを基本原理とし、継続運動は

このような瞬間的な運動が意志的努力などの動力因によって次々に生ずるために起こ

ると考えられていた。このスートラにおいても運動は実体、性質と性格を異にしてい

る。

　このように第1節では実体、性質、運動について性格の異なりが因果論的に対比し

て論じられている。実体、性質および運動においてこのような因果論的な関係を表に

してみると図一1のようになる。（5｝

　この表に従えば、実体と性質は因果論的に共通的な性格を持っているが、運動はこ

れら2つのカテゴリーから因果論的にかなり違ったものになっている。運動が実体お

よび性質と較べて異質的性格を持っているよい例はスートラ8から10に至る個所お

よび17から19に至る個所である。これらは前述したように、それぞれによって生

じた結果の違いが記されている。8から10では実体は他の実体を、性質は他の性質

をそれぞれ形成するが、運動は他の運動を発生させない。また、17から19では実

体と性質をそれぞれ原因としたとき、結果として実体、性質、運動が生ずる。しかし、

運動を原因としたとき、実体と運動は発生せず、性質である、結合と分離が生ずると

書かれている。これらの個所は運動の異質性を端的に表したものである。
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第1図　Vaige§ikasUtra第1章第1日課に記された因果関係

’

スートラ番号 原因 結果

1－1－8 諸々の実体 他の実体

1－1－9 諸々の性質 他の性質

1－1－10 運動 他の運動を発生しない。

1－1－1　7 実体 実体、性質、運動。

1－1－18 性質 実体、性質、運動。

1－1－19 運動 結合と分離。

ユーユー20 運動 実体を発生しない。

1－1－21 運動 運動を発生しない。

1－／－22 諸々の実体 一っの実体

1－1－23 諸々の実体 2を始めとする数、個別性、結合と分離　　　　　　　　　　　‘

1－1－24 諸々の実体 一つの運動を発生しない。

1－1－25 諸々の結合 実体

1－1－26 諸々の部分に内属する色 実体全体に広がる色。

1－1－27 重さ、意志的努力、結合 持ち上げること　（という運動）

1－1－28 運動 結合と分離

1－1－29 運動 実体と運動を発生しない。

（2）　第1日課で述べられた運動の特質

次にこの第1日課で運動に関係したスートラを上げると次の通りである。

1－1－6

1－1－10

1－1－13

1－1－16

持ち上げること、振り下ろすこと、折り曲げること、真っ直ぐに

すること、および進行、以上が諸々の運動である。

運動によって生じられるべきく他の〉運動は知られない。

運動は〈自らの〉結果によってそこなわれる。

一っの実体を有し、性質を有せず、結合と分離において〈他を必

要としない〉独立な原因であるということが運動の定義である。
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1－1－17

1－1－19

1－1－20

1－1－21

1－1－24

1－1－27

1－1－28

1－1－29

実体は実体、性質、運動の共通の原因である。

運動は諸々の結合と分離の原因である。（6）

〈運動〉は実体の〈原因〉ではない。何故なら、〈結果として

実体が生ずるとき（現れるとき）には運動は既に〉消滅している

が故に。（7）

〈運動は〉性質と性格を異にするが故に、諸々の運動のく原因

では〉ない。〔s）

〈一つの運動は諸々の実体に〉内属しないが故に、運動は〈諸

々の実体の〉共通の結果であることは知られない。（“））

持ち上げることは重さ、意志的努力および結合の〈共通の結果

である〉。

諸々の結合と分離は諸々の運動の〈結果〉である。

原因一般において、1つの運動は諸々の実体と運動の原因ではな

いといわれる。

第2図　Vaige§ikasUtra　第1日課で述べられた運動の特徴

（1）　運動の定義に相当するもの

①　1つの実体に存する。　（1－1－16，17，24）

②性質を持たない。　（16）

③結合と分離において独立な原因である。（16，19，28）

（2）　運動の性格的なもの

①運動は自ら生じた結果によってそこなわれる。（13）

②運動は運動を生じない。（10，21，2g）

③運動は実体の原因ではない。（20，29）

（3）　運動の原因

①持ち上げることは重さ、意志的努力および結合の共通の結果である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
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　以上運動に関係したスートラを上げた。これらは“運動は運動するものをある場所

から分離させ、次の場所へ結合させる”という認識論的な場所の移動を基本原理とし

て運動の特徴が述べられている。これらの運動の特徴を大きく分けると第2図のよう

に3つに分類することができる。これらの運動の特徴は後に示すPragastapadabha＄yaに

記載された12の運動の特徴の内半分を占めている。これらの運動の特徴については

第3節でPragastapadabhaSyaとの比較でさらに詳しく論ずる。

以上が第1章第1日課を分析した結果である。

3、PragastapadabhaSyaに記載された運動の特徴

　Pra6astapadabhaSyaでは第3章運動論、第1節“運動一般”において運動の特徴が述

べられている。ここではこの第1節“運動一般”において運動の特徴がどのように述

べられているか、そしてこの書物の10世紀の2つの注釈書、Nyayakandallと

Vyomavatlにおいていかに注釈されているかを調査すると共に、この運動の特徴が

Vaige＄ikasatraとどのような対応関係にあるのか見ていく。PragastapadabhaSyaの第3章

運動　第1節　運動一般では次の如く運動の特徴が記載されている。　±u］

　　　utk§eparpadlnarp　paficanam　api　karmatvasambandhab　／ekadravyavattvam　k§anikatvam

　　mUrtadravyavpttitvam　aguOavattvarn　gururVadravarVaprayatnasarpyogajatvaip　svakaryasaipyoga－

　　virodhitvarp　sarpyogavibhaganirapek§akEirapatvam　asamavayikara阜atvam　svaparaSrayasamaveta－

　　karyarambhakatva耳1　samanaj　atlyanarambhakatvarp　draVyanarambhakarvam　　ca　　pratiniyata－

　　jatiy・gitvam／

　　　持ち上げること等5っ〈の運動〉にはまた、運動性（運動であること、または

　　運動であるという共通性）との結びつきがある。〈それらの運動には次のような

　　12の共通的な特徴が存在する。〉＜すなわち、運動は1、同一時に＞1つの実

　　体に存すること、〈2、〉瞬間的であること、〈3、〉有形な実体に存している

　　こと、〈4、〉性質を持たないこと、〈5、〉重さと流動性と意志的努力と結合

　　とから生ずること、〈6、〉〈運動〉自ら作り出す結合によって妨げられること、

　　〈7、〉結合と分離に対してく他を必要としない〉独立な原因であること、＜8、

　　〉非内属因であること、〈9、〉〈運動〉自らの〈拠り所となるもの〉（すなわ

　　ち、そσ）運動を生じている物質）および他の拠り所となるものとに密接に結びつ

　　いたく結合および分離という〉結果を発生させること、〈10、〉〈自身と〉同
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　　じ類に属するものを形成しないこと、〈11、〉実体を形成しないこと、〈12、

　　〉それぞれ定まった類に付随していること、〈以上が運動に共通している特徴で

　　ある〉。

以上である。

　この第1節では初めに持ち上げること、振り下ろすことなど5っの運動が運動性と

結びついていることが記されている。これは運動性、すなわち動くという共通性が運

動すべてに含まれている、すなわち内属していることを示しているのである。次に、

運動に共通している特徴が12上げられている。これらは運動に共通的に存在してい

ることを示すために、すべて一tvaを接尾辞とした抽象名詞で記載されている。では、

これらの特徴がNyayakandallおよびVyomavatl等の諸注釈書にどのように書かれている

か調査した結果を述べる。最初に、

　（1）　　ekadravyavattvam

　　　　　＜運動は同一時に＞1つの実体に存すること。

が記載されいる。

　これについてはVyomavatlとNyayakandallに同じように注釈されている。それらの注

釈によれば、　“同一時に1つの実体に1つの運動だけが存在し、〈かつ＞1つの実体

だけに1つの運動が存在する”（11）と注釈されている。これは運動が実体に依存する

のであるが、その依存の仕方が同一時に1つの運動と1つの実体との間には必要かつ

十分条件が成り立っていることを示している。すなわち、同一時に1っの実体が必ず

1つの運動だけを行うことを示している。また、VaiSesikasUtraでは前述したように1

－1－16に定義としてこの特徴が記されている。

　1っの実体に運動が1つだけ存在することの証明は、NyayakandallとVyomavatlでは

同じように注釈されている。ここではNyayakandallの注を示しておく。　c’v

　　　yady　ekasmin　dravye　yugapad　viruddhobhayakarmasamavayah　syat，　tada　tayob

　　parasparapratibandhad　　digvi6e＄asapayogavibhaga－anutpattau　　saInyogavibhagayor　　anapek＄am

　　kara聰rp　karmeti　lak§aζ1ahan晦　　syat　／atha－aviruddhakarmadvayasamave6ah，　tadaikasmad

　　eva　taddeξadravyasamyogavibhagayor　upapatteh　dvitlyakalpanavaiyarthyam　／evam　ekarp

　　karma　na－anekatra　vartate，　ekasya　calane　tasmat　karmarpo’nyasya　calana－anupa－

　　lambhtit　／

　　　もし、1つの実体に同時に相対立した2つの運動が併存しているなら、そのと
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　　きその2つが互いに障害となることから、特別な方向との結合と分離を生じない

　　〈、その〉ことにおいて“運動は結合と分離においてく他を必要としない〉独立

　　な原因である”　（VaiSe§ikasUtra　1－1－16）という〈運動の〉定義を放棄する

　　ことになろう。しかし、相対立しない（すなわち、同方向の）2っの運動が〈同

　　時に1つの実体に〉共存している〈なら〉、そのときは＜2つの運動が一緒にな

　　ってしまうため、〉全く1っということからその場所と実体との結合と分離が生

　　ずるが故に、第2の〈運動〉の想定を必要としない。同様に1つの運動は多くの

　　ものには存在しない。何故なら、1つ〈の運動〉の動きにおいて、それとは別の

　　運動の動きが認められないが故に。

　1っの実体に運動が1つだけ存在するということに対する証明はこの注釈によると、

同一時に1っの実体に相対立した運動がある場合と2っの運動が同方向にある場合に

ついてだけなされている。相対立した運動にっいては互いに障害となり、すなわち止

まってしまうことになり（Vyomavatlでは、　“互いに障害となり、進行がない”と注

釈されているC13♪）、特別な方向とその実体との結合、分離を生じなくなってしまう。

従って、VaiSe§ikasatra（1－1－16）　（“運動は結合と分離において独立な原因で

ある。”）で示された運動の定義と反する。従って相対立した運動は同一時に1つの

実体に存在しないとしている。2つの運動が同方向にある場合、2つの運動合わせて

ユつの運動と考えられるから問題ないとしている。

　この証明において、2っの相対立した運動の大きさが同じであれば問題はないが、

違う場合にはどちらかの方向に運動が生ずる。このことについては言及されていない，

また、運動方向の逆と同じ方向だけが論じられそれ以外の方向については論じられて

いない。このような不十分な点はあるが、実体が運動する場合、同一時に1つの実体

に必ず1っの運動だけ、すなわち瞬間的な1っの動きだけが存在するということは認

識論的には正しいと考えられる。

　（　2　）　　　ksa刀．ikatvam

　　　　　瞬間的であること

　この個所の注釈はVyomavatlには明確な形で記されていないが、　Nyayakandaliでは‘

瞬間的’を“より速く消滅してしまう”　（agutaravinaSin）と注釈されている。凹

VaiSe§ikasCitraでは“運動が瞬間的であること”は直接書かれていないが、暗黙の内に

了解されていたようである。中村元の注によれば、Vaige§ikasntra（Ca．）2－2－29

一67　一



に間接的に書かれていることが記されている。（IS）

VaigeSikasUtra　2－2－29は次の通りである。すなわち、

　　　　gunasya　sato’pavargab　karmabhih　sadha㎜yam／

　　　　性質として存在している〈音〉の〈瞬間的な〉消滅は諸々の運動と共通的な

　　　　性格である。

この文章中のapavargaについて、　Candranandaによる注釈とUpaskaraの注釈を見ると、

Candranandaによれば、　“消滅”　（vinaga）と注釈され（16）、Upaskaraでは“速やかなる

消滅”　（aSunaSah）と注釈されている（17）。Candranandaは単なる消滅であるが、その理

由として、　“〈音は〉発生の直後に把捉されないから、消滅が推論される”

（utpattyanantaram　agrahapad　vina60’numlyate）と注釈している。これは音の消滅が瞬間

的であること示している。これより、Vaige§ikasatraにおいてもまた運動が瞬間的に消

滅することが理解されていたと考えられる。

　（3）　　mUrtadravyavpttitvam

　　　　　有形な実体に存していること

　Nyayakandallでは‘有形なる実体’を“大きさの特定することのできる実体”

（avacchinnaparimatpadravya）と注釈されている。（18）運動の特徴の第一番目として　‘運

動は1つの実体に存する’と述べられているが、それをもっと限定して‘有形な実体

に存する’と述べたのであろう。実体にはアートマンや時間や方角や虚空のような普

遍的なものがある。このような普遍的なものでは運動を生ずることができないから、

それを除くために運動は‘有形なる実体に存する’と実体を限定したものと考えられ

る。Vyomavatlでは注釈があまり明確でないのでここでは言及しない。また、

VaiSe§ikasUtraでは対応する個所がない。

　（4）　　agunavattvam

　　　　　性質を持たないこと

　これについてはVyomavatlでは注釈されていないが、　Nyayakandallでは‘性質を持た

ないこと’は“性質を有していることが欠如していることである”Clt）〕と注釈されて

いる。すなわち、運動は性質を持たないということである。VaiSe§ikasOtraでは］－1

－16において、　“〈運動は〉性質を有しない”ことが運動の定義として上げられて

いる。（2°）

このことは前述したように次のことが意味されている。すなわち、Vaige§ika学派では

一68一



運動というカテゴリーは運動そのもの、すなわち運動の分類を論じるだけのもので、

運動を生じたり、運動を停止したりする概念は他のカテゴリーに入るとされた。その

ため、矢が空中を運動する場合、運動が運動を生ずるわけではないので、運動の動力

としてヴェーガ（運動の勢い）　（性質のカテゴリーに入る概念）を考えざるを得なか

ったと考えられる。（21次に運動の原因となる性質が上げられている。

　（5）　　gurutvadravatvaprayatnasarliyogajatvam　（2η

　　　　　〈運動は〉重さと流動性と意志的努力と結合とから生ずること。

　ここでは運動の発生原因が述べられている。この個所はNyayakandallでは注釈され

ていないが、Vyomavatlでは次のごとく注釈されている。（23」

　　　　vyastafi　ca　gururvadikarp　karyantarasampadakam　api　na　samuditairp　ka㎜a－

　　　vyatirekenanyasya　ity　asadharanam　eva／na　caivam　sakalakarmabhedavyapakam　iti

　　　vaidharmyamatram　eva　／　yad　va　gurutvadyanyatarn　karapajanyarvam　vivak§itam　／

　　　　〈これらの内〉重さ等単一のものは他の結果もまた生じさせる。〈しかし、

　　　これらが〉集まったものは運動を除外して他には存在しないという〈これらの

　　　単一の場合とあつまった場合とでは原因性において〉共通でないことがまさに

　　　存在する。そしてこのように全部の運動の種類にくこれらのすべてが〉常に随

　　　伴しているのではないという違い（異質性）だけがまさに存在する。もしそう

　　　でなければ、重さ等の内、いずれか一つ〈だけ〉の原因から〈すべての運動が

　　　〉生ずるということが意味されることになる。

すなわち、Vyomavatiで云われていることは重さ、流動性、意志的努力、結合の集ま

ったものが運動だけの原因であって、単独のものは他の原因にもなりうると述べてい

る。従って、これらのすべてがそれぞれの運動に内属しているわけではない。この重

さ等の単独のものはPragastapadabhaSyaでは後に示すように、この第4節、第5節に述

べられた運動について運動を結果としたときに、原因をずっと遡っていったとき、最

後にたどりついた原因である。

　VaigeSikasatraではこの個所に対応するsatraは1－1－27である。すなわち、　“持

ち上げることは重さ、意志的努力、および結合の〈共通の結果である〉。”

この個所ではCandranandaもUpaskaraも大した注はしていないが、　Candranandaは　satra

1－1－21（“〈運動は〉性質と性格を異にするが故に、〈運動は〉諸々の運動の

〈原因〉ではない。”）の注釈において運動の原因を明らかにしている。すなわち、
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このスートラに対してCandrdnandaは次の如く注釈している。〔2“）

　　　　gurutvadravatvanodanabhighatasa耳1yuktasalpyogah　　sva6raye　　paraSrye　　ca　karmakaranam，

　　　prayatnadr§tau　tu　para§raya　eva／tatra　tavat　karma［na］svaSraye　karmakaranam，

　　　ni＄kriyadravyanupalabdhiprasaiitgat　　／　　　napi　　para§raye，　tatsarnyogenaiva　　niva「titatvat　　／

　　　tasmad　etaih　ka㎜akara口air　gupair　vaidha㎜yan　na　ka㎜a　karmakarapam　／

　　　　重さ、流動性、衝動、衝突、〈それとそれに〉つながれた部分との結合は〈

　　　これら〉自身の拠り所となるものと他の拠り所となるものとにおいて運動の原

　　　因である。しかし意志的努力とアドリシュタは他の拠り所となるものにおいて

　　　だけく運動の原因である〉。その場合、第一に運動は自身の拠り所となるもの

　　　において運動の原因ではない。何故なら、〈もし運動が自身の拠り所となるも

　　　のにおいて運動の原因であるなら、〉活動しない実体があり得ないという誤り

　　　が結果するが故に。他の拠り所となるものにおいてもまた運動の原因ではない

　　　何故なら、〈運動には〉〈自身の拠り所となるものと〉それ（他の拠り所とな

　　　るもの）との結合によってまさに消滅するという特質があるが故に。それ故、

　　　これらの運動の原因となる性質とく運動〉とは性格を異にするが故に、運動は

　　　運動の原因ではない。

　ここにおいては重さ、流動性、意志的努力、結合（特殊な結合、すなわち衝動、衝

突、〈それとそれに〉つながれた部分との結合）、アドリシュタ（不可見力、すなわ

ちこれは原因の分かっていない運動に対してその運動の原因とされる、超自然的な力

である。）が運動の原因とされている。そして意志的努力とアドリシュタは他の拠り

所となるものにおいてだけ運動の原因であると記されている。これは意志的努力とア

ドリシュタは自らの拠り所となるものはアートマンと考えられる。アートマンは運動

しないのでこの2つの動力は他の拠り所となるものにおいて原因と考えられている。

これらはアドリシュタを除けば、すべてPragastapadabhaSyaに記載された“運動の原因

”である。しかも、結合に関してはPraSastapadabha＄yaでは単に結合と記しているだけ

であるが、Candranandaの注釈では後に示すようにPraSastapadabhaSya第3章「運動1の

第5節「アートマンに支配されない運動」で、運動の原因となっている特殊な結合、

すなわち衝動、衝突、〈それとそれに〉つながれた部分との結合のすべてが上げられ

ている（2s）。また、原因の分からない運動に対して第5節で原因と考えられているアド

リシュタまでも上げられている。これは運動の原因についてすべてが上げられており、
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Pragastapadabhasyaの記載よりも勝っていると考えられる。

　（6）　　svakaryasarnyogavirodhitvam

　　　　　〈運動〉自らが作り出す結合によって妨げられること。

　ここでは運動が作り出す結果の内、結合が運動自身を妨げることが述べられている。

このことについてNyayakandallでは運動が壊されるのは“自らの作り出す結合によっ

て壊されるのであって、分離によって壊されるのではない”C26）と述べられている，

Vyomavatlでは非常に論理学的に注釈がなされている。すなわち、結合といっても運

動が滅する結合は運動自身が作り出した結果としての結合であり、また運動が作り出

す結果といっても結合、分離、ヴェーガとあるので、運動が滅するのはその内の結合

である。しかし運動が壊されるのはこの結合だけでない。運動をしている基体が滅し

ても運動は滅してしまう。従って運動が滅するためには運動が作り出した結合だけで

は論理的に十分でないことが述べられている。（27）

以上よりこの個所は運動を瞬間的と考え、さらに運動を場所の移動として捉えたため

に生じた認識論的な帰結である。すなわち、運動は運動するものを瞬間的にある場所

から分離させ、次の場所と結合させる。運動が瞬間的であるため、この運動によって

生じた結合によって運動自身が妨げられると云うことである。

　VaigeSikasUtraでは1－1－13“運動は〈自らの〉結果によって妨げられる。”

がこの個所に対応する。

　（7）　　sarpyogavibhaganirapek＄akaranatvam　／

　　　　　〈運動には〉結合と分離に対して独立な原因であるという特質がある。

　　これはVaige＄ikasatra　1－1－16に記載されている。すなわち“一っの実体を有

し、性質を有せず、結合と分離において〈他を必要としない〉独立な原因である、以

上が運動の定義である。”また、Nyayakandallでは運動によって生ずる結果は結合、

分離、およびヴェーガである。その内、“ヴェーガの発生においては、〈運動は〉衝

動や衝突という特殊〈な結合〉に依存しているが、結合と分離の発生においては、こ

のように衝動等に依存しない”と述べている。（2S）すなわち、運動が生ずれば何の助

けも必要とせず必然的に起こる現象である。Vyomavatlでは、　“結合と分離がく運動

によって〉作られるとき、〈運動が〉独立な原因であることは運動の本来の姿

（karmanab　svarUpam）である”と注釈されている。　c29）また、　VaiSeSikasUtra　1－1－

］9（“運動は結合と分離の原因である。”）ではCandranandaによって前述のよう
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に注釈されている（〈運動は〉自らの拠り所となるもの（すなわち、その運動を生じ

ている基体）を他から分離させ、他の拠り所となるものと結合させる。これから運動

は結合と分離の原因である。）。（3°）

　これらより、運動が生ずれば、その直後に運動している基体は瞬間的にその場所と

の分離を生じ、次の場所との結合を生ずる。これは運動によって必ず起こることであ

り、他の助けを必要としない、ということである。

　（8）　　asamavayikar叩atvam

　　　　　〈運動には〉非内属因であるという特質がある。

　これについてはNyayakandallおよびVyomavatlとも性質は非内属因と動力因となりう

るが、運動は非内属因だけである、と注釈している。°1）すなわち、Nyayakandallでは

　　　　asarnavayikara｛1atvam、　yatha　gu孕anarp　niminakararpatvam　api　naivarp　karmapam

　　　kim　tv　asamavayikaraJユatvam　evety　arthah　／

　　　　‘非内属因であるという特質’とは、例えば、諸々の性質には〈非内属因で

　　　あるという特質の他に〉動力因であるという特質もまた存在するが、運動にと

　　　ってはそうではない。しかし、非内属因であるという特質だけが存在するとい

　　　う意味である。

　　　VaiSe§ikasUtra　10－14（32）では

　　　　karanasamavayat　karmaPi／

　　　　〈結合と分離に対して〉原因〈である実体〉にく運動が〉内属しているが故

　　　　に、運動において〈原因であるということが〉存在する。

　　　　　　　　　　（このスートラはCandranandaに従い、その注によった。）

ここに記載された原因が単なる原因なのか、非内属因なのかここだけでは決めにくい。

スートラは10－12では（33）

　　　　karapam　iti　dravye　karyasamavayat　／

　　　　原因であるということは実体において結果が内属していることの故にく存す

　　　る〉。

この両者において、Candranandaによる注釈では単に“原因”と記載されているが、

Upaskaraでは10－12（Upaskaraでは10－2－1）の原因を“内属因”とし、

10－14（Upaskara　I　O－2－3）の原因を“非内属因”と注釈されている（34〕。

Upaskaraは15世紀の著作であるから後世の影響を受けていると考えられるので、こ
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こではCandranandaに従い、原因の意味を単なる“原因”にとっておく。従って

Vaige§ikasUtraでは原因を内属因、非内属因、動力因に分けるに至っていなかったと考

えられる。

　Vaigesika学派の因果律については後に詳細に述べるが、ここでは簡単に触れておく。

Vai§e＄ika学派は自然界の現象を原因と結果という因果律によって説明しようとしてい

る。この因果律は原因と結果を別のものと考え、PraSastapadabha§yaでは原因を3つの

種類、すなわち内属因、非内属因、動力因に分類している。内属因は生ずる結果の基

体となるものであり、非内属因は結果を直接発生させる原因となるものである。また、

動力因は結果を発生させるための動力となる原因である。（3S）

　（9）　　svaparaSrayasamavetakaryarambhakatvam　／

　　　　　　〈運動には運動〉自らの〈拠り所となるもの〉（すなわち、その運動を

　　　　　生じている物質）および他の拠り所となるものとに内属した結果を発生さ

　　　　　せるという特質がある。

　ここに書かれた‘内属した結果’について、NyayakandallおよびVyomavatiでは共に

結合及び分離が内属した結果であることが注釈されている。｛36）すなわち、運動を生

じている物質（運動自身の拠り所となるもの）と空間などの他の拠り所となるものと

に内属する結合と分離という結果を運動が作り出す、という趣旨である。

この個所はVaige＄ikasUtraには記載されていない。

　（10）　　samanaj　atlya－anarambhakatvam　／

　　　　　　〈運動には〉〈自身と〉同じ類に属するものを形成しないという特質が

　　　　　　ある。

　これは運動が他の運動を発生させないという運動の特徴を表したものである。

Nyayakandallでは“1つの運動が他の運動を発生させるなら、動きっっあるものにと

って動きの停止がないであろう。”　（karmagLah　karmantararambhe　gacchato　gativinaSo　na

syat／）と注釈されている〔37）。Vyomavatlでは運動は分離と結合を形成するので他の

運動は形成されないと注釈している。（38）従ってNyayakandaliによれば、運動が運動を

生ずるとするなら、運動が無限に生じてしまうからこれは成り立たないとされている。

また、VaiSeSikasUtraでは“運動によって生じる〈他の〉運動は知られない。”　（1－

1－10）が対応する。この個所のCandranandaの注釈では運動には自ら作る結合に

よって停止があるのであるから運動は運動を生じないとされている。t　コVtこれは
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Nyayakandallと同じような考え方である。また、　Upaskaraでは次のように注釈されてい

る。（4°）

　　ka㎜a　yadi　kanna　janayet　svotpattyanantaram　eva　janayet　Sbdavat／tatha　ca

　　pUrvakarmapaiva　yavat　samyogidravyebhyo　vibhage　janite　dvitiyarp　karma　kena　saha

　　vibhagalp　　janayet　vibhagasya　　saipyogapinvakatVat　sarpyogantarasya　　ca　　tatradhikarane

　　’nutpa㎜atvat，　vibhag司anane　tu　karmalak＄arpak＄teb／

　　もしも運動が運動を生ずるなら、音のように〈運動〉自らの発生の直後にまさし

　　く＜運動が〉発生することになるであろう。同様にまた前の運動によって結合し

　　ている諸々の実体から全く分離が生じている限り、第2の運動は何と共に分離が

　　生ずるのか、何故なら分離は結合に伴われることの故に。そしてその場合、基体

　　において他の結合（新しい結合）の発生が生じないということの故に。しかし分

　　離が生じないことにおいて運動の定義が崩壊するが故に。

この注釈によれば、もし運動が運動を生ずるとすれば、第1の運動によって生ずる結

合はない。すると第2の運動では分離が生じなくなる。何故なら、結合に伴われて分

離があるので、結合がなければ分離もないということになるからである。すると、運

動の結果である結合と分離がないことになる。従って運動の定義が崩壊することにな

るので運動は運動を生じないとされている。

　以上の注釈より、　“運動が運動を生じない”という考え方は運動の基本原理である

“運動は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”を忠実に守

ったがために生じた考えである。Nyayakandaliで示されているように運動がもし運動

を生ずるとすれば、運動が無限に生じてしまうということもまた、この基本原理から

生じた帰結である。従ってVaigesika学派ではこの基本原理を守るために、運動という

カテゴリーを運動そのものを論じるだけのものにしてしまい、運動を生じたり、停IL

したりする概念は他のカテゴリーに入れたと考えられる。

　（1　1）　　dravya－anarambhakatvam　／

　　　　　　〈運動には〉実体を形成しないという特質がある。

　これに関してはNyayakandallでは、　“次の結合から運動が停止するとき、実体が生

ずる”　（uttarasamyogan　nivrtte　karmapi　dravyasyotpadanam／）（41）と注釈されている。

Vyomavatiでは“運動は実体を形成しない。何故ならく実体を形成するとすれば、〉

運動が次の結合によって消滅していくことの原因性がなくなってしまう。”　（na
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karma　dravyam　arabhate，　tasyottarasarpyogena　vinaSyadavasthasya　　karalpatva－asambhavad／）

と注釈されている。（42）これはNyayakandallでは運動が停止したとき実体が生ずると述

べているが、Vyomavatiでは運動が実体を形成するとすれば、運動が結合によって消

滅することの原因性が存在しなくなると述べている。

　Vaige§ikasUtraでは1－1－20（Ca．）で、　“〈運動は〉実体のく原因〉ではない。

何故なら、〈結果としての実体が生ずるときには運動は既に〉消滅しているが故に”。

（na　　dravyanarp　　vyatirekat　／）

と記載されている。これはNyayakandaliと同じ趣旨で実体が形成されないことが記さ

れている。

これらによれば、実体は運動が形成するのではなくて、運動によって生じた結合によ

って生ずるとされている。

　（1　2）　　pratiniyatajatiyogitvam　／

　　　　　　それぞれ定まった類に付随していること。

　この個所はNyayakandallおよびVyomavatlでは共に持ち上げること等運動5種にはそ

れぞれ持ち上げるという共通性（utk§epaiiiatva）等の種に付随していることが注釈され

ている。VaiSeSikasUtraには記載されていない。　Nyayakandallによれば、次の如く注釈さ

れている。（4コ）

　　　　pratiniyateti　／　　utk§epapadi§u　　pratyekam　　utk§epa】〔1atvadiyoga　　ity　　artha］已　　／

　　　　‘それぞれ定まった類に一一一一7とは次の通りである。持ち上げること等に

　　　　おいてそれぞれが持ち上げるという共通性等と結びついているという意味で

　　　　ある。

以上でPraSastapadabha§yaに述べられた12の運動の特質について、どのような注釈が

なされていたかを終わりにする。

4、　まとめ

　PraSastapadabha＄yaに記載されたこれら12の特質は既に見たように半分は

Vai§e§ikasatra第1章第1日課に記載されたものである。ここではこれら12の特質に

ついてまとめてみたいと考える。

　これら12の特質はいろいろな種類のものが混じっている。これらを大きく分けて

4つの分類に分けることができると考えられる。それらは運動の定義に相当するよう
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なもの、運動の性格的なもの、運動の原因となるもの、および運動の結果である。こ

れらを表にすれば、第3図のようになる。

第3図　12の運動の特質

1、運動の定義に相当するようなもの

（1）　　同一時に1つの実体に存すること。

（2）　　瞬間的であること。

（3）　　有形な実体に存すること。

（4）　　性質を持たないこと。

（7）　　結合と分離に対してく他を〉必要としない独立な原因であること。

（12）　それぞれ定まった類に付随していること。

H、運動の性格的なもの

（6）　　〈運動〉自ら作り出す結合によって妨げられること。

（8）　　非内属因であること。

（10）　〈自身と〉同じ類に属するものを形成しないこと。

（11）　実体を形成しないこと。

皿、　原因

（5）　　重さと流動性と意志的努力と結合とから生ずること。

IV、　結果

（9）　　〈運動〉自らく拠り所となるもの〉および他の拠り所となるものとに

密接に結びついたく結合および分離という〉結果を発生させる。

次にこの第3図に従って12の運動の特質を論ずる。

1、　運動の定義に相当するようなもの

この項目に入る運動の特質は（1）から（4）、　（7）および（12）である。そ
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れらの殆どはVaigeSikasUtra　1－1－16（“1つの実体を有し、性質を有せず、結合

と分離において独立な原因であるということが運動の定義である。”）に記載された

運動の定義である。　（4）　“運動は性質を持たないこと”、これはCandranandaによ

って注釈されているように（VaiSe§ikasUtra　1－1－19）、VaigeSika学派では“運動

は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”　（Candrananda　1－

］－19）という考え方を基本原理として運動を概念分析した結果である。すなわち

運動というカテゴリーから運動を生じたり（すなわち、運動が運動を生ずる）、停止

したりする概念を排除したために生じたものと考えられる。もし運動が運動を生ずる

とすれば、運動の特質（10）で述べたように、運動の基本原則である運動によって

生じた分離と結合を放棄しなければならなくなってしまう。このことは運動を認識論

的に場所の移動として考えたとき不可能なことであった。従って、Vaige＄ika学派では

運動というカテゴリーは運動そのもの、すなわち運動の分類を論じるだけのものにし

て、運動を生じたり、停止したりする概念は他のカテゴリーに入れられたのである，

また、　（ユ）　“同一時に1つの実体に存すること”、　（2）　“瞬間的であること”、

（3）　“有形な実体に存すること”より同一時に1つの有形な実体が瞬間的な1つの

動きだけをなすそれが運動であると考えられていた。すなわち、1つの運動は有形な

実体の瞬間的な動きとして捕らえられている。そのため、運動が生ずると、運動して

いる基体、すなわち運動している実体は瞬間的にその場所から分離して他の場所と結

合する。これが運動によって必然的に生ずるものであるから、“結合と分離に対して

〈他を〉必要としない〈独立な〉原因であること”が（7）でいわれている。以上が

運動の定義と思われる特質を解析したものである。しかしこれは運動を認識論的に見

たにすぎず、動きと時間との関わりについてはどこにも書かれていない。従って、こ

れは認識論の立場から運動を定義したものと考えられる。

　H、　運動の性格的なもの

　この項目に入る運動の特質は（6）、　（8）、　（10）、　（11）である。　（6）

“〈運動〉は自ら作り出す結合によって妨げられること”は実体に瞬間的な運動が生

ずれば、その実体はそれがあった場所と分離して次の場所と結合する。その結合によ

って1つの瞬間的な運動が消滅する。次の瞬間に実体が運動を生ずると、実体はその

場所と分離して更なる場所と結合して瞬間的な運動が消滅する。従って、運動の結果
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として生ずる分離と結合の内、結合において瞬間的な運動が消滅すると考えられてい

た。このことは運動を瞬間的な場所の移動と捉えたために生じた認識論的な帰結であ

る。このように運動は結果として分離と結合を生ずる。それをVaige§ika学派では因果

律を使って書き表した。VaiSe＄ika学派の因果律では原因が3種、すなわち内属因、非

内属因、動力因に分類されている。内属因は結果を生ずる基体であり、非内属因は結

果を生ぜしめる直接の原因である。動力因は結果を生ずるための動力となる原因であ

る。運動は運動している実体がその場所と分離し、次の場所と結合するための直接の

原因である。従って、　（8）　“運動は非内属因である”と考えられた。また、　（

10）　“〈自身と〉同じ類に属するものを形成しないこと”、すなわち運動が運動を

生じないということは前述したように、もし生ずるとすると運動の基本原則である運

動によって生じた分離と結合を放棄することになる。何故なら、運動が運動を生ずる

とすると、運動している基体は第1の運動によってある場所から分離されるが、次の

場所との結合がなされない。すると、第2の運動による分離も結合も起こらなくなっ

てしまう。このことは“運動は運動するものをある場所から分離し、次の場所へ結合

させる”という基本原則を放棄することになる。そのことは不可能なので、VaiSesika

学派では“運動が運動を形成しない”とした。

　次に、　（11）　“運動は実体を形成しないこと”という特質に移る。NyayakandalI

では実体は運動が消滅した後に出現するのであって、運動は実体を形成しないと注釈

されている。すなわち、運動によって生じた結合によって実体が生ずる。その例は

NyayakandallおよびVyomavatiのその個所の注釈において記載されていない。また、

Vaige§ikasatraの諸注釈書のその個所の注釈でも記載されていない。しかし、

Pragastapadabha＄ya第1章実体、第6節「創造と破壊」において、世界帰滅後、大自在

神（mahegvara）が世界を創造しようとしたとき、アートマンに存在しているアドリシ

ュタ（不可見力）によってアートマンと諸々の風の原子との結合が起こり、それによ

って諸々の風の原子に運動が起こる。その運動によって原子同士が結合して風の二原

子体（dvyapuka）が生ずることが記載されている。（44｝これは運動によって生じた結合

から実体が生ずるよい例であると考えられる。従って、運動によって生じた結合から

運動が停止するときに実体が形成されるのであって、運動しているときに形成されな

いということである。
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　m、　運動の原因

　1で論じたように運動が生ずる原因および停止する原因を運動のカテゴリーは内に

持っていないから、必然的に運動が生ずる原因を考えなくてはいけなくなってしまっ

た。その原因となるものは（5）　“重さと流動性と意志的努力と結合”である。重さ

は落下運動に必要な原因であり、流動性は水が流れるという運動に必要な原因である。

意志的努力は人が行為、すなわち手を上げるとか弓を動かすとかという運動が生ずる

場合、これらの行為の主体であるアートマン（すなわち、心）に“手を上げたい”あ

るいは“弓を動かしたい”という欲求がおこり、それによって“手を上げる”、　“弓

を動かす”という意志的努力が生ずる。この意志的努力によって手を上げる、弓を動

かすという運動が生ずるのである。後に示すようにこの章の第4節「アートマンに支

配された運動」においては運動の原因が究極的に意志的努力に帰着してしまうような

運動が記載されている。（45）それらは身体の運動、杵を動かし臼に衝突させる運動、投

げ槍の運動、弓矢の運動である。次に結合であるが、運動が作り出す結合は運動を停

止する原因となる。しかしここでいわれている結合は運動を生ずる原因となるもので

ある。これについてはどのような結合であるのか、NyayakandallおよびVyomavatlのこ

の個所の注釈では何も云われていない。しかし、CandranandaによるVaiSe§ikasrttraの注

釈において、運動の原因として“重さ、流動性、意志的努力、衝動、衝突、〈それと

それに〉つながれた部分との結合（sarpyuktasamyoga）、意志的努力およびアドリシュ

タ（不可見力）”が上げられている。（46℃andranandaによって記載された運動の原因は

アドリシュタを除けばPragastapadabha§yaに記載された運動の原因である。しかも、結

合に関しては後に示すようにPraSastapadabhaSya第3章「運動」、第5節「アートマン

に支配されない運動」で、運動の原因となっている特殊な結合すべてが上げられてい

る。さらに第5節で運動の原因が分からない運動に対する原因として考えられている

アドリシュタまでも上げられている。⑰これは運動の原因についてすべてが上げられ

ており、Pragastapadabha§yaの記載より勝っている。これら3つの特殊な結合にっいて

はいろいろな運動を扱うときに詳しく論ずる。運動の原因としての結合をさらに調べ

てみると、PragastapadabhaSya第2章性質、第10節「結合」の最初の部分において、

“結合は実体、性質、運動の原因である。”と述べられている。Nyayakandallのその

個所では運動の原因となる結合の例として次のような結合が上げられている。L“S

　　prayatnavadatmahastasa耳1yogo　hastakarmaiiio　hetub　／
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　　意志的努力を所有しているアートマンと手の結合は手の運動の原因である。

ここに記載された例は手の運動について意志的努力を所有するアートマンと手の結合

が手の運動の原因であることが示されている。従ってこのような結合、すなわち意志

的努力のような動力を伴ったものと手のような動かされるものとの結合はその動かさ

れるものの運動の原因である（第4節、5節において非内属因として取り扱われてい

る）。

　その他に運動の原因として“運動の勢い（ヴェーガ、vega）”という潜在能力があ

る。ここには記載されていないが、第4節「アートマンによって支配された運動」お

よび第5節「アートマンに支配されない運動」において運動の原因として上げられて

いる。この潜在能力は物体が空中を運動するとき、その運動を生ずる原因となるもの

である。その例として第4節の矢の運動を述べた個所で、矢の空中での運動は“運動

の勢い”によって生ずることが記載されている。㈲“運動の勢い”についてはここで

は言及せず、第4節、第5節を見るときに詳しく論ずる。

　W、　運動の結果

　この項目に入る運動の特質は（9）　“〈運動〉自ら拠り所となるものおよび他の拠

り所となるものとに密接に結びついた結果を発生させる。”である。運動の結果につ

いて既に述べたように、運動が生ずれば運動を生じている実体はそれがいた場所と分

離し、次の場所と結合する。その結合によって運動が消滅する。このような過程にお

いて運動によって生ずる結果は結合と分離だけである。すなわち、〈運動〉自ら拠り

所となるもの、すなわち運動を生じている実体および他の拠り所となるもの、すなわ

ち実体がいる場所に密接に結びついた結果は結合と分離である。

　以上であるが、これらよりPraSastapadabha§yaに記載された運動の特質は運動を認識

論的に取り扱ったために生じたものである。すなわち、運動を瞬間的と考え、　“運動

は運動するものをある場所から分離させ、次の場所へ結合させる”という認識論的な

場所の移動を基本原理としているために生じたものである。また、その基本原理に則

して運動を概念分析した結果、運動そのものを運動と考え、運動を引き起こす原因や

停止の原因は他のカテゴリーに入れられた。運動の原因としては“重さ、流動性、意

志的努力、結合”が上げられている。また、運動の停止にっいては運動によって生じ

た結合が上げられている。このようにVaiSe§ika学派では瞬間的な運動が考えられてい

た。そして、継続運動はその瞬間的な運動が運動の原因によって次々に生ずるため起
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こるとされた。また、運動を結果と考えたときその原因が、あるいは運動を原因と考

えたときその結果がVaiSe§ika学派の因果律にのっとって認識論的に解明されている。

しかし、運動の時間的な関係については一切触れられていない。　このようにここで

論じられている運動の特質は認識論の立場から運動の特質が考えられただけにすぎな

い。

以上が第1節“運動一般”に記載されていた運動の特質について分析した結果である。
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　　　　　　　　　　　［引用文献および注］

（1）D．Jha：PraSastapadabha§ya　with　the　commentary，　Nyayakandall　along　with　Hindi

　translation，　Varanasi，　1977，　PP．697－740．

（2）　Muni　Srl　Jambuvijayaji：Vai6e＄ikasUtra　of　Ka皐ada　with　the　Commentary　of　Candrananda，

　Baroda，　1961，　pp．1－7．

）へ
⊃

（

）4（

（5）

Ibid．　P．6．

Ibid．　p．5．

1－1－13に対するCandranadaの注釈：

　sarpyogavibhagasamskara阜am　karyaOam　madhyat　sarnyogenaiva　kanna

virudhyate，　na　　vibhagasal口skarabhyalp　　samyoganutpattiprasalilgat　／／

　〈運動の〉結果である結合、分離、潜在能力の中から結合によってだけ運動

は妨げられる。分離と潜在能力によって〈運動は妨げられ〉ない。何故なら、

〈もし分離と潜在能力によって運動が妨げられるなら、運動によって〉結合が

生じないという誤りが生じるが故に。

図一1に用いたスートラを記すと共にCandranandaの注釈に従って翻訳した。

（1－1－8～19は本文に記載してあるので省略）

1　－　1　－　2　0　　　na　　dravya耳aエp　　Vyatirekat　／

　　　　　　　〈運動〉は実体のく原因〉ではない。何故なら、〈結果として実

　　　　　　　体が生ずるとき（現れるとき）には運動は既に〉消滅しているが

　　　　　　　故に。

1　－　1　－　2　1　　　gu］4avaidharrnyan　　na　　karma皐alp　　／

　　　　　　　〈運動は〉性質と性格を異にするが故に、諸々の運動の〈原因で

　　　　　　　は〉ない。

1－1－22　　draVyalpam　draVyam　karyarp　samanyam　／

　　　　　　　一っの実体は諸々の実体の共通の結果である。

1－1－23　dvitvaprabh＃ayaS　ca　sa］血khyah　prthaktvalpL　sarpyogavibhaga6　ca

　　　　　　　そして2を始めとする諸々の数、別異性（個別性）、および諸々

　　　　　　　の結合と分離は〈諸々の実体の共通の結果である〉。

1－1－24　asamavayat　samanyar口karma　karyarp　na　vidyate／

　　　　　　　〈一つの運動は諸々の実体に〉内属しないが故に、運動はく諸々
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1－1－25

1－1－26

1－1－27

1－1－28

］－1－29

の実体の〉共通の結果であることは知られない。

sarpyoganarp　dravyam　／

実体は諸々の結合のく共通の結果〉である。

rUpapam　rUpam　／

〈一つの実体全体に内属している〉一つの色は〈諸々の部分にあ

る〉諸々の色の〈共通の結果である〉。

gurutvaprayatnasa耳1yoganam　utk＄epa取am　／

持ち上げることは重さ、意志的努力および結合の〈共通の結果で

ある〉。

sarrtyogavibhagah　karrnapam／

諸々の結合と分離は諸々の運動のく結果〉である。

karanasamanye　dravyakarmai）aip　karma－akfirapam　uktam　／

原因一般において一つの運動は諸々の実体と運動の原因ではない．

（6）　VaiSe§ikasatraの15世紀の注釈書、　Upaskaraに記載されたsUtraでは次のよう

　になっている。

　　1－1－20　（Up．）　　sarpyogavibhagavegana耳1　karma　samanam　／　　＊

　　　　　　　　　　　　運動は結合と分離とヴェーガの共通のく原因である〉。

　＊　Narayana　Mi6ra：Vai≦eSikasUtropaskara　of　SahkaramiSra，　Varanasi，1969，　p．61．

（7）　Candranandaによる。

　　　Candranandaの注釈によれば、次の通りである。

　　yadi　khalu　draVyasya　karanarp　karrna　bhavet　tatha　sati　kptvapi　sarpyogam　na　nivarteta、

　　nivrtte　tu　karmai：ii　kevalasya　sa耳1yogasyopalambhat　manyamahe　“na　dravyakararpam

　　ka㎜a”／

　　もしも実体の原因が実に運動であるとするなら、そのようであるとき、結合が

　　生じた後、〈運動は〉消滅しないであろう。しかし、運動が消滅したとき、唯一

　　つの結合が得られるが故に、私たちは“運動は実体の原因ではない”と理解する。

（8）　Candranandaによる。この個所のCandranandaの注釈：

　　gurutvadravatvanodanabhighatasa耳1yuktasa耳1yogah　sva6raye　paraSraye　ca　karmakaranam，

　　prayatnad；§tau　tu　paragraya　eva／　tatra　tavat　karma　［na］sva6raye　karmakarapam、

　　11i§kriyadravyanupalabdhiprasangat　　／　　　napi　para§raye，　tatsarpyogenaiva　　nivartitarvat　　／
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　　tasmad　eta晦karmakara取air　gulitair　vaidha㎜yan　na　karma　ka㎜akaranam　／

　　重さ、流動性、衝動、衝突、〈それとそれに〉つながれた部分との結合は〈運動

　　〉自身の基体と他の基体とにおいて運動の原因である。しかし、意志的努力とア

　　ドリシュタは他の基体においてだけく運動の原因である〉。その場合、第一に運

　　動は〈運動〉自身の基体において運動の原因ではない。何故なら、〈もし運動が

　　自身の基体で運動の原因なら〉活動しない実体があり得ないという誤りが結果す

　　るが故に。他の基体においても存在しない。その結合によって〈運動は〉まさに

　　消滅するということの故に。それ故、これらの運動の原因である性質と〈運動は

　　〉性格を異にするが故に、運動は運動の原因ではない。

（9）　Candranandaによる。この個所のCandranandaの注釈l

　　　anekasmin　dravye　ekasya　karmaUah　samavayani§edhad　na　dravyapa耳1　dvibahUnam

　　　ka㎜a　samanam　k苗yam　asti／

　　　多くの実体に一つの運動が内属することを否定するが故に、運動は二つのある

　　　いは多くの実体の共通の結果でない。

（10）　D．Jha：Pra6astapadabha＄ya　with　the　commentary，　Nyayakandali　along　with　Hindi

　　　　translation，　Varanasi，　1977，　pp．697－698．

（］1）　D．Jha：ibid．

　　　ekadravyavattvam　ekadti　ekasmin　dravye　ekam　eva　karma　vartate，　ekarp　karrna

　　　ekatraiva　dravye　vartata　ity　ekadravyavattvam　／

　　　〈運動は〉‘1つの実体に存すること’とは、同時に1つの実体に1つの

　　　運動だけが存在し、〈かっ＞1つの運動が1っの実体だけに存在するという

　　　ことが‘1っの実体に存すること’である。

（12）　D．Jha：ibid、

（13）G．Sおt亘：Vyomavatl　of　VyomaSiva，　Varanasi，　1983，　p．244．

　　　ekasmirpS　canekakarmabhyupagame　viruddhadigabhimukhatayaip　paraspararn　pratibandhfid

　　　agamanm　eVa　Syat／

　　　1つの実体に沢山の運動を認めるとき、反対の方向に向かうということにおい

　　　ては互いに妨げになることから全く進行がないであろう。

（14）　D．Jha：op．cit．，　p．698．

　　　　k§ailiikarVam　a§utaravinaSitvam　／
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　　　　‘瞬間的であること’とはより速く消滅してしまうことである。

（15）中村元　：“パダールタ・ダルマ・サングラバ”，　‘三康文化研究所年報’

　　　　　Vol．10，　l　l（1977－8），三康文化研究所，　p。289．

　　　　ノ（16）Muni　Srl　Jambuvijayaji：op．　cit．，　p．21．

　　　　karmabhir　asya　punar　gunabh亘tasya－api　sadharmyam　apavarga　vinaSah，

　　　　utpattyanantaram　agraha口ad　vina60’numiyate　／

　　　　さらにこの性質として存在しているもの（音）にとってもまた諸々の運動と

　　　　の共通的な性格はapavarga、すなわち消滅である。発生の直後に把捉されな

　　　　いから消滅が推論される。

（17）Narayana　Mi6ra：VaiSe＄ikasUtropaskara　of　Sahkarami6ra，　Varanasi，1969，　p．184．

　　　　apavargah　　a6una6ab　　／

　　　　apavargaとは速やかなる消滅である。

（18）　D、Jha：　op．cit．，　p．698．

　　　　mUrtadravyav；ttitvam　avacchirmaparimapadraVyavTttitvam　／

　　　　‘有形な実体に存していること’とは大きさを特定することのできる実体

　　　　に存していることである。

（19）　D、Jha：　op．cit．，　p．698．

　　　　agunavattva町1　gupavattvarahitatvam　／

　　　　性質を持たないこととは性質を有していることが欠如していることである。

　　　　　ノ（20）Muni　Srl　JambuWay司i：op．　cit．　p．5．

（21）　D．Jha：　op．　cit．　p．723－724．

（22）　この個所は刊本によってPragastapadabha§yaの記述が違っている。

　D．Jha：Pragastapadabha§ya　with　NyayakandallおよびJ．　S．　Jetly　and　V．　G．　Parikh：

　Nyayakandallでは“．＿．sarpyogavattvam”となっているが、　P．　Dviveden：PraSastapadabhaSya

　　　　　　　　　　　ノ　with　Nyayakandall　；　G．　Sastrl：Vyomavatl　of　Vyomasiva　；　Chowkambha　Sanskrit　Series：

　PraSastapadabha＄ya　with　Commentaries　of　Sakti，　Setu，　and　Vyomavati　；J．　Bronkhorst　and

　Y．Ramseier：Word　Index　to　the　Pragastapadabha§yaおよびBombay　　University所蔵の

　Manuscript　4670（Bombay　Univ．　Manu．　Card　No．774）：Pra§astapadabha＄ya　with

　Nyayakandallでは、　“＿．．sarpyogaj　arVam　”となっている。

　ここでは後者に従った。
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（23）　G．Sastri：　oP．　cit．，　P．245．

（24）Muni　Sri　Jambuvijayaji：op．cit．，　p．6．

（25）　D．Jha：　op．　cit，　p．725－740

（26）　Ibid．，　p．698．

　　　svakaryeti　／　svakaryena　sarpyogena　vina6yatvalp　na　vibhagavinaSyatvam，　uttara－

　　　samyogabhava－prasaiitgat　　／

　　　　‘〈運動〉自ら作り出す〈結合によって〉一一…’とは自らの作り出す結合に

　　　　よってく運動が〉壊されることである。分離によって壊されるということで

　　　はない。何故なら、〈もし分離によって運動が壊されるなら、〉次の結合が

　　　存在しないという〈誤り〉が結果として起こるが故に。

（27）　G．Sastrl：　op．　cit．，　p．245．

　　　tatha　svakaryasarpyogavirodhitvam　iti　／　　sarpyogamatrepa　vinaSadarSanad　iti

　　svakaryagrahapam　／　　karmakaryarVafi　ca　vibhagavegayor　apiti　［tatra　vyabhicara－－

　　vararpaya］　sarpyogagraha阜am　／　　atab　svakaryasarpyogavirodhitvam　asadharanam　api

　　kvacid　aSrayavina§enapi　vinaSan　na　pak＄aVyapakam　iti　vaidharmyamatram　eva　／

　　　同様に‘〈運動〉自ら作り出す結合によって妨げられること’とは次の通り

　　である。単なる結合だけによってく運動が〉滅するということが認められない

　　　ことからと考えて〈運動〉自ら作り出す〈結合〉という表現が生じる。そして

　　運動が作り出す結果であることは分離とヴェーガとにおいても存在するという。

　　　［その場合、混乱を防ぐために］　‘結合’という表現が生じる。これから‘自

　　　ら作り出す結合によって妨げられること’は〈結合と運動の結果性において〉

　　また一般的でないものである。あるところでは基体の消滅によってもまたく運

　　動が〉滅することからく運動が滅することに対して〉主張（自ら作り出す結合

　　　によって妨げられること）の遍満性はないという違い（異質性）だけがまさに

　　存在する。

（28）　D．Jha二　〇p．　cit．，　p．698．

　　　sarpyogavibhageti　／　yatha　vegarambhe　nodanabhighataviSe＄apekSatvam　　naivarp

　　　sarpyogavibhagarambhe　nodanadyapek§atvam　ity　arthab　／

　　　　‘結合と分離…ノとは次の如くである。例えば、〈運動にとって〉ヴェー

　　　ガ（勢い）の発生においては、衝動と衝突という特殊なく結合〉に依存する
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　　　　という特徴がある。だが、結合と分離の発生においては、このように衝動等

　　　に依存するという特徴が存在しないという意味である。

（29）　G．Sastrl：　op．　cit，　p．245．

　　　tatha　　vibhage　　sarnyoge’　pi　ca　　kartavye　nirapekSakara口atvarn　karrna】〔1ab　svarUpam　　／

　　　同様に分離と結合が〈運動によって〉作られるとき、独立な原因であるこ

　　　　とが運動の本来の姿である。

（30）Muni　Srl　Jambu殉ay…∂i：op．　cit．，　p．6．

（31）　D．Jha：　op．　cit．，　p．698．

　　G．Sastrl：　op．　cit．，　p．245．

（32）Muni　Srl　Jambuvijayaji：op．　cit．，　p．75．

　　Candranandaによる注：

　　　samyogavibhage＄u　nirapek§akarailiarVat　tatkaranadravye　samavetatvat　ka㎜otpanna－

　　　matram　eva　karaipabuddhim　janayati　　／

　　　　〈運動は〉諸々の結合と分離において独立な原因であるということから、そ

　　　　してく運動は〉その原因である実体に内属していると云うことから、運動に

　　　　よって生ずるということだけがまさに“〈運動が〉原因である”という理解

　　　　を生ぜしむる。

　（Upaskaraではスートラが次のように異なり、その注によれば、次のように訳せる。

　　（’り

　　　kara】〔le　　samavayat　karma］〔ii　ノ

　　　諸々の運動は原因くである実体〉に内属しているが故にく原因〉である。）

　（＊）Narayapa　MiSra：Vai6e§ikasUtropaskara　of　Sankarami6ra，　sUtra　lO－2－3．　Varanasi，1969，

　　P．529．

（33）Muni　Srl　Jambuv　ij　ay　aj　i：op．　cit．，　p．74．

（34）NarayaOa　MiSra：op．　cit．　pp．528－529．

　①VaiSeSikasatra　lO－2－3（Candrananda　lO－14）に対するUpaskaraの始まりの部分

　　　asamavayikararPanfti　Se§ah　／

　　　　〈運動は〉非内属因であるということがく本文に〉付け加えるべきである。

　②satra　10－2．1（Candrananda　l　O－12）に対するUpaskaraの始まりの部分

　　　kara口a　samavayikara耳am　idam　iti　pratltiprayogau　dravye　dra＄；avyau　／
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　　　‘原因’、これは内属因であるという明瞭な理解とその適用は実体において認

　　　められるべきである。

（35）　大網　功：“インド運動論と因果律”，　「科学史研究」，VoL　38（No．211），

　　1999，　pp．142－　153．

（36）　D．Jha：　op．　cit．，　p．698－699．

　　　　svaparaSrayeti　／　sva6raye　paraSraye　ca　Vyasajya　samavetarp　yat　karyarp

　　　　sarnyogavibhagalak§anarn　tadarambhakatvam　／

　　　　　‘〈運動〉自らの〈拠り所となるもの〉および他の拠り所となるものとに

　　　　一一一一）とは次の如くである。〈すなわち、〉自身の拠り所となる実体（その

　　　　運動を生じている実体）と他の拠り所となるものとに付随して、密接に結び

　　　　ついた結合および分離の形を取っている結果であるところのぞ〈の結果〉を

　　　　発生させるということが〈運動にとって〉存在する。

　　G．Sastrl：　op．　cit．，　p．245－246．

　　　　tatha　svaparaSrayasamavetakaryarambhakatvam　／　yasminn　aSraye　samavetarp　karma、

　　　　tatra　aSrayantare　ca　samavetarp　vibhagarp　sar口yogarn　carabhata　iti　／

　　　　同様に‘自らの拠り所となるものと他の拠り所となるものとに密接に結びつ

　　　　いた結果を発生させること’、すなわちある基体に内属した運動がある場合、

　　　　その場合、〈運動は〉他の拠り所となるものに密接に結びついた結合と分離

　　　　を形成するということである。

（37）　D．Jha：　op．　cit．，　p．699．

　　　　samaneti／karmanah　karrnatitararambhe　gacchato　gativina60　na　syat／

　　　　‘〈自身と〉同じく類に属するもの一一一一〉’とは1っの運動が他の運動を発

　　　　生させるなら、動きつっあるものにとって動きの停止がないであろう。

（38）　G．SdStri：　op．　cit．，　p．246．

　　　　saman司atlyanarambhakatvam　／tatha　cotpannam　karma　vibhagam　sarpyogarp

　　　　carabhamapam　upalabdhaip　na　ka㎜antaram　iti／ekasmin　dharmirpy　anekasya

　　　　karmapab　pUrvam　eva　pratiSedhat　／

　　　　‘同じ類に属するものを生じないこと’。そして同様に生じた運動は分離と

　　　　結合を形成しているということが理解され、他の運動が〈形成されるという

　　　　ことが理解され〉ないといわれている。何故なら、1つの主体（基体）にお
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（39）

（40）

　いて〈属性である〉運動が多くあることが既に全く否定されているが故に．

Muni　Srl　Jambu刈ay司i：op．　cit．　p．4

　na　ka㎜a阜a　ka㎜a　janyate，　karmanam　uparamadarSanat／

　運動によって運動は生まれない。何故なら、諸々の運動の停止が認められる

　が故に。

Narayarpa　MiSra：op．　cit．　p．48．

（41）　D．Jha：　op．　cit．，　p．699．

　　　dravyeti　／　uttarasarpyogdn　nivrtte　kamlapi　dravysyotpadanam　／

　　　　‘実体一・－p－一’とは次の如くである。次の結合から運動が停止するとき、実体

　　　　が生ずる。

（42）　G．Sastrl：　oP．　cit．，　P．246．

　　　dravya－anarambhakatvam　／　na　kamla　dravyam　arabhate，　tasyottarasa耳1yogena

　　　vina§yad－avasthasya　kara叩atva－asambhavad　iti　svabhedavyapakanl　sadharmyam　／

　　　　‘〈運動は〉実体を形成しないこと’。すなわち、運動は実体を形成しない。

　　　何故なら、〈もし運動が実体を形成するとすれば、〉それ（運動）が次の結

　　　合によって消滅していくことの原因性が存在しないが故に、ということは自

　　　　らの類に内属する共通的な性格である。

（43）　D．JhA：　op．　cit．，　p．699．

（44）　D．Jha：　op．　cit．　pp．127－128．

　　　tatah　punah　praninat　l　bhogabhUtaye　mahe6vara－sisrk頭一anantararn　sarvatmagatavru．　i－

　　　labdha－ad；Sta－apek＄ebhyas　tatsarpyogebhyah　pavanaparamanu§u　karmotpattau　te§arn

　　　parasparsamyogebhyo　dvya取ukadiprakram頭a　mahan　vayuh　samutpanno　nabhasi

　　　dodhUyamanas　ti§thati　／

　　　　さらに次に諸々の生物にとってく幸、不幸を〉経験させるために、大自在天

　　　　にとってく世界を〉創造しようとする意欲がく生ずる〉。その直後にすべて

　　　　のアートマンに存して〈いるアドリシュタ（不可見力）が〉活動を獲得した

　　　　〈。その〉アドリシュタに依存しているかの結合（アートマンと原子との結

　　　　合）から諸々の風の原子（パラマーヌ）に運動が生ずる。そのときそれら

　　　　（諸々の原子）が相互に結合することからドヴィアヌカ（2微果）等の順序
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（45）

（46）

（47）

（48）

（49）

　によって大きな粗大風が生ずる。

D．Jha：op．　cit．　pp．713－724．

Muni　Sri　Jambuv　ij　ay　aj　i：op．　cit．，　p．6．

D．Jha：　op．　cit．，　pp．725－740．

D．Jha：op．　cit．，　p．336．

D．Jha：op、　cit．，　pp．723－724．

〈その風が〉大気の中で強く振動している。
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第2章 運動の種類＊

＊　この論文は　大網功：「古代インドの運動論一運動の種類について一」，　『科学

史研究』Vol．40（No．220），2001年冬に掲載された論文に加筆したものである。
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1．　はじめに

　古代インドにおいてVaige§ika学派では運動はすべて瞬間的と考えられu）、　“運動は

運動するものをある場所から分離させ、　次の場所へ結合させる”という考え方を基

本としていた。C2）継続運動は意志的努力や運動の潜在能力、　ヴェーガ（運動の勢

い）などの動力因によって瞬間的な運動が次々に引き起こされるために生ずるとされ

た。　この派の運動論では、　“運動は運動を生み出すことはあり得ない”と考えて、

物体あるいは身体は独りでに動くのではなく何か原因に基づいて動いていると考え

られていた。C2）例えば，手足の意識的な運動は身体を支配するアートマン（我；認識

および行動の主体）に生じた意識的努力によって生じ、　無意識的な運動は意志の働

かない何か他の原因に基づくとされた．空中での物体の運動はヴェーガによって生じ

るとしている。　また、　瞬間的な運動は5種に分類されている。　それらは“持ち上

げること”　（utk§epapa）、　“振り下ろすこと”　（apakSeparpa）、　“屈曲（折り曲げる

こと）”　（akuficana）、　“伸張（折れ曲がっているものを真っ直ぐにすること）”

（prasarana）、　“進行”　（gamana）である。　これらの運動についてVaiSeSika学派の

最初の著作、　VaiSesikasUttra（A．D．2世紀頃）では1－1－6（スートラの番号は

Candranandaによった。　）において種類の名前が記されているだけで、　それ以上のこ

とは記されていない。（3）A．D．　6世紀頃の著作、　Pragastapadabha§yaではこれらの運動が

認識論的にどのような運動であるのか記されている。　継続運動についてはその運動

を起こす身体の動作からその運動に至るまでの運動過程と運動の分類が述べられてい

る。

　S．Dasguptaなどの研究によれば、この5種の運動の内、持ち上げることと、振り下

ろすことは縦方向の運動であり、屈曲は折り曲げる運動または収縮運動で、伸張は伸

ばす運動であると記されている。また、宇井伯寿によれば、屈曲と伸張は左右の運動

であると述べられている。（‘）しかし、屈曲、伸張運動は左右の運動であろうか、また、

これらの書物では何故これらの運動が種類であったのか言及されていない。

　ここでは，この5種の運動がどのような運動であるのか、　また運動の種類が

Vaige＄ika学派でどのように考えられていたのか、そしてこれらの運動が何故、運動の

種類であったのか　PraSastapadabha＄yaおよび10世紀のその注釈書，　Nyayakandallと

Vyomavatlについて調査した結果を述べる。

PraSastapadabhaSya第3章「運動」では種類としてこの5種の運動が上げられているが、
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実際には運動を述べた例は瞬間的な運動ではなく、　継続運動について述べられてい

る。この瞬間的な運動がどのような運動であるか述べる前に、　継続運動について運

動の分類をまず見ておく。

2、　継続運動における運動の分類

　継続運動にっいて前述したようにPragastapadabha5ya第3章「運動」では、　その運

動を起こすための身体の動作からその運動に至るまでの運動過程が取り扱われている。

1’）

ｻの継続運動はPragastapadabha§yaによれば次のように分類されている。∫6）

（ここに原文と筆者の直訳を付しておく。　O、　〈〉は筆者が注記したものであ

る。）

　　　etat　pahcavidham　api　ka㎜a　6arlravayaveSu　tatsambaddheSu　ca　satpratyayam

　　asatpratyayarn　ca／yad　anyat　tad　apratyayam　eva　te§v　anye§u　ca，　tad　gamanam　iti／

　　　この〈瞬間的な＞5種の運動はまた身体の諸部分およびそれと結びっいた諸々

　　の物質において意識の作用に基づくく運動〉（satpratyaya）と意識の作用から離れ

　　た〈運動〉（asatpratyaya）とである。異なるところのぞ〈の運動〉はそれら（身

　　体の諸部分およびそれと結びついたもの）および他の諸々のものにおいてまさに

　　意識によらない〈運動〉（apratyaya）である．それが進行であると〈いう〉。

以上である。これによれば、　この5種の運動は“意識の作用に基づく運動”

（satpratyaya－karman）と“意識の作用から離れた運動”　（asatpraryaya－karman）である。

そして、それと異なる運動は“意識によらない運動”　（apratyaya－karman）とされ、進

行（gamana）であると考えられている。そして、　“意識の作用に基づく運動”と“意

識の作用から離れた運動”は身体および身体に結びついたものに生ずる運動であり、

“意識によらない運動”は身体と身体に結びついたものおよびそれ以外のものに生ず

る運動とされている。これらの名称は瞬間的な運動に与えられた名称と考えられるが、

運動の実際例を取り扱ったPraSastapadabhaSya第3章「運動」の第4節、第5節ではこ

れらの名称が継続運動の種類として使われている。m従って、これらの名称は瞬間的

な運動にも継続運動にも使われていたものと考えられる。これからは第4節、第5節

に合わせて、これらの運動の名称を継続運動の種類と見なすことにする。

　継続運動の種類については今までにB．Faddegonが言及している。　B．　Faddegonは

PragastapadabhaSyaのこの個所において、SariravayaveSuがsatpratyayamに対応し、
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tatsambaddhe＄uがasatpratyayarpに対応すると解して、継続運動の分類を次のように分類

している。　“意識の作用に基づく運重ガ（satpratyaya－ka㎜an）を意識を伴った運動で身

体に生じた運動とし、　“意識の作用から離れた運動”　（asatpratyaya－karman）を身体に

伴われた物体の運動および身体から離れた物体の運動として分類している。さらに、

“意識によらない運動”　（apratyaya－karman）を常に意識の作用を欠いた運動として分

類している。くS｝これによれば、身体と結びついた物体の運動はすべて“意識の作用か

ら離れた運動”とされている。しかし、身体と結びっいた物体の運動には身体、すな

わち手や足と共に動く物体の動きと意志的努力に依存しない物体の動きが含まれてい

る。手、足と共に動く物体の動きは意志的努力に基づく動きなので、　“意識の作用に

基づく運動”の分類に入り、意志的努力に基づかない物体の動きは“意識の作用から

離れた運動”の分類に入ると考えられる。Pragastapadabha§yaに記載された杵と臼との

衝突運動において杵を持ち上げる運動は次の如く記されている。（9）

　　yada　hastena　musalar口　gFhitveccharp　karoti　“utk§ipami　hastena　musalam”　　iti，

　　tadanantarar口　prayatnas　tam　apek§amatlad　atmahastasarpyogad　yasminn　eva　kale　haste

　　utk§ep叫akarmotpadyate，　tasmim　eva　kale　tam　eva　prayatnam　apekSam…頑d

　　dhastamusal　asar￥1yogati　musale　’pi　kamleti　／

　　手によって杵をつかみ、　“私は手によって杵を持ち上げる”という欲求を人が生

　　ずるとき、その直後に意志的努力がく生ずる〉。それ（意志的努力）に依存して

　　いるアートマンと手との結合から手に持ち上げることという運動が生ずる。ちょ

　　うどそのときに、その意志的努力だけに依存している手と杵との結合から杵にま

　　た運動がく生ずる、〉と〈いわれる〉。

ここにおいて、手に結びついた杵の運動は意志的努力に基づいた運動である。従って、

この杵の運動は明らかに“意識の作用に基づく運動”　（satpratyaya－karman）の分類に入

る。従って、B．　Faddegonは誤った運動の分類をしていることになる。では継続運動の

分類はどのようになるであろうか、調査した結果を以下に記す。

　PraSastapadabha§yaのこの個所はNyayakandallでは次のように注釈されている。“（1）

（ここに原文と筆者の直訳を付しておく。　PraSastapadabhaSyaの本文は原文および直訳

の中でアンダーラインで示しておいた。　またO、　〈〉は筆者が注記したものであ

る。）

　　　sat　ra　a　am　　iti　／　prayatnapUrvakam　aprayatnapUrvakarn　ca　bhavatlty　arthab　／迦
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anvad　iti　／　ete§u　6a直ravayaveSu　musaladiSv　anye＄u　va　draVye＄u　yat　tad　aprary　ay　aj　arp

karma　jayate　satpratyayad　anyat　tad　gamanam　eva　／

　意識の作用に基づくく運動〉＜と意識の作用から離れたく運動＞＞とは意識的

　　努力に基づくく運動〉と意識的努力に基づかないく運動〉であるという意味であ

　　る。異なるところのく運動〉一一一一とは〈次の如くである。すなわち、〉これら

　　身体の諸部分およびくそれと結びつく〉杵等において、あるいは別の物質におい

　　て、それ（身体の諸部分等のもの）に意識によらないもの（apratyaya）に起因す

　　る運動、〈すなわち〉意識の作用に基づくく運動〉（satpratyaya）とは異なる運動

　　が生ずる。そくの運動〉がまさに進行である。

これによれば、satpratyaya（意識の作用に基づく）運動は意志的努力に基づくものであ

り、asatpratyaya（意識の作用から離れた）運動は意志的努力に基づかない運動である

と述べられている。また、apratyaya（意識によらない）運動はsatpratyaya（意識の作用

に基づく）運動とは異なる運動であるとされている。Vyomavatlによれば、　satpratyaya

運動は意志的努力に基づく運動であり、asatpratyaya運動とapratyaya運動は意志的努力

に基づかない運動であることが注釈されている。（lu　Nyayakandallに従えば、　asatpratyaya

運動はapratyaya運動の一種であると考えられる。この解釈が正しいことを次に示そう。

　asatpratyaya　という言葉はPragastapadabha§yaおよび両注釈書において、実際の運動を

説明する個所では一切出てこない。ただ、Pra§astapadabhaSya第3章「運動」、第5節

の初めに第4節を次のように要約している個所で使われているだけである。（11）

　　　evam　atmadhi＄thite§u　satpratyayam　asatpratyayarp　ca　karmoktam／

　　　以上のようにアートマンに支配されているものにおいて、satpratyaya－karman

　　（“意識の作用に基づく運動”）とasatpratyaya－kaman（“意識の作用から離れた

　　運動”）とが〈第4節で〉いわれた。

ここで示されているように第4節ではsatpratyayaとasatpratyayaの運動が記載されてい

ると考えられる。そして、　satpratyaya運動は意志的努力に基づく運動であり、

asatpratyaya運動は意志的努力に基づかない運動であることが前述の注釈によって示さ

れている。従って、satpratyaya運動は意識の作用に基づく運動であり、　asatpratyaya運

動は意識の作用から離れた運動であると考えられる。しかし、第4節においては

asatpratyaya（“意識の作用から離れたく運動〉”）という言葉はPraSastapadabha§yaおよ

びその注釈書のどれを見ても一切記載されていない。　⇔
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第4節では①手の上げ下ろしの運動、②杵を臼に衝突させる運動、③槍を投げる運動、

④弓矢の運動が扱われている。そしてその扱われ方はこれらの運動が生ずるために必

要な意志的努力に基づく身体の動きから始まってその運動に至るまでの運動過程が記

されている。例えば弓矢の運動では、　“弓を引く”という欲求およびそれによって生

じた意志的努力から弓を引き、弓と弦の運動が生ずる。この運動から始まって弓を離

れた矢の空中での運動に至るまでの過程が記載されている。CN）このように意志的努力

に基づいた身体の運動からその運動に至るまでの一連の運動過程が第4節で記載され

た運動である。すなわち、意識によって生じた運動（pratyaya運動）、　「アートマン

によって支配された運動」である。意志的努力以外のものに基づいて生じた運動から

その運動に至るまでの一連の運動過程が第5節「アートマンに支配されない運動」で

記載された運動である。（15）従って第4節ではアートマンによって支配された運動、す

なわち意志的努力によって生じた運動を原因として生まれた一連の運動過程の結果生

じた運動が記載されている。これらの運動過程において、運動は大きく2種類に分け

ることが出来る。それらは意志的努力によって直接生じた運動（例えば、弓矢の運動

で記載された弓を引くという運動）と意志的努力からもはや離れた運動である。この

意志的努力から離れた運動とは、間接的には意志的努力によっているが、運動過程の

この時点ではもはや意志的努力から離れた他の原因によって生じた運動である。意志

的努力から離れた運動にっいても2種類に分けることが出来ると考えられる。身体お

よび身体に結びついたものの運動（例えば、弓矢の運動で記載された弓と弦との運

動）と身体から離れた物体の運動（例えば、矢の空中での運動）である。意志的努力

によって直接生じた運動がPra≦astapadabhaSyaに記載されたsatpratyaya運動である。

PraSastapadabha§yaの運動の分類に従えば、意志的努力からもはや離れた運動の内、身

体および身体に結びついたものの運動がasatpratyaya運動（意識の作用から離れた運

動）であると考えられる。身体から離れた物体の運動、例えば弓矢の運動に記載され

た矢の空中での運動は2様に考えられる。1っは、この運動は身体から離れた意志的

努力によらない運動であるからapratyaya運動（意識によらない運動）である。他は、

この運動は身体に結びついた物体が身体の束縛から離れた運動であるから、この運動

の原因は身体に結びっいたものの運動である。従って、この運動もasatpratyaya運動の

カテゴリーに入るという考え方である。前述のPraSastapadabhaSyaの第4節の要約によ

れば、第4節ではsatpratyaya運動とasatpratyaya運動が記載されていることになってい
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る。従って、意志的努力から離れた運動はすべてasatpratyaya運動と考えられる。それ

故この運動もまた、asatpratyaya運動と呼ばれていたと考えられる。しかるに第4節に

おいて、asatpratyayaという言葉はPraSastapadabhaSyaおよびその注釈書のどれを見ても

一切記載されていない。この節において、asatpratyaya運動と考えられる手の無意識的

な飛び上がりの運動が記載されている。この運動は無意識的な身体の運動であるから

PraSastapadabha§yaの分類に従えば、　asatpratyaya運動であると考えられる。しかし、この

飛び上がりの運動はPragastapadabha§yaにおいてapratyaya（意識によらないく運動〉）

とされ、その注釈書では意志的努力に基づかない〈運動〉とされている。　“6；その個

所は第4節の杵を臼に衝突させる運動においてPraSastapadabhaSyaによれば、次のよう

に記載されている。（1η

　　tato’ntyena　musalaka㎜apolU㎞alamusalayor　abhighata㎞yah　sarpyogab　kriyate，　sa

　　sarpyogo　musalagatavegam　apek§ama取o　’pratyayar「1　musale　utpatanakarma　karoti／

　　tatkarmabhighatapek＄arp　musale　sa耳1skaram　arabhate／tam　apek§ya　musalahastasar　lyogo

　　’　pratyayam［　haste’　py　　utpatanakarma　　karoti　／

　　それ故、最後の杵の運動によって臼と杵にとって、衝突と呼ばれる結合が生ずる。

　　その結合は杵に存するヴェーガ（運動の勢い）に依存しつつ、杵に“意識によら

　　ない”　（apratyaya）飛び上がりの運動を生ずる。その（飛び上がりの）運動は衝

　　突に依存し、杵にく運動の〉潜在能力（サンスカーラ）を形成する。それ（潜在

　　能力）に依存して、杵と手との結合が手にも“意識によらない”　（apratyaya）飛

　　び上がりの運動を生ずる。

ここで示されているようにasatpratyaya運動と考えられる手の無意識的な飛び上がりの

運動はapratyaya（意識によらない）運動とされている。このことはasatpratyaya（意識

の作用から離れた〈運動〉）がapratyaya（意識によらないく運動〉）の一種であるこ

とを示している。その理由を以下に示す。PraSastapadabha§yaの分類に従えば、

asarpratyaya運動は意志的努力によらない5種の瞬間的な運動からなっている。5種の

運動とは持ち上げること、振り下ろすこと、屈曲、伸張、進行である。この飛び上が

りの運動はPraSastapadabha§yaの分類に従えば、　asatpratyaya運動の内、上への運動であ

るから、　“持ち上げること”という運動に属するはずである。しかし

PraSastapadabhaSyaではapratyaya運動としている。そしてapratyaya運動は5種の瞬間的な

運動の中、　“進行”だけからなっている。このことはasatpratyaya運動において“持ち
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上げること”という種類はなかったと考えられる。同様にして、　“振り下ろすこと”、

“屈曲”、　“伸張”という運動の種類はasatpratyaya運動にはなかったと考えられる。

それ故、asatpratyaya運動のすべてが“進行”からなっていると考えられる。従って、

asatpratyaya運動すべてがapratyaya運動に含まれると考えられる。それ故、　5種の瞬間

的な運動すべてが配置されているのはsatpratyaya（意識の作用に基づく）運動以外に

はない。

　以上よりPraSastapadabha＄yaに記載された継続運動の分類は大きく分けて（1）

praryaya－karman（意識によって生じた運動）と　（II）apratyaya－karman（意識によらない

運動）とに分かれる。　（1）意識によって生じた運動は2つのサブグループ、

（1）satpratyaya－karman（意識の作用に基づく運動）と（2）asatpratyaya－karman（意識

の作用から離れた運動）に分かれる。　（H）apratyaya－kamlanは（1）asatpratyaya－karman

と（2）　“初めから意識に依存していない運動”　（Pragastapadabha§ya第3章「運動」，

第5節）とに分かれる。そしてsatpratyaya－ka】manは意志的努力によって生じた身体の

諸部分の運動およびそれと結びついた物体の運動であり、瞬間的な5種の運動すべて

が配置されている。　asatpratyaya－karmanは意志的努力によって生じた運動を原因とした

一連の運動過程において、意志的努力に基づかない運動である。すなわち，身体の無

意識的な運動および身体に結びついた物体の運動と身体の束縛から離れた物体の運動

である。そして5種の中、進行（gamana）だけが配置されている。　また、

apratyaya－kamlanには、意志的努力に基づかない運動すべてが含まれ、進行だけが配置

されている。これらを図示すると第1図のようになる。（18）

3．　瞬間的な5種の運動

　前節で示したように，瞬間的な5種の運動（持ち上げること，振り下ろすこと，屈曲，

伸張，進行）は継続運動の分類ではsatpratyaya－kaman（意識の作用に基づく運動，すな

わち意志的努力によって生じた運動）に属している．そして5種の内，　“進行”は分

類中のすべてに含まれている．PraSastapadabhaSyaによれば，　“進行”を除いた4種の運

動は方向の定まった運動とされ，　“進行”は方向の定まらない運動とされた、°v）B、

Faddegonによれば、これら5種の運動は手足の運動を基にして作られたものであると

述べられている。（2°）確かに、5種の運動は意識の作用に基づく運動であるから、手足
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第1図　運動の分類

karman

（運動）

1　、　pratyaya－karman

（意識によって生じた運動）

アートマン、すなわち
意志的努力に支配される
運動

L⑬鑑覧た］

（　1　）　satpratyaya－karrnan

（意識の作用に基づく運動）

［韓∵］

（2）asatpratyaya－karman

（意識の作用から離れた運動）

①身体の無意識的な

　運動
②それに伴われた

　物体の動き
③身体から離れた

　物体の運動
　　杵と臼の衝突

utk＄epal〕［a

（持ち上げること）
apak§epa】〔la

（振り下ろすこと）
akuficana

（屈曲）

prasa「ana

（伸張）

gamana
（進行）

Ilr、apratyaya－ka㎝an

（意識によらない運動）

アートマンに支配されて
いない運動

投げやりの運動
弓矢の運動

初めから意識が作用
していない運動

　①落下運動
　②回転
　③水の流れ
　④息という風の
　　運動
　⑤マナスの運動
　⑥原因の分から
　　ない運動

gamana

gamana

一99一



の運動と考えてもよいが、運動を5種と考えたことについてもっと深い意味があると

考えられる。この5種でもって運動のすべてを表しているということを以下の調査で

明らかにしたいと考える。まず、これらの運動が認識論的にどのような運動であるか，

個々についてPra§astapadabhaSyaおよびその注釈書によって調査した結果を次に述べる．

3－1．“持ち上げること”という運動

　PraSastapadabhaSyaによれば，“持ち上げること”は次のように記されている．（コD

　　　tatrotk§epa皐arp　6arlravayave§u　tatsambaddheSu　ca　yad　Urdhvabhagbhib　pradeSaib

　　sarnyogakar胆am　adhobhagbhi§ca　prade6air　vibhagakararparp　kamotpadyate

　　gurutvaprayatnasa耳1yogebhyas　tad　utk＄epanam　／

　　　その中で“持ち上げること”とはは身体の諸々の部分とそれと結びついている

　　〈諸々の物質〉において，上方にある諸々の場所との結合の原因となり，また下

　　方にある諸々の場所との分離の原因となる運動であって重さと意志的努力と結合

　　とから生ずるところの運動．それが“持ち上げること”である．

これによれば，　“持ち上げること”という運動は身体の諸部分やそれと結びついてい

る物質を下方から上方へ持ち上げる運動である．その記述の仕方は認識論的で，この

運動によって生じたそれらのものが占める場所の変化が記述されている．すなわち，

この運動は手等の身体の部分とそれと結びついた杵などの物質を下方の場所から分離

させ，上方の場所と結合させる働きをなすことが記述されている．また，この運動が生

ずる原因は重さと意志的努力と結合であると記されている．だが，ここではこれらの

原因によって運動がどのように生ずるか書かれていない．そのことは第3章「運動」，

第4節「アートマンによって支配された運動」において記載されている．

　この記載によれば，　“持ち上げること”という手の運動は次の順序で生ずる．C2コ1す

なわちまず初めに，供犠などをなそうとして“手を上げたい”という欲求がアートマ

ンに生じる．その欲求によって“手を上げる”という意志的努力が手の領域を占めて

いるアートマンの部分に生ずる．その意志的努力と手の重さに依存してアートマンと

手の結合が生ずる．その結合から手に“持ち上げること”という運動が生ずるとされ

ている．すなわち，この記述によれば，“持ち上げること”の原因は前述のように意志

的努力，結合，重さである．重さが原因である理由は第3章第4節のNyayakandallの注

釈において「重さを欠いたものにはく持ち上げることという運動を〉実行することが

一100一



不可能であることから」と述べられている．（23）このように意志的努力に抗するものが

なければ，　“持ち上げること”が不可能であるという感覚的理由から重さが原因とし

て上げられている．このような原因の中で実際に“持ち上げること”に寄与する原因

は意志的努力である．従ってこの運動は意志的努力に基づいて手やそれと一緒にある

物質を上方へ持ち上げるという運動である．

以上より，　“持ち上げること”という運動は意志的努力によって手などの身体の部分

およびそれと結びついた杵などの物質を下方の場所から分離させ，上方の場所と結合

させる，すなわち下方から上方へ移動させる運動である．

3－2．　“振り下ろすこと”という運動

　PraSastapadabha＄yaによれば，“振り下ろすこと”は次のように記されている．「1」t

　　　tadviparitasamyogavibhagakaragiarp　　karmapakSepatPam

　　　それ（持ち上げること）と反対の結合と分離をく起こす〉原因となる運動が振

　　り下ろすことである．

この個所はNyayakandaliによれば，身体の部分およびそれと結びついている物質におい

て，　「下方の場所との結合の原因となり，上方の場所との分離の原因となる運動が“

振り下ろすこと”である」と注釈されている．（2S）従って“振り下ろすこと”という運

動が起こることによって運動体が占める場所の変化は“持ち上げること”の全く反対

である．

3－3．“屈曲”　（折り曲げること）という運動

　PraSastapadabha＄yaによれば，“屈曲”は次のように書かれている．（26’

　　　rjuno　dravyasyagravayavan麺　taddeSair　vibhfigah　samyogaS　ca　mUlaprade§air　yena

　　karmanavayavi　kutilab　safijayate　tad　akuficanam／

　　　真っ直ぐになっている物質の先端にある諸々の部分にとってはその運動によっ

　　てく先端部分があった〉その場所との分離が〈起こり〉．根本の場所との結合が

　　〈生じて〉，〈物質〉全体に折れ曲がりが生ずるところの運動が屈曲（折り曲げ

　　ること）である．

これによれば，屈曲運動は真っ直ぐになっている物質の先端部分をそれが占めていた

場所から分離させ、根本の場所へ結合させる運動，すなわち先端部分を折り曲げる
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運動である．折り曲げるという運動の方向は一般的には2通り考えられる．1つは竹

など縦に真っ直ぐになっているものの先端を根本の場所に折り曲げる運動である．他

は横に真っ直ぐになっているものの先端を根本に折り曲げる運動である．ここに記載

されている“屈曲”はどちらであるかこの個所の注釈を見ても明らかでない．しかし，

次節（3－4）で扱うこの運動の逆の運動，すなわち根本に折れ曲がっている先端を

真っ直ぐにする運動，　“伸張”ではその方向性がNyayakandallにおいて示されている，

“伸張”についてNyayakandaliでは次のように注釈されている．〔27）

　　agravayavanarp　m口laprade§avibhagad　uttaradeSasa耳1yogotpattau　satyam　ity　arthah／

　〈その運動（“伸張”）によってそれ（“屈曲”）と反対に結合と分離が起こる

　ときとは〉先端の部分にとって，根本の場所との分離から上方の場所（uttaradeSa）

　との結合が発生するとき，という意味である．

この“伸張”は次節で扱うが，根本に折れ曲がっている先端を真っ直ぐにする運動で

ある．この注釈によれば，真っ直ぐにする方向が上方の場所にあることを示している，

従って、　“屈曲”という運動は竹などのように縦に真っ直ぐになっているものの先端

を根本に折り曲げる運動であると理解される．すなわち，この運動によって縦に真っ

直ぐになっているものの先端の部分がそれが占めていた空間等の場所から分離されて

根本の場所と結合され，全体として折り曲げられるということである．（2S）この運動が

生ずる原因については書かれていない．この原因について一般的には2通り考えられ

る．1つは人の意志的努力によって竹などが折り曲げられることである．他は物質の重

みなど他の力によって曲げられることである．しかし，この運動は前節（第2節）で

示したように，継続運動の分類においてsatpra砂aya－ka㎜an（意識の作用に基づく運動）

に属し，意志的努力に基づく運動である．従って，この屈曲運動の動力因は“折り曲げ

よう”という意志的努力であると考えられる．さらに，PraSastapadabhaSyaに記載された

この“屈曲”は普通に考えれば瞬間的な運動とは考えられない．　しかし，

PraSastapadabha§yaでは運動はすべて瞬間的な運動とされている．“持ち上げること”お

よび“振り下ろすこと”は直線的な運動であるから，これらを瞬間的な運動と考えて

もあるいはものを持ち上げるなどの全体的な運動と考えても，これらの運動の結果と

しての分離と結合の記載の仕方はPraSastapadabha6yaに記載された仕方と同じである．

たとえば，　“持ち上げること”については運動体が下方の場所から分離され，上方の

場所と結合するという仕方は瞬間的な運動であっても全体的な運動であっても同じよ
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うに記載される．しかし，この“屈曲”は普通に考えれば瞬間的な運動とは考えにく

い．何故なら，真っ直ぐになっているものの先端が折れ曲がるとき、先端が占めてい

る空間は次々に変わる．すなわち，先端が占めている空間との瞬間的な分離と結合が

多数回あるはずである．従ってここに記述された運動は瞬間的な運動ではなく，　“屈

曲”全体をなす運動である．PragastapadabhaSyaおよびその注釈書では“屈曲”という全

体的な運動において，折れ曲がり始めるときの先端とそれが占めていた空間との分離

と，折れ曲がり終わるときの先端と根本との結合が記載されているだけである．“屈曲

”を構成する瞬間的な運動によって生ずる先端とそれが占めている空間との瞬間的な

分離と結合の仕方は書かれていない．しかし，この運動の動力因を“折り曲げよう”

という意志的努力であるとすれば，この意志的努力によって方向付けされた瞬間的な

運動が次々に生じて全体的な運動，“屈曲”を構成していると考えられる．従って，瞬

間的な運動によって生ずる先端とそれが占めている空間との分離と結合の仕方はこの

意志的努力に従って生ずる．この瞬間的な運動もまた“屈曲”と呼ぶことができる．

この意味において“屈曲”は瞬間的な運動である．

3－4．“伸張”　（折れ曲がっているものを真っ直ぐにすること）という運動

　PragastapadabhaSyaによれば，“伸張”は次のように書かれている．（コ‘））

　　　tadviparyayepa　　sarpyogavibhagotpattau　　yena　　karmapavayavl　yj　uh　sampadyate　　tat

　　prasdrapam／

　　　その運動によってそれ（“屈曲”）と反対に結合と分離が発生するとき〈物質

　　〉全体が真っ直ぐになるところのその運動が伸張である．

この箇所はNyayakandaliでは前節で示したように真っ直ぐになる方向が上方の場所で

あると解釈している．また，

Vyomavatlでは「全体が折れ曲がっているものがこの伸張によって真っ直ぐになる」

と注釈されている．（3°’

以上からこσ）運動は“屈曲”の逆の運動であって，根本に折れ曲がっているものの先

端部分を上方に真っ直ぐにする運動である．この運動の原因については書かれていな

い．この運動の動力因は一般的には“折れ曲がっているものを真っ直ぐにしよう”と

いう人の意志的努力とその物体の弾性との2通り考えられる．前述したようにこの運

動は“屈曲”と同じようにsatpratyaya－karman（意識の作用に基づく運動）に属する、も
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ので、意志的努力に基づく運動である．従ってこの運動は“折れ曲がっているものを

真っ直ぐにしよう”という意志的努力によるものである．そして，物体の弾性による

運動は意志的努力に基づかないため，　“進行”と考えられる．その例として

Pragastapadabha§ya第3章「運動」，第4節「アートマンに支配される運動jの弓矢の運

動において弓の弾性が記述されている．（31）PraSastapadabha§yaによれば，第4節には

satpratyaya－karman（意識の作用に基づく運動）とasatpratyaya－karman（意識の作用から離

れた運動）とが記述されている．その内で，弓の弾性はasatpratyaya運動に属する運動で

ある．asatpratyaya運動は前節（第2節）によって“進行”であるから弓の弾性は“進

行”である．従って弾性による運動は“進行”と考えられる．この“伸張”という運

動についてPraSastapadabha§yaに記載された分離と結合は前節（3－3）のように瞬間

的な運動によったものではなく，折れ曲がっているものを真っ直ぐにする“伸張”全

体について書かれたものである．従って，　“伸張”は瞬間的な運動ではない．しかし，

前節のように“折れ曲がっているものを真っ直ぐにしよう”という意志的努力によっ

て方向付けされた瞬間的な運動が次々に生じて伸張運動全体を構成するとすれば，前

節と同じようにこの瞬間的な運動もまた“伸張”と呼ぶことができると考えられる．

この意味において“伸張”は瞬間的な運動である．

3－5．　“進行”という運動

　“進行”はPraSastapadabhaSyaおよびその注釈書によれば，前述（第3－1から4節）

の運動，すなわち“持ち上げること”，“振り下ろすこと”，“屈曲”，“伸張”以外

の運動すべてであるとしている．PraSastapadabha§yaには“進行”は次のように書かれて

いる．（32）

　　　yad　aniyatadikprade6asamyogavibhagakaranarn　tad　gamanam　iti　／

　　　〈運動している物体と〉方向が定まっていない場所との結合と分離とを〈引き

　　起こす〉原因となるく運動〉，それが進行である，とくいう〉．

この個所はNyayakandaliでは注釈されていないが，Vyomavatlにおいては「“持ち上げる

こと”など先に述べた4つの運動と異なった，方向の定まっていない場所との結合と

分離を引き起こす運動が進行である」と注釈されている．（33）これらのことから“進行

”は“持ち上げること”などと違って方向の定まらない運動である。第3－3，4節

で述べた“屈曲”や“伸張”もまた普通に考えれば，一定の方向を持たない瞬間的な

一104一



運動である．しかし，“屈曲”や“伸張”は“進行”と異なるもので，方向の定まった

運動とされている．そしてこの“進行”は意志的努力によらない運動

（apratyaya－karman）に適用されている．このことから方向が定まっているということは

意志的努力によって方向付けられた運動であると考えられる．例えば，　“屈曲”は真

っ直ぐになっているものの先端が“折り曲げよう”という意志的努力によって根本に

曲げられる運動である．これは意志的努力によって先端が真っ直ぐな状態から根本へ

向かうという方向付けされた運動である．それ故，意志的努力が方向を定めていると

考えられる．しかし，意志的努力が働いていても“進行”と呼ばれる運動がある．人が

部屋から部屋へ動いているというような運動はPragastapadabhaSyaでは“進行”とされ

ている．（コ“）動いている人は意志的努力によって動いているのであるが，その運動は“

進行”とされている．従って，方向の定まっている運動は“持ち上げる”，“振り下ろ

す”，　“折り曲げる”，および“真っ直ぐにする”という特殊な意志的努力によって

生ずる運動であって，それ以外は意志的努力が働いても方向の定まらない運動，すな

わち“進行”と理解されていたと考えられる．

　さらに“進行”についてPraSastapadabhaSyaでは次のように記されている．（35）

　　atha　viSeSasarpjfiaya　kimartharp　gamanagrahaliarll　kqtam　iti？

　　na，　bhramanadyavarodh苗「［hatvat　／　　　utk§epa］〔1adi§abdair　anavaruddhanal口

　　bhralnanapatanasyandanadlnam（36）　avarodhartharp　gamanagrahanarp　knam　iti　／

　　〈問〉　しかし、何のために特別の名称によって進行という表現がなされたの

　　か？

　　〈答〉　そうではない．何故なら，回転等を包含することを目的としていること

　　の故に．〈すなわち〉持ち上げること等の言葉によって包含されていない回転．

　　落下，流れることなどくの運動〉を包含するために進行という表現がなされたの

　　である．

すなわち，回転，落下，流れること等方向の定まらない運動を包含するために，“進行

”という種類が作られたのである．しかし，落下運動は意志的努力が働いていない運

動であるけれども，普通に考えれば、方向の定まった運動である．だが，ここに示され

ているように“進行”に入っている．落下運動はPraSastapadabhaSyaによれば，次のよう

に書かれている．（37）

　　　PPthivyudakayor　　gurutvavidharakasalpyogaprayatnavegabhave　　sati　gurutvad　　yad
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　　adhogamanar口　tat　patanam　／

　　　土〈性の物質〉と水〈性の物質〉とにとっては，重さを阻止するような結合と

　　意志的努力とヴェーガ（運動の勢い）とが存在しないとき，重さ故に下へ向かう

　　進行くが生ずる〉．それ（その進行）が落下である．

この記述において，落下運動は下へ向かうという方向の定まった運動でありながら，

意志的努力によらない運動であるがため，　“振り下ろすこと”という運動ではなく，

“進行”という運動であるとされている．これらのことから“進行”は意志的努力に

よっても方向が定まらない運動および意志的努力によらない運動である．

　以上よりVai§esika学派では運動の方向は“持ち上げる”などの特殊な意志的努力に

よって決まり，しかも方向の定まった4種の運動は縦方向，すなわち上下方向の運動

である．それ以外の運動は意志的努力が作用している運動でさえも．方向の定まらな

い運動とされ，“進行”であると理解されていた．従って，“進行”という運動の種類

は非常に多くの運動を含んでいることになる．

Vyomavatlによれば，このことが次のように記されている．（38）

　　一一一一一／　tasmad　utk＄epanadivad　bhrama耳adlnam　api　karmatvajfiapanartham

　　－　iti　／　na　　caitasmin　pak§e　bhramapadlnam　aparajatisambandhe

　　’pi　dU＄arpam，　tadapek§aya　anantyasyabhyupagamat　／

　　それ故，持ち上げることなどのように回転等もまた運動であるということを知ら

　　せるために進行という表現がなされたのである．そして回転等は〈それぞれ〉別

　　の種類と結びついているけれども，この主張（回転等を進行と表現するという主

　　張）に欠陥はない．何故なら，それ（すなわち進行という表現）に依存すること

　　によってく種類の〉無限性を獲得するが故に．

すなわち，回転等を種類と考えると，種類が無限に多くなる．その無限性を保つために

方向の定まっている4種の運動以外はすべて“進行”という種類に含ませてしまった

のである．

このように多くの運動をどうして“進行”と呼ぶことが出来るのであろうか，

PragastapadabhaSyaによれば，“進行”はその運動をしている物質をある場所から分離さ

せ、方向の定まっていない次の場所と結合させる働きを所有している．その運動体を

ある場所から分離させ，次の場所へ結合させるということはすべての運動で共通であ

る．この意味において回転等多くの運動が進行という種類に含まれているのである．（〕り）
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　以上のことから，Vaige§ika学派では“持ち上げること”，“振り下ろすこと”，“屈

曲”，　“伸張”という4つの運動は“持ち上げる”，　“振り下ろす”などの特殊な意

志の力によって方向が定められた運動である．それ以外の運動はすべて方向の定まら

ない運動とされ，“進行”と呼ばれていた．すなわち，特殊な意志の力によって運動の

方向が定められるということである．また，方向の定まっている運動はすべて上，下，

すなわち縦方向の運動である．すなわち上から下へ，下から上への直線的な運動，上か

ら下へ折り曲げる運動，および下に折れ曲がっているものを下から上へ真っ直ぐにす

る運動である．Vai§esika学派ではこれら4つの特殊な運動が1つ1つ種類とされ，それ

以外の運動はすべて“進行”という運動の種類に入れられていた．何故に，このよう

な特殊な運動が種類と数えられ，それ以外の運動はまとめて進行と呼ばれていたか，

この疑問を解明すべく調査した結果を次に記す．

4．　瞬間的な運動を5種とするVaige§ika学派の理由

　瞬間的な運動を5種とする理由がPraSastpadabha§ya第3章，第3節「運動の分類につ

いての論議」において，次のような質問に対していわれている．すなわち，運動は運動

している物体をある場所から分離させ，次の場所へ結合させるのだから，　“持ち上げ

ること”等の運動において“上へ行く”，　“下へ行く”，　“根本へ行く”等の観念が

認められる．従って，運動の種類が5つである必要がなく，進行（行くこと）1種類だ

けで十分であるという問いに対して，この5つの運動が種類である理由が

PraSastapadabha＄yaでは次のように述べられている．⑭

　　na，　vargaSalri　pratyayanuvlttivyavyttidar6anat／　ihotk§epailiarp　paratrapak§epapam　ity

　　evamadi　sarvatra　vargaSah　pratyayanuvrttivyavrttl　dTSte　taddhetuh　samanyaviSe§abhedo

　　’vagamyate　／

　　〈答〉　そうではない．何故なら〈分類された〉それぞれの群において〈同類の

　　〉観念の随伴とく異類の観念の〉排除とが認められるが故に．ここでは持ち上げ

　　ることがあり，あそこでは振り下ろすことがあるというように至る所でそれぞれ

　　の群においてく同類の〉観念の随伴と〈異類の観念の〉排除とが認められる．そ

　　れ（このような観念の随伴と排除）を原因として〈種々なる運動の〉普遍と特殊

　　との区別が理解される．

これによれば，5種の運動はそれぞれが同種の運動でまとまり群をなしたとき，それ
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らは共に同類であるという観念が起こり，他の種類の運動とは異なっているからその

群から他の運動を排除しようという観念が起こる．そのような観念が起こる原因とな

る普遍（共通性）がそれぞれの運動群に付随すると書かれている．すなわち，5っの

運動が種類である理由は5種の運動にそれぞれ普遍が存在していることである．これ

に対し，Nyayakandaliではその普遍について注釈がなされている．c“）すなわち，「牛とい

う群に対して馬等，異類の観念の群を排除することによって同類の観念に従うことが

認められるから“牛という共通性（牛性）”という普遍が考えられる．そのように5

つの運動には“持ち上げるという共通性”などの普遍が考えられる」としている、こ

の共通性はそれぞれ同じ群の運動に対しては同類の観念が起こり，異なった群の運動

に対しては排除しようという観念が起こる．すなわち，このような共通性すなわち，普

遍がその群に付随しているから種類となりうるのだとしている．

5．　普遍

　このような種類の原因となるVaiSesika学派の普遍について少し説明しておく．普遍

については中村，村上による詳細な研究がある．（‘2｝それらによれば，普遍は同種である

個々のものに内属し，永続性のある実在である．そして個々のものが共通であるとい

う認識を持つ原因である．以下においてこれらの研究に準拠しながら，普遍を見てい

く．PraSastapadabhaSyaでは，普遍は次のように記されている．（‘3）

　　　samanyarp　dvividham－・一・一・一一一一一一一param　aparam　ca／　svavi§ayasarvagatam

　　abhlnnatmakam　anekavrtti　ekadvibahu＄v　atmasvarUpanugamapratyayakari

　　svar亘pabhedenadhare§u　prabandhena　vartamanam　anuvrttipratyayakaranam／katham？

　　pratipi］4dam　　samanyapek§alp　　Prabandhena　jfiatiotpattav　　abhyasapratyayajanitac　ca

　　sar口skarad　atitajfiatiaprabandhapratyavekSapad　yad　anugatam　asti　tat　samanyam　iti　／

　　　普遍は2種である．すなわち上位〈の普遍〉と下位〈の普遍〉とである．〈普

　　遍は〉自らの対象領域のすべてのものに存し（すなわち，内属し），　本性が異

　　ならないものとして，多数のものの中に存する．＜そしてその普遍は＞1つ，2

　　つあるいは多数のもののうちに，〈それら〉個物自身の本質がくともに〉随伴す

　　る（anugama）という観念を生ずる．〈そして，〉諸々の基体（すなわち，個物）に

　　おいて，〈それらの個物の〉本質が異ならないものとして連続して存在し続け．

　　〈それらの本質が共に〉随伴している（anUVItti）　（すなわち，それらが同種であ
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　　る）という観念を引き起こす原因である．何故に？1つの普遍に依存しているそ

　　れぞれの個物に対して連続してくある〉知識が生ずるとき，そして〈その知識を

　　〉繰り返し意識したことによって生じた潜在印象（saipskara）により過去の知識

　　の連続した流れを観察することから（すなわち，想起することから）⑭〈それら

　　の個物の中に共に〉随伴している一つのもの（共通性）がある．それが普遍であ

　　る．

これによれば，一っの共通性に基づいて群をなしているそれぞれの個物において，そ

れらを見て形態等に関して共通的なある知識が生ずる．この個物にもあの個物にもそ

の共通性がある．そしてその知識を繰り返し意識したとき，強くその共通性が心の中

に印象づけられる．この印象に基づいて過去の記憶を探ってこの共通性が一っの知識，

例えば、牛という観念に思い至る．それによってそれぞれの個物に対して，これも牛

だ，あれも牛だという共通的な牛という観念が伴われる．それぞれの個物に伴う共通

的な牛という観念の原因となる牛の共通性という実在が普遍であると述べられている．

すなわち，普遍とはものに内属した共通性で，同種のものが共通に存在しているとい

う観念を引き起こす原因である．また特殊は異種のものを排除するという観念を引き

起こす原因である．野沢によれば，普遍はものに内属した共通性で，誰にでも認められ

る認識の原因となる客観性のある実在である．｛‘s）このような普遍が5種の運動に付随

していると考えられている．すなわち，“持ち上げるという共通性”，“振り下ろすと

いう共通性”，　“折り曲げるという共通性”，　“折れ曲がっているものを真っ直ぐに

するという共通性”，　“進行という共通性”が5種の運動にそれぞれ付随している．

前述のようにこれらが5つの運動の群にそれぞれ付随しているから，5っの運動は種

類となり得たのである．この種類はVaiSe§ika学派では主観的でなく，誰もが認識でき

る客観性のある実在であると考えられていた．その例がPraSastapadabha§ya第3章，第3

節「運動の分類についての論議」において2つ述べられている．⑭それらは　“入るこ

と”．　“出て行くこと”という運動もまた種類であるという議論と“葉が穴の中に落

ちる”という葉の運動に対する議論とである．　“入ること”と“出て行くこと”が種

類であるという議論に対しては，この2つの運動は種類ではなく，　“進行”という1

っの運動を見方の違いで主観的にそう呼んでいるだけであると答えている。その理由

は次のように述べている．人がある部屋から他の部屋へ動いているとき，前の部屋と

後の部屋の戸口にそれぞれ立っている2人の観察者にとっては，　“彼が部屋を出て行
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く”，　“彼が部屋の中に入る”という観念がそれぞれ生ずる．従ってこの運動は観察

者の主観によって1人の観察者が“出て行くこと”という運動であると主張し，他の

観察者は“入ること”という運動であると主張するが、部屋と部屋の境にある覆いを

取り去ってしまえば，この2っの観念は生ぜず，ただ“進行”　（行くこと）だけであ

ると述べられている．すなわち，この運動は客観的には単なる“進行”であるとして

いる．また，“葉が穴の中に落ちる”という運動に対しては見方の違いで，“葉が回転

する”，“葉が落下する”，“葉が穴の中へ進入する”という3つの運動に見えるが，

実際には1つの運動であることが示されている．

　以上よりVaiSe＄ika学派ではこの例が示すように，運動の種類は主観的でなく，誰も

が共通に認識できる客観的な実在でなければならない，と考えられていた．

6．　結論

（D　個々の運動に対するまとめ

　①Vaige＄ika学派では運動はすべて瞬間的とされ，5種の運動が考えられたが，実際

には5種の運動は瞬間的な運動ではなく，全体的な運動，例えば真っ直ぐな物体の先

端を根本に折り曲げるという全体的な運動が記述されている．瞬間的な運動によって

全体的な運動が如何に構成されるのか述べられていない．　VaiSe§ika学派では“運動は

運動を生み出すことはあり得ない”と考えていたので，この全体的な運動は意志的努

力などの動力因によって瞬間的な運動が次々に引き起こされて生じるものと考えられ

る．そして全体的な運動が記述された理由は次のように考えられる．瞬間的な運動は

運動体を瞬間的にある場所から分離させ，次の場所へ結合させる原因として考えられ

ていたが，　“屈曲”などの曲線運動における瞬間的な運動が記述しにくかったことと

瞬間的な運動だけでは運動の方向を含めた運動全体が表しにくかったためであろう，

　②　5種の運動の内，　“進行”を除いた4っの運動，すなわち“持ち上げること”．

“振り下ろすこと”，“屈曲”，“伸張”は，“持ち上げる”など特殊な意志的努力に

よって運動の方向が規定されている．しかもその方向はすべて縦方向である．

　“持ち上げること”および“振り下ろすこと”はそれぞれ“持ち上げる”，　“振り

下ろす”という意志的努力に基づき，下から上へ，上から下へそれぞれ向かう直線的

な運動である．また“屈曲”は“折り曲げる”という意志的努力によって縦に真っ直

ぐな物体の先端を根本に折り曲げる運動である．これは上から下に向かって折り曲げ
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る運動である．また，“伸張”はその逆で，“真っ直ぐにする”という意志的努力によ

って根本に曲がっていた物体を下から上に向かって真っ直ぐにする運動である．

そして“進行”は方向の定まらない運動とされている．

　③横方向の運動は方向の定まらない運動とされ，運動の種類として考えられず，

すべて“進行”という種類に入れられている．これは，上下は意志的努力によって方

向を定めることが出来たが，横は出来なかったと言うことである．横はいろいろな方

向があるために方向を一定として捉えることが出来なかったと考えられる．例えば，

弓を引くという運動の場合でも弓の向け方によって引く方向が違ってくる．従って，

“引く”という運動は弓矢の運動の個所で記載されているが，独立な種類として言及

されていない．

また，落下運動は縦方向の運動であるが，意志的努力によらない運動なので方向の定

まらない運動とされ，“進行”に入っている．

　④上記特殊な意志的努力による4つの運動以外の運動はすべて方向の定まらない

運動とされ，“進行”という種類に含まれている．従って，“進行”は非常に多くの運

動を含んでいる．それらは上記の特殊な意志的努力以外の意志的努力に基づく運動と

意志的努力によらない運動である．

　　以上より方向の定まらない運動の種類，　“進行”は非常に多くの運動を含んでい

る．　“持ち上げること”等4つの運動は特殊な意志的努力によって縦方向に方向付け

された運動で，それぞれが独立した種類をなしている．

（2）運動が5種類である理由

　　VaiSe§ika学派では、5つの運動を独立した種類と考える理由はそれぞれの運動の

群に“持ち上げるという共通性”などの普遍が伴われているからであるとしている．

すなわち，　“持ち上げるという共通性”は“持ち上げること”という運動の群に対し

て共に同類であるという観念を起こし，　“振り下ろすこと”という運動の群等を排除

しようという観念を起こす原因である．そしてVaiSe§ika学派では普遍，すなわち運動

の種類は主観的でなく，客観的な実在でなければならないと考えられていた．VaiSe§ika

学派において5つの運動を種類と考えた理由は以下のように考察される。

　　VaiSe§ika学派では，“運動は運動体をある場所から分離させ，次の場所へ結合させ

る”という考え方を基本としている．そのために運動を種類として客観的に捉えるた
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めには，方向の定まったものと定まらないものとを分けることが必要であったと考え

られる．それ故，定まった方向を有する運動がまず独立した種類と考えられ，それ以外

の運動はまとめられて1っの種類とされた．（1）で示したように，定まった方向はす

べて縦方向である．それ故，定まった方向を客観的に選ぶことの出来たのは縦方向以

外にはなかったと考えられる．そのため，“持ち上げること”等縦方向の4つの運動

が種類となり，それ以外の運動は方向の定まらない運動とされ，　“進行”という種類

に入れられている．

　　以上より，Vaigesika学派で運動をこの5種類と考えたのは運動を場所の移動とし

て捉え，時間の経過として捉えていなかったことに起因すると考えられる．

・－ P12一
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G．Sastrl：Vyomavati　（～∫　VyomaStva．　Varanasi，　1983，　p．247．

　　upasarpharam　aha　ity皇一　sat　ra　a　am　asat　rat　avafi　ceti　／

pratyayab　kara草am，　tac　ca　samanyapadenapi　sad　iti　viSe＄apat　prayatnakhyam　eva

vivak§itam　／　paramparyena　va　pratyayakaryatvat　prayatnab　pratyaya　ity　uktab　／

atab　satpratyayo　yasya　tat　tathoktarp　karma，　prayatnapUrvakam　iti　yavat／

asatpratyayam　ayatnapirvakam　／　tac　ca　§arlravayave＄u　tatsambaddhe＄u　bhavatlti　／

etasmfid】－　ayatnapi］irvakam，　asmadadiprayatnasya　tatravyaparat／

tac　caite＄v　anye§u　ca　dravye＄u　bhavaty　utk§epaiitadivilak§arparVad　gamanam　eveti　／

　　著者は要約をこの5種の運動はまた、意識の作用に基づく　（sat　ra’ava）〈運動

〉と意識の作用から離れた（asat　rat　a　a）〈運動〉とである。と述べた。

は次の通りである。〉意識作用（pratyaya）は原因である。そしてそれは日遍

こ　

一

く　

並

れ
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　　（共通性）という言葉によってもまたsat（存在していること）　（すなわち、意

　　識作用が存在していること）なのであると考えて、〈pratyaya（意識作用）を〉

　　限定することから意志的努力という名前がまさにいわんとされたことである。あ

　　るいはく意志的努力が〉継続による意識作用の結果であることから意志的努力が

　　意識作用（pratyaya）であるといわれる。それ故、意識の作用に基づくこと

　　（satpratyaya）が存在するところのそれ（運動）は同様にいわれた運動（意識の作

　　用に基づく運動）である、すなわち意志的努力に基づくく運動〉であるという意

　　味である。意識の作用から離れた（asatpratyaya）〈運動〉は意志的努力に基づか

　　ないく運動〉である。そしてそれらは身体の諸々の部分およびそれと結びっいた

　　物質において存在するといわれる。これから異なるところのものそれが意識によ

　　一週L≧、すなわち意志的努力に基づかない〈運動〉である。

　　何故なら、その場合、我々等の意志的努力の作用がないが故に。そしてそれはこ

　　れら（身体の部分およびそれと結びついた物質）と別の物質において存在し、“

　　持ち上げること”などと性格を異にすることからまさに“進行”であるといわれ

　　る。

（12）　D．Jha：（2ρ．　cit．　P．725．

　この個所の注釈はVyomavatiになされている（Nyayakandallにはない）。Vyomavatlに

よれば、次のように注釈されている。　（GSastri：Op　cit、　p．260．）

　　upsarpharam　aha　evam　atmadhisthitesu　prayatnadvare4a　anadhi§thite§u　sat　ra　a　am

　　asat　ra　a　afi　ca　karmoktam　／

　　〈著者は次のように第4節の〉要約を述べる。〈すなわち、〉以上のように意志

　　的努力を介してアートマンに支配されているものにおいておよび支配されていな

　　いものにおいて、　“意識の作用に基づく運動”と“意識の作用から離れた運動”

　　とがいわれた。

（13）　D．Jha：（～ρ．　eit．　pp．713－724．

　　GSastrl：op．　cit．　pp．253－260．

（14）　D．Jha：op．　cit．　pp．720－724．

（15）　D．Jha：（～ρ．　eit．　pp．725－740．

（16）　D．Jha：（～p．　cit．　pp．716－717．

　　Nyayakandaliによる注釈
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sa　　sarn　O　O musala　atave　am・aeksamano’ @ra　a　am　aprayatnaptirvakarp

旦堕旦一9亘　　／　　vego　　nimitakararpam，

tatkarmabhi　hata　eksam　　musale　samskaram

svakararpabhighatakhyarp　sa耳1yogam　apek§amanarp　musale　vegam

sarpskaram　　　gpsltkgs＞Lg　　hastamusalasar口yogo’　samavayikarallabhOtoL」堕

aprayatnapUrvakalp　　－⊇亘　　／

その結合は杵に存するヴェーガ（勢い）に依存しつつ、杵に意識によらないく

　　　　　　　　　musale

musala耳1　　samavayikarapam　　／

　arabhate　　utpatanakarma

　　　　　　arabhate　／tam

　　すなわち、’〉意志的努力に基づかない飛び上がりの運動を生ずる。　ヴェーガ

　　は動力因であり、杵は内属因である。その飛び上がりの運動は衝突に依存し、

　　杵に潜在能力を形成する。〈すなわち、〉飛び上がりの運動は自らの（その運

　　動の）原因である衝突と呼ばれる結合に依存しつつ、杵にヴェーガを形成する。

　　それに〈すなわち、〉潜在能力に依存して、手と杵との結合という非内属因が

　　手にまた意識によらない（無意識的な）〈すなわち、〉意志的努力に基づかな

　　い飛び上がりの運動を生ずる。

（17）　D．Jha：oρ．　eit．　pp．715－717．

（18）大網功：「インド運動論と因果律」，　『科学史研究』Vol．38（No．211），1999年

　秋，pp．142－153．

（19）　D．Jha：o）p．　cit．　p．700．

　　yad　aniyatadikpradeSasarpyogavibhagakaranam　tad　gamanam　iti　／

　　〈運動物体と〉方向の一定していない場所との結合と分離を引き起こす原因とな

　　る運動、それが“進行”であるとくいう〉。

（20）　B．Faddegon：（）p．　cit．　pp．226－227．

（2D　D．　Jha：oρ．　cit．　p．699．

Nyayakandaliの注釈では次のように示されている。

　　　－　hastadi§u　tatsambaddhesu　musaladi＄u　ca　－
　　sam　o　akaranam　adhobha　bhiS　ca　－　　urutvasam　o　a　ra　atnebh　o　jayate

　　－／
　　　身体の諸々の部分において、〈すなわち〉手等において、そしてそれと結びつ

　　いている〈諸々の物質〉において、〈すなわち〉杵等において上方にある諸々の

　　場所との結合の原因となり、下方にある諸々の場所との分離の原因となって重さ
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　　と結合と意志的努力とから生ずるところのく運動〉、それが持ち上げることであ

　　る。

Vyomavatiの注釈では次のように示されている。

　　G．sastrl：（？ρ，　cit．　p．246．

　　　tad　　evaha　　mptatrotkse　ana　　　／　　yad　　血dhvalp　　bhaj　anta　　ity　　亘rdhvabhaj　as　　taih

　　－，　－　　vibha　akaranarn　　karmot　advate　　／　　kebhya】巨　　ke§u

　　ceti？　gyu！！rvygdravarvap1c　tg！tn11gsglp＞Lgggpnyggbh　h　samastaVyastebhyah　／　　tpmad　utkse　n　　　ity

　　udaharai］artham，　vegader　api　tatkara口atvat　／≦皇亘｝　hastapadadi＄u　tatsambaddhesu

　　rnusa恒di§v　ity　aSrayanirUpanam　／

　　　上方に配置されている諸々のものということが上方を占めている諸々のもので

　　ある。〈運動しているものと〉それらのもの（上方を占めている諸々のもの）と

　　の結合の原因となり、そして下方を占めている諸々のものとの分離の原因となる

　　運動が生ずる、それ（その運動）をまさに彼はその中で持ち上げることとはと述

　　べた。何から、そして何において〈その運動が生ずるの〉か？　重さと流動性と

　　意志的努力と結合とのすべてあるいは個々のものからくその運動が生ずる〉、〈

　　このことが〉それが持ち上げることであるという言明の意味である。何故なら、

　　ヴェーガ（運動の勢い）などにとってもまた、それ（運動）の原因性があるが故

　　に。　身体の諸々の部分において、〈すなわち〉手足などにおいて、それと結び

　　ついている〈諸々の物質〉において、すなわち杵等においてということがく持ち

　　上げることの〉基体となるものの形態である。

（22）　D．Jha：oρ．　eit．　P．713．

　ciklr＄ite＄u　yajfiAdhyayanadanakr§yadi§u　yada　hastam　utk§eptum　icchaty　apakSeptu耳l　va，

　tada　hastavaty　atmapradeSe　prayatnab　safij　ay　ate　／　tarp　prayatnarp　gurutvarp

　　capekSam頭ad　atmahastasarpyogad　dhaste　karma　bhavati，　hastavat　sarva6ariravayave§u

　　padadisu　　6arlre　　ceti　／／

　　供犠、学習、布施、農業等をなそうと望んで、手を持ち上げる（utkseptum）とか、

　　あるいは下げる（apak§eptum、振り下ろす）とかしたいとき、手の領域を占めて

　　いるアートマンの部分に意志的努力が生ずる。その意志的努力と重さとに依存し

　　ているアートマンと手との結合から手に運動が生ずる。そして足などの身体のす

　　べての部分および身体全体に手〈の場合〉と同様に〈運動が生ずる〉。
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（23）　D．Jha：oρ．　cit．　p．714．

　　saty　　api　prayatne　　gurutvarahitasya　　utkSepa口apak§eparpayor　aSakyakaraparvad　　gurutvasyapi

　　karanatvam／

　　意志的努力があるときでさえも、重さを欠いたものには持ち上げることおよび振

　　り下ろすことくという運動〉について、実行することが不可能であることから

　　（agakyakaranatvat）、重さもまたくこれらの運動の〉原因性を有する。

（24）　D．Jh亘：（～p．　ciL　P．700．

（25）　D．Jh5：0p．　cit．　P．700．

　　　1d　lt　t　／　adhode6asarpyogakara阜am　　trdhvade6avibhagakarana耳1　－

　　ity　　arthah　　／

　　　それと反対の一一一一一一とは次の如くである。〈身体の諸々の部分とそれと結びっい

　　ている諸々の物質において〉下方の場所との結合の原因となり、上方の場所との

　　分離の原因となる運動が振り下ろすことであるという意味である。

Vyomavatl（G．　Sastrl：op．　cit．　p．246．）では次のように注釈されている。

　　　tadvi　arltasam　o　avibha　akaranam　karma　akse　anam　iti／Urdhvabhagbhir　vibhaga－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　karanam　adhobhagbhi§　ca　sarnyogakara耳am　iti　／

　　　それとは反対の結合と分離をく引き起こす〉原因となる運動が振り下ろすこと

　　である。とはく次の通りである〉。上方を占めているものとの分離の原因となり、

　　そして下方にあるものとの結合の原因となるく運動が振り下ろすことである〉と

　　いうことである。

（26）　D．Jha：（～ρ．　cit．　P．700．

　　Vyomavatiでは次のように注釈されている。　（G．　S6stri：op．　cit．　p．246）．

　　　akuficanam　r’uno　dra　as　a　ye’gravayavas　te＄arp　taddeSais　tadupalak＄itakaSadi－

　　prade6air　vibha　ah．　sam　o　aS　ca　mala　radeSair　iti　tadupalak§itakaSadiprade6air　eva　／

　　　屈曲とは〈次のことを引き起こす運動である〉。真っ直ぐになっている物質の

　　く先端の諸々の部分にとって、すなわち〉先端の諸々の部分であるところのその

　　諸々の部分にとって、その場所との、すなわちそれ（先端の部分）によって特徴

　　づけられた虚空等の場所との分壁がく起こる〉。そして根本の場所との結合とい

　　うことはそれ（根本）によって特徴づけられた虚空等の場所とのく結合が〉まさ

　　にく生ずる〉。　　　　　　‘
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　　Nyayakandaliでは次のように注釈されている。　（D．　Jha：op．cit．　p．700．）

　　　迦　　iti　／　　tadde6air　　agravayavasambaddhair　　aka6adideSaib　　魎皇　　iti，　）Cge11皇

　　karmaneti　sambandhah

　　　真っ直ぐになっている＿＿．．とはく次の如くである〉。その場所とのとは先端の

　　部分と結びっいている虚空等の場所とのということである。生ずるとはその運動

　　によって．＿＿＿であるところのと結びついている（すなわち、その運動によって

　　生ずるところのもの）。

（27）　D．Jha：　op．　cit．　p．700．

（28）晦∫＆ε助o∫硫αの14世紀の注釈書，Uposkdraでは．“屈曲”は布などを折り曲げる

　運動であると記述されている（Srl　Narayapa　MiSra：陥i‘e蛎05ψrgρα託σo　qf

　Sahkai’amist”a．　Varanasi，1969，　pp．38－42．）．しかし，　PM釦5z4ρ磁ob煽翻o記載の“屈曲”は

第3章「運動」，第3節「運動の分類についての論議」において方向の定まった運動

とされている．布などを折り曲げる運動は方向性がないから，ここで記載されている

“屈曲”とは違うと考えられる．

（29）　D．Jha：（）p．　cit．　p．700．

（30）　GSastrl：（～ρ．　cit．　p．247．

　　　－　samutpannenavayavi　kutil止　sam　－
　　iti／

　　　全体が折れ曲がって存在している状態が、その運動が生ずることによって真っ

　　直ぐになるという、その運動が伸張である。

（31）　D．Jha：op．　cit．　pp．720－724．

（32）　D．Jha：（～ρ．　cit．　P．700．

（33）　G．Sastri：（）p．　eit．　p．247．

　　　ad　ani　atadik　radeSasam　o　avibha　akdranam　tad　amanam　iti／　　uktaprade6ebhyo

’nye’niyatadikpradeSas　ta晦　sarpyogavibhagakaraζ1am　iti　／

　〈運動している物体と〉方向が定まっていない場所との結合と分離とをく引き

起こす〉原因となるく運動〉、それが進行である、とくとは次の如くである〉。

〈持ち上げることなどで既に〉いわれた諸々の場所から異なった、方向の定まっ

ていない諸々の場所、その諸々の場所との結合と分離とを〈運動体が〉＜引き起

こす〉原因となるく運動が進行である〉ということである。
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（34）　D．Jha：op．　cit．　pp．705－706．

　　dvayor　dra§tror　ekasmad　apavarakad　apavarakantararp　gacchato　yugapanni＄kramana－

　　praveSanapratyayau　dr§tau，　tatha　dvaraprade6e　pravi6ati　ni＄kramatlti　ca　／　yada　tu

　　pratislradyapanitarp　bhavati，　tada　na　prave6anapratyayo　napi　ni§kramanapratyayab，　kintu

　　gamanapratyaya　eva　bhavati　／

　　人が1つの部屋から他の部屋へ通過している間、2人の観察者にとって同時に“

　　出て行くこと”、　“入ること”という2つの観念が認められる。同様に、戸口の

　　ところで〈一方の人には〉“彼が中に入る”ということになり、また〈他方の人

　　には〉“彼が出て行く”ということになる。しかし、カーテン等のく覆い〉を除

　　去するとき、そのとき“〈中に〉入ること”という観念もなければ、また“〈外

　　へ〉出て行くこと”という観念も生じない、ただ“進行”という観念だけが生ず

　　る。

（35）　G．Sastri：oρ．　cit．　p．251．

（36）この箇所は①D．Jha：op　cit．（PraShstaphaabhdya　with　the　co，η〃2eη8αワ，　Nya’yakonda／i

　along　with　Hindi　translation）PP．710－711，②P．　Dvivedin：PraShstapdaabhdya　with　the

　commentarV，　Nya’yakandali，　Delhi，　1984（the　2nd　edition）．　p．296．

　ではbhrama阜apatanaspandanadlnamとなっている．しかし、

　　　　　ノ　①G．Sastri：VyomavatτP．251．②J．　Bronkhorst　and　Y．　Ramseier：Urord　index　to　the

　Pra　s’astap　daabh　tiSya．　Delhi，1994，　p．72では一一一一syandanadlnamとなっている．

　　どちらが正しいか判定しにくいが，Pr唾α吻ρ藺o励⇔αの第3章「運動」，第5節

　「アートマンに支配されない運動」において回転，落下，流れること（syandana）等

　が記載されているが，揺れ動くこと（spandana）は記載されていない．このことから

　例としてはspandanaよりはsyandanaの方が適切と考えられる．

（37）　D．Jha：oρ．　cit，　p．728．

　　　　t（38）　G．Sastrl：oρ．　cit．　p．252．

（39）　D．Jha：op．　cit．　pp．711－712．

　　Pragastapadabha§yaではこの個所は次のように記載されている。

　　　atha　va　astv　apara叩［satndnyarp　gamanatvam，　aniyatadigde§asamyogavibhagakarane＄u

　　bhramapadi6v　eva　vartate，　gamanaSabda6　cotkSepa耳adi§u　bhakto　dra＄？avyab，　svaSraya－

　　sarpyogavibhagakartptvasamanyad　iti　／
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　あるいはむしろ進行性は〈運動性より〉下位の普遍であるとしよう。〈その進

行性は〉定まっていない方向の地点との結合と分離の原因となる回転等くの運動

〉においてまさしく存在する。そして進行（行くこと）という言葉は持ち上げる

こと等においては二次的なものであると理解されるべきである。何故なら、〈両

者においては〉自身の拠り所となる物質（すなわち、その運動をしている物質）

の結合と分離を作り出すものであることという普遍（共通性）が〈共に〉あるが

故にと。

Nyayakandallではこの個所は次のように注釈されている。

gamanaSabdagraha皐asyopalak§apartharvad　gamanapratyaya　－
　　　　　　｛

drastavvah　／　upacarasya　bijam　aha　　－一一一一一一…－

gi＿　／　　gamanar皐　　sva6rayasya　　sa耳1yogavibhagau　　karoti，　utkSepapadayo　’　pi　kurvanti，

etavata　sadharmye阜otk§epaエ1adiSu　gamanavyavaharah　／

〈すなわち、持ち上げること等の運動において〉進行という言葉の把握はく行く

ということを〉間接的に指し示すこと（upalak＄apa）を目的としたものであると

いうことの故に。進行という観念は持ち上げること等においては二次的なもので

あると理解されるべきである。〈この行くことという〉二次的な名前を適用する

ことの要因を著者は何故なら、〈両者において〉自身の拠り所となる物質の結合

と分離を作り出すものであることという普遍が〈共に〉あるが故にとと述べてい

　　る。進行（行くこと）はく運動〉自身の拠り所となる物質の結合と分離を作る。

　　持ち上げること等も同様に〈自身の拠り所となる物質の結合と分離とを〉作る。

　　このような性質を同じくすることによって持ち上げること等においてく二次的に

　　〉進行という表現の仕方が存在する。

（40）　D．Jha：（コp．　cit．　pp．702．

（41）　∫bid．

　　samadhatte－一一一…旦⊆亘　／yat　tvayoktalp　tan　na，　utk§epanadi＄u　幽L　prativargarn

　　pratyayanuv；ttivyavpttyor　darSanat　／　govarge　aSvadivargavyav＃mya　pratyayanugama－

　　darSanat　gorvam　kalpyate　yatha　tathotk§epa口adi§u　prativargam　　itaravargavyavrttya

　　pratyayanugamadar6anad　utk§epapatvadisamanyakalpanety　abhiprayah　／

　　〈答〉　著者はそうではないと答える。汝によって言われたところのものは誤り

　　である。何故なら、持ち上げることなど等において，〈分類された〉それぞれの
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　　群においてくすなわち、〉それぞれの群に対して、〈同類の〉観念の随伴とく異

　　類の観念の〉排除とが認められるが故に。牛という群において馬等くの異類の観

　　念〉の群を排除することによってく同類の〉観念に従うことが認められるから“

　　牛であること”　（牛であるという共通性）〈という普遍〉が想定される。同様に

　　持ち上げること等においてそれぞれの群に対して他〈の観念〉の群を排除するこ

　　とによって〈同類の〉観念に従うことが認められるから、“持ち上げるという共

　　通性”などの普遍（すなわち、種類）が想定されるという意味である。

（42）村上真完　：『インドの実在論』平楽寺書店，1997，　　　pp．213－328．

　　中村元：『ニヤーヤとヴァイシェーシカの思想』春秋社，1996，pp．555－588．

（43）　D．Jha：op，　cit．　pp．741－743．

（44）Nyらyakandaliによる。　Ibid．　pp．744．

　　pratyaveksanat（〈過去の知識の連続した流れを〉観察することから）を

　Nyayakandallではsmara頭t（想起することから）と注釈している。

　　pip（〕arp　　pirpdarp　　prati　＿　　yatha　　bhavati，　tatha　1』旦　　saty　arli　yo

　　’bhyasapratyayas　tena　yah　samskaro　janitah，　tasmad　atltasya　jfianaprabandhasya

　jfianapravahasya　ra　aveksanat　smaranad　－　／
　　それぞれの個物（物質）に対して普遍に依存して存在するようにそのように知識

　　の発生があるとき、繰り返し意識することが生ずる。その繰り返しの意識によっ

　　て潜在印象が生じられる。その潜在印象により過去の知識の連続、すなわち知識

　　の流れを観察することから、すなわち想起することから〈それらの個物の中に共

　　に〉随伴している1つのもの（共通性）がある。それが普遍である。

（45）野沢正信：書評「村上真完著『インドの実在論』」，『印度哲学仏教学』第

　13号．1998．pp．359－360．

（46）　D．Jha：op．　cit．　pp．703－708．

　　Pragastapadabha§yaによれば、この個所は次のように記載されている。

　　dvayor　dra＄tror　ekasmad　　apavarkad　　apavarakantararp　　gacchato　　yugapanni§kramarpa－

　　prave6anapratyayau　d；S1au，　tatha　dvaraprade6e　praviSati　ni§kramatlti　ca　／　yad亙　tu

　　pratislradyapanltarp　bhavati，　tada　na　prave§anaratyayo　napi　niSkrama皐apratyayah，　kintu

　　gamanapratyaya　　eva　　bhavati　　／　　tatha　　　nalikayarp　　　vamSpatradau　　　patati　　bhGnarp

　　dra§t匝atP　yugapad　bhrama草apatanapraveSanapratyaya　drS垣　iti　jatisahkaraprasaifigal：N　／
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na　caivam　utk§epaiiiadi§u　pratyayasahkaro　d；§tah　／　tasmad　utk§eparpadlnam　　eva

jatibhedat　pratyayanuvrttivyavrttl，　ni§kramanadinam　tu　karyabhedad　iti　／

人が1つの部屋から他の部屋へ通過している間、2人の観察者にとって同時に“

出て行くこと”、“入ること”という2つの観念が認められる。同様に、戸口の

ところで〈一方の人には〉“彼が中に入る”ということになり、またく他方の人

には〉“彼が出て行く”ということになる。しかし、カーテン等のく覆い〉を除

去するとき、そのとき、“〈中に〉入ること”という観念もなければ、また“〈

外へ〉出て行くこと”という観念も生じない、ただ進行（行くこと）という観念

だけが生ずる。同様に、坑の中に竹の葉などが落下しつつあるとき、それを見て

いる多くの人々にとっては同時に“回転”、　“落下”、　“進入”という観念〈が

起こること〉が認められる。このことは〈それらの運動が別々の種類であるとす

ると〉種類の混乱くという誤り〉が結果として生ずることになる。しかし、“持

ち上げること”等においてこのように観念の混乱〈が起こること〉が認められな

い。それ故、　“持ち上げること”等に関してだけ種類の違いからく同類の〉観念

の随伴とく異類の観念の〉排除とが生ずる。だが、　“出て行くこと”等〈の運動

〉に関しては、〈現れた〉結果の違いから〈同類の観念の随伴と異類の観念の排

除とが生ずるのである〉とくいうことである〉。
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＊

第3章 継続的な運動

＊　本論は

　大網　功：“古代インドにおけるVaiSe§ika学派の運動論”

　巻（No．　156），　1985．　　pp．193－204

　に大幅に加筆したものである。

、　『科学史研究』24
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1、はじめに

　このインドの運動論では、　“運動は運動するものをある場所から分離させ、次の場

所へ結合させる”という考え方を基本として、瞬間的な運動が考えられていた。継続

運動は意志的努力や運動の潜在的能力、ヴェーガ（運動の勢い）等の動力因によって

瞬間的な運動が次々に引き起こされるために生ずるとされた。この派の運動論では、

“運動は運動を生み出すことはあり得ない”と考えて、物体あるいは身体に独りでに

動くのではなく、何か原因に基づいて動いていると考えられていた。例えば、手足の

意識的な運動は身体を支配するアートマンに生じた意識的努力によって生じ、無意識

的な運動は意志の働かない何か他の原因に基づくとされた。空中での物体の運動はヴ

ェーガ（運動の勢い）によって生ずるとしている。

　ここでは継続運動について述べる。Vaiξesika学派の最初の書物であるVai6esika－

satraには継続運動は第5章に記載されている。そこでは継続運動は断片的に記載さ

れており、運動がどのような仕方で生ずるのかは断片的に書かれている。PraSasta－

padabhasya第3章「運動」第4節「アートマンに支配された運動」、第5節「アート

マンに支配されない運動」には継続運動が記載されている。そこでは継続運動が最も

整理された形で書かれている。VaiSeSikasUtra第5章の第1日課はPraSastapada－

bha§ya第3章第4節にほぼ対応している。　Vaige§ikasrttra第5章第2日課はPraSa－

stapadabha§ya第3章第5節にほぼ対応している。ここでは継続運動が最も整理され

た形で書かれているPraSastapadabhaSya第3章第4節および第5節において記載され

た継続運動がどのような運動であったかを述べる。第4節ではアートマンに支配され

た運動、すなわち意志的努力に基づいた運動が記載され、第5節では初めから意志的

努力に基づかない土性の物質、水、風（四大種のうち3種）の運動およびマナスの運

動が記載されている。その記載の仕方は第4節では意志的努力による手の運動からそ

の運動が生ずるまでの運動過程が記されている。第5節では意志的努力以外の運動の

原因によって生じた運動が記載されている。そして、第4節では手の持ち上げの運動、

杵と臼との衝突運動、槍を投げる運動、弓で射るときの矢の運動が記載されており、

第5節では特殊な結合（衝動、衝突、〈それとそれに〉つながれた部分との結合）に

基づく運動、落下運動、水の流出運動、ろくろの回転運動、息という風の運動、マナ

スの運動、アドリシュタ（ad1＄ta，不可見力と呼ばれ、ダルマ、アダルマによる力）
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による運動が記載されている。継続運動の運動の分類は第2章運動の種類で既に述べ

た。その分類に従えば、第4節は“意識によって生じた運動（pratyaya－karman）”に

分類される。しかも、身体の意識的な運動とそれに伴われた物体の動きは“意識の作

用に基づく運動（satpratyaya－karman）”に分類され、それ以外の運動、すなわち身

体の無意識的な運動や身体から離れた物体の運動などは“意識の作用から離れた運動

（asatpratyaya－karman）”に分類されている。第5節は“意識によらない運動

（apratyaya－karman）”に分類されている。第4節、5節で記載されたこれらの運動

がどのように記載されているか順を追って説明する。B．　Faddegonによれば、

ValSeSlkasatraでは継続運動は簡潔に書かれていて非常によいが、　PraSastapada－

bha＄yaでは長たらしく書かれていて冗長過ぎてよくないと記されている。“）しかし、

筆者の調べによれば、VaiSe§ikasロtraに記載された継続運動は断片的に書かれており、

運動の仕方がどうなっているのかあまり書かれていない。PragastapadabhaSyaでは整

理された形で書かれており、運動の仕方など明瞭に記されている。ここではまずは

N；aiSesikasatraに記載された継続運動が断片的に書かれていることを示した後、

Pra6astapadabhおyaに記載された継続運動を見ていく。

2、Vaigesikas亘traにおける運動論

　VaiSe§ikasUtraにおいて、運動論は第5章に記載されている。第1日課では主に

「意志的努力によって生じた運動の研究」、すなわち「アートマンに支配された運

動」が記載されている。第2日課では主に「4大種で作られた物質およびマナスの運

動」が説明されている。

第1日課では次のような運動が記載されている。

5－1－1、意志的努力による手の運動。2～6では杵と臼との衝突運動。7では落

下運動。8～10ではものを投げる運動。11、子供の運動。12、身体における火

の運動。13、　眠っている人の動き。14、風による草の運動。15、宝石の進行、

鉄針の磁石への接近。16～18、矢の運動。以上の運動が断片的に記載され、運動

のメカニズムはあまり記載されていない。

第2日課では意志的努力に基づかない運動で、四大種、すなわち土、水、火、風で作

られた物質およびマナスの運動が記載されている。5－2－1では特殊な3っの結合、

すなわち衝動、衝突およびくそれと〉つながれた部分との結合に基づく運動。2では
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意志的努力と特殊な結合に基づかない土性の物質の運動はアドリシュタ（不可見力）

という超能力によって生ずる。3～8では水の落下、水の蒸発、水の流れ、木の幹を

水が上昇するなどの水の種々なる運動。9では水の濃縮および溶解について記されて

いる。10～12では雷鳴について、13では火と風の運動は土性の運動と同様に説

明される。14では炎の上向きの運動、風の横吹、原子とマナスの最初の運動はアド

リシュタによって生ずる。15～20まではマナスの種々なる運動が記載されている。

しかし、これらの運動について断片的に記載されているだけで、運動が生ずる原因が

単に記載されているだけである。これらの記述をスートラに従ってもう少し詳しく調

べてみよう。

2－1、VaiSe＄ikasittra第5章第1日課の運動

　スートラの記載が7世紀頃のCandranandaの注釈書と15世紀頃のUpaskaraでは多

少異なる個所がある。Candranandaの注釈書に記載されたスートラを主体にして第1

日課では継続運動がどのように述べられているか調べた。（2’

（1）意志的努力による手の運動

　　atmasa耳1yogaprayatnabhyaIp　　haste　　karma　　／／5－1－1　／／

　　アートマンと〈手と〉の結合と〈アートマンに生じた〉意志的努力の両方によっ

　　て手に運動が〈生ずる〉。

（2）杵と臼との衝突運動

　5－1－2から6迄は手と手に持った杵の運動がスートラに記載されている。この

個所はCandranandaとUpaskaraではスートラの記述が違っていた。ここではCandra－

nanda記載のスートラを主にとったが、5－1－4についてはUpaskara記載のスー

トラをとった。手と杵の運動がスートラにおいて次のように記述されていた。

　　tatha　musalakarma　　hastasalpyogac　　ca　　／／5－1－2／／

　　abhighataje　　musalakarma］4i　　vyatirekad　　akararParp　　hastasalpyoga］b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5一正一3／／

　　tathatmasarpyogo　　hastakarmaiiti　／／5－1－4／／　（Upaskara）（a’）

　　musalabhighatat　　tu　　musalasalpyogad　　dhaste　　karma　／／5－1－5／／

　　tathatmakarma　　hastasalpyogac　　ca　　／／5－1－6／／

　　そして同様に杵の運動は手とく杵と〉の結合からく生ずる〉。　　／／5－1－2／／
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　　杵の運動が衝突によって生ずるときには、手と〈杵と〉の結合はくその運動が意

　　志的努力から〉離れていることから原因ではない。　　　　　　　／／5－1－3／／

　　同様にアートマンとく手と〉の結合はく衝突直後の〉手の運動においてく原因で

　　はない〉。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－4／／

　　しかし、杵の衝突によって生じた杵と〈手と〉の結合から手に運動が〈生ずる〉。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－5／／

　　同様にアートマン（身体の一部分（4りの運動は手との結合から生ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－6／／

この中において5－1－4はCandranandaでは

　　tathatmasalpyogo　　hastamusalakarmani　　／／5－1－4／／

　　同様にしてアートマンと〈手と〉の結合は手にある杵の運動においてく原因では

　　ない〉。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－4／／

Carldrananda本とUpaskara両方の注釈では共に“衝突後の手の飛び上がりの運動にお

いてアートマンと手との結合は原因ではない”と注釈されている。〔5」従って注釈では両

方とも手の運動が記されているので、ここではUpaskaraに記載したスートラをとっ

た。

（3）落下運動

　　sarpyogabhave　　gurutvat　　patanam　　／／5－1－7／／

　　結合がないとき、重さから落下が〈生ずる〉。

（4）ものを投げる運動

　　nodanaviSe＄abhavad　　nordhvarn　　na　　tiryag　　gamanam　　／／5－1－8／／

　　prayatnaviSe§an　　nodanaviSeSab　　／／5－1－9／／

　　nodanaviSeSad　　udasanaviSe§ah　 ／／5－1－10／／

　　特殊な衝動がないことから上向きの進行および横向きの進行がない。／／5－1－8／／

　　特殊な意志的努力から特殊な衝動が〈生ずる〉。／／5－1－9／／

　　特殊な衝動から特殊な投げ上げが〈生ずる〉。／／5－1－10／／

（5）子供の運動

　　hastakarma　rpa　darakakarma　　vyakhyatam　　／／5－1－11／／

　　子供の運動は手の運動によって説明される。

一127一



（6）身体における火の運動

　　tatha　　dagdhasya　　vispho1ane　　／／5－1－12／／

　　同様に焼かれたる者のく火の運動は〉火ぶくれにおいてく存在する〉。

（7）眠っている人の動き

　　prayatnabhave　　gurutvat　　suptasya　　ptanam　　／／5－1－13／／

　　眠っている人の落下は意志的努力がないとき重さから〈生ずる〉。

Upaskara

　　yatnabhave　　prasuptasya　　ca！anam　　／／5－1－13／／

　　眠っている人の動きは意志的努力がないが故に〈生ずる〉。

（8）風による草の運動

　　z1】3akarma　　vayusalpyogat　　／／5－1－14／／

　　草の運動は風との結合からく生ずる〉。

（9）アドリシュタによって生ずる運動

　　manigamanaM　　sUcyabhisarparpam　　ity　　ad；§takaritani　　／／5－1－15／／

　　宝石の進行や鉄針の〈磁石への〉接近というく運動〉はアドリシュタ（不可見

　力）によって引き起こされたく運動〉である。

（10）　矢の運動

　　i＄av　ayugapat　　sar口yogaviSeSah　　karmanyatve　　hetub　　／／5－1－16／／

　　nodanad　　adyam　　i§ob　 karma　　karmakaritac　　ca　　samskarad　　uttaraM

　　tathottaram　uttaram　ca　／／5一仁17／／

　　samskarabhave　　gurutvat　　patanam　　／／5－1－18／／

　　矢において同時でない諸々の異なった結合は〈矢の瞬間的な〉運動がく種々〉異

　　なること（運動が多くあること〔6））において原因である。　　　　／／5－1－16／／

　　衝動から矢の最初の運動が生ずる。そしてその運動によって作られた潜在能力か

　　ら次の〈運動〉が〈生ずる〉。そして同様に次のまた次のく運動が順次に生ず

　　る〉。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－17／／

　　潜在能力が存在しないとき、重さから〈矢は〉落下する。　　　／／5－1－18／／

　以上が第5章第1日課である。これらの．7一トラは運動が断片的に記載され、運動

のメカニズムはあまり記載されていない。例えば、杵と臼との衝突運動および矢の運

動についてこれらのスートラを解析してみる。
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（1）杵の運動（7）

杵の運動は前述の5－1－1手の運動から5まで記述されている。これらのスートラ

を要約すると以下のようになる。

5一ユー1、アートマンと手の結合および意志的努力が共に手の運動の原因であ

　　　　　　る。

5－1－2、杵の運動は手と杵との結合によって生ずる。

5－1－3、杵の運動が衝突によって生ずるときは手と杵との結合は原因ではない。

5－1－4、同様にアートマンと〈手と〉の結合はく衝突直後の〉手の運動において

　　　　　　く原因ではない〉と記されている。

5－1－5、衝突直後の手の運動は杵と手との結合から生ずる。

　以上より、これらのことを図示すると第1図のようになる。

第1図　VaiSeSikasロtraに記載された手と杵の運動

①　意志的努力によって生ずる運動

　　　　　　：コ9＿杵＿が生ずる．

②衝突によって生ずる運動

　　　杵の衝突　　　　杵の運動

　　　杵の衝突一掌コ誓＿衝突直後の手の運動

ここでは手に運動が生ずるとき、アートマンに生じた意志的努力と、アートマンと手

の結合とが並列的に記述されている。しかし実際にはアートマンと手との結合は“手

を動かす”という意志的努力によって生ずるものと考えられる。従ってここでは手の

運動の単なる原因が上げてあるだけで、後に示すPraSastapadabha§ya記載のような原

因の順序が記述されていない。また杵の運動については運動を起こす原因が断片的に
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書かれているだけで、手と杵とがどのような運動をして、杵の衝突につながるのか、

その運動過程、杵が臼と衝突を起こす運動過程や衝突直後の運動過程などが記されて

いない。

（2）矢の運動㈹

　矢の運動はスートラ5－1－16から18まで記述されている。これらのスートラ

では以下の通り矢の運動が記述されている。

　　矢において同時でない諸々の異なった結合はく矢の瞬間的な〉運動が〈種々〉異

　　なることにおいて原因である。　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－16／／

　　衝動から矢の最初の運動が生ずる。そしてその運動によって作られた潜在能力か

　　ら次のく運動〉がく生ずる〉。そして同様に次のまた次の〈運動が順次に生ず

　　る〉。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－17／／

　　潜在能力が存在しないとき、重さから〈矢は〉落下する。　　　／／5－1－18／／

　5－1－16については注釈をみるとCandranandaでは矢の空中での運動が結合が

多数であることから、運動も多いことを注釈している。Upaskaraでは瞬間的な運動

はその場所と分離して次の場所と結合する、その結果その結合によって運動は第5瞬

間時で消滅してしまう。それ故、同時でない異なった結合があることは運動が多数で

あることを知らしむるものであると注釈されている。このことは両注釈とも空中での

矢の運動を想定して注釈されていると考えられる。5－1－17においては矢の運動

があいまいな形で書かれている。　“次の運動”とは矢の空中の運動と考えることがで

きる。衝動については2通りの考え方をすることができる。1っは、衝動が弦と矢の

間に一瞬の間作用し、矢は即座に弦から離れて、その間に生じた運動の潜在能力によ

って、空中を運動するという考えか方である。他はこの衝動のもとで弦の運動が矢に

徐々に伝わり、矢の運動が徐々に激しさを増すという形の衝動について雑な取り扱い

をし、矢の運動が衝動から生ずる場合と潜在能力から生ずる場合の2通りがあること

を単に示したに過ぎないという考え方である。

　この衝動が一瞬の間、作用するという考え方で注釈しているのがCandranandaの注

釈である。また、15世紀のUpaskaraではVqiξeSikasUtraと同じように衝動はあいま

いな形で書かれている。

ここではsUtra5－1－17に対するCandranandaによる注釈とUpaskaraを見ていく。
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Candranandaによれば、5－1－17は次のように注釈されている。〔s）

　　　jyagarasarpyogah　 prayatnapek§o　　jyagatavegapekSo　　va　nodanam，　　tat

　　adyam　　i＄ob　 karma　　nodanapek§arp　　sarpskaralp　 karoti，　　nirapek＄am　　tu

　　sarll［yogavibhagau　　／　 tatab　　saipyogad　　vinaSte　　karmarPi　　nodane　　vibhagad

　　vinivgtte　adyakarmajasalpskara　　uttaram　　i＄au　karma　　karoti，　tathottaram

　　uttaralll　paunabPunyenety　　artha］b　／

　　　意志的努力に依存している、あるいは弦に存するヴェーガに依存している弦と

　　矢との結合は衝動である。それ故、矢の最初の運動は衝動に依存して、潜在能力

　　を生ずる。だが、〈これらと〉独立にく運動によって矢の〉結合、分離が〈生ず

　　る〉。それ故、結合から運動が消え、分離から衝動がなくなるときには、最初の

　　運動によって生じた潜在能力は矢に次の運動を生ずる。　‘同様に次のまた次のく

　　運動が順次に生ずる〉’。とはいくども繰り返して〈運動が生ずる〉という意味

　　である。

ここで書かれていることは衝動が瞬間的に作用し、すぐには弦から離れて空中を運動

するということを述べている。すなわち、弦の運動の潜在能力、ヴェーガに基づいて

弦と矢との間に衝動が瞬間的に作用する。そのとき、矢に最初の運動が生じ、その運

動によって矢にヴェーガが生ずる。そして衝動という結合において最初の運動が消え、

その運動から生じたヴェーガによって、第2瞬間時の運動が生ずる。その運動によっ

て矢は即座に弦から離れ、空中で運動する。そして矢は次の空間と結合することによ

って第2の運動が消え、ヴェーガによって第3の運動が生ずる。その運動によって、

その空間から分離し、次の空間と結合して第3の運動が終わる。このようにヴェーガ

によって矢に次々に運動が生じ、それによって矢と空間との分離と結合が次々に起こ

るということである。

　これは“運動は運動しているものをある場所から分離させ、次の場所と結合させる

”というVaigesika学派の運動に対する基本的な考え方を忠実に守ったために生じた

考え方である。Upaskara　5－1－17では次のように記されている。（9）

　　　puru§aprayatnenak；Staya　　patafijikaya　　nunnasye§or　　adya　　karma　jayate，

　　tatra　　nodanam　　asamavayikarapam，　　i＄uh　　samavayikaraDam，　　prayatna－

　　gurutve　nimittakararpe　tena　cadyena　　karma　rpa　samanadhikara口o　　vegakhyah

　　samskaro　janyate　／　 sa　　ca　　vegena　　gacchatiti　　pratyak＄asiddha　　eva　／
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tena　　sarpskarerpa　　tatreSau　　karma　　jayate　　tatrasamavayikararpaip

sarpskarah，　　samavayikararpam　　i§uh，　　nimittakara口an　　tu　　tlvro　　nodana－

vi6e＄ah　　／　　evafi　ca　　yavad　　i§u　　patanam　　anuvartamanena　　sarpskarelユa

uttarottarab［　karmasantano　　jayate　　svajanyottarasarpyogena　　karma】Pi

na§te　　sarnskare口a　　karmantarajananad　　eka　　eva　　sarpskarah　　karma－

santanajanaka】阜　na　tu　karmasantanavat　sarnskarasantano’　py　abhyupagantum

ucito　　gauravad　　iti　　darSayitum　　aha　－一一一一　tathottaram　　uttaraficeti，

tatkarmakaritac　ca　　salpskarad　　ity　　ekavacanafi　ca　　／　nyayanaye　　tu

karmasarptanavat　　sarpskarasanttinasvlkare　　gauravam　　／　yat　　tu　　yugapat

prak§iptaSarayor　　ekasya　tlvro　vego’　parasya　tu　　mandah，　tatra　nodana－

tlvratvamandatve　　nimittam　　／

　人の意志的努力によってパタンジカーを引くことによって矢が推されている間

に、〈矢に〉最初の運動が生ずる。その場合、衝動は非内属因である。矢は内属

因である。意志的努力と重さとは動力因である。そしてその最初の運動によって

同じ基体にヴェーガと呼ばれる潜在能力が生ずる。そしてそれ（同じ基体、すな

わち矢）はヴェーガ（勢い）によって動いているということがまさに直接知覚に

よって実証される。そのときに、その潜在能力によって矢に運動が生ずる。その

場合、潜在能力は非内属因であり、矢は内属因である。しかし、動力因は強い特

殊な衝動である。そしてかくの如く矢が落下するまで付き従いっつある潜在能力

によって次の〈さらに〉次の運動の継続（santana）が生ずる。〈運動〉自らに

よって生ずる次の結合によって運動が消滅するとき、潜在能力によって別の運動

が生ずることから1つの潜在能力だけが運動の継続を生み出すものである。しか

し、運動の継続のように潜在能力の継続もまた認めることは適切ではない、何故

なら仮定が不要に重ねられるが故に、ということを示すためにく著者は〉‘同様

に次のまた次の’と述べている。そして‘そしてその運動によって生じた潜在能

力から’という〈著者の言葉において〉＜潜在能力が＞1っであること（すなわ

ち単数であること）が語られている。しかし、ニャーヤの教義において、運動の

継続のように潜在能力の継続を仮定するとき、仮定が不必要に重ねられるくとい

う不合理〉が〈存在している〉。しかし、同時に投げられた2本の矢において、

1本〈の矢〉については強いヴェーガがく生じ〉、他〈の矢〉については遅いく
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　　ヴェーガが生ずる〉。その場合、衝動の強さ弱さに原因する。

ここでは衝動がどのように生ずるかは書かれていない。パタンジカーに矢が押されて

いることが衝動と考えられる。衝動から矢に最初の運動が生ずることが書かれている。

この記述では衝動中の矢の運動があいまいである。しかし、次の運動において、最初

の運動で生じた潜在能力によって次の運動が生ずると記されているので、ここでは衝

動が瞬間的に作用しているように考えられる．あいまいであるが、衝動が瞬間的に作用

していることはCandranandaと同じである。衝動以降の矢の運動、すなわち空中での

矢の運動の発生の仕方は最初の運動で生じた潜在能力だけによって次々に矢に運動が

生ずることが記されている。しかも次々に生ずる矢の運動に対して運動の継続

（santana）という言葉を使って、　VaiSeSikasUtraやPraSastapadabhaSyaと違って運動

の連続性が明瞭に表されている。すなわち、矢の瞬間的な運動が次から次へ生ずる連

続性がVaiSe§ikasUtraやPraSastapadabha§yaにおいては“次の次の”（uttaram

uttaram）という形で表していたものを継続（santana）という明瞭な形で瞬間的な運動

の継続性が表されている。また、Nyaya学派において運動の継続の他に潜在能力の継

続を主張しているが、それに対してUpaskaraは不必要な仮定を重ねることになるか

ら、矢の空中での運動において潜在能力は1つであることを述べている。これは他の

書物にないことである。Nyaya学派が潜在能力（サンスカーラ、　saipskara）の継続、

すなわち潜在能力の瞬間性を主張したのは次の理由によるものと考えられる。

　Nyaya学派では音の発生に対してサンスカーラはある種の動因とされた。音の強弱

があることに対して強さの異なったサンスカーラが多数あると考えられた。音は瞬間

的なものと考えられていたので、サンスカーラもまた瞬間的と考えられていた。この

音のサンスカーラ論をNyaya学派では運動論に適用したものと考えられる。〔1°）Nyaya

学派において、サンスカーラが瞬間的である理由は後に述べることにする。

　以上がスートラ第5章第1日課である。全般的に第1日課では運動を起こす原因が

断片的に書かれていることが分析の結果いえることである。

2－2、VaiξeSikasUtra第5章第2日課の運動（ID

　スートラ第5章第2日課では継続運動が以下のように述べられている。

（1）特殊な結合による運動

　　nodanad　　abhighatat　　salp［yuktasalpyogac　　ca　　p；thivyalp　 karma　　／／5－2－1／／
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　　衝動、衝突、そしてくその部分とその部分に〉つながれた部分との結合から土性

　　の物質に運動がく生ずる〉。

（2）アドリシュタ（不可見力）によって生ずる運動

　　tad　vi§eSepadTStakaritam　　／／5－2－2／／

　　〈衝動や衝突等から〉異なるく原因〉によって〈生ずる〉それ（土性の物質の運

　　動）はアドリシュタによって引き起こされる。

（3）水の種々なる運動

　aparp　sarpyogabhave　　gurutvat　　patanam　　／／5－2－3／／

　　〈水と他の物質との〉結合がないとき、水にとって重さから落下がく生ずる〉。

　　tad　　vi§e＄e】nadr§1akaritam　　／／5－2－4／／

　　〈重さから〉異なる〈原因〉によってく生ずる〉それ（水の落下運動）はアドリ

　　シュタによって引き起こされる。

　　dravatvat　　syandanam　　／／5－2－5／／

　　〈水の〉流れることは流動性からく生ずる〉。

　　nadya　vayusarpyogad　　aroha阜am　　／／5－2－6／／

　　〈水の〉蒸発は太陽の光線と風との結合から〈生ずる〉。

　　nodanat　　pl（真anat　　salpyuktasalpyogac　ca　　／／5－2－7／／

　　〈水の上昇は〉衝動から、〈衣服などで〉圧することから、そして〈衝動や圧す

　　ることが生じている部分とそれに〉つながれた部分との結合からく生ずる〉。

　vgk＄abhisarpalitam　　ity　　ad；§takaritam　　／／5－2－8／／

　　樹木の中を水が上昇することはアドリシュタによって引き起こされる。

（4）水の濃縮と溶解

　　apalp　 sahghato　　vilayanaIp　 ca　　tejasab　　salpyogat　　／／5－2－9／／

　　水の濃縮と溶解は火との結合から生ずる。

（5）　雷鳴

　　tatravasph亘rjathur　　！ihgam　　／／5－2－10／／

　　その場合、雷鳴があるということは〈そのことの〉印である。

　　vaigikalp　　ca　　／／5－2－11／／

　　そして〈それは〉ヴェーダに由来する。

　　aparn　sarnyogad　vibhagac　ca　　stanayitnuh　／／5－2－12／／
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　　水の結合と分離から雷雲がく生ずる〉。

（6）　火と風の運動

　　p；thivlkarma］4a　tejahkarma　　ca　　vayukarma　　ca　　vyakhyatam　　／／5－2－13／／

　　火の運動と風の運動は地の運動によって説明される。

（7）　アドリシュタによる運動

　　agner　　［irdhvajva！anaM　　vayoSca　tiryakpavanam　arpumanasoS　cadyalpL　karmety

　　adrstkaritani　　／／5－2－14／／

　　火が上昇する炎くの運動〉、そして風の横吹き、そして原子とマナスの最初の運

　　動、以上〈これらの運動〉はアドリシュタによって引き起こされる。

（8）　マナスの種々なる運動

　　hastakarmana　manasah　karma　　vyakhyatam　　／／5－2－15／／

　　〈手とアートマンとの結合と意志的努力とから生ずる〉手の運動によってマナス

　　の運動が〈同じように〉説明される。

　　atmendriyamanorthasannikar§at　　sukhaduhkhe　　tad　　anarambhalp　／／5－2－16／／

　　アートマン、感覚器官、マナスおよび対象の接触から快感と不快感が生ずる。そ

　　れを（その接触を）形成することはない。

　　atmasthe　　manasi　　saSarlrasya　　sukhaduhkhabhavah　　sa　　yogab　　／／5－2－17／／

　　マナスがアートマンの中に安住しているときは、身体に一緒にある〈アートマン

　　〉には快感も不快感も生じない。それがヨーガである。

（9）　アートマンの運動（ヨーガにおける息という風の制息の運動）（t2’i

　　kayakarmarpa’tmakarma　　vyakhyatam　　／／5－2－18／／

　　身体の運動によってアートマン（息という風）の運動が〈同じように〉説明され

　　る。

（10）　アドリシュタによるマナスの運動

　　・pasarpapam　upasarpanam　aSitapitasamy・gah　karyantarasamy・gagcety

　　adrstkaritani　　／／5－2－19／／

　　〈死んだとき、マナスが身体から〉去ること、〈マナスが別の身体に〉近づくこ

　　と、〈胎児が母親の〉食べ、飲んだ食物と結合すること、〈マナスが〉他の結果

　　と結合すること、以上のことはアドリシュタによって引き起こされる。

（／］）　解脱
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　　tadabhave　　sarpyogabhavo’pradurbhava］已　sa　　mokSab　　／／5－2－20／／

　　それ（アドリシュタ）が存在しないときにはく生命作用と呼ばれるアートマンと

　　マナスとの〉結合は存在しない。そして〈他の身体が〉現れない。それが解脱で

　　ある。

（12）　暗黒

　　dravyagul］akarmavraidharmyad　　bhavabhavamatrarp　　tamab　　／／5－2－21／／

　　暗黒は実体、性質、運動から性質を異にするものであるが故に、単なるく光の〉

　　存在がないこと　（非存在）である。黒

　　tejaso　　dravyantare】4avara】〔lac　　ca　　／／5－2－22／／

　　そして光が他の実体によって覆われることからく暗黒が生ずる〉。

（13）　方角、時間、虚空

　　dikkalav　　akaSam　 ca　　kriyavadbhyo　　vaidharmyan　　niξikriyapi　　／／5－2－23／／

　　方角と時間と虚空は活動を有するものから性質を異にするものであるから活動し

　　ないものである。

（14）　運動と性質の説明終わり

　　etena　　karma取i　　gu取a6　ca　　vyakhyatah　／／5－2－24／／

　　これによって運動と性質とが説明された。

以上のようにスートラ第5章第2日課では、土、水、火、風およびマナスの運動が述

べられている。これらの運動についてこの第2日課では運動を起こす原因が簡単に書

かれているに過ぎない。運動のメカニズムを見つけることは出来なかった。

　以上でVaiSe§ikastttra第5章に記載された継続運動について終わりにするが、

VaiSesikasatraでは継続運動についての記述は運動が生ずる原因が単に記載されてい

るだけで、運動のメカニズムはあまり記載されていない。PraSastapadabha§yaでは運

動が生ずる原因と運動のメカニズムが明瞭に記されている。次節以降PraSastapada－

bhおyaに記載された継続運動について見ていく。

3、　PragastapadabhaSya第3章第4節アートマンに支配された運動

　この第4節では身体の運動、杵と臼との衝突運動、槍を投げる運動、弓矢の運動が

扱われている。これらの運動の過程がどのように説明されているか　Pra6astapada－

bhおyaに従って説明する。
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3－］、　身体の運動

　この身体の運動は意識の作用に基づく運動と無意識的な運動とに分かれる。無意識

的な運動は物体の運動と同じ方法で扱われている。意識の作用に基づく運動はPra・一一

．9astapadabha§yaによれば、身体の運動は次のごとく記されている。　c13’

　　ciklrSiteSu　　yajiadhyayanadanakrSyadiSu　　yatha　　hastam　　utkSeptum

　　Icchaty　　apakSepturp　　va，　tada　　hastavaty　　atmapradeSe　　prayatnah　　safija－

　　yate　　／　 taM　　prayatnarp　　gurutvalp　　capekSama阜ad　　atmahastasarpyogad

　　dhaste　karma　bhavati，　　hastavat　　sarvaSarlravayave§u　　padadi＄u　　Sarlre

　　ceti　／

　　供犠、学習、布施、農業等をなそうと望んで、手を上げるとか、あるいは下げる

　　とかしたいとき、手の領域を占めているアートマンの部分に意志的努力が生ずる。

　　その意志的努力と重さとに依存しているアートマンと手との結合から、手に運動

　　が生ずる。そして足などの身体のすべての部分および身体全体に手〈の場合〉と

　　同様に〈運動が生ずる〉。

ここで示されているように、身体の運動はアートマン、すなわち心に生じた“身体を

動かす”という意識的努力から生ずる。その運動の発生過程はこの意志的努力によっ

てアートマンと身体との間にそれにふさわしい結合が起こる。その結合から身体に運

動が生ずるとされている。例として手を持ち上げる運動が述べられている。この意識

的努力はアートマンとその補助器官、マナスとの結合によってアートマンに生じた“

手を持ち上げたい”という欲求から“手を持ち上げる”という意志的努力が手の領域

を占めているアートマンの部分に起こる。この意志的努力と手との結合から手に“持

ち上げること”いう運動が生ずるのである。手の運動の発生過程を図示すると次のよ

うな順序になる。

第2図　手の運動

アートマンーアートマン

（欲求）　　　（意志的努力）

アートマン

（意志的弩力）

手

結合
P手㊨発生
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3－2、　杵と臼との衝突運動

　PraSastapadabhaSyaに記載された杵と臼との衝突運動は次の2っの部分に分けるこ

とができる。1つは身体部分の運動で、杵を持ち上げ、振り下ろす運動である。他は

杵と臼との衝突部分の運動である。それらの運動はPraSastapadabhaSyaによれば次の

ように記載されている。

（1）　身体部分の運動

　この身体部分の運動では杵を持ち上げるという運動と杵を振り下ろすという運動が

記述されている。それらは次の通りである。｛14）

　　　yada　hastena　　musalalp　　gFhitvecchanユ　karoti　　‘‘utk§ipami　　hastena

　　musalam”　iti，　tadanantaralp　 prayatnas　tam　apekSamarpad　atmahastasarnyogad

　　yasminn　　eva　　kale　　haste　　utkξiepa阜akarmotpadyate，　　tasminn　　eva　　ka！e

　　tam　　eva　　prayatnam　　apekSam麺ad　　dhastamusalasarpyogan　　musa／e’Pi

　　karmeti　　／　tato　　d［iram　　utk§ipte　　musale　　tadartheccha　nivartate　　／

　　punar　　apy　　apak§epa］4ecchotpadyate　　／　tadanantaralp　 Prayatnas　　tam

　　apekSamaJirad　　yathoktat　　salpyogad　　dhastamusalayor　　yugapad　　apakSepapa－

　　karma阜I　bhavatah　 ／

　　　手によって杵をつかみ、“私は手によって杵を持ち上げる”という欲求を人が

　　生ずるとき、その直後に意志的努力がく生ずる〉。それ（意志的努力）に依存し

　　ているアートマンと手との結合から手に持ち上げることという運動が生ずる、

　　ちょうどそのときに、その意志的努力だけに依存している手と杵との結合から杵

　　にまた運動がく生ずる、〉とくいわれる〉。それ故杵が高く持ち上げられたとき、

　　そのための欲求（持ち上げようとする欲求）がやむ。さらにまた、振り下ろそう

　　とする欲求が生ずる。その直後に意志的努力がく生ずる〉。それ（意志的努力）

　　に依存している前述の〈2っの〉結合（すなわち、アートマンと手との結合およ

　　び手と杵との結合）から手と杵とに同時に振り下ろすことという運動が生ずる。

ここでは、人が杵をつかみ、“杵を持ち上げたい”という欲求がアートマン、すなわ

ち心に生ずる。その直後にそれにふさわしい意志的努力が生じる。この意志的努力に

基づいてそれにふさわしいアートマンと手の結合が起こり、それに基づいて“杵を持

ち上げること”という手の運動が生ずる。それと同時にこの意志的努力に基づいて手

と杵との結合が起こり、それによって杵に“持ち上げること”という運動が生ずる。
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杵が十分に高く持ち上がると、次に杵を臼めがけて“振り下ろしたい”という欲求が

生じる。それによって前と同じ方法で“杵を振り下ろすこと”という運動が手と杵に

生ずる。以上、このような順序で身体部分の運動が生ずる。

（2）　衝突部分の運動

　次に杵と臼との衝突による杵の運動は次の如く記載されている。C15）

　　tato’　ntyena　　musalakarmarPo］Ukhalamusalayor　　abhighatakhyab　　sarHyogah

　　kriyate，　　sa　　sarpyogo　　musalagatavegam　　apek＄an］arP　o’　pratyayarn　musale

　　utpatanakarma　　karoti　　／　　tatkarmabhighatapek§alp　 musale　　sarpsk巨ram

　　arabhate　　／　 tam　　apek＄ya　　musalahastasaIpyogo’　pratyayaM　　haste’　py

　　utpatanakarma　　karoti　　／

　　それ故、最後の杵の運動によって臼と杵にとって、衝突と呼ばれる結合が生ずる。

　　その結合は杵に存するヴェーガ（勢い）に依存しつっ、杵に意識に依らない飛び

　　上がりの運動を生ずる。その飛び上がりの運動は衝突に依存し、杵に潜在能力

　　（サンスカーラ）を形成する。それ（潜在能力）に依存して、杵と手との結合が

　　手にまた意識に依らない（無意識的な）飛び上がりの運動を生ずる。

ここでは杵と臼との衝突に関して記されている。すなわち、杵の振り下ろす最後の運

動によって杵は臼と衝突をする。そのとき、杵の振り下ろしによって杵に生じた潜在

能力、ヴェーガ（勢い）に基づいて杵に意識に依らない飛び上がりの運動が生ずる。

それに伴われて杵に潜在能力、ヴェーガ（勢い）が生ずる。この杵に存するヴェーガ

に基づいて杵と手の結合から手に無意識的な飛び上がりの運動が生ずる。

以上がPraSastapadabha§yaに書かれた杵と臼との衝突である。これを図式化すると第

3図のようになる。
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第3図

（1）

欲求

杵と臼との衝突運動

身体部分の運動（杵を持ち上げる、振り下ろす運動）

　　　意志的努力　　　　　アートマン　　結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（意志的努力）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手　　　　合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1誓

手に運動発生

杵に運動発生

（2）臼と杵との衝突

衝突直前の杵の振り下ろすこと

に依る杵のヴェーガ（勢い）

衝
突

］臼
杵 杵に飛び上がりの運動発生

杵にヴェーガ（勢い）発生

杵のヴェーガ
結
合

］杵
手 手に飛び上がりの運動発生

3－3、　槍を投げる時の槍の運動

槍を投げる運動はPraSastapadabha§yaにおいて次のように記述されている。（16）

　　　yada　tomararp　　hastena　grhitvotk§eptum　　icchotpadyate，　　tadanantararp

　　　prayatna］b，　　tam　　apekSama阜ad　　yathoktat　　sarpyogadvayat　　tomarahastayor

　　　yugapad　　akar§apakarrna垣　 bhavatah　 ／　prasarite　　ca　　haste　　tadakarSaOa－

　　　rtha】臣　prayatno　　nivartate　　／　tadanantararp　tiryag　　Urdhvarp　　dUram

　　　asannalp　 va　 k§ipamlticcha　 safijayate　／　tadanantararp　 tadanurilpah　 pra－

　　　yatnas　　tam　　apek＄amapas　　tomarahastasarnyogo　　nodanakhyah　　／　　tasmat

　　　tomare　　karmotpannarlrl　nodanapek＄am　　tasmin　　sarpskaram　　arabhate　　／

　　　tatab　　sarpskaranodanabhyalp　　tavat　　karma皐i　　bhavanti　　yavad　　dhasta－

　　　tomaravibhaga　iti　／　tato　vibhagan　nodane　nivrtte　samskarad
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　ardhvarp　tiryag　　d亘ram　asannarp　va　prayatnanurOpani　　karmani　　bhavanty
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
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　　a　patanad　　iti　　／

　　槍を手によって掴み、持ち上げようとする欲求が生じる。その直後に意志的努力

　　が〈生じる〉。それ（意志的努力）に依存している前述の2つの結合（すなわち、

　　アートマンと手の結合および手と槍の結合）から槍と手の両方に、同時に引くと

　　いう運動が生ずる。そして手が伸ばされたとき、その引くという目的の意志的努

　　力がやむ。その直後に“横へ、あるいは上へ、あるいは遠くへ、あるいは近くへ

　　私は投げる”という欲求が生じる。それに続いて、それにふさわしい意志的努力

　　がく生じる〉。それ（その意志的努力）に依存している槍と手の結合が衝動と呼

　　ばれる。それから（その衝動から）槍に生じた運動は衝動に依存してそれに（槍

　　に）潜在能力（saipskara）を形成する。それ故、潜在能力と衝動との両方によ

　　って手と槍との分離くが起こる〉まで諸々の運動が生ずると〈いう〉。その後、

　　〈手と槍との〉分離から衝動が消失するとき、〈生じた〉潜在能力から上へ、あ

　　るいは横へ、あるいは遠くへ、あるいは近くへ意志的努力にふさわしい諸々の運

　　動が落下に至るまで生ずると〈いう〉。

ここでは槍を投げることの運動過程が記載されている。人が槍をつかみ、　“槍を持ち

上げよう”という欲求がアートマンに生じる。その直後にそれにふさわしい意志的努

力が生じる。この意志的努力に基づいてそれにふさわしいアートマンと手の結合が起

こり、それに基づいて“槍を引く”という手の運動が生ずる。それと同時にこの意志

的努力に基づいて手と槍との結合が起こり、それによって槍に“引く”という運動が

生ずる。手が伸ばされたとき、　“引く”という目的の意志的努力が止む。その直後に

“槍を横へ、あるいは上へ、あるいは遠くへ、あるいは近くへ投げる”という欲求が

生じる。その欲求にふさわしい意志的努力が生じる。すなわち、　“槍を横へ投げる”

という欲求に対しては“横へ投げる”という意志的努力、　“上へ投げる”という欲求

に対しては“上へ投げる”と言う意志的努力、等々の意志的努力が生じる。この意志

的努力に依存している手と槍との間に衝動と呼ばれる結合が生ずる。この衝動から槍

に運動が生ずる。その運動は衝動に依存して槍に潜在能力（samskara）を形成する。

この潜在能力と衝動の両方によって手と槍が分離するまで衝動中において槍に諸々の

運動が生ずる。分離によって衝動がなくなれば、槍に生じた潜在能力から上へ、横へ、

遠くへ、近くへ意志的努力にふさわしい諸々の運動が落下まで生ずる。

　ここに記載された衝動について、Nyayakandallでは次のように注釈されているCt「）。
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　　taln　　apekSamanas　　tomarahastasarpyogo　　nodanakhyo　　nodyasya　　tomarasya

　　nodakasya　　ca　　hastasya　　sahagamanahetutvat　　／

　　‘それに（その意志的努力に）依存している槍と手との結合は衝動と呼ばれる’、

　　何故なら、〈衝動には〉槍という推されるべきものと手という推進者の両方が一

　　緒に進行することの原因であるという特質があるが故に。

これによれば、衝動とは“推すもの”と“推されるべきもの”が一緒に動くような結

合である。この結合を媒介として“推すもの”の運動が“推されるべきもの”に徐々

に伝わって行くのである。ここでは、衝動を通して手が槍を推し、手の運動が槍に伝

わり、槍の運動が徐々に激しくなっていく。すなわち、衝動を通して意志的努力に基

づいて槍に最初の運動が生ずる。その槍の運動に伴われて槍に潜在能力（運動の勢

い）が生ずる。さらに衝動のもとで意志的努力に依存している手が槍を推し続けるた

め、槍の潜在能力から槍により激しい運動が生じ、その運動からより強い潜在能力が

生ずる。このような方法でこの衝動のもとで槍の運動と潜在能力が相乗的にまして行

く。衝動中で槍の運動が激しくなり、ついに手と槍との衝動が保てなくなり、槍は手

から離れ、落下するまで空中を運動する。空中では槍は衝動中に蓄えられた潜在能力

（勢い）、すなわち意志的努力にふさわしい潜在能力によって運動する。

以上がPraSastapadabhaSyaに記載された槍を投げるときの槍の運動である。この槍の

運動過程を図示すると第4図のようになる。
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第4図　槍を投げる運動

①　槍を引く

欲求意志的努力 u二
アートマンと手の結合一槍を引くという手の運動

手と槍の結合　　　　　　槍を引くという槍の運動

②槍を横へ、あるいは上へ、あるいは遠くへ、あるいは近くへ投げる。

欲求　　　意志的努カー　（アートマンと手の結合）

衝
動

］手
槍 手と結合中の槍に運動発生

槍に潜在能力（勢い）発生

③　　衝動中の槍の運動

槍の＿力＿＿ご竺竺ユ手と結合中の槍の運動

　　　　　益々激しくな

　　　　　る。

槍の潜在能力増大

④槍が手から離れ、空間中での運動

衝動中に得られた

槍の潜在能力 槍が落下するまでの

諸々の運動

3－4、　弓矢の運動

　ここでは前述の槍の運動と同じく衝動過程（nodana）が記述されている。槍の運動で

は意志的努力によって生じた手と槍との間の衝動過程であったが、この矢の運動では

弓の弦の潜在能力に基づく弦と矢との間の衝動過程である。

この弓矢の運動はPraSastapadabha§yaによれば、次のように記されている。”s｝
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yo　　balavan　　krtavyayamo　　vamena　　karepa　　dhanur　　vi＄tabhya　　dak§i阜ena

6araIp　　sandhaya　　saSararp　jyalp　 mu＄1ina　 grhltva　 akar＄a　rp　eccharn　　karoti，

sajye§v　　akar§ayamy　　etad　　dharlur　　iti　　／　　　tadanantaraM　　prayatnas　tam

apek＄amaiiiad　　atmahastasarpyogad　　akar§a皐akarma　　haste　　yadaivotpadyate

tadaiva　　tam　　eva　　prayatnam　apekSama阜ad　　dhastajya6arasarnyogad　jyayarp

Sare　　ca　　karma，　　prayatnavi5i§1ahastajyaSarasarpyogam　　apek＄amarpabhyam

jyakotisalpyogabyalp　　karmapi　　bhavato　　dhanu§ko？yor　　ity　　etat　　sarvaM

yugapat　　／　evam　　akarrpad　　akl§te　　dhanu§i　natah　　param　　anena　　gantavyam

iti　　yaj　jianarn　　tatas　　tadakarSa］4arthasya　　prayatnasya　　vinaSas　　tatab

punar　mok＄apeccha　safijayate，　　tadanantaram　 prayatnas　　tam　　apek＄amai〕ad

atmahgulisalPyogad　　ahgulikarma，　　tasmaj　　jyahgulivibhagab　　tato

vibhagat　　salpyogavina§ah，　　tasmin　　vina§te　　pratibandhakabhavad　　yada

dhanuSi　　vartamana］b　　sthitisthapakab　　saUiskaro　　ma口（重alibhUtarp　　dhanur

yathavasthitaM　　sthapayati　　tada　tam　　eva　　salpskaram　　apekSamarpad

dhanurjyasarpyogad　　jyayaエp　 Sare　　ca　　karmotpadyate　　／　 tat　　sva－

karapapek§am　　jyayarp　　sarpskaram　 karoti　　／　 tam　　apek§amapa　　i§ujya－－

sarnyogo　　nodanam，　　tasmad　　iSav　　adyarn　karma　　nodanapekSam　　i§au

salpskaram　　arabhate　　／　　tasmat　　salpskaran　　nodanasahayat　　tavat

karma］4i　　bhavanti　　yavad　　i＄ujyavibhagab，　　vibhagan　　niv；tte　nodane

karma阜y　　uttarottarapl＄usamskarad　eva　a　patanad　　iti　　／

身体の鍛錬をなした力強い人が左手によって弓をしっかり握り、右手によって矢

をつがえ、こぶしによって矢と一緒に弦をつかみ、　“私は弦と矢と一緒にこの弓

を引く”という〈弓を〉引こうという欲求を生ずる。それに続いて意志的努力が

〈生じる〉。それ（意志的努力）に依存しているアートマンと手との結合から引

くという運動が手に〈生ずる〉、ちょうどそのとき、その意志的努力だけに依存

している手と弦と矢との結合から弦と矢とに運動が〈生ずる〉。意志的努力によ

って特定化された手と弦と矢との結合に依存している弦と弓の両端の結合から弓

の両端に運動が生ずる。以上このことはすべて同時に〈起こる〉。このように耳

まで弓が引かれたとき、これ（手）によってこれ以上に引くことが出来ないとい

う理解にく達する〉。その理解から、それ（弓）を引くという目的の意志的努力
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　　が消滅する。それから、さらに〈それを〉解き放そうとする欲求が生じる。それ

　　に続いて意志的努力が〈生じる〉。それ（意志的努力）に依存しているアートマ

　　ンと指との結合から指に運動が〈生ずる〉。それから弦と指との分離がく生ずる

　　〉。それ故、その分離から結合（矢と弦と指との結合）が消滅する。それが消滅

　　したとき、束縛がなくなることから、弓に住している弾力という潜在能力は弓が

　　丸くなっている状態を弓の元の安定な状態になるように復せしめる。そのとき、

　　その潜在能力だけに依存している弓と弦との結合から弦と矢とに運動が生ずる。

　　それ（運動）はく運動〉自身の原因（すなわち、弓と弦との結合）に依存し、弦

　　に潜在能力を生ずる。それ（弦の潜在能力）に依存している矢と弦との結合は衝

　　動〈という特殊な結合〉である。それ（衝動）から矢に〈生じた〉最初の運動は

　　衝動に依存し、矢に潜在能力を形成する。衝動に伴われたその潜在能力から矢と

　　弦との分離が〈起こる〉まで諸々の運動が生ずる。〈矢が弦から〉分離すること

　　から衝動が消滅したとき、次々の運動は矢にある潜在能力だけから落下するまで

　　〈生ずる〉のである。

このようにPraSastapadabhaSyaで説明された弓矢の運動は次の4つの部分に分けるこ

とができる。それらは（1）弓を引くときの手の運動およびそれに伴われた弓と矢の

運動、　（2）弓の弦から指を離したときの弓と弦の運動、　（3）弦と矢が結合しなが

ら、一緒に動くという弦と矢の特別なる結合、衝動における矢の運動、　（4）空中に

おける矢の運動である。これらの運動を図に示したのが第5図である。これらの運動

は次のように説明されている。

（1）　弓を引くときの運動

　ここでは次の3つの運動が説明されている。それらは弓を引くときの手の運動、そ

れに伴われた弦と矢の運動、弦の動きに伴われた弓の両端の運動である。それらは第

5図の（1）①の部分で示されている。これらの運動はPragastapadabhaSyaによれば、

次のように説明されている。すなわち、人が弓に矢をつがえ、“弓を引きたい”とい

う欲求を生ずる。その直後にそれにふさわしい意志的努力が生ずる。その意志的努力

によってアートマンと手の結合が生ずる。その結合によって手に弓を引くという運動

が生ずる。それに伴われて手と弦と矢との結合から弦と矢に引くという運動が生ずる。

そして弦の動きに伴われて弦と弓の両端との結合から弓の両端に運動が生ずる。これ

ら3つの運動は弓を引くという意志的努力によって同時に生ずるのである。
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第5図弓矢の運動
（1）身体部分の運動

①　弓を引く

欲求　力
u：

②弓を解き放つ
欲求　　　意志的努カーアートマンと指の結合

　　　弓を引くという手の運動
　　　弦と矢の引くという運動

弦と弓の両端との結合一弓の両端の運動
　　　　　　　　　　　（弓が丸くなる）

　　　弦から指を離す動作

　　　　　　1

　　　弓に束縛がなくなる

（2）弓矢の運動

③　弓の運動
弓の弾力

④　弦の運動
弓の弾力

（弓　丸くなっている状態

弓と弦との結合

弓に運動発生
元の安定な状態）

⑤　衝動中の矢の運動①
弦の潜在能力 弦と矢の間の衝動

弦と矢に運動発生

　　1

弦に潜在能力（ヴェーガ）発生

弦と結合中の矢に最初の運動発生

　　1

矢に潜在能力（ヴェーガ）発生

⑥衝動中の矢の運動②

㌶欝齢＝＝：竺竺竺＝L＿弦と結合中の矢の翻
　（ヴェーガ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　激しさ増す

⑦矢が弦から離れ、空間中での運動。
衝動中に得られた　　　　　空間と矢との結合、
矢の潜在能力　　　　　　　分離の繰り返し

　　1

矢の潜在能力増大

矢が落下するまで
の諸々の運動
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（2）　弓の弦から指を離したときの弓と弦の運動

　この部分は弓が束縛を解かれて運動を生ずるところである。第5図の（1）②、（2）

③④の部分で示された運動である。すなわち、人が弓を十分に引いた後、次に“弓を

解き放したい”という欲求が生じる。その直後にそれにふさわしい意志的努力が生ず

る。この意志的努力によって指が弦から離れる。弓に束縛がなくなるから弓の弾力に

よって弓を丸くなっている状態から元の安定な状態へ戻すべく弓に運動が生ずる。そ

の運動に伴われて弓と弦との結合から弦と矢に運動が生じる。そして弦の運動から弦

に潜在能力（すなわち、ヴェーガ（勢い））が発生する。

以上が記載されている。次に弦の潜在能力に依存して衝動が生じて、弦の運動が矢に

徐々に伝わっていく過程が説明されている。

（3）　衝動中での矢の運動

　ここでは（2）で述べたように弓の弾力による弓と弦との結合から弦に運動が発生

し、弦に潜在能力が生じる。このとき、弦と矢の結合は弦の潜在能力に基づいて特殊

な結合、衝動を発生する。この衝動（nodana）についてはNyayakanda11では次のよう

に注釈されている。（ig）

　　tarp　 ca　　sarpskaram　　apekSma】4a　　i§ujyasalpyogo　　nodanam，　　nodyasyeSor

　　nodakasya　　gunasya　　sahagamanahetutvat　　／

　　そして‘それに’、〈すなわち〉潜在能力に‘依存している矢と弦との結合は衝

　　動〈という特殊な結合〉である。’何故なら、〈衝動には〉推されるべき矢と推

　　進者たる弦とが一緒に進行することの原因であるという特質があるが故に。

これによれば、前述の手と槍との衝動と同じように、衝動とは“推すもの”と“推さ

れるべきもの”が一緒に動くような結合である。この結合を媒介として“推すもの”

の運動が“推されるべきもの”に徐々に伝わって行くのである。ここでは、衝動を通

して弦が矢を推し、弦の運動が矢に伝わり、矢の運動が徐々に激しくなっていく。す

なわち、衝動を通して弦の潜在能力に基づいて矢に最初の運動が生ずる。その矢の運

動に伴われて矢に潜在能力（ヴェーガ（運動の勢い））が生ずる。さらに衝動のもと

で弦が矢を推し続けるため、矢の潜在能力から矢により激しい運動が生じ、その運動

からより強い潜在能力が生じる。このような方法でこの衝動のもとで矢の運動と潜在

能力が相乗的に増して行く。これは第5図（2）⑤⑥の部分の運動である。

（4）　空中での矢の運動
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ここでは（3）で矢の運動が激しくなり、ついに矢は弦との結合、衝動が保てなくな

り、弦から離れてそれまでに蓄えられた潜在能力によって空間中を運動する。第5図

⑦の部分である。この潜在能力は矢の重さが障害となり徐々に減少して行きっいには

0となる。そのとき、矢の重さによって落下する。

以上がPraSastapadabhaSyaによって述べられた弓矢の運動である。弓矢の運動を図式

化した第5図の⑤から⑦までの図式、すなわち衝動過程における図式は回転や落下な

どに使われた方法である。2－2で示した衝突過程のパターン（第3図（2））と今

示した衝動過程のパターン（第5図⑤一⑦）は記憶の発生過程のパターンとよく類似

していること（非常に強く印象を受けたときの記憶の発生過程と衝突過程のそれぞれ

のパターンの類似および普通に印象を受けたときの記憶の発生過程と衝動過程のそれ

ぞれのパターンの類似）を次章に示す。

4、　PraSastapadabhaSya第3章第5節「アートマンに支配されない運動」

　この第5節では主に意志的努力に基づかない運動が記載されている。そこには落下

運動、水の流出運動、ろくろの回転運動、息という風の運動、マナス（アートマンの

補助器官）の運動、原因の分からない運動が記述されている。VaiSe＄ika学派ではこ

れらの運動はすべて方向の定まらない運動とされ、進行という種類に入れられていた。

これらの運動の内、水の流出運動は堤の破れ目から水が流出する仕方が記述され、息、

という風の運動は空気が流出する呼吸運動について記述されている。マナスの運動に

ついてはマナスの2つの運動が記述されている。1つは人が対象物を知覚するために

生ずるマナスの運動、他は輪廻の世界において死後、人が生まれ変わるために死体か

らマナスが抜けだし、次に誕生する身体へ入る運動が記述されている。原因の分から

ない運動はすべてアドリシュタ（不可見力）と呼ばれる超能力によって動かされると

考えられていた。このような運動の内、落下運動、ろくろの回転運動および水の流出

運動がPragastapadabhaSyaにおいてどのように記述されているか、見ていく。

4－1、　ろくろの回転運動

　ろくろの回転はPraSastapadabhaSyaでは次のように記載されている。（2°）

　　tatha　　cakradiSv　　avayavana　p　 parSvatab　 pratiniyatadigde§asarnyoga－

　　vibhagotpattau　　yad　　avayavinab　　sarpskarad　　aniyatadigdeSasarpyoga一
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　　vibhaganimittalp　karma　　tad　　bhramanam　　iti　　／

　　同様にろくろなどにおいて、諸々の部分にとって〈ろくろの〉縁ではそれぞれ方

　　向の定まった〈空間の〉場所との結合と分離が生じているとき、〈ろくろの〉全

　　体は潜在能力から方向が一定しない場所と結合し、分離する〈、その〉ことを原

　　因として運動〈が生ずる〉ところのぞくの運動〉が回転であるとくいう〉。

これは回転運動の定義である。すなわち、回転しているろくろのある部分に注目すれ

ば、瞬間瞬間、方向の定まった場所との結合、分離がそれぞれ行われるが、その部分

部分の方向は一定していないため、それを総合した全体では方向が一定していない諸

々の場所との結合、分離が行われる。この運動が回転であり、その推進力となるもの

が潜在能力であると、述べている。PraSastapadabhaSyaでは回転にっいてこれ以上の

ことは述べられていない。N　yayakandallでは回転の定義だけでなく、その運動の仕

方が述べられている。その仕方は次のように記されている。（21）

　　prathamarn　　cakravayavini　da】4〔〕asalpyogat　　karmotpadyate　／　uttarottarani

　　karmani　nodanad　abhighatat　karmajat　samskarac　ca　bhavanti／evaM

　　vegad　　da口（lasaipyukte　　cakravayave　　adyam　　karma　　dap（lasamyogat，

　　avayavantare＄u　　ca　　salpyuktasarnyogat，　　da】4（］asarPyuktasyavayavasyo－

　　ttarottarakarma阜i　　saIpskaran　　nodanac　　ca　　／　　　　apareSarp　 salpLskarat，

　　sarnyuktasalpyogac　　ca　　／　　da阜ζlavigame　　tu　　cakre　　tadavayave＄u　　ca

　　sarnskarad　　eva　　kevalat　　／

　　最初にろくろの全体において、棒との結合から運動が生ずる。次々の運動は衝動

　　と衝突と、そして運動から生じた潜在能力とから生ずる。それ故、棒と接触して

　　いるろくろの部分において、〈棒の〉勢い（vega）から最初の運動が生ずる。何故

　　なら棒との結合があるが故に。そして他の諸々の部分においても、〈棒と〉接触

　　している部分と〈他の部分と〉の結合（salpyuktasarnyoga）から〈運動が生ずる

　　〉。棒と接触している部分の次々の運動は潜在能力と衝動から生ずる。そして、

　　他の諸々の部分（すなわち、棒と直接接触していない部分）〈の運動〉は潜在能

　　力と、〈棒と〉接触している部分と〈他の部分と〉の結合とから〈生ずる〉。だ

　　が、ろくろおよびその諸々の部分から棒を取り去るとき、まさに潜在能力だけか

　　ら、〈運動が同様に生ずる〉。

ここでは、棒を付けたろくろの回転運動が記述されている。棒を回すことによってろ
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くろが回転を始めるとしている。この方法によってろくろの回転がどのように説明さ

れていたか次に述べる。Nyayakanda11ではろくろを、棒を接続しているところを中

心にしていくつかの同心円上の輪に分割し、それらを部分としてろくろが構成されて

いるとされ、そして棒の回転運動は部分と部分とをつなぐ結合を通して次々に部分に

伝わると考えられていた。部分と部分、すなわち輪と輪をつなぐ結合は“〈その部分

（動いている部分）とそれに〉つながれた部分との結合”（samyuktasamyoga）と呼

ばれている。回転運動は棒に直接接触している部分とそうでない部分とに分けて論じ

られている。棒に直接接触している部分の回転運動は次のように説明されている。棒

の回転に伴って接触部分に特殊な結合、衝動が生じ、この結合を媒介として棒の潜在

能力、ヴェーガ（棒が回転する勢い）に基づいて接触部分に回転が発生する。この回

転によってその部分に運動の潜在能力（勢い、すなわち、　ヴェーガ）が発生する。

この特殊な結合、衝動を通して棒がその接触部分を回転させ続けるため、その潜在能

力から接触部分に、より激しい回転運動が生じ、その運動からより強い潜在能力が生

ずる。このような方法で接触部分の回転運動と潜在能力は増大する。棒に直接接触し

ていない部分の回転運動もまた同じパターンが使われていた。すなわち、“〈その部

分とそれに〉つながれた部分との結合”を媒介として直接接触している部分の運動が

接触していない部分に伝わっていく。その伝わり方は接触している部分と同様である。

棒を取り去ったときは生じた潜在能力によって回転がなされる。このように回転運動

が説明されている。これを図示したものが第6図である。この回転運動を説明したパ

ターンは弓矢の衝動過程のパターン（第5図⑤一⑦）と全く同じものである。また、

Pra6astapadabh碗yaに書かれた“回転は潜在能力による”ということはこのNyaya－

kandallの説明により、ろくろから棒が取り去られたときのろくろ自身が回転する運

動がいわれているものと考えられる。
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第6図　ろくろの回転運動

（1）　棒に回転運動が与えられる。

（2）　棒に直接接触しているろくろの部分

①捧のヴェーガ　　棒と接触部分との衝動 接触部分に最初の回転発生

接触部分にヴェーガ発生

②㌶二∴一ガニ竺竺竺ユ＿回転運．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェーガ増大

（3）　ろくろのその他の部分

①棒に接触している一接触部分と他部分との結合一その部分に最初の回転発生

　部分のヴェーガ　　　　　（samyuktasaIpyoga）

その部分にヴェーガ発生

②ヴエーガ＿ご竺竺コ＿＿噸動

ヴェーガ増大

（4）　棒を取り去る（ろくろのすべての部分）

　ヴェーガ 回転運動

4－2、落下運動

　落下運動はPraSastapadabhaSyaによれば次のように説明されている。（22’

　　　PI’thivyudakayor　　gurutvavidharakasarpyogaprayatnavegabhave　　sati

　9　Ll　1－　Lltvad　yad　adhogamanarp　 tat　　patanam　／　yatha　musalaSarlradiS〔iktam　／
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　tatradyarn　　　gurutvat，　　dvitlyadlni　　tu　　gurutvasalpskarabhyam　　／

　　　土性の物質と水性の物質にとっては、重さを阻止させるような結合と意志的努

　　力とヴェーガ（勢い）とが存在しないとき、重さから下へ向かう進行〈が生ずる

　　〉。そ〈の進行〉が落下である。例えば、〈この落下運動は〉杵や身体等におい

　　て既に述べた通りである。そこで、最初〈の落下運動〉は重さからく生ずる〉。

　　だが、第2〈瞬間時〉等〈の運動〉は重さと潜在能力との両方からく生ずる〉。

これによれば、落下運動は重さから生ずる下へ向かう進行とされ、重さを持っている

物質は土性の物質および水性の物質であると考えられていた。落下の運動過程につい

てはNyayakandallによれば、次のように注釈されている。（23）

　　tatradyalp　　karma　　gurutvat，　　dvitlyadlni　　tu　　gurutvasalpskarabhyam　　／

　　te§u　　musaladi§v　　adyalp　　karma　　gurutvad　　bhavati　　tena　　karma耳a

　　sarpskarah　　kriyate，　　tadanantaram　　uttarakarmapi　　gurutvasarnskarabhyarp

　　jayante，　　dvayor　　api　　pratyekam　　anyatra　　samarthyavadharai）at　　／

　　‘そこで、最初の’〈落下〉運動は‘重さから〈生ずる〉。だが、第2〈瞬間時

　　〉等〈の運動〉は重さと潜在能力（sarpskara）との両方から〈生ずる〉。’〈す

　　なわち〉それら杵等において最初の運動は重さから生ずる。その運動によって潜

　　在能力が生ずる。それに続く次々の運動は重さと潜在能力とから生ずる。何故な

　　ら、〈重さと潜在能力との＞2っにおいてもまた、それぞれは他の所では〈運動

　　を生じさせる〉能力として確定されているが故に。

これによれば、第1瞬間時の落下運動は重さによって生ずる。この最初の落下により、

落体中に潜在能力（ヴェーガ、すなわち勢い）が生ずる。次の瞬間の落下運動は重さ

と落体に生じた潜在能力とを推進力として生ずる。このようにして、次々に落下して

いくと考えられていた。何故、潜在能力が付け加えられるのかその理由はNyaya－

kanda11によれば、潜在能力は運動を発生させる能力を持っているからとしている。

これを図示すると第7図になる。この運動の発生パターンは矢の衝動過程のパターン

と同じである。この場合違っている点は物体を最初に落下せしめる推進力、すなわち

重さが運動物体と違った物体にあるのではなく物体内部にあることである。そのため、

落体はいつも推進力と共に動いているので、いつも衝動状態にある。したがって、落

下は第1瞬間時より第2瞬間時の方が運動が激しくなり、それによって生ずる潜在能

力の強さもまたより強くなる。それ故、第3瞬間時では第2瞬間時より運動がより激
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しくなり、潜在能力の強さもまたより強くなる。このようにして落下運動は時間がた

っに従ってより激しく、潜在能力の強さもまたより強くなっていく、と考えられる。

第7図

落体の重さ

落下運動

第1瞬間時の落下運動発生

落体に潜在能力発生

重さ

潜在能力

第2瞬間時等の落下運動

4－3、　水の流出運動

　　水の流出運動については堤でせき止められていた水が堤の破れ目から流出する仕方

が記述されている。それはPraSastapadabhaSyaによれば次のように記載されている（2“）。

　　　samantad　　rodha】口sarpyogenavayavidravatvalp［　pratibaddham　　avayava－

　　　dravatvam　　apy　　ekarthasamavetalp　　tenaiva　　pratibaddham，　　uttarottara－

　　　vayavadravatvani　　salpyuktasair1yogaib　　pratibaddhani　　／　yada　tu　　matraya

　　　setubhedah　krtobhavati，　　tada　samantat　　pratibaddhatvad　　avayavi－

　　　dravatvasya　　karyarambho　　nasti　　／　setusamipasthasyavayava－

　　　dravatvasyottare§am　　avayavadravatvanarp　　　pratibandhakabhavad　　x・　1’tti－

　　　　labha］b　／　tatab　 kramaSah　　sarnyuktanam　　evabhisarpa取am　　／　tatab　　p亘rva－

　　　dravyavinaSe　　sati　　prabandhenavasthitair　　avayavair　　dlrgham　　dravyam

　　　arabhyate　　／　tatra　　ca　　kara］〔1agu皐apOrvakrame亘a　　dravatvam　　utpadyate　　／！

　　　　tatra　　ca　　karapanarp［　salpyuktanarrt　prabandhena　　gamane　　yad　　avayavirli

　　　karmotpadyate　　tat　　syandanakhyam　　iti　　／

　　　すべての方向で堤との結合によって〈水の〉全体の流動性が阻まれる。そして〈

　　　堤と直接に接触している〉部分の流動性はまた1つのもの（堤）と密接に結びつ

　　　　いている。それによって全くく流動性が〉阻まれる。＜直接に接触している部分
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　　に続く〉次々の部分の流動性は諸々の“〈その部分とそれに〉つながれた部分と

　　の結合”　（すなわち、堤と直接結びついている部分とそれにつながれた次の部分

　　との結合および次の部分とそれにっながれた部分との結合等の結合）によって阻

　　まれる。だが、わずかばかり堤の破壊がなされるとき、すべての方向でく流動性

　　が〉阻まれているという特徴から全体にわたる流動性が結果を生ずることはない。

　　堤くの破れた穴〉に隣接している部分の流動性と〈その部分に続く〉次々の諸々

　　の部分（すなわち、隣接している部分に順次つながれる諸々の部分）の流動性に

　　とっては阻むものが存在しないことから活動が得られる。それ故、〈それに〉順

　　次っながれた諸々の部分だけが〈破れた穴に〉接近する。従って、前の実体（す

　　なわち、堤によって阻まれて堤の形をなしている水）が崩壊しても〈堤の破れた

　　穴と〉連続したつながりによって存在している諸々の部分によって長い実体（す

　　なわち、連続して細長くつながれた形の水）が形成される。そしてその場合、原

　　因の性質（すなわち、連続して細長くつながれていく諸々の部分の流動性）に基

　　づく順序によって〈長い実体の全体に〉流動性が生じる。そこでまた、原因とな

　　るつながれた〈諸々の部分〉が連続したっながりによってく引き続き〉進行する

　　とき、全体に運動が生ずる、そ〈の運動〉が“流れること”　（syandana）と呼ば

　　れる〈運動〉である、とくいう〉。

以上がPraSastapadabha§yaにおいて水の流出について記載された個所である。ここで

は水の流動性が原因となって水の流れが生ずることが記されている。まず水が堤にせ

き止められて水の流動性が消失したところから始まり、堤が破れて穴があいたとき、

水の流出がどのように生ずるのかその流出過程が書かれている。堤にせき止められた

ときは、堤に直接接触している部分は堤によってその流動性が阻まれる。次の部分は

“〈直接接触している部分とそれに〉っながれた部分との結合”　（samyukta－－

sarpyoga）によって堤につながれることからその部分の流動性が阻まれる。次の部分

も同じようにして水の流動性が“〈阻まれた部分とそれに〉つながれた部分との結合

”　（saIpyuktasarpyoga）によって順次阻まれる。このように、4－1、ろくろの回

転で示した“部分と部分とをつなぐ結合”（sarpyuktasamyoga）によって全体として

流動性が堤によって阻まれるということが記されている。次に堤が破れて穴があいた

ときは穴に隣接している部分は堤との結合が消え、その流動性は阻むものが無いから

活動を開始する。この部分に隣接している次の部分も阻むものがなくなったから流動
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性が活動を開始する。このような方法で隣接している部分に順次つながれた部分が流

動性の活動を開始し、穴に接近する。これらの部分は今までの流動性を阻止する部分

と部分とをつなぐ結合関係がなくなり、今までの堤に阻まれた形の水はなくなり、新

たなる穴と隣接している部分とそれにつながれた部分との結合（sarpyukta－

sarnyoga）が生じ、堤の破れた穴と連続したつながりによって存在している諸々の部

分によって細長くつながれた形の水が形成される。このように生じた細長くつながれ

た諸々の部分の流動性がその方向に順次作用するから細長くつながれた水全体に流動

性が生じる。その流動性によって諸々の部分が連続したつながりによって、すなわち

方向を異にすることなく一列をなすことによって引き続き進行するとき、全体に運動

が生じる。それを“流れること”　（syandana）と呼ぶと記されている。これを図に示

すと第8図のようになる。

　以上でPraSastapadabhaSya言己載の水の流出過程について説明を終わりにする。ここ

では水の流出がdravatva（流動性）によることが記載されている。

　以上でPraSastapadabhaSya第3章運動、第4節、第5節に記載された運動の主なる

ものを紹介した。これによれば、槍を投げる運動、弓矢の運動、回転運動、落下運動

の衝動過程において同じパターンが見られた。すなわち、衝動過程、　「推しているも

の」と「推されている物体」の結合において、　「推しているもの」の推進力が「推さ

れている物体」に徐々に伝わっていくというパターンが見られた。それを図示すると

第9図のようになる。次に、これらの運動がどのような原因によって生ずるのか、そ

の発生原因を見ていく。
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第8図　水の流出運動

（1）　水の流動性が堤によって阻まれる。

　　　　堤　　　　　　　　　　sarpyoga　　　　堤に直接接触している部分の水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流動性阻まれる。

直接接触している部分の水一　samyuktasarpyoga一その部分に続く部分の水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流動性阻まれる。

その部分に続く部分の水　　　　sarnyuktasarnyoga　　　次に続く部分の水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流動性阻まれる。

　このようにして全体として水の流動性が阻まれる。

（2）　堤に小さい穴があいたときの水の流出

①堤に開いた穴　　　　　　　salpyoga　　　　　　穴に隣接している部分の水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阻むものがないから流動性が得られる

穴に隣接している部分の水一saIpyuktasarpyoga一　この部分に続く部分の水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阻むものがないから流動性が得られる

この部分に続く部分の水　一　salpyuktasarpyoga一　次に続く部分の水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阻むものがないから流動性が得られる

　このようにして破れた穴に隣接している部分の水に順次つながれた部分の水は連続

　して細長くつながれた形の水を形成し、それらの部分は流動性が得られる。

②　このようにつながれた部分の水の流動性は細長くっながれた形の水全体に流動性

　が生ずる。

③　その流動性によって諸々の部分が連続したつながりによって引き続き進行すると

　き全体に水の流出が生じる。その流出が“流れること”　（syandana）と呼ばれる。
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第9図　物体の運動に見られた衝動過程のパターン

①「推しているもの」の推進カー衝動　　　「推されている物体」の最初の運動

「推されている物体」の勢い

②監∵ll∵㌘二叉ユ「推されている物体＿動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　激しさ増す

「推されている物体」の勢い　増大

③衝動によって得られた勢い（vega）一　空中での結合分離一物体の空中での運動

5、　運動の発生原因

　運動の発生原因は第1章「運動の共通的な特徴」で既に述べたように、意志的努力、

重さ、流動性、勢い（ヴェーガ）、特殊な結合である。ここではPraSastapadabhaSya

の運動論の第4節、第5節で記述されている運動について、起こる原因は何か、調査

した。その結果を次に示す。身体の運動（意識の作用に基づく運動）では心中に起こ

った物を投げようとか、動かそうとかする意志的努力が身体をそのように動かす原因

と考えられている。物体の運動は身体に伴われた物体の動き（意識の作用に基づく運

動）とそれ以外の物体の運動とがある。身体に伴われた物体の動き（意識の作用に基

づく運動）では、身体の運動と同じく意志的努力が原因である。それ以外の物体の運

動では本稿3、4節の例で示したように、勢い、弾力、重さ、流動性、そして特殊な

結合が原因となっている。流動性は水が流れるという運動を生ずる原因となるもので

ある。また特殊な結合は衝動（nodana）、衝突（abhighata）、〈動いている部分と

それに〉つながれた部分との結合（salpyuktasalpyoga）である。第5節で記載され

た息の運動および身体中のマナスの運動は意志的努力が原因となっている。息の運動

は呼吸するとか、くしゃみをするとかという息、すなわち、風の動きである。（L’5）身体中

のマナスの運動は対象物を知覚するために感覚器官へ動くマナスの動きである。L！fi’
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VaiSesika学派では、マナスは原子的な微小粒子で身体内にただ1つ存在するものと

され、このマナスが感覚器官に到達したとき、物が知覚できるとされていた。このよ

うな息およびマナスの運動では人が覚醒しているときと人が眠っているときの2つの

場合について原因が論じられている。人が覚醒しているとき、“願いと嫌悪に伴われ

た意志的努力”（icchadve§ap亘rvakaprayatna）に基づき、アートマンと息の結合、

アートマンとマナスの結合から生ずるとされた。また、人が眠っているときは“生命

に伴われた意志的努力”（jlvanap亘rvakaprayatna）に基づいて生ずるとされた。身体

からマナスの脱出すなわち、死、身体ヘマナスの進入すなわち、誕生におけるマナス

の運動はアドリシュタ（adF＄ta、　不可見力）すなわち、超能力的な力によって生ず

るとされた。（2T｝また、原因不明なる運動はすべてアドリシュタによって生ずるとされた

tL’s）

Bこのアドリシュタ（ad1§ta）は、　PraSastapadabhaSyaではdharma、　adharmaの総称と

してアートマンのgupaの1つとしてあげられている。また、世界の創造と還滅とに

関与する神の意志によるある種の力でもある。四

このようにマナスの運動および体内での風の運動は意志的努力および不可見力によっ

て、運動が発生すると考えられていた。物体の運動は先に示したように、色々な原因

によって発生した。これらをまとめると第10図のようになる。これらの発生原因の

内、ヴェーガ（勢い）および特殊な結合について、次節で述べる。
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第10図　運動の発生原因

身体の運動（意識下の運動）

物体の運動

（1）勢い

（2）弾力

（3）重さ

（4）流動性

（5）意志的努力

（6）特殊な結合

vega

sthitisthapaka

gurutva

dravatva

潜在能力

samskara

　　　　　　　①衝動nodana

　　　　　　　②　衝突　abhighata

　　　　　　　③〈動いている部分とそれに〉つながれた部分との結合

　　　　　　　　　　　salpyuktasarpyoga

息の運動　　　意志的努力

マナスの運動　①　身体中での運動：意志的努力

　　　　　　　②身体から脱出および進入する運動：不可見力adF＄ta

運動の原因が未知なるもの：　不可見力

6、　vega　および特殊な結合

　物体運動が発生する原因となるvegaと特殊な結合、　nodanaおよびabhighataについ

て、どのようなものであったか調査した。特殊な結合、salpyuktasarnyogaは本稿4、

ろくろの運動、水の流動性で既に考察したように、部分と部分とをつなぐ結合であっ

て、運動中では動いている部分とまだ動いていない部分とをっなぐ結合で、動いてい

る部分の運動を動いていない部分に伝える役目をする結合である。この結合はnodana

と全く同じ性質を持っているので、ここでは省いた。まず、特殊な結合について述べ

る。

6－／、　衝動（nodana）

　特殊な結合の内、衝動は注釈書Nyayakandaliによれば、次のように記されている
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（30）

B

　　atha　kim　nodanam　ata　aha－一一一tatra　nodanam　gurutvadravatvaprayatna－

　　vegan　　samastavyastan　　apek§ama】40　　yab　　sarnyogaviSe＄a］b　　／　　katharr）

　　sarpyogaviSe§o　　nodanam　　ucyate，　　tatraha－一一一　nodanam　　avibhagahetoh

　　karma　rPa］［1　kara阜am　　iti　　／　nodyanodakayoh　 parasparavibhagalp　 na　　karoti

　　yat　　karma　　tasya　　kara】□arrt　nodanam　　／

　　　kim　　uktam　　syat？　　anena　　salpyogena　　saha　　nodako　　nodyalp　 nodayati

　　nanyatha，　　tenayalll　nodanam　　ucyate　　／

　　〈問〉その場合、衝動とは何か？

　　〈答〉ここで著者（PraSastapada）は‘その内、衝動は重さ、流動性、意志的努

　　力およびヴェーガ（勢い）のすべてあるいは個々のものに基づくところの特殊な

　　結合である。’とのべている。

　　〈問〉何故、〈この〉特殊な結合が衝動といわれるのか？

　　〈答〉そこで著者は‘衝動とは〈結合している2っのものが〉分離しないという

　　ことを原因として運動〈が生ずるとき、その運動〉の原因〈となる結合〉である。

　　’と述べている。〈すなわち〉推されるべきものと推進者との相互の分離を起こ

　　さない運動、その〈運動の〉原因が衝動である。

　　〈問〉どういうことなのか？

　　〈答〉この結合と一緒に推進者は推されるべきものを駆らしめるくということで

　　〉、それ以外のことではない。従って、こくの特殊な結合〉は衝動といわれる。

また、弓矢の運動において，　「矢の空中での運動は衝動で得られた唯1つのヴェーガ

によって生ずる。」という個所で、Nyayakandallでは次のように記されている。（川

　　nodanabhighatayor　　anyatarapekSalp　　karma　　sarpskaramarabhate　　na　　karma

　　matram，　　vegabhavat

　　衝動と衝突とのいずれかに依存する運動は潜在能力を形成する。単なる運動だけ

　　は〈潜在能力を形成〉しない。何故なら、ヴェーガ（勢い）が存在しないが故に。

　これから分かるように、衝動は「推しているもの」と「推されているもの」とが接

触しているときに生ずる。この特殊な結合は「推しているもの」が「推されているも

の」を運動せしめるという結合で、この結合を媒介として「推しているもの」から

「推されているもの」へ推進力が伝えられるのである。すなわち、　「推されているも
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の」の運動は衝動中、ヴェーガを生じ、生じたヴェーガは「推されているもの」の運

動を更に激しくする。衝動中ではこのような状態で、「推しているもの」の運動が

「推されているもの」へ徐々に推進力を伝え、　「推されているもの」の運動は徐々に

激しくなるのである。この推している物の推進力はNyayakandallでは重さ、流動性、

ヴェーガ（勢い）および身体に起こった意志的努力であると記されているが、Pragas

tapadabha§yaおよびその注釈書には流動性が衝動の原因になっていることはいっさい

書かれていない。しかし、Vai§e6ikasatraの13世紀頃の注釈書Anonymous　Commenta

ryのsUtra　5－2－3（dravatvat　syandanam／／“流れることは流動性から生ずる”）の

注釈において、流動性から生ずる流れについて、重さによって生ずる落下と全く同じ

パターンを使った説が紹介されている。その個所は　Anonymous　Comrnentaryによれば、

次のように書かれている。（32）

　　　uccadeSan　　nimnade§abhisarpa】〔1arp　　syandanam　　／　 tad　　dravatvad

　　utpadyate　　／　 prathamarp　　syandanam　　dravatvat　　／　 dvitlyadisyandanani

　　dravatvasarnskarabhyam　　／　 yatha　prathamarp［　patanarn　　gurutvat，

　　dvitlyadipatanani　　gurutvasarpskarabhyam　　iti　　bhaSyakarah　　／

　　　高い場所から低い場所へ近づくことが流れることである。それは流動性から生

　　ずる。最初の流れることは流動性から〈生ずる〉。第2等の諸々の流れることは

　　流動性と潜在能力（satpskara）とから〈生ずる〉。例えば、最初の落下は重さか

　　ら生ずる。第2等諸々の落下は重さと潜在能力とから〈生ずる〉。と諸々の注釈

　　者が〈述べている〉。

これによれば、最初の流れることは流動性から生ずる。第2瞬間時等の流れることは

流動性と流れることによって生じた潜在能力とから生ずる。これを図示すれば、第

11図のようになる。水の流れは内に流動性を持っているので、この流れている水は

いつも流動性と共に動いているので、落下運動と同じようにいつも衝動状態にある。

従って発生パターンは落下運動と全く同じである。しかし、Anonymous　Commentaryで

は、さらに続けて、“潜在能力については認識手段がないから、第2等の諸々の流れ

ることおよび落下にっいては重さと流動性とからまさに生ずる”　（samskare　pra－

manabhavat　dvitiyadisyandanapatananam　gurutvadravatvabhyam　evopapattib）と

この説が否定されている。このように、流れることについては流動性によって生ずる

ということがVaiSesika学派の一般的な考え方であったようである。
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　以上より、衝動は「推しているもの」と「推されているもの」が接触しているとき

に生ずる結合であって、この結合を媒介として「推しているもの」の推進力が「推さ

れているもの」へ伝えられるという結合である。この「推しているもの」の推進力は

重さ、流動性、ヴェーガ、意志的努力である。衝動を媒介として「推しているもの」

から「推されているもの」へ推進力の伝達は第12図のようになる。

第11図　水の流れ

流動性 第1瞬間時の流れること発生

流れている水に潜在能力発生

流動性

潜在能力力

第2瞬間時等の水の流れ

第12図　衝動（nodana）

（1）　「推しているもの」の推進カー衝動一 「推されているもの」の運動

「推されているもの」の勢い

　　　　　　　　　　（vega）

（2）

u㌻∴∵嶽二きユー「推されているもの」の運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　激しさを増す

「推されているもの」の勢い

増大
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6－2　衝突（abhighata）

　特殊な結合の内、衝突（abhighata）はNyayakanda］1によれば、次のように記され

ている。（33）

　　vegapekSo　　yab　　sarnyoga　　ekasya　　vibhagak；ta］b　karma］4ah　　karapam　　so

　　’bhighatab，　　abhighatyabhighatakayo］b　parasparavibhago　　yata】［1　karmairlo

　　jayate　　tasyaivaikasya　　hetur　　yah　　sarnyogavi6e＄ab　 so’ b?奄№?≠狽≠a@　／

　　‘ヴェーガ（勢い）に依存している〈特殊な〉結合で、’〈2つのものの〉分離を

　　作り出す‘1つの運動くが生ずるとき、その運動〉の原因となる結合、それが衝

　　突である’〈すなわち、〉衝突されるものと衝突するものとの相互の分離が〈1

　　つの〉運動から生ずる場合、その1つ〈の運動〉だけを引き起こす特殊な結合、

　　それが衝突である。

これによれば、衝突（abhighata）という結合は勢い（vega）に基づいて「衝突する

もの」と「衝突されるもの」とを一瞬結合させ、この結合によって生じた運動によっ

て両者をすぐに分離させてしまうような結合である。すなわち、勢いに基づいて「衝

突するもの」が「衝突されるもの」にぶつかり合ったときに生ずる結合である。この

衝突のメカニズムは本稿3－2、　「杵と臼との衝突運動」で既に述べたように、この

特殊な結合を媒介として、衝突前の推進力（vega）を衝突後の物体へ伝える結合であ

る。しかも、物体の衝突後の推進力もまたvegaである。すなわち、衝突前に持ってい

た「衝突するもの」のvega（勢い）が衝突後、物体に運動を生じさせる。そしてその運

動に伴われて物体に勢いが生ずるということである（第3図参照）。それ以降の物体

の運動はこの勢いによって生ずる。Vyomavatlによれば、この個所の注釈において衝

突後の物体の運動について次のように書かれている。C3“）

　　nanv　　ekasyeti　　padaM　　vyartham，　　abhighatad　　ubhayatrapi

　　karmopalabdheh　　／　 satyam　　／　tathtipy　　ekasyeti　　adyakarmajfiapanartham

　　uttrottaraη［i　　vegad　　eva　　bhavantlti　　／

　　‘1つの’という言葉は無用なのか？　運動の取得にっいて、衝突から2つの場

　　合（1つの場合と多数の場合）でく考えられる〉。〈それは〉その通りだが、し

　　かし’1つの’ということは最初の運動を暗示するためにくある〉。〈そして〉

　　次から次へのく運動〉はまさしくヴェーガ（勢い）から生ずるのである。

これによれば、衝突後の最初の、すなわち第1瞬間時の運動は衝突によって生ずる、
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すなわち第1瞬間時の運動は衝突を介して「衝突するもの」が衝突前に持っていた勢

い（ヴェーガ、vega）によって生ずる。。第2瞬間時以降の運動は第1瞬間時の運動

に伴われて生じた勢いによって生ずるということである。衝突のメカニズムは第13

図のように書ける。

第13図　衝突

衝突前の推進力（vega） 衝突 衝突後の最初の運動

衝突後の推進力（vega）

衝突後に得られたvega 衝突後の次々の運動

6－3　勢し、（vega）

　vegaはPraSastapadabha§yaのgurpa（性質）の章sarpskara（潜在能力）の項で、次

のように記されている。（35）

　　　sarnskaras　　trividha］b－一一一一　vego　　bhavana　　sthitisthapakaS　ca　　／　 tatra

　　vego　　m（irtimatsu　　paficasu　dravyeSu　　nimittaviSeSapek＄at　　karmaDo　jayate

　　niyatadikkriyaprabandhahetub　　sparSavaddravyasamyogaviSe§avirodhI

　　kvacit　karapagugtaparvakrame］40tpadyate　　／

　　　サンスカーラ（潜在能力）は3種である。すなわち、vega（勢い）、bhavana

　　（潜在印象）、sthitisthapaka（弾力）とである。その内、ヴェーガは有形な

　　5つの実体（地、水、火、風、マナス）において、〈衝動、衝突等の〉特殊な動

　　力因に依存した運動から生ずる。そして一定方向へ運動を継続させるための原因

　　である。可触性を有する実体との特殊な結合によってうち消される。ある場合に

　　は、〈実体の全体を構成している〉原因くである部分〉の性質〈としてのヴェー

　　ガ〉に基づく一連のつながりによって、〈全体のヴェーガは〉生ずる。　（すなわ

　　ち、実体の一部分に生じたヴェーガが全体に及ぶ）。
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これによれば、重さ、流動性によらない物体の運動はヴェーガ（勢い）を推進力とし

て動く。このヴェーガ（勢い）は一定方向へ運動を継続させるために必要なある能力

である。そしてヴェーガは特殊な結合（衝動、衝突）に基づいた運動から生じ、単独

の運動からは生じない。そして可触性を有する実体との結合によってヴェーガは妨げ

られる。空中での矢の一定方向へ進む運動においては3－4で既に示したように矢の

重さが障害となり、潜在能力、すなわちヴェーガ（勢い）が徐々に減少してゆき、最

後には落下すると記されている。その個所はNyayakandallによれば、次のように記

載されている。（36）

　　vibhagan　　nivTtte　　nodane　　karma皐i　　uttarapi　　sarpskarad　　eva　vegakhyad

　　bhavanti　　yavat　　patanam　　i§or　　etasya　　ca　　pato　　gurutvapratibandhaka－

　　sarpskarak§ayat　　／

　　〈矢が弦から〉分離することから衝動が消滅したとき’、次々にく生ずる〉‘諸

　　々の運動は’ヴェーガと呼ばれる‘潜在能力だけから’落下〈が起こる〉まで生

　　ずる。そしてこの矢にとって、重さという障害によって潜在能力が失われること

　　から落下がく生ずる〉。

ここでは衝動が消滅した後、矢が空中での運動は衝動で得られたヴェーガ（勢い）に

よってのみ次から次へ生じ、重さが障害となり、ヴェーガは徐々に減少してゆき、最

後にはヴェーガが0となり、落下すると記されている。このヴェーガの減少過程は

Nyayakandallによれば、弓矢の運動において次のように記されている。（3T）

　　nodanabhighatayor　　anyatarapekSarn　karma　　saipskaram　　arabhate　　na

　　karmamatram，　　vegabhavat　　／　na　cantarale　　nodanalp　　napy　　abhighatah，

　　tasmad　　eka　　eva　　Sarajyasalpyogapek§e］4a　　5arakarma］□a　kyto　　vi§i＄tah

　　samskaro　yavat　patanam　anuvartate　／yatha　yatha　casya　karya－

　　karalユac　　chaktib　　k§lyate，　　tatha　tatha　karyarn　mandataratamadibheda－

　　bhinnam　　upajayate　　／　 yatha　　taros　　taru】；asya　　phalaM　 prakF§yate

　　’pak　；・＄yate　　ca　　jlr］4asya　　／

　　衝動と衝突とのいずれかに依存する運動は潜在能力を形成する。単なる運動だけ

　　は〈潜在能力を形成〉しない。何故なら、勢い（vega）がないが故に。そして途

　　中の空間では、衝動もないし、また衝突もない。それ故、矢と弦との結合に依存

　　する矢の運動によって生じた特別な潜在能力唯1つが落下するまで従う。そして
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　　これ（潜在能力）が〈運動という〉結果を生ずることから能力が崩壊すればする

　　ほど、その能力に従って結果はゆっくり、よりゆっくり、最もゆっくり等の種類

　　に分けられた形で生ずる。例えば、若い木にとっては実が優り、そして古い木に

　　とっては実が劣るが如くである。

これによれば、ヴェーガは特殊な結合（衝動、衝突）に基づいた運動から生ずる。単

なる運動からは生じない。ヴェーガが生ずるには運動の勢い（衝動や衝突などによる

運動の激しさ）が必要である。衝動も衝突もない場合、運動は以前に衝動や衝突等で

生じたヴェーガによって継続する。その継続の仕方はこの注釈によれば、“若い木に

は実が多くなるが、古い木には実が少なくなると同じようにヴェーガの強さが弱くな

ればなるほど、その能力に従って運動はよりゆっくりとなる”としている。このこと

より、ヴェーガは周囲の抵抗あるいは重さ等に抗して運動している場合、徐々に減少

して行くことがわかる。以上のことを表にすると第14図のようになる。このように

ヴェーガは特殊な結合に基づいた運動から生ずる運動の勢いであって、空中での運動

では矢が落ちないように一定方向を保っために横方向の運動の原因となっている。ヴ

ェーガは運動の勢いなので重さが抵抗力として作用しているときは横方向の運動の勢

いが徐々に減少していくだけである。そしてその運動の勢いが0になったとき、落下

が生ずるのである。ひとたび落下したときは落下運動は常に衝動過程を生じているの

で、その過程の中でヴェーガ、すなわち運動の勢いは生じる。すなわちヴェーガはB．

N．Sea1やU．　Mishraが述べるように2種類ある（38）というのではなく、あくまでもヴェ

ーガは1種類で、特殊な結合に基づいた運動から生じた運動を継続させるためのある

種の能力、すなわち運動の勢いである。また、ヴェーガと認識部門の潜在的能力、

bhavana（潜在印象）とにおいて、発生パターンが類似している。これは次章で示す。
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第14図　ヴェーガ（勢い）

（1）重さ、流動性によらない物体の運動を継続させるに必要な推進力。

（2）特殊な原因に基づいた激しい運動から5つの実体（土、水、火、風、マナス）に

　発生。

（3）発生図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vega（勢い）発生

重さ

運動

流動性

（4）ヴェーガによる運動の継続

物体中のヴェーガ　　　　　　空間中の結合と分離　　　　空中での物体の運動

（5）周囲の抵抗あるいは重さとに抗したとき、ヴェーガは徐々に減少する。

6－4、Nyaya学派における瞬間的なサンスカーラ

　Nyaya学派では音の発生に対してサンスカーラはある種の動因とされた。音の強弱

があることに対して強さの異なったサンスカーラが多数あると考えられた。音は瞬間

的なものと考えられていたので、サンスカーラもまた瞬間的と考えられていた。以下

においてNyaya学派においてサンスカーラが何故、瞬間的であったか、調査した結果

を記す。（39）

　鐘を鳴らしたとき鐘の音が余韻を残すことについて、Nyaya学派では鐘の振動によ

って強さの違った音が沢山生ずるために余韻が残ると考えられていた。鐘の振動過程

についてはNyaya学派では次のように考えられていた。

　手によって鐘が打たれるとき、鐘は振動し、接触している風を動かす。この風の活

動により、鐘はさらに振動し、この鐘の振動によりさらに他の風を振動させる。その

風の振動によってさらに鐘が振動するというように鐘の振動過程が述べられている。

この振動過程において、鐘の振動によって音が発せられる。そして音の強弱の原因は

この振動過程において生ずる鐘と風の衝突の際に生ずるサンスカーラであると考えら
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れていた。次にNyaya学派においてこの衝突過程とサンスカーラとの関わり合いを見

ていく。

Nyayavarttikaによれば、　ke）

　　tac　ca　　kararpam　 salpskara　　iti　　／　kuてas　　tadutpattih？　　pappisarpSle＄am

　　apekSamarpat　　karmaOah　 ／　pa皐ighaDtasarn61e§at　　p　aiii　igatavegapek§ad

　　ghap1ayarp［　karma，　　tatkarma　　parpyabhighatam　　apek6amanarp　　vibhaga－

　　samakalamsamskararP　　karoti　　／　 sa　　calantyadhyatmikaM　　vayum　　upa－

　　9；hrPati　　／　 sa　　ca　vayuna’bhihata　puna］b　karma　　karoti，　　tataS　ca

　　karmapa　sarpskarab，　　samskarerpa　　punah　　karma，　　punar　　vayUpagraha

　　ity　　evamadinyayena　　salpskara　　utpadyata　　iti　　／　 tatrantyasyatimandyad

　　ghaptayalp　 mahabhiitasarnkSobha］〔1a§akter　　abhavas　tato　vay［ipagrahoccheda｝〕

　　tatab　samskarak§aya　iti／

　　そしてその（音が強くあるいは弱くなることの）原因はサンスカーラ（潜在能

　　力）であるという。

　　〈問〉　何からそれが発生するのか？

　　〈答〉　手との接触に基づく運動〈を始まりとする諸々の運動〉から、すなわち

　　手に存するヴェーガに基づく手と鐘との接触から鐘に運動が〈生ずる〉。その運

　　動は手との衝突に基づくサンスカーラを〈鐘と手との〉分離と同時にく鐘に〉生

　　ずる。それ（鐘）は振動しっつ、内なる風（adhyatmikarp　vayum）（すなわち、鐘

　　とその部分とに結合している諸々の風の原子）を獲得する。　（すなわち、風に運

　　動を生じさせる）。〈その運動から風にヴェーガが生じる〉。それ（鐘）は風に

　　よって打たれ、〈風に存するヴェーガに基づき〉〈鐘は〉さらに運動を生ずる。

　　それ故に、運動によってく鐘に〉サンスカーラが〈生じる〉。サンスカーラによ

　　って〈鐘に〉更なる運動が〈生ずる〉。更なる風の獲得が〈生ずる〉。以上のよ

　　うな原理によって、サンスカーラが生ずるという。その場合、〈サンスカーラの

　　〉最後が非常に弱いことから、鐘に粗大元素との激しい衝撃の力（Sakti）が存在

　　しない。それ故に、風の獲得が断ち切られる。従って、サンスカーラが失われる

　　という。

　ここでは音の強弱の原因となるサンスカーラの発生が鐘の振動の仕方と共に次のよ

うに述べられている。手で鐘を打つとき、手に存するヴェーガに基づいて手は鐘と衝
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突する。それによって鐘は振動する。その振動によって鐘にヴェーガが生ずる。鐘は

振動しっつ内なる風、すなわち鐘に結びついている諸々の風の原子に衝撃を与え、風

の原子に運動を生じさせる。風の原子はその運動によってヴェーガを生ずる。この風

の原子が全体となって大きなヴェーガを生じ、鐘に衝突する。その衝突によって鐘は

風のヴェーガに基づき、振動する。その運動によって鐘にヴェーガが生じる。このヴ

ェーガに基づいて鐘はさらに振動する。この運動によって新しい風に衝撃を与える。

このような方法によってヴェーガ、すなわちサンスカーラが生ずる。そしてサンスカ

ーラは次第に弱くなっていくと記されている。

さらにNyayavarttikatatparyatlkaに於ける同じ個所の注釈では、音の発生過程が更

に詳しく記されている。要約すれば、次のようになる。音は虚空中で鐘の振動によっ

て生ずる。また、衝突過程に於ける鐘の振動は衝突前の手や風のヴェーガに基づいて

衝突直後に生ずる。そしてこの鐘の振動によって生じたサンスカーラからさらに振動

が生ずる。この鐘に生じたサンスカーラに基づいて次の風との衝突がある。このよう

に衝突後、鐘に瞬間的な振動が2度起こされる。この2度の鐘の振動によって虚空中

で音が発生する。（“L｝このことから音の強さの原因となるサンスカーラはこの鐘の振動

過程で鐘に生じたサンスカーラ全部であることがわかる。これらのサンスカーラの強

さは衝突をたびたび行うことによって、次第に弱くなっていく。他方、風の運動は鐘

σ）瞬間的な振動を持続させるための補助的な手段であり、音の伝播の直接的な媒介物

ではない。このような鐘と風の振動過程において衝突が手と鐘、鐘と風、風と鐘とい

うようにたびたび生じている。そして衝突後に生ずるヴェーガは「衝突される物体」

に生じている。すなわち、手で鐘を打つとき、手に存するヴェーガに基づく衝突から

鐘は振動する。その振動から鐘にヴェーガが生ずる。このヴェーガに基づいて鐘は風

に衝突する。この衝突によって風は活動する。この活動から風にヴェーガが生ずる。

この風が鐘と衝突して、鐘が振動し、鐘にヴェーガが生ずる。このように衝突が次々

に行われることによってヴェーガは異なった物体に次々に生じ、それに基づいて次の

衝突が行われる。このような過程で、異なった物体に次々に生ずる運動は瞬間的であ

り、衝突も次々に行われる。従って、ヴェーガもまた瞬間的と考えざるを得ない。こ

のようにNyaya学派のヴェーガは瞬間的で、異なった物体に運動を生じさせる能力を

持っている。また、ヴェーガは音が音を生ずるときに最初の音を発生させるある種の

動力となっている。音の強さはヴェーガの強さに対応して決まる。Nyaya学派では鐘
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の音において、いろいろな強さの音が沢山あるためにはヴェーガが瞬間的であるため、

音の強さに対応して強さの異なるヴェーガが沢山存在していると考えられている。こ

のヴェーガが沢山である理由はNyayavarttikatatparyatlka2－2－38に次の如く記され

ている。⑫

　　aneka】4　salpskara　　iti　　tattvalp　　Sabdabhedat　　iti　　／　　ekasya　　hi

　　sarnskarasya　　dharmabhedakalpanayalp　 kalpanagauravaprasahgah　 salpskaras

　　tavad　　eko　　dharml　dharmabhedaS　ceti　　／　　ta（i　　iha　　dharmabhedasthane

　　’　stu　　samskarabhedah　kltam　　atraikena　　dharmina　／　　na　　ca　　salpskξira－

　　bhede＄u　　dharmabhedalri　kalpanly　ah　　saipskarabhedamatrad　　eva　　kararpat

　　karyabhedopapattau　　tadgatadharmabhedakalpanavaiyarthyad　　iti　　bhavab　　／

　　‘沢山のサンスカーラが存在するということが真実である。何故なら、音の違い

　　の故に。’と〈Nyayavarttikaはいう〉。実に一っのサンスカーラに属性の違い

　　（強さの度合い）を想定するとき、想定が多すぎるということになってしまう。

　　すなわち、サンスカーラは一っのダルミン（属性を有している主体）であるのに、

　　属性の諸々の違いが存在するということになる。だから、ここでは属性の違いの

　　代わりに、サンスカーラの違いがあるべきである。この場合には一つのダルミン

　　で十分である。　（すなわち、想定が多すぎるという過失に陥らない）、そしてサ

　　ンスカーラの諸々の違いがあるとき、属性の諸々の違いが想定されるべきでない。

　　何故なら、サンスカーラの違いだけを原因として結果の違いが生ずるとき、その

　　中にある属性の違いを想定することは無益であるが故にという趣旨である。

　ここで書かれていることは次の通りである。

Nyaya学派では音の強弱の原因となるものは鐘の瞬間的な振動の激しさ、すなわちそ

の振動を生じさせるためのサンスカーラの強さである。音が強く、あるいは弱く聞こ

えるため、それに対応するサンスカーラにも強い、弱いが存在する。従って、サンス

カーラが多数あることが真実であると考えられていた。音の違いの原因となるサンス

カーラがもし一つであるとすると、音の違いを示すためにサンスカーラはその強さを

表す強い、弱いなどの度合いが属性の違いとして想定されねばならない。その場合、

想定することが多くなってしまう。すなわち、サンスカーラという属性の主体となる

もの（すなわち、属性によって限定される主体）が一っであるのに限定する属性の違

いが多く考えられねばならなくなってしまう。これなら、属性の違いの代わりに、強
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いサンスカーラ、弱いサンスカーラ、より弱いサンスカーラなどサンスカーラの違い

を考えてしまった方がよい。そうすれば、サンスカーラという一つの主体だけを考え

ればよいことになる。従って、サンスカーラの違いを考えれば、その中に属性の違い

による多くの想定はいらない。それ故強さの異なった多くのサンスカーラが音の強弱

の原因として必要であるということである。

　以上のことより、サンスカーラは多数であることの説明がなされた。その説明の仕

方は論理学的な方法で、音の強弱が多数あることに対して強さの異なったサンスカー

ラが多数あることの説明がなされたに過ぎない。サンスカーラは今まで見てきたよう

に運動の潜在能力、すなわち運動の勢いまたは激しさを表し、瞬間的な運動を生ずる

ためのある能力である。また、音の発生のある種の動因ともなっている。このサンス

カーラが音の場合、音の強さに対応して多数存在することは今、見たとおりである。

運動についてサンスカーラがきちっとした形で論じられている個所は今まで調査した

Nyaya学派の書物にはなかった。しかし、　Nyayavarttika2－2－38　およびその注釈書、

Nvayavarttikatatparyatlka2－2－38で矢が空中を飛行するとき、サンスカーラが一つ

なら、矢は空中を全く進まず、すぐに落下してしまうことが述べられている。C“3）ここに

は矢が空中を飛行するためには多数の瞬間的なサンスカーラが必要とされるという

Nyaya学派の考え方が示唆されている。しかし、サンスカーラが瞬間的であるのは

このような鐘の音のように、たびたびの衝突によって生ずる場合であって、空中での

矢の運動においては瞬間的なサンスカーラは成り立たない。何故なら、サンスカーラ

は衝動や衝突など特殊な結合によって生じた運動から生じ、空中での運動のように単

なる運動からは生じないからである。しかも数量的な取り扱いは全然されていない。

また、このサンスカーラは時間との関係が一切取り扱われていない。従って、このサ

ンスカーラは速さという形で捉えられたものではないことは明らかである。それ故、

このサンスカーラはB．N．　Seal、　Karl　H．　PotterやU．　Mishraなどが述べている｛“）よう

な、運動の加速度の説明をよりしやすくするという考えのものではないことは明らか

である。

7、　結論

　以上のことから継続的な運動について、次のようなことが結論として言える。

（1）　身体の運動（例：手に伴われた物体の運動）
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　身体およびそれに伴われた物体の運動は次の順序で生ずる。

①アートマンに“物体を動かす”という欲求がわく。

②それにふさわしい意志的努力が生ずる。

③この意志的努力に基づいてアートマンと手との結合が生ずる。

④手に運動生ずる。

⑤意志的努力に基づいて手と物体との結合が生ずる。

⑥物体に運動生ずる。

これを図示すると第15図のようになる。

第15図　身体の運動

　　　　　　アートマン

手に運動発生

物体に運動発生

（2）　物体の運動

　今まで見てきたように、PraSastapadabha§ya第3章第4節では物体の運動は意志的

努力による手の運動からその運動が生ずるまでの運動過程が記されており、第5節で

は意志的努力以外を原因として生じた運動が記載されている。これらの運動過程にお

いて、落下運動と川の流れは内に持っている重さと流動性を原因として生ずる。それ

以外の物体の運動は特殊な結合（衝動と衝突）を媒介として同じパターンで説明され

ている。すなわち、　「推しているもの」と「推されている物体」との間に生じた衝動

を介して「推しているもの」の推進力を原因として物体に運動が生ずる。または「衝

突する物体」と「衝突されるもの」との間に生じた衝突を介して「衝突する物体」の

ヴェーガを原因として衝突する同一物体に跳ね返りの運動が生ずる。その運動の発生

の仕方は次の順序で生ずる。

（i）　特殊な結合：

　（1）衝動
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①衝動は「推しているもの」と「推されている物体」との間に生じた結合で、こ

　　の結合を介して、運動の推進力が「推しているもの」から物体へ徐々に伝えられ

　　る、このような役目をする結合である。

②衝動を介して、「推しているもの」の推進力を原因として物体に最初の運動が

　　生ずる。

③この最初の運動から物体中にヴェーガ（vega、勢い）が生ずる。

　④さらに衝動中において、「推しているもの」が物体を推し続けるため、物体は

　　生じたヴェーガから運動を生じ、その運動によってヴェーガはさらに増す。この

　　ように衝動中においては「推しているもの」の運動が物体に伝わり、物体の運動

　　は益々激しくなり、ヴェーガもまた増してくる。っいに、物体は衝動から離脱す

　　る。

　（2）衝突

　①　衝突は「衝突するもの」のヴェーガ（勢い）に基づいて「衝突するもの」と

　　「衝突されるもの」とを一瞬結合させ、この結合によって生じた運動によって両

　　者をすぐに分離させてしまうような結合で、衝突前の推進力（ヴェーガ）を衝突

　　後の物体へ伝える結合である。

　　例えば、杵が臼に衝突して、杵がはね返る運動では、衝突直前の杵のヴェーガ

　　（勢い）を原因として、衝突後、杵に跳ね返りの運動が生ずる。

　②衝突を介して、「衝突するもの」（杵）の衝突直前のヴェーガを原因として衝

　　突後の物体（杵）に最初の跳ね返りの運動が生ずる。

　③この最初の運動から物体中にヴェーガが生ずる。

価）　特殊な結合から離れた後の物体の運動

　　　物体は結合中に得られたヴェーガ（勢い）に基づいて、ヴェーガが無くなるま

　　で運動を続ける。

これらの過程を図に示すと第16図のようになる。
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第16図　物体の運動

①　特殊な結合

推すものの推進力 推すもの

推される物体

衝突する物体のヴエーガ＿籠；㌶∵］

1②　衝動中に於ける物体の運動

推すものの推進力

@遼∴㌃コ

物体中のヴェーガ

　　　衝］動　物体に最初噸発生

　　　　　　　　物体にヴェーガ発生

　　　　衝

　　　　突一物体に最初の跳ね返り運

　　　　　　　動発生

　　　　　　　物体にヴェーガ発生

　　　衝

　　　動

③　空中での運動

物体中のヴェーガ（勢い）　一空間との結合分離

周囲の抵抗

重さ

　　　一174一

物体の運動激しさ増す

物体のヴェーガ（勢い）

　　　　　　　　増大

特殊な結合から離れた物

体の運動

物体中のヴェーガ減少



（3）ヴェーガ（運動の勢い）

　ヴェーガは特殊な結合に基づいた運動から生ずる運動の勢いであって、単なる運動

からは生じない。このヴェーガは瞬間的な運動を一定方向へ継続させるために必要な

ある種の能力である。空中での運動では矢が落ちないように一定方向を保つために横

方向の運動の原因となっている。このとき、重さが障害となる。そのため、矢の横方

向の運動の勢い、すなわちヴェーガが徐々に減少していき、0になったとき、落下が

生ずる。ひとたび矢に落下運動が生じたとき、矢は重さという推進力を常に内に持っ

ているため、矢は常に衝動過程を生じている。すなわち、最初の瞬間では矢は重さの

ため落下する。この落下によって矢はヴェーガ（運動の勢い）を生ずる。第2瞬間時

以降では矢は常に重さという推進力に駆り立てられているから重さとヴェーガの両方

から落下運動が生ずる。そのため、その過程の中、すなわち落下中ではヴェーガ、す

なわち運動の勢いは増してゆき、落下は次第に速くなっていくと考えられる。このよ

うにヴェーガ（運動の勢い）は特殊な結合、すなわち衝動や衝突等において生じ、運

動を継続させるためのある種の能力、運動の勢いである。

（4）VaiSesika学派のvega理論とBuridanのimpetus理論との比較

　ヴェーガは重さなどの自然力にによらない物体の運動を継続させるに必要なある種

の能力（運動の勢い）で、物体の勢い、すなわち速さに関係している。物体が周囲の

抵抗あるいは重さに抗して運動を続けるとき、ヴェーガは徐々に消耗していく。

　Buridanのインペトスはヴェーガと同様で、自然力によらない物体の運動を継続させ

るに必要なもので、速さに比例する。周囲の抵抗あるいは自然力に抗して運動を続け

るとき、インペトスは徐々に消耗していく。（‘5）このようにヴェーガとインペトスは現象

的な側面で非常に似通っているが、本質的に異なっている。その違いについて論ずる。

　両者において、発生の仕方は全く違っていた。ヴェーガは「推しているもの」と

「推されている物体」との間にある特殊な結合を媒介として、　「推されている物体」

に生じた運動から発生するある種の能力、勢いである。だが、インペトスは「推して

いるもの」によって「推されている物体」に直接込められた駆動力である。また、イ

ンドと西洋では運動の捉え方が非常に違っていた。インドでは、運動はすべて瞬間的

と考えた。ヴェーガはこの瞬間的な運動を次々に引き起こすある種の能力であった。

しかし、Buridanの場合、インペトスはアリストテレスの運動論、　“物は何か推してい
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るものがなければ動かない”という考え方の延長上にある。そのため、手から物体が

離れたとき、物体を推すため内在力としてインペトスが考えられている。このように

ヴェーガは瞬間運動を次々に引き起こすための力として考えられた。このようにヴェ

ーガとインペトスは発生パターンに関して発想上の違いがある。

　以上見てきたように、今までの研究者たちは現象的な側面のみに注目して、ヴェー

ガとインペトスとが類似しているという点を強調してきた。だがここでは、最終的に

ヴェーガが西欧のインペトスと本質的に異なっていることが結論づけられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔引用文献および注〕

（1）　B．　Faddegon　：　The　Vaige§ika－System，　（2nd　ed．）　Liechtenstein，　1969，

　　　pp．　221－236．

　　　　　　　　　ノ（2）　Muni　Srl　Jambuvijayaji　：　VaiSeSikasUtra　of　Kapada　with　the　Commentary　of

　　　Cndrananda，　Baroda，　1961，　pp．37－39．

Candranandaによる注釈5－1－1

　　　　　sva6rayasarpyogapeksitvat　　prayatnasya　　kriyarambhe　atmahastasarpyogah

　　　　karmapah　karanam　　／　sapek＄akarapatvat　　sarnyogasya　　prayatno’pi

　　　　karapam　　／ato　　dvabhyalp　　haste　　karma　　／

　　　　　運動発生において、意志的努力が自らの基体（アートマン）の結合に依存する

　　　　という特性から、アートマンと手との結合は運動の原因である。〈運動発生にお

　　　　いて〉結合が依存すべき原因を伴うという特性から、意志的努力もまた原因であ

　　　　る。それ故、両者によって手に運動が生ずる。

5－1－2
　　　　　　tatheti　sankhyamatratideSab，　tena　hastamusalasalpyogo　musalakarmanab

　　　　kararparp　　parvadhik1taS　ca　　prayatnab　　na　　tu　　atmahastasalpyogo

　　　　’samavayikaranam　musa！akarmani，　atmasamyuktahastasamyogad　eva

　　　　tatsiddheh　／

　　　　　　同様にということは数だけを移すことである。それによって手と杵との結合は

　　　　杵の運動の原因である。そして先行して規定された〈原因〉は意志的努力である。

　　　　しかし、アートマンと手との結合は杵の運動においては、非内属因ではない。何

　　　　故なら、アートマンと結びついた手と〈杵と〉の結合から、まさにそれ（杵の運

　　　　動）が成就されるが故に。

5－1－3
　　　　　　vegavaddravyasarpyogo’　bhighatab　　ulUkhalabhighatad　　utpanne

　　　　musalasyotpatanakarmani　　akararpam　　hastamusa！asamyogab　　pUrva－

　　　　prayatnasyabhighatad　　vina＄tatvat，　　‘utpatatu　　musaladravyam’　itlcchaya

　　　　abhavat　　prayatnantarasyabhavab，　　sarnyogasya　　ca　　gupakarmarambhe

　　　　sapek＄akararpatvat　　prayatnarahito　　hastamusalasarpyogo　　na　　karapam

　　　　utpatanasya　　／
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　　　ヴェーガを有する実体の結合は衝突である。臼との衝突から杵の飛び上がる運

　　動が生じたとき、手と杵との結合は原因ではない。何故なら、先行する意志的努

　　力は衝突によって失われることの故に。　‘杵という物質を飛び上がらせましょう

　　’という欲求が存在しないことから別の意志的努力が存在しない。そして性質と

　　運動の発生において結合には依存すべき原因（結合から運動が発生するために結

　　合が依存している原因）を伴うという特性があることから意志的努力を欠いた手

　　と杵との結合は〈杵の〉飛び上がりの原因ではない。

5－1－4

　　　yathaiva　　hastamusalasarpyogo　　musa！otpatanakarmapi　　na　　kararPam

　　tathatmahastasarnyogo’　pi　　hastotpatanakarmarpi　na　karanam　　sarpyogasya

　　sapek§akaraDatvat　　‘musalena　　sahotpatatu　　hastab’　　　iti　　abhisandher

　　abhavenaprayatnasya　　cabhavat　　／

　　　ちょうど、手と杵との結合が杵の飛び上がりの運動において原因でないのと同

　　様にそのようにアートマンと手との結合もまた手の飛び上がりの運動において原

　　因ではない。何故なら、〈運動発生において〉結合が依存すべき原因を伴うとい

　　う特性の故に。そして、　‘手は杵と一緒に飛び上がらせましょう’という意図が

　　存在しないことによって意志的努力が存在しないが故に。

5－1－5

　　　ulakhalabhighato　　musalasyotpatanakarma口ah　　kararpam　　／　　hastamusaユa－

　　salpyogas　　tu　　musalagatavegapek§o　　hastakarmarpah　 kara］〔lam，　　nfibhighato

　　’samavetatvat　／

　　　臼と〈杵と〉の衝突は杵の飛び上がりの運動の原因である。しかし、杵に存す

　　るヴェーガに依存する手と杵との結合は手の運動の原因である。衝突ではない。

　　何故なら、〈衝突は手と〉密接に結びついているということではないが故に。

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

（3）　Srl　Naraya口a　MiSra　：　VaiSe＄ikasatropaskara　of　Sahkarami6ra，　Varanasi，

　1969，　p．296－298．

Upaskara

　　tatha　 hastasalpyogac　　ca　　musale　　karma　　／／5－1－2／／

　　abhighataje　　musaladau　　karma】4i　　vyatirekad　akara】3aIp　 hastasarpyoga】3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／5－1－3／／
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　　abhighatan　　musalasaipyogad　　dhaste　　karma　　／／5－1－5／／

　　そして同様に手とく杵と〉の結合から杵に運動が〈生ずる〉。

　　杵等の運動が衝突によって生ずるときには、手と〈杵と〉の結合は〈その運動が

　　意志的努力から〉離れていることから原因ではない。　　　　　　／／5－1－3／／

　　衝突による杵と〈手と〉の結合から手に運動が〈生ずる〉。　　　／／5－1－5／／

Upaskara　　5－1－5

　　　yatha　musale　　utpatati　　musalamukhastharp　　loham　　utpatati　　tatha

　　hasto’　pi　　tadotpatati　　／　atrabhighata5abdena　　abhighatajanitab

　　sarpskara　　ucyate　　upacarat　　／　utpatato　　musalasya　　parutare】〔1a　　karma　rPa

　　abhighatasahak1tena　　svaSraye　　musale　　sarpskaro　　janitas　　tatk！tarp

　　sarpskaram　　apek§ya　　hastamusalasarpyogad　　asamavayikararPad　　dhaste’　py

　　utpatanarp　na　tu　tadutpatanalp　 prayatnavadatmasarpyogasamavayikaranakam

　　avaSo　　hi　　hasto　　musalena　　sahotpatatlti　　bhavah　　／

　　　杵が飛び上がりつっあるとき、杵の口の部分にある鉄〈の輪〉が飛び上がるの

　　と同様に、そのとき手もまた飛び上がる。この場合、〈スートラの〉“衝突”と

　　いう言葉によって衝突から生じた潜在能力が比喩的にいわれている。〈すなわち、

　　〉飛び上がりつつある杵の、〈臼との〉衝突に伴われて生じたより強い運動によ

　　って自らの（その運動の）基体である杵に潜在能力が生ずる。その生じた潜在能

　　力に依存して、非内属因である手と杵との結合から、手にもまた飛び上がりが生

　　ずる。しかし、その飛び上がりは意志的努力を有するアートマンと〈手と〉の結

　　合という非内属因〈から生ずるの〉ではない。実に意志によらない手が杵に伴わ

　　れて飛び上がるという意味である。

（4）CandranandaおよびUpaskaraにおける注釈による。

　　　　　　　　　　　　ノ（5）　Candrananda　：　　Muni　Srl　Jambuvijayaji　：　op．　cit．，　P．　38．

　　　　　　　　ノ　　Upaskara　：　Sri　Naraya］4a　MiSra　：　oP．　cit・，PP．298－299．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（6）Candranandaの注釈による。　Muni　Srl　Jambuvijayaji：op．　cit，，　P．39．

　　　　　　　　　　　ノ（7）　Candrananda：Muni　Srl　Jambuvijayaji　：　op．　cit．，　P．　37．

　　　　　　　　ノ　　Upaskara　：　Srl　Naraya取a　MiSra　：　op．　cit．，　pp．　295－298．

（8）　Muni　Sri　Jambuvijayaji　：　oP．　cit．　P．　39．

スートラ5－1－16におけるCandranandaの注釈
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　　　　　nodanad　adyalp　 karma，　saInskarad　　vahUni　　karmani　　i§av　utpadyante　／

　　ekasmilps　tu　　karma耳i　　prathamelilaivaka6asarpyogena　　vina＄gatvat　　karmana

　　uttarasarnyogavibhaga　notpadyeran　　tasmad　　i＄av　　anekalp［　karma　／

　　　　　矢において衝動から最初の運動が、潜在能力から多くの運動が生ずる。しかし、

　　　1つの運動においては最初の虚空との結合だけによって消失するというく運動の

　　　〉特質から、運動にとってより後の諸々の結合と分離は生じないであろう。それ

　　　故、矢において沢山の運動が存在する。

（9）　Srl　Naraya取a　MiSra　：　oP．　cit．，　PP．305－308．

しpaskaraにおいて5－1－16の注釈

　　　　　i＄av　iti　＄a＄thyarthe　　saptaml　／　idam　　atrakOtam　－一一　vegena　　gacchatarp

　　　Saradinam　 kudyadisaIpyoganantaralp　 Sradau　　saty　　eva　　gatyuparamo

　　　dr6yate　atraSrayanaSas　tavan　na　tan　　naSakah　 aSrayasya　　vidyamanatvat　／

　　　virodhigu】〔lantarafi　ca　　nopalabhyate，　　tena　　svajanyah　　salnyoga　　eva

　　　karmana6aka　　ity　　unniyate　　／　sa　　ca　　samyoga6　caturthak＄ane　　jata】）

　　　paficamak＄arpe　　karma　　naSayati　　／　tatha　hi　－一一一一一　karmotpattir　　atha

　　　vibhagab　 atha　　pUrvasalpyogana5ab　 uttarasaipyogab　 karmanaSab　 ／

　　　tenayugapatsalnyogavi6e§ξ晦　　karmananatvajiapaka　ity　　arthah　　／　sarpyoga－

　　　viSe＄a　 iti　　／　salpyoge　　viSeSab　 svajanyatvam　　eva　　anyatha　 sarnyoga－

　　　matrasya　　karmanaSakatve　　karma　　kvacid　　api　　na　　ti§rhet　　／／

　　　　　矢においてということは第6格（Genetive）の意味にく用いられる〉第7格

　　　（Locative）である。これはここでは〈次のような〉意味である。矢などがヴェー

　　　ガ（勢い）によって進んでいる間、壁などの結合の後直ちに矢などが存在すると

　　　き、まさに運動の停止が見られる。この場合、それ（運動）の崩壊は基体の崩壊

　　　ではない。何故なら、基体が存在しているが故に。そして他の障害となる性質は

　　　生じていない。それによってみずから生じた結合はまさに運動を消滅させるとい

　　　うことが導かれる。そしてその結合は第4クシャナ（第4瞬間時）において生じ、

　　　第5瞬間時において運動が消滅する。すなわち、その場合運動の発生がく第1瞬

　　　間時に〉ある。そのとき、〈第2瞬間時に〉分離が生ずる。そのとき〈第3瞬間

　　　時に〉前の結合の消滅がある。〈第4瞬間時に〉さらなる結合がある。〈第5瞬

　　　間時に〉運動の消滅がある。それによって同時でない諸々の異なった結合が運動
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　　の種々性を知らしむるという意味である。　‘諸々の異なった結合’とは結合にお

　　いて異なっていることである。すなわち、〈結合〉みずからによって生まれるべ

　　きことはまさに〈異なっていること（viSesa）である〉。他方、単なる1つの結合

　　は運動を消滅させるという特質の故に、運動はまたどこにも存在しないであろう。

（10）　大網功：“古代インドにおけるニャーヤ、およびヴァイシェーシカ両学派の音

　　の伝播論”、『科学史研究』35巻（No．198），1966　pp．122－130．

（ll）　　Muni　Srl　Jambuvijayaji　：　op．　cit．，　PP．　40－44．

　　　Srl　Naraya］4a　MiSra　：　op．　cit．，　PP．309－329．

（12）　Candrananda注による。　Muni　Srl　Jambuvijayaji：op．　cit．，　p．43．

（／3）　　D．　Jha：　PraSastapadabhaξ｝ya　with　the　commentary，　Nyayakandall　along
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身体の運動

一183一

第4章



1、　はじめに

　身体の運動は意識の作用に基づく運動と無意識的な運動とに分かれる。無意識的な

運動は物体と同じ方法で扱われている。意識の作用に基づく運動は前章で述べたよう

に身体を動かしたい、例えば手を動かしたいという欲求がアートマンに生じる。その

欲求に対して、その身体の領域を占めているアートマンに意志的努力が生ずる。その

意志的努力に依存しているアートマンと身体との結合から身体に運動が生ずる。

この意志的努力はアートマンとその補助器官、マナスとの結合によってアートマンに

生じた“手を持ち上げたい”という欲求から、　“手を持ち上げる”という意志的努力

が手の領域を占めているアートマンの部分に起こる。この意志的努力に基づいたアー

トマンと手との結合から手に“持ち上げること”という運動が起こるのである。この

手の運動の発生過程を図示すると第1図のようになる。

第1図　手の運動

アートマン　　　アートマン

（欲求）　　　　（意志的努力）

⇔
一

ト
的　

手

一
志

ア
意

結

合 手に運動発生

　この運動論において、身体の運動、物体の運動およびそれに伴われて生じたヴェー

ガ理論についてはすでに第3章で述べた。本稿は身体の運動が対象の認識からどのよ

うな過程を経て生ずるのか調査した結果を述べる。そして物体の運動の潜在的能力、

vega（勢い）と記憶に対する潜在的能力、　bhavana（潜在印象）とが発生パターンに

おいて全く類似していることを示したいと考える。

　身体運動を生じさせるこの意志的努力は結論的に言えば、体内にあるアートマンの

補助器官、マナスの助けを借りてアートマンに生じた一連の意識過程の1つの状態で

ある。VaiSe＄ika学派およびNyaya学派におけるアートマンの意識過程は宮坂によって

少し言及されている。ω宮坂は「ニャーヤ学派のアートマンの問題」の中で記憶につ

いて言及している個所の注で次のような図を示しているだけである。それ以上には言

及していない。
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第2図

　　　　　　　　　deha

ｲ『iilゴー
Jlvana

しかし、マナスの運動および身体運動に関連させた意識過程のメカニズムは未だに余

りよく分析されていない。筆者はPraSastapadabhaSyaおよび、その注釈書、　Nyaya－

kandallに従ってそのメカニズムの一端を明らかにしたいと考える。その意識過程は

Pragastapadabhasyaによれば、次の順序で生ずる。

対象の認

{感´ 求
悪

欲
嫌

㌶Σコ竺璽動

以下の節でこの意識過程がアートマンにどのように生ずるのか見ていく。

2、　アートマンとマナス

　VaiSe§ika学派においてアートマンは人間にとっての自己そのものであるとされ、

認識の主体であり、行動の主体であると考えられていた。人間の意識過程はこのアー

トマン（我）の中に生ずる。それはアートマン単独では生ずることなく、必ずその補

助器官であるマナスの助けを借りて生ずるのである。このアートマンとマナスについ

てPraSastapadabhaSyaにどのように記載されているかその一端を見ておく。

2－1、　アートマン　atman

　VaiSe§ika学派におけるアートマンの存在論証については村上、中村による詳細な

る研究がある。〔2’　3）ここでは村上、中村の研究によりっっ、PraSastapadabha§yaに記

載されたアートマンについて簡単に述べておく。PraSastapadabha§yaによれば、意志

的努力を有するものとしてアートマンは次のごとく記されている。ω

　　　Sarlrasamavayinlbhyafi　ca　　hitahitapraptipariharayogyabhyalp　　pravgtti一
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　　nivrttibhy弛　　rathakarma口a　　sarathivat　　prayatnavan　　vigrahasyadhi－

　　§1hatanumlyate　　／

　　　車の動きによって〈車を支配する〉御者の存在が推論されるように、身体に内

　　属している2つの動作、利益を得るための有効な活動と不利益を避けるための有

　　効な回避動作とによって、意志的努力を有する肉体の支配者（アートマン）の存

　　在が推論される。

ここで示されているように、アートマンは人間の内部にあって、意志的努力を有し、

認識、行動を支配する知の統率体である。このアートマンはPragastapadabha＄yaによ

れば、身体の全体に遍在した不動のものである。属性として認識、快感、不快感、欲

求、嫌悪、意志的努力などを有している。アートマンはこれらの属性を自ら能動的に

生起することなく、必ずマナスと結合しているとき、その助けによって生ずる。これ

は宮坂によれば、インド哲学の基本課題、解脱を説明するためとされている。C5）

2－2、マナス　manas

　アートマンの補助器官、マナスについて考察する。マナスは非常に速く動き、アー

トマンと結合して認識を生じさせるものである。そして注意力を引き起こす器官とさ

れている。マナスはPraSastapadabha§yaによれば、次のごとく記されている。（6）

　　saty　　apy　atmendriyarthasannidhye　　jfianasukhadinam　　abh亘tvotpatti－

　　darSanat　　karatpantaram　　anumlyate　　／　Srotradyavyapare　　smgtyutpatti－

　　darSanad　bahyendriyair　ag1hltasukhadigrahyantarabhavac　cantabkararpam　／

　　アートマンと感覚器官とが対象に接近しているにもかかわらず、〈すぐに〉認識

　　や快感等が起こらないが、後にくそれらの〉発生が経験されるから、他の器官〈

　　の存在〉が推論される。聴覚器官等が働かないにも関わらず、記憶がよみがえる

　　ことが経験されるから、また諸々の外部感覚器官によって知覚されない快感等の

　　別の把握対象が存在することから内部器官（マナス）が推論される。

また、Nyayakandallによれば同じ個所を次のように注釈している。　m

　　atmanas　　tavat　　sarvendriyair　　yugapat　sambandho’sty　　eva，　　indriyarpam

　　api　　sannihitair　　artha］b　sannikar§o　　bhavati，　　tathapy　　ekasmin　　viSaye

　　pratlyamane　　vi§ayantare　　jfianasukhadayo　　na　　bhavanti，　　taduparamac　　ca

　　bhavantlti　　drSyate，　　taddarSanad　　atmendriyarthasannikarSebhyah
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　　kara取antaram　　anumlyate　　yasya　　sannidhanaj　　jfianasukhadlnam　　utpattlh，

　　asannidhanac　　canutpattih　 ／

　　アートマンは実にすべての感覚器官と同時に結合する。また、諸々の感覚器官と

　　対象との接触は感覚器官の接近によって存在する。それにも関わらず、1っの感

　　覚対象を認識している間、別の感覚対象に関する認識や快感等が存在しない。そ

　　の〈1つの対象の認識に〉停止があると〈別の対象の認識が〉生起すると言うこ

　　とが経験される。このような経験から、アートマンと感覚器官と対象との接触か

　　ら別の器官、すなわちその器官の近接の故に認識とか快感等が生起し、近接なき

　　ときは生起しないという別の器官、〈マナス〉が推論される。

ここで示されているように、アートマンが対象を認識したり、快感などの属性を得た

りすることはアートマン自身では生起することができず、マナスが一緒の時に生ずる。

従ってマナスはアートマンにこれらの属性を生じさせる非常に重要な器官である。だ

が、精神性は有していない。また、内にある器官であるため、内官と呼ばれる。この

マナスは微細な粒子で体内に1個存在し、アートマンの中に生起した意志的努力によ

って迅速に動くと記されている。（8）

2－3、　マナスの運動一一一一一対象の知覚

マナスの運動はPragastapadabhaSyaによれば、身体内の運動と体外の運動とに分類さ

れる。（9｝体内の運動はアートマンが対象を知覚しようとしたときに生ずる。また、体

外では死体からマナスが去る運動や誕生の時マナスが体内に入る運動などがある。体

内の運動は意志的努力によって生じ、体外の運動はアドリシュタ（adlsta不可見力）

によって生ずる。ここではマナスの運動と対象の知覚とがどのような関係にあるのか

見ていく。PraSastapadabha§yaによれば次の如く記されている。〔IG）

　　savigrahe　　manasindriyantarasambandharthalp　　jagratah　　karma　　atmamanab－

　　sarP［yogad　　icchadveSaparvakaprayatnapek＄at，　　anvabhiprayam　　indriyanta－

　　rena　　viSayantaropalabdhidarSanat　　／　 suptasya　　prabodhaka！e　　jlvana－

　　pUrvakaprayatnapek§at　　／

　　目覚めている人にとって、身体と共にあるマナスに別の感覚器官と結合するため

　　に運動が生ずる。それは欲求あるいは嫌悪に基づく意志的努力に伴われたアート

　　マンとマナスとの結合から起こる。何故なら、意図に従ってある1つの感覚器官
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　　（例えば眼）で1つの感覚対象（例えば、色）を知覚することが経験的に知られ

　　ているが故に。眠れる人にとって、目覚めるときに生命に基づく意志的努力に伴

　　われたアートマンとマナスとの結合から〈マナスに運動が〉発生する。

このように対象の知覚はアートマンと感覚器官が対象と接触しているだけでは生ぜず、

そこヘマナスが動かされることによって生ずるとPraSastapadaは考えた。その知覚の

生じ方はアートマンに対象を知覚したいと望む欲求または嫌悪が生起し、それに基づ

いて知覚しようとする意志的努力が生ずる。この意志的努力によってアートマンと感

覚器官とが対象と接触している場所ヘマナスが動かされたとき、初めてアートマン、

すなわち人間が対象を知覚するとしている。このことはマナスがアートマンに知覚を

生じさせる媒介物となっている。すなわちアートマンは体内に遍在しているので、ア

ートマンと感覚器官は至る所で同時に接触しているのだが、物の色が知覚されたり、

音が聞こえたりするのは媒介物であるマナスが意志的努力によって眼から耳に迅速に

動かされるため、ほとんど同時に色と音が知覚されるとしている。（1）｝この知覚に関す

るPraSastapadaの説明を図示すれば、第3図の如くなる。
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第3図　対象の知覚

①　目覚めているとき

アートマン

（欲求or嫌悪）

マナス

アートマン

（意志的努力

　マナス

（運動発生）

アートマン　　アートマン

　　　　　　（対象の知覚）

マナス

感覚器官

対象

②覚醒時における知覚

　アートマン　　　　　アートマン

（ダルマorアダルマ）　（意志的努力）

マナス

（運動発生）

　
　ン

覚
マ
知

ト
の一

象

ア
対

　

く
「

ンマト
一ア

マナス

感覚器官

対象

3、ダルマ、アダルマ

　Vai6esika学派において、人間が行為をなした結果、その人の心に印象づけられて

後に倫理的な影響を及ぼすある種の能力がダルマ（善業の功徳）、あるいはアダルマ

（悪業の罪悪）と呼ばれた。（12）それは輪廻の世界で行為を促す源になっていた。イン

ド正統派の哲学ではkarman（業）という言葉が行為を表すと同時にこの意味に用いら

れた。このダルマ、アダルマがPraSastapadabhaSyaにおいてどのように記述されてい

るのか見ておく。

3－1、　ダルマ　dharma

PraSastapadabha§yaによれば、ダルマは次9）如く記されている。（13’

　　dharmab　　puru＄agurPah　　／　kartu］［｝　priyahitamok｛5ahetuh，　　atindriyo’ntya－

　　sukhasalpvijfianavirodhl　puru§anta】bkara】pasarpyogaviSuddhabhisandhija】1，
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　　varllraSrami口arn　Pratiniyatasadhananimittab　／

　　　ダルマはプルシア（人間の精神、すなわちアートマン）の性質である。それは

　　行為者にとって、快いこと、利することおよび解脱をもたらす原因である。超感

　　覚的なものであり、究極の幸福を完全に理解する事によって滅する。プルシア

　　（すなわちアートマン）と内官との結合および清浄なる意向から生ずる。そして

　　階級および生活期のきまりを実行することを原因として生ずる。

ここで示されているように清浄なる心を持つ人、すなわちアートマンとマナスとの結

合により清浄なる意向にあるアートマンを所持している人がヴェーダに定められた祭

式を行うことやダルマに対する信仰、人を傷っけないこと、盗みをしないことなど聖

典に定められた行為または修行を行うことによって、ダルマがその人に生ずる。これ

は行為をなした人を幸福にあるいは解脱に導くものである。

3－2、　アダルマ　adharma

　PraSastapadabhaSyaによれば、アダルマは次の如く記されている。（1’：）

　　　adharmo’py　　atmagurpab　　／kartur　　ahitapratyavayahetur　　atlndriyo’ntya－

　　du】Okhasarpvijfianavirodhl　／tasya　　tu　sadhanani　　6astre　　pratiSiddhani

　　dharmasadhanaviparltani　　hilpsanrtasteyadlni　／vihitakara】4arp　　pramada6

　　caitani　du＄tabhisandhilp　capekSyatmamanasoh　salpyogad　adharmasyotpattib／

　　　アダルマはまたアートマンの性質である。それは行為者にとって、損害や苦悩

　　を与える原因である。超感覚的なものであり、最後の苦を完全に理解することに

　　よって滅する。だが、アダルマの実行は聖典で禁止され、ダルマの実行と反対の

　　ことであり、傷害、うそをつくこと強奪等を行うことである。また定められたこ

　　とをしないことと怠惰とである。これらの行いと有害な意図に伴われたアートマ

　　ンとマナスとの結合からアダルマが生起する。

ここでいわれていることは不純な意図を持っ人、すなわちアートマンとマナスとの結

合により、不純な意図にあるアートマンを所持している人が傷害、うそをつくこと、

強奪等聖典で禁止された行為を行うことによって、アダルマがその人に生ずる。これ

は行為者を不幸に導くものである。

　以上のことから、ダルマ、アダルマについてPraSastapadabhaSyaに従ってまとめれ

ば、第4図の如くになる。このように人間の行為から生じたダルマ、アダルマという
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一種の分からざる能力は生命を維持する基本となるもの、すなわち宗教の世界で輪廻

の根源となるものである。宮坂によれば、ダルマ、アダルマは神の意志を反映したあ

る種の能力と記されている。（15）すなわち神が行為者に行為から生ずる果報を後に与え

るという思想である。

第4図　ダルマ、アダルマ

○　行為の結果、倫理的にその行為者の心に残った残余感で、後世に彼の心に影響を

　与えるある種の能力である。

1、

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

2、

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

ダルマ

アートマンの特殊な性質。

行為者に対して、幸福、本人の益すること、解脱の原因となるもの。

超感覚的なもの。

聖典に定められた行為によって生ずる。

ダルマに対する信仰、不傷害、不盗、うそをつかないこと等。

アートマン　　　　　　　結　　　　聖典に定められた　　　アートマン

（清浄なる意図）　　　　　　　　　　行為　or　修行　　　　　（ダルマ）

viSuddhasalpkalpa

　マナス　　　　　　　　　合

　アタルマ

　アートマンの特殊な性質。

　行為者に対して、本人の不利益、罪を起こす原因となる。

　超感覚的なもの

　聖典において禁止された行為

傷害、うそをっくこと、強奪等。

　アートマン　　　　　　　結　　　　聖典で禁止された

（不純な意図）　　　　　　　　　　　　行為

duSlabhisandhi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　合

　マナス

幸　福

アートマン

（アダルマ）

不利益、罪
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4、　意志的努力　　prayatna

　次にアートマンに付随する段階的な意識過程、すなわち心の動きについて述べる。

最初に身体の運動を引き起こす意志的努力について、VaiSesika学派がどのように考

えていたか述べる。PraSastapadabha§yaによれば次の如く記されている。（16）

　　prayatnab　 salprambha　　utsaha　　iti　　paryayah　 ／　 sa　　dvividhab－一一一jlvana－

　　pOrvakabL，　　icchadve§aparvakaS　ca　　／／　tatra　　jlvanapUrvakab　　suptasya

　　prarpapanasantanaprerakabL，　　prabodhakale　　cantahkara］〔1asyendriyantara－

　　praptihetub　　／　asya　　jlvanap｛irvakasyatmamanasoh　　sarpyogad　　dharma－

　　dharmapek§ad　　utpattib　　／　 itaras　　tu　　hitahitapraptipariharasamarthasya

　　vyaparasya　　hetuh　 Sarlravidharaka§　ca　　／　sa　　catmamanasob　 sarpyogad

　　icchapek§ad　　dve§apekSad　　votpadyate　　／／

　　意志的努力（prayatna）、猛烈さ（salprambha）、意志の強さ（utsaha）とは同

　　義語である。その意志的努力は2種類存在する。すなわち生命に基づくものおよ

　　び欲求と嫌悪に基づくものである。そのうち、生命に基づく意志的努力は眠って

　　いる人の呼吸を持続させ、覚醒時においては内官と他の諸々の感覚器官とが結合

　　するための原因である。この生命に基づく意志的努力はダルマあるいはアダルマ

　　に伴われたアートマンとマナスとの結合から生ずる。だが、欲求と嫌悪とに基づ

　　く別の意志的努力は益することを得ようとする行動あるいは不利益を回避しよう

　　とする行動の原因であり、身体を〈重さがあっても倒れないように〉保持してい

　　る。それは欲求あるいは嫌悪に伴われたアートマンとマナスとの結合から生ずる。

　これによれば、意志的努力の発生は生命に基づくものと欲求あるいは嫌悪に基づく

ものとに分かれている。生命に基づく意志的努力は眠っている人の呼吸を促し、覚醒

時においては前述したように、マナスを動かしめ、アートマンに知覚作用を起こさし

める。この意志的努力はダルマあるいはアダルマに伴われたアートマンとマナスとの

結合から生ずる。また、欲求あるいは嫌悪に基づいた意志的努力は目覚めている人の

知覚作用、身体の運動を起こさしめる。すなわち、これは人が目覚めているときにア

ートマンと感覚器官と対象とが接触している場所ヘマナスを動かしめ、アートマンに

知覚作用を生ぜしめる。そして身体に行動を起こさしめる。この意志的努力はアート

マンが意識過程の1つ、欲求あるいは嫌悪の状態にあるとき、それに伴われたアート

マンとマナスとの結合から生ずる。欲求に基づいた意志的努力はその人あるいは他人
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に対して有益な行動を起こさしめ、嫌悪に基づいた意志的努力は自分あるいは他人に

対して不利益を回避する行動を起こさしめる。以上まとめると第5図のようになる。

第5図　意志的努力

1、　生命に基づく意志的努力

アートマン

（ダルマ、アダルマ

を随伴）

マナス

結一　アートマン

　　　（意志的努力

合 マナス

（運動生起

①眠れる人の呼吸作用

②覚醒時の知覚作用

　　　アートマン

マナス

感覚器官

対象

ll、　目覚めている人の意志的努力

①　身体の運動

　アートマン

（欲求or嫌悪

マナス

②対象の知覚

　アートマン

（欲求or嫌悪）

結一アートマンーアートマン

　　（意志的努力）　　（意志的努力）

合

マナス

結一アートマン

　　（意志的努力）

身体

結合

　身体の行動

　（有益な行動or

不利益を回避する行動）

合 マナス

（運動生起）

アートマン

マナス

感覚器官

対象

アートマン

（対象の知覚）
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5、　欲求、嫌悪

　アートマンに生じた意識過程の1っ、欲求あるいは嫌悪について述べる。この欲求

あるいは嫌悪はそれに伴われたアートマンがマナスと結合しているとき、意志的努力

を生ずる。Pra§astapadabhaSyaによれば、欲求と嫌悪は次の如く記されている。

5－1、　欲求　iccha

　　　svarthalp　 parartha　ip　 va’ 垂窒≠垂狽≠垂窒≠窒狽?≠獅?モモ?＝@／／　sa　catmamanasob

　　sarpyogat　　sukhadyapek§at　　sm1tyapekSad　　votpadyate　　／　prayatnasm；ti－

　　dharmadharmahetuh　／

　　　kamo’bhila＄a】b，　　ragab　 safikalpa】4，　　karu］4yam，　　vairagyam　　upadha

　　bhavab　　ity　　evamadaya　　icchabhedah　　／　 u7）

　　　欲求とは未だ得られていないものを自分のためあるいは他人のために望むこと

　　である。それは快感等に伴われたあるいは想起に伴われたアートマンとマナスと

　　の結合から生ずる。そして意志的努力、記憶、ダルマおよびアダルマの原因であ

　　る。

　　　性欲、食欲、食欲、意欲、同情、棄てようとする欲望、ごまかそうとする欲望、

　　秘められた願い、これらは欲求の種類である。

ここに記されているように欲求とはまだ得られていないものを獲得しようとする願い

である。この欲求は快感（sukha）　にあるアートマン、または過去の経験を想起して

いるアートマンがマナスと結合しているときに生ずる。

5－2、　　嫌悪　 dveSa

　　prajvalanatmako　　dveSah　／　yasmin　　sati　　prajva］itam　　ivatmanarp

　manyate　　sa　　dve＄ah　　／　sa　　catmamanasoh　　salpyogad　　dubkhapek＄at

　　smrtyapek§ad　　votpadyate　　／　prayatnasm1tidharmadharmahetub　　krodho

　　droho　　manyur　　akSama’marSa　　iti　　dve＄abhedah　　／　
〈18）

　　嫌悪は激情するという性質を有している。それが存在するとき、自己をいらだ

　　たせるかの如く考えられるもの、それが嫌悪である。それは不快感に伴われたあ

　　るいは想起に伴われたアートマンとマナスとの結合から生ずる。嫌悪は意志的努

　　力、記憶、ダルマ、アダルマの原因である。怒り、悪意、怨恨、ねたみ、憤怒と

　　が嫌悪の種類である。
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ここで示されているように嫌悪は感情が悪い方に激している状態である。これは不快

感（dubkha）にあるアートマン、または過去の経験を想起しているアートマンがマ

ナスと結合しているときに生ずる。

　これら欲求と嫌悪をPraSastapadabhaSyaに従ってまとめると第6図の如くになる。

第6図　欲求、嫌悪

1、　欲求　iccha

①　結　　アートマン

　　　　（｝1央感or言己’憶）

アートマン

（欲求）

アートマン

（意志的努力）

有益な行動

　　合　　マナス

②　欲求の種類

　性欲、食欲、食欲、意欲、同情、捨てようとする欲望、ごまかそうとする欲望、秘

　められた願い

ll、　嫌悪　　dve＄a

①結　アートマン　　アートマン　　アートマンー不利益を回避

　　　　（不快感or記憶）　　　　（嫌悪）　　　　　（意志的努力）　　する行動

　　合　　マナス

②　嫌悪の種類

　怒り、悪意、怨恨、妬み、憤怒

6、　快感、不快感

　アートマンに生じた意識過程の1つ、快感および不快感にっいて述べる。これは欲

求あるいは嫌悪を生じせしめる。Pragastapadabha§yaによれば、次のように記載され

ている。

6－1、　快感　sukha

　　　anugrahalak§a阜am　　sukham　／　sragadyabhipretaviSayasannidhye　satl§topa－

　　1abdhlndriyarthasannikar§ad　　dharmadyapek＄ad　　atmamanasob　　sarpyogad　anu－

　　grahabhi§vahganayanadiprasadajanakam　　utpadyate　　tat　　sukham　　／　atlte§u
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　　Vi§aye§u　Smrtijam／（19）

　　　快感は好ましきことを本性とする。花冠など自分に好ましい対象が近接してい

　　るとき、望んだものを感ずる感覚器官と対象との接触により、ダルマ等に伴われ

　　たア・一一・一一トマンとマナスとの結合から好ましく感ずること、強い愛着、眼などの輝

　　きが生ずる。それが快感である。過去の対象について快感は想起から生ずる。

ここで示されているように快感は自分に好ましい対象と感覚器官とが接触したとき、

ダルマに伴われたアートマンとマナスとの結合から生ずる。すなわち快感は好ましい

対象をアートマンが認識したときに生ずる。

6－2、　不快感　duhkha

　　　upaghatalak§a皐alp　 dubkham　　／　vi＄adynabhipretavi§ayasannidhye　　saty

　　ani§topalabdhlndriyarthasannikarSad　　adharmadyapekSad　　atmamanasoh

　　samyogad　　yad　　amarSopaghatadainyanimittam　　utpadyate　　tad　　dubkham　　／

　　atlte＄u　　sarpavyaghracauradiSu　　smXtijam　　／　
c2°ノ

　　　不快感は害するということを本性とする。毒など欲しない対象が近くにあると

　　き、欲しないものを知覚する器官と対象との接触によりアダルマ等に伴われたア

　　ートマンとマナスとの結合からじれったさ、不快なる感じ、意気消沈の原因とな

　　るものが生ずる。それが不快感である。過去に経験した蛇、虎、盗賊等における

　　不快感は想起から生ずる。

これから分かるように不快感は自分が欲しない対象と感覚器官とが接触したときに、

アダルマに伴われたアートマンとマナスとの結合から生ずる。すなわち人が不快なる

対象を知覚したとき、アダルマの作用により不快が生ずる。

　以上から快感および不快感を図式化すると第7図のようになる。
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第7図　快感、不快感　sukha，　duhkha

ダルマ

アートマン　結

マナス

感覚器官

対象

アートマン

（対象の知覚or記憶）

マナス

アートマン

（快感）

アートマン

（不快感）

7、　記憶　smyti

　ここでは記憶がPraSastapadabha§yaにおいてどのように記載されているか調べる。

PragastapadabhaSyaによれば、記憶は次のように記されている。（2L｝

　　　1ihgadar6anecchanusmararPadyapekSad　　atmamanasoh　　sarnyogavi6e§at

　　patvabhyasadarapratyayajanitac　　ca　　sarnskarad　　dr§ta6rutanubh亘teSv

　　arthe§u　　§e§anuvyavasayecchanusmara】4adve§ahetur　　atltavi§aya　smXtir

　　iti　／

　　　〈記憶は事柄の〉特徴（linga）を知ることおよび〈思い出そうという〉欲求

　　に基づいて想い出すこと〔22）などに伴われたアートマンとマナスとの特殊な結合か

　　ら、そして強烈なる認識に基づいて、あるいは繰り返しによる認識に基づいて、

　　あるいは〈深く〉留意することによる認識に基づいて生じた〈心的〉潜在能力

　　（すなわち潜在印象）から〈生ずる〉。見たり、聞いたり、経験した諸々の事柄

　　において、〈事柄の特徴から最初に生じた認識に基づいて＞t23｝残された知識によ

　　って後にく推測すべき対象を〉〔23確認することの原因、あるいは欲求、あるいは

　　連想、あるいは嫌悪の原因となる過去の〈知覚された〉（23）対象が記憶である。

　ここでいわれているようにVaiSe§ika学派では記憶はある事柄の認識がそれに伴わ

れたアートマンとマナスとの特殊な結合を通して後々まで心に刻印されることである
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と考えられた。その認識はじきに消えてしまうものであるが、これが持続して記憶と

して残るために必要な保持能力が潜在印象（bhavana）と呼ばれる能力（samskara）で

ある。この潜在印象によって記憶が生ずるとされた。また、潜在印象の生じ方は認識

の度合いによって3つの方法に分けられていた。それらは奇妙な事柄に対して、強烈

なる認識がアートマンに生じ、それから得られた強い潜在印象、通常の事柄に対して、

弱い認識が生じ、それを繰り返すことによって得られた強い潜在印象、未曾有の現象、

すなわち非常に珍しい事柄に対して、電光の閃きを見るようにはっと心を打つ強烈な

る認識（留意による認識）が生じ、それから得られた勝れた潜在印象である。

　このような潜在印象の生じ方はPragastapadabhaSyaによれば、次の如く記されてい

る。卿

　　　bhavanasarpjfiakas　　tv　　atmagupo　　drStaSrutanubhUte＄v　　arthe§u　　smlti－

　　pratyabhijrtanahetur　bhavati　jfianamadadubkhadivirodhi　／patvabhyasadara－

　　pratyayajab　　／patupratyayapek§ad　　atmamanasob　　salpyogad　　aScarye’rthe

　　patub　　saM．skaratiSayo　　jayate　　／yatha　　dakSipatyasyoStradarSanad　iti　／／

　　vidya6ilpavyayamadiSv　　abhyasyamana§u　　tasminn　　evarthe　　parvaparva－

　　sarpskaram　　apek§ama】□ad　　uttarottarasmat　　pratyayad　　atmamanasob

　　salpyogat　　saηnskarati≦…yo　　jayate　　／

　　　prayatnena　　manaScak§u§i　　sthapayitva’ptirvam　　artharp　　did；k＄rnanasya

　　vidyutsampatadarSanavad　　adarapratyayah　 tam　　apekSama取ad　　atmamanasob

　　sarpyogat　　salpskaratigayo　　jayate　　／　yatha　devahrade　　rajatasauvarrpa－

　　padmadarSanad　　iti　　／

　　　だが、潜在印象（bhavana）という名の潜在能力（sarnskara）　はアートマンの

　　性質であり、見たり、聞いたり、経験した諸々の事柄において、記憶と再認識す

　　ることの原因である。またく反対の〉知識因、悦惚、不快感等によって妨げられ

　　る。そしてこの潜在印象は強烈なる認識（pratyaya）から生ずるものと、繰り返

　　しによる認識から生ずるものと、留意による認識から生ずるものである。強烈な

　　る認識に伴われたアートマンとマナスとの結合から不思議な事柄において強烈な

　　る、すばらしい潜在能力が生ずる。例えば南の地方に住んでいる人が〈まだ見た

　　ことのない〉（25酪駝を見たことから〈強烈なる印象を受けるように〉。学問、工

　　芸、体操等を繰り返し行うとき、それと全く同じ事柄においてく繰り返しによっ
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　　て次から次へと生ずる〉以前の潜在能力を前提とする順次後の認識によるアート

　　マンとマナスとの結合からすばらしい潜在能力が生ずる。

　　　未曾有の事柄を見ようと願ってる人が意志的努力によってマナスを眼に置かし

　　め、稲妻のような衝撃を見るように、留意による認識が生ずる。それに伴われた

　　アートマンとマナスとの結合からすばらしい（勝れた）潜在能力が生ずる。例え

　　ば、神々の湖（devahrada）　でく見たいと願う人が真夜中に思念をこらすとき、

　　たゆまない勝れた意志的努力から眼にマナスを置き続けることによって一瞬間〉

　　（26）金、銀の蓮の花を見ることから〈勝れた潜在能力が生ずる〉ようにという。

　ここで言われているように、これらの認識の内、奇妙な事柄（例：初めてみる事

柄）に対して生じた強い認識と、未曾有の現象（例：想像上の「神々の湖」にある金

銀の蓮の花）に対して生じた留意による認識とは強烈であるがため、それに伴われた

アートマンとマナスとの1回の結合を通して記憶を生み出すに十分な潜在能力を生ず

る。しかし、繰り返して得られた認識では1回の認識は弱いため、記憶を生み出すに

不十分な弱い潜在能力を生ずる。そこで事柄を繰り返すことによって認識が次第に強

くなってくる。それにつれて、それを持続しようとする潜在能力も次第に増大してい

く。ついに認識するというアートマンとマナスとの結合がなくても、その事柄の認識

は増大した潜在能力によって記憶される。Nyayakandaliによれば、この繰り返しに

よる認識の個所は次の如く注釈されている。（27）

　　teSv　　abhyasyamaneSu　　tasminn　　evarthe　　pUrvaglhlte　／pQrvetyadi　／／yata］［1

　　suciram　　anuvartate，　sphu？ataram　　ca　　smararpalll　karoti　／na　　hy　adyanu－

　　bhava　eva　samskaraviSeSam　adhatte，　prathamalp　 tadarthasmarailiabhavat　／

　　napy　uttara　eva　　hetuh，　pUrvabhyasavaiyarthyat　　／　 tasmat　　pUrva－

　　sarpskarapek§ottarottaranubhavahitadhikadhikasarpskarotpattikrame】40pa－

　　ntyasalpskarapek§ad　　　antyanubhavat　　tadutpatti】b　／

　　それら（学問、工芸、体操等）を‘繰り返し行うとき、それと全く同じ事柄にお

　　いて’、すなわち以前に把捉された事柄と全く同じ事柄において、　‘以前の一一一

　　一’は次の通りである。〈以前に把捉された全く同じ事柄において潜在能力がそ

　　の事柄の繰り返しによって〉非常に長い間、〈次から次へと〉継続され、そして

　　より明瞭なる記憶を生ずる。実にく連鎖過程の〉最初の認識（anubhava）だけが

　　特別な潜在能力を与えるわけではない。何故なら、〈連鎖過程の〉最初にはその
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　　事柄を思い出すことがないからである。また、最後の認識だけが原因ではない。

　　何故ならくもし最後の認識だけが原因であるとすれば〉以前の繰り返しは役に立

　　たなくなるが故に。このような理由から〈繰り返しによって1頂次に〉以前の潜在

　　能力を必要として後に引き続いて起こる認識によって導かれたますますより勝れ

　　た潜在能力が生ずるという順序（連鎖過程）で、最後の一つ手前の潜在能力を必

　　要とする最後の認識からそれ（その特別なる、すばらしい潜在能力）が生ずる。

　ここでは認識（anubhava）と潜在能力（samskara）とが相関的に増大していく連

鎖過程が記されている。すなわち、最初に事柄の弱い認識がある。それに伴われたア

ートマンとマナスとの結合を通してこの弱い認識から弱い潜在能力が生ずる。その事

柄の繰り返しから、この弱い潜在能力に基づくさらなる認識がある。それに伴われた

アートマンとマナスとの結合を通してより強い潜在能力が生ずる。このような順序で

事柄の繰り返しにより認識と潜在能力とが相関的に増大する。この連鎖の最後の1つ

手前の潜在能力に基づく最後の強烈なる認識によって強い特別なる潜在能力が生ずる

とされている。この過程を図示すると次の如くなる。

　（認識に伴われたアートマンとマナスとの結合の繰り返しを通して）

最初の弱いanubhava（認識）　　　　弱いsarpskara（潜在印象）　　　　より強い

anubhava　一より強いsalpskara－一一一一一一　　　非常に強いsamskara一

　　　最後の非常に強いanubhava　　　強い特別なるsarpskara（－smyti、

記憶）。

この記憶および潜在能力に関してまとめると第8、9図の如くなる。
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第8図　記憶

1、記憶

（／）　対象

smyti　（1）

アートマン

（認識作用）

マナス

アートマン

　（認識）

アートマン

（潜在印象）

（2）　アートマン

　　（潜在印象）

アートマン

　（記憶）

II、　記憶のための潜在的能力、潜在印象（bhavana）

（1）アートマンの属性

（2）潜在印象の発生原因

　①　強烈なる認識　　　　　patu－pratyaya

　　　不思議なあるいは珍しい事柄に対する認識

　②　留意による認識　　　　adara－pratyaya

　　　電光の閃きを見るように心に強く残る認識

　③繰り返しによる認識　abhyasa－pratyaya

　　　学問、工芸、体操等通常の事柄に対して繰り返し行うことによって得られた認

　　　識

　これらの認識を前提とするアートマンとマナスとの結合からbhavanaが生ずる。

（3）潜在印象を打ち消す原因

　①　反対の知識　　　pratipakSa－jfiana

　②陶　酔　 mada

　③不快感（・r苦）duhkha

　④享楽（or楽）sukha
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第9図　記憶　　（2）

m、　記憶の生じ方

　（1）強烈なる認識　　pa1u－pratyaya

　　①不思議な事柄一一アートマン

　　　　珍しい事柄　　　（強い認識作用）

　　　　　　　　　　　　マナス

　②　アートマン

　　（強い潜在印象）

〈2）留意による認識

　①

　アートマン

（強烈なる認識）

　　　　　　　adara－pratyaya

未曾有の事柄一　（強く心に残る認識作用）

二
∴

ト　
　

ト

∴
二

（留意による認識）

（勝れた潜在印象）

　②（勝れた潜在印象）

（3）繰り返しによる認識

　①　通常の事柄

abhyasa－pratyaya

　（通常の認識作用）

（記憶）

（通常の認識）

②

　（弱い潜在印象）

③（勝れた潜在印象）

（認識作用の繰り返し）

（弱い潜在印象）

（認識　増大）

（潜在印象　増大）

（記憶）
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8、　結論

　以上のようにPraSastapadabhaSyaおよびその注釈書Nyayakandallに基づいてVai－

9e＄ika学派の運動論の内、身体の運動およびそれに関連した心の動きを見てきた。

VaiSe＄ika学派では身体の運動について5種の瞬間的な運動が上げられていた。これ

らは既に述べたように、縦方向の運動が4種類とそれ以外の運動とに分かれていた。

VaiSe§ika学派では心のどのような動きによって身体の運動が生ずるかということが

言及されていた。心の動きは身体内にある2つの実体、アートマン（認識および行動

の主体）とマナス（アートマンの補助器官で体内を動き回っている微小粒子）との相

互作用によって生ずるとされた。このことについて次のような結論を得た、

Cl）　認識から身体の運動が生ずるまでの意識過程

　アートマンに生起する意識過程はアートマンとマナスとが結合状態にあるとき、次

の順序で発生する。

①　アートマンに意志的努力が生じたとき、マナスはこの意志的努力によってアート

　マンと感覚器官が外界の対象物と接している場所へ動かされ、これらと接触するこ

　とによってアートマンに対象物を認識させる。

②　アートマンが対象を認識した後、ダルマ（善業の功徳）の作用によってアートマ

　ンに快感が生ずる。あるいはアダルマ（悪業の罪悪）の作用によって不快感が生ず

　る。また、記憶からも快感、不快感が発生する。

③　快感に基づいてそれを得たいという欲求がアートマンに生ずる。不快感に基づい

　てそれを避けたいという嫌悪が生ずる。

④欲求に基づいてそれを得ようとする意志的努力が生ずる。嫌悪に基づいてそれを

　回避しようとする意志的努力が生ずる。

⑤この意志的努力に基づいて身体の運動が生ずる。体内ではマナスに運動が生ずる。

⑥　運動の結果、身体の運動ではその倫理的結果によって、その人のアートマンにダ

　ルマあるいはアダルマが発生する。マナスの運動では対象物をアートマンに認識さ

　せる。

以上のような意識過程を図示すると第10図のようになる。
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第10図　認識から身体の運動が生ずるまでの意識過程

（1）　認識過程とマナスの運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アートマン　　アートマン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接　　（認識）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マナス

　　　　感覚器官　　　　　　　　　　　　　　　　　感覚器官　　触

（2）　身体の運動が生ずるまでの意識過程

　　　　　　　　　　　　　　　潜在印象　　　　　　記憶

　　　　　　　　　　　　　　　ダルマ

アートマン　　　　認識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　快　感一欲求一意志的努力

　　結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　不快感一嫌悪一意志的努力

　　合　　　　　　　　　　　アダルマ

マナス

トマン 　アートマン

i意志的努力）

接　マナス

G

マナス

i運動発生）

器官

マナスの運動

アートマン

（認識）

身体の運動

アートマン

（ダルマ

アダルマ）
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（2）　運動物体の潜在的能力、vegaと記憶に必要な潜在的能力、　bhavanaとの比較

　PraSastapadabha§yaでは2っの潜在的能力、　vega（勢い）とbhavana（潜在印象）

がもっと広い概念、sarnskara（潜在能力）の中で一緒に取り扱われていた。この2

つの潜在的能力にっいて、発生パターンが全く類似していることを以下に示す。

①　物体の運動にっいては前章で示したように、衝動（nodana）あるいは衝突（

　abhjgata）という「推すもの」と「推される物体」との間に働いている特殊な結

　合を媒介として「推しているもの」の推進力が物体に伝わり、物体に運動が発生す

　るとされた。

（1）　特殊な結合、衝突による物体の運動

　　衝突は「衝突するもの」と「衝突されるもの」との間にできた一瞬の接触である。

　この接触によって物体に跳ね返りの強い運動が生じ、その運動によって物体に強い

　・egaが発生する。このvegaによって衝突後の運動が物体に次々に生ずる、

（iユ）　特殊な結合、衝動による物体の運動

　　衝動は「推しているもの」と「推されている物体」との間に生じた接触である。

　この接触を通して「推しているもの」の運動が物体に徐々に伝わっていく。初め、

　物体に弱い運動が生ずる。この運動によって物体に弱いvegaが発生する。このvega

　と衝動とから物体により強い運動が生ずる。それにっれてより強いvegaが発生する。

　このような方法で物体の運動とvegaは相関的に増大する。この増大によって衝動が

　持ちこたえられなくなったとき、物体は「推しているもの」から離れ、その増大し

　たvegaによって空間中を次々に運動する。周囲の抵抗や重さによってvegaは徐々に

　減少し、ついに0となる。物体は重さのため落下する。

以上、物体の運動は第11図のように示される。

②　記憶に必要な潜在的能力、bhavana

　　PraSastapadabhaSyaによれば、記憶は次の順序で発生する。

　人がある経験をしたとき、それに基づく認識がアートマンに生ずる。この認識から

　それを持続しようとする潜在的能力、bhavana（潜在印象）がその認識に伴われた

　アートマンとマナスとの結合を通して生ずる。この潜在印象が非常に強いとき、そ

　れから記憶が生ずるとされた。また、潜在印象の生じ方は認識の度合いによって3

　っの方法に分けられていた。それらは強烈なる認識による強い潜在印象、通常の認
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　識の繰り返しによって得られた強い潜在印象、留意による認識から得られた強く、

　鮮明な潜在印象である。

（i）　強い認識および留意による認識

　　強い認識は奇妙なあるいは珍しい事柄を経験したときに生ずる。また、留意によ

　る認識は未曾有の事柄、すなわち宗教的な想像上の事柄を見ようと努力をして、一

　瞬見えたとき生ずる認識で、電光の閃きを見るようにはっと心を打つような非常に

　強いものである。これら2つの認識は非常に強いため、それに伴われたアートマン

　とマナスとの1回の結合だけで記憶を生ずるに十分な潜在印象を発生させる。

（ii）通常の認識の繰り返し

　　通常の経験は弱い認識を生ずる。この認識からそれに伴われたアートマンとマナ

　スとの結合を通して弱い潜在印象が生ずる。同じ経験を繰り返すことによって、す

　なわちその認識に伴われたアートマンとマナスとの度々の結合を通して、認識と潜

　在印象とは相関的に増大する。ついに記憶を生ずるに十分な強い特別なる潜在印象

　が発生する。

とPraSastapadabhaSyaでは説明されていた。これから記憶を生ずる過程は第12図の

ように示される。

　以上のことから第11図と第12図とを比較することにより、運動および記憶の発

生の仕方が全く類似していることが分かる。すなわち、運動物体の衝突という特殊な

結合と記憶に必要な強い認識および留意による認識（それに伴われたアートマンとマ

ナスとの特殊な結合）が対比される。また、運動物体の衝動という特殊な結合と記憶

に必要な通常の認識の繰り返しとが対比される。特に、物体運動の潜在的能力、vega

と記憶に必要な潜在的能力、bhavanaとの発生過程が全く類似している。さらに、

PragastapadabhaSyaではこの2つの潜在的能力、　vegaとbhavanaの代わりにもっと広

い概念、sarpskara（潜在能力）がしばしば用いられている。このことは潜在的能力、

vegaとbhavanaとに関係した発生パターンはもっと広い概念、　sa叩skara（潜在能

力）に由来するものと考えられる。
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第11図　物体の運動

1、　　「推しているもの」と「推されている物体」との接触中または

　　　「衝突するもの」と「衝突されるもの」との接触中

（i）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物体に潜在能力、vega発生

（”）

ﾙ㌫」二竺二竺二L物体の運動増．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物体中のvega　増大

2、物体が「推しているものjまたは「衝突されるもの」から離脱

　物体中の潜在能力、vega　　　空間との結合、分離　　　　空中での物体の運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物体中のvega　減少
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第12図　記憶

1、アートマンに生じた①強烈なる認識　　pa1u－pratyaya

　　　　　　　　　　　②留意による認識　adara－pratyaya

　　　　　　　　　　　③繰り返しによる認識abhyasa－pratyaya

　に伴われたアートマンとマナスとの結合中において

（i）　　　　　　　　　アートマン　　　　　　　アートマン

　①不思議な事柄　　　　（強い認識作用）　　　　　（強い認識）

　　珍しい事柄

　②未曾有の事柄一　（留意による認識作用）　一　（非常に強い認識）

　③通常の事柄　　　　（通常の認識作用）　一　（弱い認識anubhava）

　学問、工芸、体操等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弱い潜在印象）

∴弱い馴象）竺竺二二L（認＿大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（潜在印象増大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（強い潜在印象）

2、　（強い潜在印象）　　　　　　　　　　　　　　（記憶sm；ti）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記憶　減退）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－208一

（強い潜在印象）
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